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　純白の百ゆ合りと、翼つばさを広げた鷹たか。

　ノーランガルス北帝てい国こくの紋もん章しようを染そめ抜いた漆しつ黒こくの壁かべ掛かけが、赤々とした炎ほのおに包まれている。

　北セントリア帝てい城じよう、玉ぎよく座ざの間まの床ゆかを覆おおう分厚い絨じゆう毯たんにもそこかしこで火の手が上がり、剣けん戟げきと鬨ときの声こえが遠くで絶え間なく響ひびく。

　剣を構えるロニエとティーゼの約二十メル前方には、驚おどろくほど背の高い黄金と黒くろ革かわの玉ぎよく座ざがそびえ立ち、そこに男が一人、悠ゆう然ぜんと座すわっている。脚あしを組み、頰ほお杖づえをつくその姿は、広間に炎ほのおが回りつつあることなどまったく気にしていないかのようだ。

「……最初に余の前に立つのは、整せい合ごう騎き士しだと思っていたがな」

　先を尖とがらせた灰色の顎あご髭ひげを指先でもてあそびながら、男が言った。

「よもや、騎き士しどころか衛士ですらない小こ娘むすめがたった二人とは……。お前たちは、修しゆう剣けん学がく院いんの生徒か？」

　尊大なその問いに、答えねばならない義務はない。

　しかしロニエは、無造作に頭を押し下げてくるような圧力を振り払おうと、敢あえて名乗った。

「──北セントリア修しゆう剣けん学がく院いん、初等練士ロニエ・アラベル！」

　隣となりのティーゼも、半ばヤケを起こしたような声こわ音ねで叫さけぶ。

「同じく、初等練士ティーゼ・シュトリーネン！」

「ほう。本物の剣を握にぎったばかりのひよっこに遅おくれを取るとは、そこの木で偶くの坊ぼうも焼きが回ったものだ」

　男がちらりと視線を右に振る。

　絨じゆう毯たんの上に大の字になって倒たおれているのは、漆しつ黒こくに白銀の装そう飾しよくを施ほどこした金属鎧よろいに身を固める巨きよ軀くの男だ。胸当ての象ぞう嵌がんは、北セントリア帝てい国こく近この衛え軍ぐんの紋もん章しよう。死んではいないが、ティーゼとロニエの連続剣けん技ぎを同時に喰くらったのでもう立てないはずだ。

　皇こう帝てい警護隊隊長を名乗る巨きよ漢かんとロニエたちは、この広間で二十分を超える激げき闘とうを繰くり広ひろげた。どちらか一人だけなら恐おそらく勝てなかっただろうし、神聖術を使わない伝統的な剣の勝負なら二人でも勝てなかっただろう。広間のあちこちで燃えている炎ほのおは、ロニエが乱発した熱ねつ素そ術じゆつが燃え移ったものだ。

　強敵ではあったが、隊長の戦い方は堂々としたものだった。

　それゆえに、自分を守るために戦った忠実な臣下に対する男の悪あし様ざまな口ぶりに、ロニエは強い怒いかりを覚えた。

　深い傷こそ受けなかったが、隊長の豪ごう剣けんを受け止め続けた両りよう腕うでは鈍にぶく痛むし、無数の切り傷や打ち身も絶え間なく疼うずく。しかし痛みや恐おそれを一いつ瞬しゆん忘れ、ロニエは叫さけんだ。

「この戦いくさはもう終わりです！　いますぐに投降し、近この衛え軍ぐんへの勅ちよく令れいを撤てつ回かいしなさい！」

　左に立つティーゼも、凜りんとした声を張り上げた。

「すぐに整せい合ごう騎き士しと人界守備軍がここまで来るわよ！　もう逃げ場はないわ！」

　本当は、この勧かん告こくを行うのは北セントリア帝てい城じよう攻こう略りやく戦せんを指揮する整合騎士デュソルバート・シンセシス・セブンであるはずだった。実際、玉ぎよく座ざの間まに続く回かい廊ろうの入り口までは、ロニエとティーゼの属する部隊を彼が率いていたのだ。

　しかしデュソルバートは、城の西門を攻せめていた隊が劣れつ勢せいだと聞くやロニエたちに「先に行け！」とだけ命じて援えん護ごに行ってしまい、部隊の衛士たちも回かい廊ろうを守備する近この衛え軍ぐんを引きつけながら「先に行け！」と言うので、最終的に二人だけで玉ぎよく座ざの間まに突とつ入にゆうすることになってしまった。

　こうまで作戦を急いだことには理由がある。

　のちに《四帝てい国こくの大乱》と呼ばれるこの戦いくさは、人界の四帝てい国こくを治める四人の皇こう帝ていが、一ヶ月前に設立されたばかりの人界統一会議に対して、公こう理り教きよう会かいを私物化する反逆者であると断ずる連名の勅ちよく令れいを出し、直属の近この衛え軍ぐんをセントラル・カセドラルに侵しん攻こうさせたことで引き起こされたものだ。

　近この衛え軍ぐんの騎き士しや兵士たちは、決して異界戦争の時に攻せめてきた赤あか騎き士したちのような絶対の敵ではなく、同じセントリアの街に住む人界の民たみだ。ゆえに、彼らの犠ぎ牲せいは最小限に留とどめなくてはならない──というのが、人界統一会議の代表剣士に就任したキリトの意思だった。

　仮に全ての整合騎士と神聖術師がセントラル・カセドラルに立てこもって防衛に専念し、セントリア市街に駐ちゆう屯とんする人界守備軍に後方から攻こう撃げきさせれば、近この衛え軍ぐんを全ぜん滅めつさせることも可能だっただろう。

　しかしキリトはその作戦を採らず、ほぼ全ての整合騎士をカセドラルから脱だつ出しゆつさせ、守備軍と合流して四帝てい国こくの帝てい城じように突とつ入にゆうするように命じた。この戦いくさを最小限の犠ぎ牲せいで終結させるには、四人の皇こう帝ていを捕とらえ、勅ちよく令れいを撤てつ回かいさせるしかないからだ。ゆえに同じ部隊の衛士たちは、自分たちが囮おとりとなって近この衛え軍ぐんの大部隊を引きつけ、ロニエとティーゼに玉ぎよく座ざの間まへの突とつ入にゆうという大役を託たくしたのだ。

　いまごろキリトと副代表剣士のアスナは、わずかな数の下位騎き士しと衛兵、神聖術師とともにカセドラルの防衛を続けているはずだ。いかに人界最強の剣士といえども、四帝てい国こくの近この衛え軍ぐんが押し寄せる東西南北の門を守り続けるのは容易なことではあるまい。

　一分一秒でも早く勅ちよく令れいを破は棄きさせ、北セントリアの戦いくさを終わらせる。

　そんな決意とともに発した二人の言葉だったが、玉ぎよく座ざの男──ノーランガルス北帝てい国こく皇こう帝てい、クルーガ・ノーランガルス六世は、冷たく整った顔を微び動どうだにさせなかった。

「……お前たちの如ごとき、名を聞いたこともないような下級爵しやく士しの小こ娘むすめが、余の前で平へい伏ふくしないどころか、そうやって剣を向ける。この一事を取っても、統一会議とやらが我わが人界の秩ちつ序じよと安あん寧ねいを破は壊かいするやつばらであることは明らかであろう？」

　鷹おう揚ような態度でそう言ってのけると、皇こう帝ていは玉ぎよく座ざの傍かたわらに置かれた小さな円えん卓たくから水すい晶しようの器うつわを持ち上げ、濃こい紫むらさき色いろの液体を口に含ふくんだ。

　皇こう帝ていが飲むワインは、皇こう帝てい家けの直ちよつ轄かつ領りようや大貴族の私領地の、ソルスとテラリアの恵めぐみが最も豊かな土地で作られ、瓶びん一本の値段が下級爵しやく士しの一月の給金以上──という話を、ロニエはかつて父親から聞いたことがある。その葡ぶ萄どう畑ばたけを全て麦畑に変えれば、北セントリア全市で消費される小麦が全てまかなえるだろう、とも。

　そんな贅ぜい沢たくを許す治世が、歪ゆがんでいないはずがない。

「上級爵しやく士しが、人界のために何をしましたか!?」

　剣の切っ先を皇こう帝ていの顔に向け、ロニエは叫さけんだ。

「先の異界戦争で、人界を……そこに暮らす人々を守るために戦ったのは、一いつ般ぱん民みんの衛士と下級爵しやく士しだけです！」

「そうよ！　大貴族はみんな、城や領地に閉じこもって、怯おびえることしかできなかったくせに！」

　言い切ったティーゼは、剣ではなく左手の人差し指を皇こう帝ていに突き付ける。明確に、貴族裁決権による懲ちよう罰ばつの対象となる行こう為いだ。ここで初めて、皇こう帝ていの高い鼻び梁りように、わずかだが不快そうな皺しわが寄る。

「……当然であろう？」

　器うつわの中のワインをくるくる回しながら、皇こう帝ていは言い放った。

「下級爵しやく士しや衛士どもの務めは、命を賭として余を守ることだ。そして余の務めは、帝てい国こくの民たみ草ぐさを正しく導くこと。……そう、これまでは北帝てい国こくの領土のみが我わが手の届くところであったが、最高司祭猊げい下かが長い眠ねむりに就ついているあいだに、公こう理り教きよう会かいがわけの解わからぬ連中に壟ろう断だんされたとあっては、その誤りも正さねばならぬ。人界統一……それを成なし遂とげるのはどこの馬の骨とも知れん一いつ介かいの剣士如ごときではなく、このクルーガ・ノーランガルスである！」

　高らかにそう宣言すると、皇こう帝ていはワインをひと息に飲み干し、グラスを床ゆかに投げ捨てた。

　高価な水すい晶しようの器うつわが粉々に砕くだけ散ちる中、支配者はゆっくりと玉ぎよく座ざから立ち上がり、側面に立て掛けてあった長ちよう剣けんを手に取った。

　ロニエがいままで見たことがないほど華か美びな装そう飾しよくを施ほどこされた深しん紅くの鞘さやから、鏡のように輝かがやく刃やいばが抜き放はなたれた。

　途と端たん、三段高いところにある玉ぎよく座ざから、冷たい風のようなものが吹ふき付つけてきて、ロニエは少し右足を引いてしまった。しかしそこで踏ふみ留とどまり、ぐっと体を前に出す。

　戦いくさに出なかったからといって、皇族や大貴族が剣を使えないというわけではない。

　もちろん、一昨年の主席上級修しゆう剣けん士しウォロ・リーバンテインのように、日々厳しい鍛たん錬れんを積んでいる上級貴族は稀まれだろう。しかしキリトの説明によれば、上級貴族は彼らにのみ与あたえられた特権である央おう都と近きん郊こうでの狩しゆ猟りようを日常的に行い、権限レベルを上じよう昇しようさせていく。また、貴族の子供はほぼ例外なく修しゆう剣けん学がく院いんに入学するので、最低限の剣けん技ぎを習得する機会もある。

　それが皇こう帝ていともなれば、幼い頃ころから専属の教師に剣の英才教育を受け、また大型の獣けものを狩かる機会も多かったはずだ。いま皇こう帝ていが構えている宝ほう剣けんも、優先度はロニエたちの人界軍制式剣より明らかに高い。

　後方の回かい廊ろうからは、衛士隊が近この衛え軍ぐんと斬きり結ぶ音が間断なく響ひびいてくる。

　左右の壁かべに垂れ下がる、帝てい国こくの紋もん章しようを染そめ抜いた壁かべ掛かけが次々と焼け落ちる。

　炎ほのおの色に照てり映はえる皇こう帝ていの長ちよう剣けんが、眩まばゆいほどの赤に輝かがやく。

　下級とはいえ、ロニエも爵しやく家けの跡あと取とりだ。幼少期から心に刷すり込まれてきた帝てい国こくと皇こう帝てい家けへの畏い怖ふと恭きよう順じゆんは、たとえ剣を向けても消えるものではない。しかしいまのロニエは、盲もう目もく的てきな服従よりも大切なものがあることを知っている。

　キリトとユージオは、いまの二人と同じ修しゆう剣けん学がく院いんの生徒の時に、人界の支配者である半神人、最高司祭アドミニストレータと戦ったのだ。

　懸けん命めいにセントラル・カセドラルを守っているキリトのためにも──そして人界が迎むかえるべき新たな時代のためにも、退くわけにはいかない。

「どうしても勅ちよく令れいを撤てつ回かいしないと言うなら……ここであなたを斬きります！」

　制式剣を右みぎ肩かたの上に動かし、ロニエは叫さけんだ。
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　隣となりでティーゼも、基本の中段からアインクラッド流剣けん技ぎの構えに移行する。

　笑みを消した皇こう帝ていクルーガが、天を衝つくかのように宝ほう剣けんを掲かかげ、ハイ・ノルキア流の堂々たる構えを取る。

　玉ぎよく座ざの後ろに垂れ下がる、最も巨きよ大だいな壁かべ掛かけに炎ほのおが燃え移ったその瞬しゆん間かん、ロニエは思いきり床ゆかを蹴けった。

　突とつ然ぜん、その床ゆかが実体を失い、真っ暗な大穴が口を開けた。

　悲鳴を上げることもできずに、ロニエはその穴の中を落下していき、そして──。
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「ふぐっ！」

　背中に衝しよう撃げきを受けたはずみに、そんな声が喉のどから飛び出した。

　顔にまとわりつく布を引き剝はがし、暗くら闇やみの中でしばしもがいてから、ここが自分の寝しん室しつであることに気付く。どうやらベッドから落ちてしまったらしい。

　窓の外はまだ暗い。手て探さぐりで毛布を回収すると、ベッドによじ登る。

　二月も下げ旬じゆんに入り、いくらか暖かさを感じる日も増えてきているものの、夜明け前はまだまだ冷ひえ込む。セントラル・カセドラルにも、暗黒界の帝てい城じようオブシディアのような温水暖だん房ぼう装置があればいいのに……と思いながら毛布にしっかりとくるまり、ふうっとひと息。

　ロニエはさして寝ね相ぞうが悪いわけではない──はずなので、床ゆかに落ちるほど激しく身み動じろぎしてしまったのは、あの日の夢を見ていたせいだろう。いつもは起きた途と端たんに内容を忘れてしまうことも多いが、今夜の夢はまだ頭の中に残っている。

　異界戦争が終結し、央おう都とに帰き還かんしたのが人界暦三八〇年の十一月半ば。十二月には人界統一会議が発ほつ足そくし、四帝てい国こくの大乱が勃ぼつ発ぱつしたのは三八一年の二月だったから、ロニエとティーゼが北帝てい国こく皇こう帝ていクルーガ・ノーランガルスと剣を交えたのはちょうど一年前ということになる。

　夢を見たのはそのせいだろうか、そもそも人はなんで夢を見るんだろう……などと考えながら再び眠ねむりの妖よう精せいが訪おとずれてくれるのを待ったが、瞼まぶたはなかなか重くならない。なおも三分ほど粘ねばっていると、窓の外から午前五時の鐘かねが控ひかえめな音色を届けてきたので、諦あきらめて上体を起こす。

　今度は両足から床ゆかに降り、分厚い毛け織おり物ものの肩かた掛かけを羽織って、テーブルの上のランプに手を伸ばす。胴どうの中ほどにある大きなねじを回すと、硝子ガラス製の火ほ舎やを満たしている水が下部の容器に流れ落ち、火ほ舎やの中に収められている卵大の鉱石が自然に発火して、黄色がかった柔やわらかな光を放つ。

　二日前に暗黒界から帰き還かんした時、キリトはいつの間にかこのオブシディア特産の鉱石ランプを機き竜りゆうの荷物入れに十個も詰つめ込んでいて、皆みなへのおみやげにしたのだ。ロニエとティーゼも一つずつ貰もらったので早さつ速そく利用しているが、点火する時は水を胴どうに落とすだけ、消火はランプをひっくり返して水を火ほ舎やに戻もどすだけと実に手軽で、従来の油ランプはもちろん、カセドラルで配備が進んでいる光こう素そランプと比べても、素因生成の手間が不要なぶん使いやすい。

　もちろん鉱石──現地ではルミノ石と呼ばれているらしい──も無限に燃え続けるわけではなく、ずっと火を消さずにいるとおよそ四日で燃もえ尽つきてしまうという。つまりロニエたちがこのランプを使えるのは、こまめに消しても一ヶ月というところで、そう考えるともったいなくなってしまうが、キリトはいずれルミノ石を暗黒界から大量に輸入したいと考えているようだった。

　一定量の水に沈しずめておかないと勝手に燃え始めてしまうので、長ちよう距きよ離りを運ぶには工く夫ふうが必要だが、もしこれが安定して届くようになればセントリアの夜ももっと明るくなるだろうし、難民の流入が続いて仕事が見つけにくくなっているというオブシディアの情勢も少しは安定するのではないか。

　とはいえ、鉱石一つで暗黒界の状じよう況きようが好転するわけではない。地力と陽力が足りず、人口に対する農作物の収しゆう穫かくが少なすぎるという根源的な問題を解決するべくキリトがあれこれ試ためしているが、まだ結果には結びついていないようだ。

　そんな状じよう況きようで、キリトが最大の望みを託たくしているのが全アンダーワールドを取り囲む《終わりの壁かべ》の向こう側なのだが、こちらも問題は多い。生き物には決して越こえられないという無限の絶ぜつ壁ぺきを、果たして機き竜りゆうなら本当に越こえられるのか……たとえ越こえたとしても、その向こうには新たな大地が広がっているのか、あるいはただ《虚きよ無む》が存在するだけなのか。

「…………それでも……」

　小さく呟つぶやき、その先を胸のうちに収めると、ロニエは再び移動した。

　たんすの上の掛かけ台から、黒くろ革かわの鞘さやに収められた長ちよう剣けんを持ち上げる。引き出しから小さな木箱も取り出し、テーブルに戻もどる。

　鞘さやと同じ黒くろ革かわの柄つかと、三日月を象かたどった白銀の鍔つばを持つ剣は、五日前に副代表剣士アスナから与あたえられたばかりの業わざ物ものだ。優先度は39、神器とまでは行かずとも見習い騎き士しには過ぎたる品である。

　そっと鞘さやから抜いた刀身は、鉱石ランプの光を受けて艶あでやかに輝かがやいたが、一部分にだけ小さな擦すり傷きずがついている。オブシディア城の最上階で、イスカーン総司令官とシェータ大使の娘むすめリーゼッタを誘ゆう拐かいした黒ローブの男の左ひだり腕うでを斬きった時のものだ。

　剣の天命そのものは、丸二日鞘さやに収めていたのですでに回復しているが、汚よごれや傷は手入れをしないと消えない。

　剣をテーブルに置き、木箱を開ける。まず木も綿めんの白布で刀身や鍔つば、柄つかを拭ぬぐって汚よごれを落とす。続いて南帝てい国こく産の銀ぎん毛げ鹿じかの革かわに磨みがき油を垂らし、刀身を丁てい寧ねいに磨みがいていく。

　修しゆう剣けん学がく院いん時代のキリトとユージオはよく、あれこれお喋しやべりをしながら夜空の剣と青あお薔ば薇らの剣の手入れをしていた。その様子を近くで見守るのが、ロニエはとても好きだった。ティーゼと一いつ緒しよに彼らの傍そば付づき練士をしていた一月半が、十七年の人生で最も楽しく、最も輝かがやかしい日々だったといまでも感じる。

　異界戦争と四帝てい国こくの大乱が終結し、平和が訪おとずれたカセドラルでの生活が楽しくないわけでは決してない。剣けん技ぎや術式、心シン意イの修しゆ業ぎようは大変だが、この日々が永遠に続けば、と心から思う。しかしふとした瞬しゆん間かんにティーゼの、あるいはキリトの横顔が翳かげるのに気付くたび、ユージオがもういないことを……彼の存在がいかに大きかったのかを意識してしまうのだ。

　キリトとユージオ、ロニエとティーゼ。四人で過ごした時間がいかに尊く、何にも代えがたいものだったか。しかしそれは永遠に失われてしまい、二度と戻もどることはない。

　…………いや。

　もしかしたら、そう感じるのはユージオがいないせいだけではないのかもしれない。

　ティーゼの恋こい心ごころと同様に、ロニエ自身の想おもいももう報むくわれることはないのだと、事あるごとに思い知らされてしまうせいなのかもしれない……。

「あっ……」

　不意に手が滑すべり、親指の腹を刃やいばが掠かすめた。剣を置いてから指を見ると、痛みはほとんどないが、浅い切り傷に血の珠たまが浮かび上がる。

　反射的に光こう素そを生成するべく持ち上げた左手を、ロニエは再び下ろした。親指を唇くちびるに当てて、舌先で傷をなぞる。すぐに血は止まったが、傷が消えるにはいくらか時間がかかるだろう。しかしこれは、剣に触ふれている時に余計なことを考えてしまった自分への戒いましめだ。

　油あぶら革がわで磨みがき終えた刀身を、最後に柔やわらかい布で曇くもりなく拭ふき上げて、剣を鞘さやに戻もどす。

《月つき影かげの剣》という銘めいを与あたえたばかりの新しい愛剣と、これから少しずつ絆きずなを結んでいかなければならない。この剣を完全に使いこなせるようになる頃ころにはきっと、行き場のない気持ちも整理できるはずだ。

　立ち上がり、剣と手入れ用具をたんすに戻もどすと、肩かた掛かけをベッドに放って、寝ね巻まきもひと息に脱ぬぎ捨すてる。途と端たんにぶるっと震ふるえがきて、小さなくしゃみを一つ。

　人はなんでくしゃみをするんだろう、こんど夢を見る理由と一いつ緒しよにキリトに訊きいてみよう……と思いながら、ロニエは騎き士し服ふくがしまってある戸と棚だなへと急いだ。




　人じん界かい暦れき三八二年、二月二十三日。

　夜明け前から降り出した冷たい雨が、カセドラル五十階《霊れい光こうの大だい回かい廊ろう》を取り囲む大きな硝子ガラス窓まどをしとどに濡ぬらしている。

　この広間には、大だい回かい廊ろうの名のとおり、壁かべの高いところにぐるりと手すりつきの通路が設けられている。ロニエとティーゼはそこに上り、眼下で進行している会議の様子を見守っていた。

　なぜ円えん卓たくの近くではなく回かい廊ろうにいるかというと、ファナティオから預かったベルチェ坊ぼうやが、高いところだと比ひ較かく的てきご機き嫌げんだからだ。それを言うなら五十階そのものが地上からは二百メル以上も離はなれているわけだが、分厚い壁かべと頑がん丈じような硝子ガラスに隔へだてられていると、一歳の子供には高さが実感できないらしい。

「ねえロニエ、オブシディアでシェータさんの赤ちゃんに会ったんでしょ？」

　ティーゼが、うとうとしているベルチェをゆっくり揺ゆすりながら囁ささやいた。

「うん、ミルクもあげたよ」

「えーっ、いいなあ。まだ三ヶ月くらいだよね、可愛かわいいんだろうなあ……」

「そりゃもう、髪かみの毛けとかふわっふわで、目もぱっちりしててね……」

　ロニエの言葉に、ティーゼがうっとりと視線を彷徨さまよわせる。

「そっかぁ……ベル坊ぼうも寝てれば可愛かわいいけど、やっぱ男の子と女の子は違ちがうよね。シェータさん、次の帰国の時は連れてきてくれるかなあ……」

　たぶんね、と答えかけた言葉をロニエは吞のみ込んだ。

　シェータとイスカーンの娘むすめリーゼッタが、半日足らずにせよ誘ゆう拐かいされたことをロニエはまだ親友に話していない。キリトから今日の会議で報告するまで誰だれにも言わないでくれと念押しされたからだが、自分の中でもあの一件にまつわる疑問や違い和わ感かんが、数日経たっても解消するどころか増えるいっぽうなのだ。

　誘ゆう拐かい犯はんがリーゼッタを狙ねらったことは理解できる。キリトを脅きよう迫はくするのなら、リーゼ以上に有効な人ひと質じちはそうそういないだろう。強しいて言えば副代表剣士のアスナだが、彼女を誘ゆう拐かい、監かん禁きんできる悪人がいまのアンダーワールドにいるとは思えない。

　しかしいっぽう、手口のほうは謎なぞだらけだ。

　警備の厳しい、しかもカセドラルには及およばないまでも五百メルもの高さがあるオブシディア城の最上階付近に侵しん入にゆうし、リーゼッタを誘ゆう拐かいしたあと、開くはずのない五十階──玉ぎよく座ざの間まの窓を開けてそこに潜せん伏ぷくした。キリトの機転によって発見され、ロニエに左ひだり腕うでを斬きられて窓から飛び降りたあとも、死体は見つからなかった。

　五十階の窓が開いた時、誘ゆう拐かい犯はんの胸にぶら下がる宝石が赤く光るのをロニエは確かに見た。それを聞いた総司令官イスカーンは、異界戦争で死んだ暗黒界の皇こう帝ていベクタの宝ほう冠かんにも同じような石が嵌はまっていたと言った。

　またイスカーンは誘ゆう拐かい犯はんが暗殺者ギルドの手の者だとも推測していたが、そのギルドはすでに解散状態であるらしい。しかも誘ゆう拐かい犯はんが城内を混乱させるために使った人造生物《ミニオン》は、これも弱体化著いちじるしい暗黒術師ギルドにしか生産できないという。

　いったい暗黒界で……そして人界で何が起きているのか。

　誰だれが、何をしようとしているのか……。

「──とまあ以上が、オブシディア城で起きたことのあらましかな」

　突とつ然ぜん耳に、会議場で発せられたキリトの声が飛とび込んできて、ロニエは我に返った。

　ほぼ同時に隣となりで、ティーゼが驚おどろいたような声を出す。

「ええっ……あんた、向こうでそんなことに巻まき込まれてたの!?」

　どうやらロニエが脳のう裏りで辿たどっていたのと同じ出来事を、キリトも下で説明していたらしい。親友の顔をちらりと見て、肩かたをすくめつつ頷うなずく。

「う、うん……でも、私はとくに、危ないこととかなかったから」

「赤ちゃんを誘ゆう拐かいするようなヤツに斬きり掛かかったんだから充じゆう分ぶん危ないでしょ！　まったく……傍そば付づきは指導生に似るとはこのことね」

「学院にそんな格言、あったっけ……」

　ロニエが首を捻ひねるあいだにも、広間では会議が進行している。

「──起きてしまったことにとやかく言いたくはありませんが、代表剣士殿どの、私は先日確かに申したはずですぞ！　全ての仕事には、それを天職とする者がいるのだと！」

　鋼鉄の弓を思わせる太い声の主は、整せい合ごう騎き士しデュソルバート・シンセシス・セブンだ。まだ午前中だからか、いつもの赤しやく銅どう色いろの鎧よろいではなく東方風の着物姿だが、叱しつ責せきの厳しさは変わらない。

「オブシディア城にも、数多くの衛士が配されているはず。賊ぞくの相手は彼らに任せればよいのです！　代表剣士殿どのはいまや人界の、いや全アンダーワールドの要かなめ、もし御おん身みに何かあったら世界にどれほどの混乱が巻き起こるか、重々お解わかりのはず！」

　デュソルバートが口を閉じると、いつもは彼をなだめる役目の二代目騎き士し団だん長ちようファナティオ・シンセシス・ツーも、いくぶん真面目な声を出す。

「私も、今回ばっかりはデュソルバートに賛成よ。坊ぼうや、じゃなくて代表殿どのが自ら剣を取り、敵と戦う時代は終わったんだと思って欲ほしいわね」

　その言葉に、同席しているレンリ・シンセシス・トゥエニセブンや、カセドラル各部局の長たちも揃そろって頷うなずく。

　会議というよりお目玉の場となってしまった大円えん卓たくの北側で、黒衣の代表剣士は神しん妙みような顔をしつつも、重じゆう厚こうさに欠ける口調で反はん撃げきを試みた。

「ま、まあ、みんなの言いたいことは解わかるけどさ……でもほら、先代のベルクーリ騎き士し長ちようも、一人でふらっと果ての山脈まで飛んでいっては暗黒騎き士しと戦ったりしてたわけだろ？　役職に長とか代表とかついてても、やっぱり安全な場所でふんぞり返ってるだけじゃ、信しん頼らいは得られないっていうか……」

　──言ってることは立派なんだけど、なんでか子供の言い訳みたいに聞こえちゃうのが、キリト先せん輩ぱいの先せん輩ぱいらしいところよね。

　と、回かい廊ろう上のロニエが考えていると──。




「ベルクーリ閣下と代表剣士殿どのでは立場が違ちがいます！」




　という、研とぎ上げたばかりの刃やいばのように鋭するどい声が大広間いっぱいに響ひびき渡わたった。

　発言者は、先日の会議には参加していなかった、細身の騎き士しだった。

　流りゆう麗れいな意い匠しようの鎧よろいは、淡あわい萌葱もえぎ色いろ。珍めずらしい濃のう緑りよく色の髪かみは、椅い子すに掛かけていると床ゆかに触ふれそうになるくらい長いが、あれでも男性だ。背後には、先せん端たんに革かわの穂ほ鞘さやを被かぶせた長なが槍やりが、何の支えもなく床ゆかに自立している。

　長ちよう髪はつの騎き士しは、キリトをしかと見み据すえながら重ねて叫さけんだ。

「ベルクーリ閣下は、最高司祭アドミニストレータ猊げい下かの意を受けて、人界と公こう理り教きよう会かいを守るために長き戦いを続けておられたのです！　ですが、代表剣士殿どのは誰だれに何を命じられることもない……ならばご自分を厳しく律するのが務めというものでしょう！」

　その舌ぜつ鋒ぽうに、キリトは少々身を引きながらも反論を試みた。

「で、でもその理り屈くつなら、俺は自分にあれこれ命令してもいいってことに……」

　途と端たん、騎き士しがガシャッと鎧よろいを鳴らして中ちゆう腰ごしになる。

　しかし更さらなる叱しつ声せいが飛ぶ前に、現騎き士し長ちようファナティオがするりと割わり込んだ。

「少し落ち着きなさいな、ネギ坊ぼう」

「私はネギではありません！　ネルギウスです！」

　憤ふん然ぜんと言い返したものの、案外素す直なおに座すわり直した騎き士しの名前は、ネルギウス・シンセシス・シックスティーン。百年以上も公理教会を守護し続けた、古参の上位整せい合ごう騎き士しである。

　人界の命名術に従えば、ネルギウスという名は高潔さや果か敢かんさ、明めい敏びんさを願ったものだ。しかしロニエは、彼の神器《萌ほう嵐らん槍そう》の由来を聞いて以来、名前に別の意味を感じ取ってしまう。

　ウェスダラス西帝てい国こく辺境のとある農村では古くから、リコ葱ねぎという野菜が名産品だという。普ふ通つうの二倍の長さ、三倍の太さがある葱ねぎで、四倍甘あまくて美う味まい──というのは宣伝文句だろうが、ともかく昔々のある日、一人の農夫が、畑の片かた隅すみにひときわ背の高いリコ葱ねぎが生えていることに気付いた。

　農夫は喜び、もっと高く育てようと毎日こまめに世話をした。葱ねぎはどんどん伸び、すぐに長さ一メルを超え、二メルを超えた。

　やがてお化け葱ねぎの噂うわさが広がり、近きん隣りんの村や町から多くの見物客が集まるようになった。農夫は欲を出し、お化け葱ねぎを収しゆう穫かくするのをやめて、拝むと御ご利り益やくがあるという話をでっち上げて見物客から小こ銭ぜにを取るようになった。その間にも葱ねぎは三メル、四メルと伸び続け、太さも五十センに達した。本来白いはずの根本は銀色の金属光こう沢たくを帯び、葉の緑色も日々鮮あざやかさを増していった。

　数ヶ月が過ぎた頃ころ、農夫は自分の畑の異常に気付いた。新しく種を蒔まいたリコ葱ねぎの若芽が、まるで育たないのだ。生育不良は隣りん接せつする他人の畑にも及および、やがて村の農民たちは、異常の原因は農夫が大事にしているお化け葱ねぎだと噂うわさするようになった。

　ついには村長の裁定が下り、農夫はお化け葱ねぎを処分しなくてはならなくなった。その頃ころには高さ七メルにも達していた葱ねぎを、農夫はまず牛を使って引き抜こうとしたがびくともせず、次に斧おので切きり倒たおそうとしたもののまるで刃やいばが通らなかった。仕方なく根本を掘ほり返かえそうとしたその時、にわかに空がかき曇くもり、凄すさまじい嵐あらしが村を襲おそった。

　風と雨は丸一日荒あれ狂くるい、ようやく収まった時には村のリコ葱ねぎ畑ばたけは広大な泥どろ沼ぬまへと変わり、真ん中にお化け葱ねぎが青々とそそり立つばかりだった──。

　ネルギウスの萌ほう嵐らん槍そうは、最高司祭アドミニストレータがそのお化け葱ねぎを長なが槍やりに転てん換かんしたものだという。優先度は神器の域だが、なかなかに個性的な特とく殊しゆ効果を持っていて、支えがなくても床ゆかや地面に自立し、どんなに傾かたむけようと決して倒たおれないらしい。

　所有者も同じくらい一本気な性格で、公こう理り教きよう会かいのために長年尽つくしてきた高潔な騎き士しであることは間ま違ちがいないのだが、ロニエはあまりいい印象を持っていない。なぜならネルギウスは、最高司祭アドミニストレータを倒たおし、心を失ってしまったキリトを反逆者として処しよ刑けいすべしと誰だれよりも強く主張した人物なのだ。

　先代騎き士し長ちようベルクーリが強きよう硬こう派はを説得したために即そく時じの処しよ刑けいこそ回かい避ひされたが、騎き士しアリスはキリトを連れてセントリアを去らねばならなかったと聞く。しかもネルギウスを筆頭とする一派は異界戦争に参加せず、カセドラルと果ての山脈の防衛に残ったので、その意味でも精神的な距きよ離りを感じざるを得ない。

　自分を落ち着かせるためか、ネルギウスは円えん卓たくに用意されているお茶のカップを持ち上げ、ひと息に飲み干した。少しだけ緩ゆるんだ空気に、再び新たな──しかし今度はかなりのんびりとした声が流れた。

「まああれですわ、キリト先生があんまり何でもかんでも一人でやっちゃうのは、信用されてないみたいで寂さびしいっつうことですわ。なあネギオ？」

　それを聞いたネルギウスが、空のカップを持ったままじろりと右みぎ隣どなりを睨にらみ、

「誰だれも寂さびしいなどとは言っていない！」

　と唸うなり声ごえを出したが《ネギオ》なる珍ちん妙みような愛あい称しように文句はつけなかった。受け入れているというより、諦あきらめの境地のようだが。

　発言したのは、ネルギウスと同年代──もちろん外見的には、だが──の青年騎き士しだった。ネルギウスより少し背が高く、少しがっしりとしている。髪かみは二、三センまで刈かり込んだ短たん髪ぱつで、鎧よろいの色は紫むらさきがかった青。武器は正統的な長ちよう剣けんで、もちろん床ゆかに自立はせず、左腰こしに吊つるされている。

　名はエントキア・シンセシス・エイティーン。同じく古参の上位騎き士しだが、彼も異界戦争には参加していない。ネルギウス同様、ここ何ヶ月も顔を見かけなかったのは、二人で南帝てい国こくに出張していたからだ。なんでも、ずっと昔に埋うめられた果ての山脈を貫つらぬく隧すい道どうを、再び通れるようにできるかどうか調査していたらしい。

　エントキアの発言を受けて、会議場ではレンリの次に幼く見えるキリトが、黒くろ髪かみをかき混ぜながら答えた。

「うーん……ネルギウスさんやエントキアさんの言うことも解わかるけどさ、やっぱり塔とうの中から命令するだけってのは性しように合あわないよ。それに、俺が何でも一人でやってるってわけじゃないよ、実際お二人には南帝てい国こくで大変な仕事をして貰もらってたわけだし……」

「そこ！　そこっすわ！」

　急にエントキアが大声を出したので、キリトがびくっと上体を引いた。

「そ、そこってどこ？」

「オレたちを呼ぶのに、さんとか付けんでもいいんですよ。オレのことはエンキ、ネギオのことはネギオと呼んでくれれば、距きよ離りもぐぐーっと縮まって……」

「やめろォ！　お前は勝手にすればいいが、私を巻まき込むな！」

　本気で焦あせったようにネルギウスが叫さけぶと、ロニエの隣となりでティーゼがくすっと笑った。すぐにばつの悪い顔をするが、さしもの整せい合ごう騎き士したちも、遠く離はなれた回かい廊ろう上の囁ささやき声ごえは聞き取れないだろう。

「……悪い人たちじゃない、のよね……たぶん」

　ティーゼの呟つぶやきに、ロニエも少しだけ頷うなずく。

「前にファナティオさまが仰おつしやってたわ。私たちが本気でキリトを信じられるのは、一度本気で戦ったからだ、って。たぶん、デュソルバートさまや……アリスさまもそうだったんだと思う。ネルギウスさまやエントキアさまは、キリト先せん輩ぱいとユージオ先せん輩ぱいがカセドラルに乗のり込んだ時は、果ての山脈で警護任務に就ついてたらしいから……」

「そっか……。──それにしても、エントキアさまはなんで先せん輩ぱいのことを《キリト先生》って呼ぶわけ？」

「さあ……」

　二人同時に首を傾かしげるあいだに、下ではデュソルバートが両手を威い勢せいよく叩たたき合わせ、話を本題に戻もどした。

「おまえたちと代表剣士殿どのの親しん睦ぼくは、会議が終わった後に好きなだけ深めてくれ。いまは火急の案件について話し合いたい」

　それを聞いたネルギウスが居住まいを正して頷うなずき、エントキアも両手を持ち上げて了りよう解かいの意を示す。

「では……代表剣士殿どのの話を聞く限り、人界と暗黒界を再び争わせようとしている勢力が存在することは確実なようだ。仮にその黒ローブの男の企たくらみが奏功し、代表剣士殿どのがオブシディアで公開処しよ刑けいでもされようものなら、せっかく軌き道どうに乗った交流事業は確実に中止……そのままかつてのように戦争状態に突とつ入にゆうしても不思議はない」

　デュソルバートの言葉に、最も若い騎き士しのレンリ・シンセシス・トゥエニセブンが同意を示す。

「爵しやく士し制度を改革して、私領地民を全て解放して以来、央おう都とでのキリトさんの人気は大変なものがありますからね……。皇こう帝ていベクタを倒たおした英えい雄ゆうというだけでも充じゆう分ぶんすぎるのに、司政でも手しゆ腕わんを示したわけですから当然ですが」

　それを聞くやキリトは、ロニエの予想どおり居い心ごこ地ち悪わるそうに肩かたを縮めた。

「いや、制度改革の実務を仕切ってくれたのは公こう理り教きよう会かいの局長たちだし、ソルティ……セルルト将軍とかリーバンテイン指南役とか、上級貴族にも協力してくれる人たちもいたしさ。俺が言い出さなくても、いずれ私領地は解放されてたよ。……それに……」

　少し言いよどんでから、静かな声で続ける。

「……央おう都との、いや人界の人たちは、俺が最高司祭と元老長を殺したことを知らない。人界統一会議への支持は、つまるところ公理教会への信しん仰こう心しんと同一のものだからな……。市民たちはいまも、最高司祭がカセドラル最上階で何度目かの休きゆう眠みん期きに入っているんだと信じているんだ。それが噓うそで、本当は俺が斬きったんだということが公表されたら、俺の人気なんてものは一いつ瞬しゆんで消し飛ぶさ」

　キリトの言葉に、再びネルギウスの表情が険しくなる。

　当然ながら後に聞いた話だが、最高司祭アドミニストレータが死んだ直後、騎き士し長ちようベルクーリは当時セントラル・カセドラルにいた全ての整せい合ごう騎き士しをこの霊れい光こうの大だい回かい廊ろうに集めると、騎き士しアリスから伝えられた公理教会の秘密の大部分を明かしたのだそうだ。

　最高司祭が、来きたる暗黒界との戦争に備えて、無数の剣を骨のように組み合わせた巨きよ大だいな怪かい物ぶつを作ろうとしていたこと。そしてその素材として、人界に暮らす民たみの半数がその身を剣に転てん換かんされる予定だったこと。

　更さらには、整合騎士団の上位機関として数多あまたの命令を下していた元老院が、実質的には元老長チュデルキンただ一人からなる組織だったこと。前まえ触ぶれもなく姿を消す騎き士しは、チュデルキンが操あやつる《ディープ・フリーズ》なる神聖術によって、長い眠ねむりを強制されていたこと──。

　ネルギウスたち強きよう硬こう派はが、キリトの処しよ刑けい論をしぶしぶながら撤てつ回かいしたのは、元老院で氷漬づけになっている七人の整せい合ごう騎き士しをその目で見たから、らしい。現在でもディープ・フリーズ術式の解かい析せきは完かん了りようしておらず、彼らはカセドラルの上部で眠ねむったままだ。

　そしてもう一つ。同様にキリトを反逆者と見なしていた最新最後の整合騎士、エルドリエ・シンセシス・サーティワンが異界戦争に参加し、東の大門防衛戦で命を落としたことも、頑かたくなだったネルギウスたちの態度に影えい響きようしたのだろう……と、修しゆ業ぎようの合間にデュソルバートが言っていた。

　ロニエとティーゼは、騎き士しエルドリエとは東の大門の駐ちゆう屯とん地ちで何度かすれ違ちがったことがあるくらいで、言葉を交わす機会はなかった。だが、藤ふじ色いろの巻き毛をなびかせて颯さつ爽そうと歩く美び貌ぼうの騎き士しの、どこか憂うれいを湛たたえた表情は強く記き憶おくに残っている。

　騎き士し長ちようベルクーリは、最高司祭の隠かくし事ごとの大部分を騎き士したちに明かしたが、たった一つだけ言わなかった──あるいは言えなかったことがある。

　それこそが、整合騎士団最大の秘密たる、《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》。

　驚きよう異い的な力を持つ整合騎士は、最高司祭の祈いのりによって神界から人界に召しよう喚かんされ、使命に殉じゆんじて命を落とすと再び神界に戻もどる……ということになっている。だがそれを信じているのは、当の整合騎士たちだけだ。

　実際には、四帝てい国こく統一武術大会に優勝するほどの剣力や、禁きん忌き目もく録ろくに抵てい触しよくするほどの精神力を示した者をカセドラルに連れてきて、それまでの記き憶おくを封ふう印いんし、神界云うん々ぬんという偽いつわりの記き憶おくを与あたえて整合騎士に仕立てていた。

　そんな危あやうい虚きよ構こうが数百年も保たれていたのは、基本的に整合騎士は一いつ般ぱん民みんと触ふれ合あわないからだ。言葉を交わすのは、法に触ふれた者を罰ばつする時のみ。そしてそんなことは何十年に一度しか起こらない。

　だから、整合騎士の家族は息子むすこや娘むすめが人界で最高の栄えい誉よを得たと信じ、いっぽう騎き士し本人は家族のことをまったく覚えていないという悲劇が何度も繰くり返かえされた。

　しかしその状じよう況きようも、徐じよ々じよに変わりつつある。異界戦争と四帝てい国こくの大乱以来、一部の騎き士したちは人界守備軍の衛士たちの指導に当たるようになったし、いずれは雑談などもするようになれば、騎き士しの出自が話題に上ることもあるだろう。遠からず、整合騎士はもともと人間であり、神界など存在しないことを全ての騎き士しに明かさなくてはならない時が来る……とキリトは難しい顔で言っていた。

　そう──現状でも、キリトは余りにも多くの難題を背負っているのだ。

　もし私が見習いではなく、円えん卓たくに座すわる権利のある正せい騎き士しだったら、たとえ相手が百歳年上の古参騎き士しでも勝手なことは言わせないのに……と思いながら、ロニエは会議場に耳をそばだて続けた。

　俺が最高司祭を斬きった、というキリトの危あやうさをはらんだ発言に、ファナティオもデュソルバートもすぐには反応できないようだった。重みのある静せい寂じやくを最初に破ったのは騎き士しネルギウスだったが、その声は思いのほか落ち着いていた。

「……代表剣士殿どのの過去の行いに関する議論を、ここで蒸むし返かえすつもりはありません。私も、暗黒界との間に恒こう久きゆう的な平和を築けるのなら、それが最良の道だと考えていますから」

　相棒の発言を、エントキアも追つい認にんする。

「オレもそこに異論はないですわ。そもそも、禁きん忌き目もく録ろくのどこを探しても、最高司祭サマと戦ってはいけない……とは書かれていないわけですからね」

　その言葉に、最古参の騎き士し二人が呆あきれたようにため息をつく。

　確かにそんな条じよう項こうはないかもしれないが、そもそも禁忌目録の第一条第一節第一項に、何なん人ぴとたりとも公こう理り教きよう会かいに反逆してはならない、とはっきり書かれているのだ。地下牢ろうから脱だつ獄ごくし、何人もの整合騎士を倒たおしながらカセドラルを駆かけ上のぼり、元老長や最高司祭と戦うのは明らかに教会への反逆行こう為いだろう……とロニエも思う。騎き士し見習いとなって、禁忌目録や帝てい国こく基本法の遵じゆん守しゆ義務からは解き放たれたいまも、自分に同じことができるとはまったく思えない。

　しかしいっぽうで、当時のキリトとユージオには、かつて最高司祭アドミニストレータと同格の存在だったというもう一人の最高司祭、カーディナルが協力していた。キリトとの戦いで瀕ひん死しの重傷を負ったファナティオを癒いやしたのもカーディナルで、しかも彼女はアドミニストレータとの戦いで命を落としたという。

　そうなると、禁忌目録に記述してある《公理教会》とは具体的に何を示しているのか……というような法解かい釈しやくの問題にも発展してしまう。以前は、禁忌目録の条文に疑義が出てきた時は最高司祭か元老長の裁可を仰あおげばよかったのだろうが、もうその二人は存在しない。そして整合騎士にも、禁忌目録について独自の解かい釈しやくを行う権利は与あたえられていない。

　つまり、キリト自身が口にしたとおり、人界統一会議代表剣士という肩かた書がきは、人界に於おいても──そして公理教会内部に於おいても、決して盤ばん石じやくの重きを得ているわけではないのだ。

「──黒ローブの男に関する調査は、シェータとイスカーン司令官に一任するしかないでしょうね」

　卓たく上じようで両手の指を組み合わせながら、ファナティオが言った。

「その者の出自が暗黒界の暗殺者ギルドにせよ暗黒術師ギルドにせよ、我々には手が出せない。まさかオブシディアに密みつ偵ていを送おくり込むわけにもいかないでしょうし」

「それはやめたほうがいいと俺も思う、敵に捕つかまって逆に利用されるのが怖こわい。誰だれかを送おくり込むなら……」

　俺自じ身しんが行く、という台詞せりふを円えん卓たくに着く全員が予感したのだろう、同時に無言でかぶりを振る。

「……いや、まあ、やめよう、うん。ってことは、ヤゼンさん殺害事件については暗黒界からの報告書待ちか……。──となると、カセドラルで身み柄がらを預かってる、山ゴブリン族のオロイもしばらく解放できそうにないな……」

　思案顔でキリトがそう言うと、ここで初めて彼の隣となりに座すわる副代表剣士のアスナが口を開いた。黙だまっていた理由はたぶん、ネルギウスたちにきついことを言ってしまわないよう我が慢まんしていたからではないか。

「オロイさんには最大限のもてなしをしているし、毎日カセドラルの名所をあちこち見物して貰もらってるから、いまのところ軟なん禁きん状態に対する不満は訴うつたえていないわ。でも、少しだけどホームシック……じゃなくて、ええと……」

　ちらりとキリトを見るが、彼もアスナが口にした神聖語の、適切な人界語訳はすぐには出てこないようだ。

「……あの、旅先で、家や家族が懐なつかしくなって気分が沈しずんじゃう状態のこと、こっちでは何て言うのかしら？」

　アスナに問われた騎き士したち、局長たちが揃そろって首を傾かしげる。

「ううむ……その気分は理解できるが、我々に家族はいないし、家もこのカセドラルだからな……ひと言で表現するとなると……」

　デュソルバートの唸うなり声ごえを聞きながら、ロニエとティーゼはちらりと顔を見合わせた。旅先ではないが、修しゆう剣けん学がく院いんの寮りようでそんな気分に襲おそわれることはたまにあったし、それをどう呼ぶのかも知っている。ティーゼに脇わき腹ばらをつつかれ、仕方なく回かい廊ろうから身を乗り出して叫さけぶ。

「あの、《懐かい郷きよう症しよう》だと思います！」

　会議場の全員がロニエを見上げ、なるほどという顔で頷うなずいた。急いで顔を引っ込めると、ロニエの大声に驚おどろいたのかティーゼの腕うでの中でベルチェ坊ぼうやが身み動じろぎしている。しかしティーゼが少し強めに揺ゆすると、ふにゃふにゃ言ってから再び眠ねむりに落ちた。

「懐かい郷きよう症しようかぁ、ありがとうロニエさん」

　回かい廊ろう上のロニエに向けて小さく手を振ってから、アスナは説明を続けた。

「ええと、オロイさんにその懐かい郷きよう症しようの気配がするから、あと二、三日もすればここから出たいって言い出すでしょうね。それまでに事件が解決すればいいけど……」

「いくらなんでも三日じゃ難しいでしょうね。オブシディアからの騎き馬ば伝令も、どんなに急いでも片道二週間はかかるわけだし」

　ファナティオの言葉を、キリトが補足する。

「それに、調査にかかる日数がプラス……足されるわけだからな。やっぱりシェータさんの報告を待つだけじゃなくて、こっちでも調べられることは調べるべきだな……」

「と言っても、ヤゼン老人を殺した凶きよう器きの短たん剣けんは消えちまったんですよね？　事件の目もく撃げき者しやもいないし、被ひ害がい者しやに殺される理由もないんじゃ、どうにもこうにも手て詰づまりですわ」

　エントキアの、口調は軽いが内容には重みのある指し摘てきに、一同は再び黙だまり込んだ。

　数秒後、遠えん慮りよがちに手を挙げたのは、アスナと同様にいままで沈ちん黙もくしていた人物だった。

　染しみ一つない白いローブをきっちりと着き込こみ、茶色の髪かみを一本の三つ編みにまとめた女性。名前はアユハ・フリア、若くして公こう理り教きよう会かい神聖術師団長に抜ばつ擢てきされた才さい媛えんだ。

　神聖術師団は、以前は修道士団と呼ばれていて、全人界の教会組織を統とう轄かつしていた。全ての街や村の中心部には必ず支教会があり、神聖語で《ブラザー》または《シスター》と呼ばれる術師が常じよう駐ちゆうしているのだが、地域に於おいて村長や町長と同等以上の発言力を持つ彼ら、彼女らを監かん督とくすることで隠いん然ぜんたる権力を保ち続けてきたのだ。

　ことに修道士団を統とう括かつする四人の上級司祭は、ある意味では上級貴族以上の権勢を欲ほしいままにしていたというが、騎き士し長ちようベルクーリから東の大門防衛戦への出しゆつ陣じんを求められ、四人全員がそれを拒きよ否ひした。人界守備軍に参加した約三百名の修道士の大半が下位か中位の術師たちで、攻こう撃げき術に長たけた上位の神聖術師はわずか百名、司祭階級の者たちはほぼ全員がカセドラルから出ようともしなかったらしい。

　異界戦争が終結し、人界統一会議が発ほつ足そくした直後、四人の上級司祭は全員が私室に財物を貯ため込んでいたことが発覚、セントラル・カセドラルから追放された。修道士団そのものも神聖術師団として再編され、その初代団長に選ばれたのが、五等爵しやく家け出身のアユハ・フリアだったのだ。

　アユハは大門防衛戦のみならず、人界守備軍囮おとり部隊にも参加し、修道士隊のまとめ役として激戦を最後まで戦たたかい抜いた。同じ部隊にいたロニエは、白いローブを負傷者の血で赤く染めながら懸けん命めいに治ち癒ゆ術じゆつを唱え続ける彼女の姿を覚えている。術力は上位整せい合ごう騎き士しに及およばないとしても、術式と媒ばい体たいに関する知識は群を抜いていて、何より真面目で優やさしい。

　ロニエも神聖術を教わるならアユハからがいい……とずっと思っているのだが、残念ながら二人の教師はアユハの妹であり、新設された大図書室の司書でもあるソネス・フリアという神聖術師で、こちらはまことに厳しい。副代表剣士もソネスの講義を受けているのだが、普ふ段だんは大樹のように揺ゆるがないアスナが時々愚ぐ痴ちをこぼすのだから相当なものだ。

　ソネスもこの会議に参加する資格はあるのだが、彼女はよほどのことがないと大図書室から出てこない。先代の司書が部屋に組くみ込んだ術式を早さつ急きゆうに解かい析せきしないと何が起きるか解わからない……と言っていたが、意味はよく解わからなかった。

　手を挙げたアユハは、ファナティオに促うながされると、しっとりと落ち着いた声で発言した。

「その件については、神聖術師団のほうで少しばかり協力できるかもしれません」

「あら……どういうこと？」

「かねてより、禁きん忌き目もく録ろく違い反はん者しやを検出するために作られた《自動化元老機関》を拘こう束そくしていた術式の解かい析せきを進めていたのですが……どうやらあの憐あわれな元老たちは、禁忌目録に違い反はんした者を即そく座ざに見つけ出すだけでなく、ある程度過去に遡さかのぼって監かん視しすることもできたようなのです」

「過去に……？」

　呟つぶやいたファナティオのみならず、他の騎き士しや局長たちも揃そろって首を傾かしげる。

　そんな中、キリトがガタッと音を立てて身を乗り出し、口早に問いかけた。

「ちょ、ちょっと待った……それってつまり、サーバーのログ……じゃなくてええと、過去に起きた出来事を映像として再生できるってことか？　まさか……いや、でも、有り得なくはないのか……仮にシステムが禁きん忌き目もく録ろく違い反はんを検出して、その時点で窓を開いても、違い反はん行こう為いそのものはもう完かん了りようしてるわけだからな。過去を覗のぞけなきゃ、実際に何が行われたのかを確かく認にんすることもできないってわけか。──その術式は、何日くらい過去に遡さかのぼれるんだ？」

「現状では一日単位で遡さかのぼるのは困難です、代表剣士さま。私が術式を試ためしたのですが、負ふ荷かが大きすぎて、三十分遡さかのぼるのが限界でした。事件が起きた直後に過か去こ覗しの術を使えればよかったのですが、文ぶん献けんが発見されたのが昨日のことでしたので……」

　無念そうな口調でアユハが答えると、キリトは難しい顔で腕うで組ぐみした。

　何かを一心に考えている様子の代表剣士に代わって、副代表剣士が口を開く。

「アユハさん、さっき『術式の負ふ荷かが大きすぎる』って言ったけど、具体的にはどんな感じなの？」

「はい、言葉で正確に説明するのは難しいのですが……頭の中を、途と轍てつもない量の音と光が流れていく感じで、その中から目的の情景だけに集中し続けるのが困難なのです。しかも、一度過か去こ覗し術じゆつを使うと限界まで消しよう耗もうしてしまって……もっと効率のよい術式に組み直すことは可能だと思うのですが、それにも時間がかかりそうです」

「そう……ありがとう、アユハさん」

　アスナが礼を言うと、術師団の長は少し面おも映はゆそうに頷うなずいた。

　整せい合ごう騎き士しとは異なり、神聖術師は天命を凍とう結けつされていない。ゆえにアユハも見た目どおりの──恐おそらく二十二、三歳くらいの年ねん齢れいだろうと推測されるが、ごくまれに表情が出ると、妹のソネス司書よりも雰ふん囲い気きは幼くなる。

　そう感じるのは、ソネスの表情が変わらなすぎるせいかもしれないが……などとロニエが考えていると、再び代表剣士の声が聞こえた。

「──フリア師団長、過か去こ覗し術じゆつ式しきの解かい析せきは引き続きお願いしたいけど、くれぐれも無理のない範はん囲いで頼たのみます。オロイさんのケアについては、南セントリアの宿屋に逗とう留りゆうして貰もらっている彼の同行者もカセドラルに呼ぶことで対処したい。食事もなるべく故郷の味に近づけられるように、俺が料理長と相談しておくよ」

　キリトやアスナの言葉に時々混じる耳慣れない神聖語については、会議の出席者やロニエ、ティーゼはかなり意味を理解できるようになってきている。《ケア》というのは気に掛かけるとか心配する、世話をするという意味で、たった二文字でそれを表現できるのは確かに手っ取り早い。

「そのような仕事は、私がしますが……」

　カセドラル資材管理局の局長を務める、四角い眼鏡をかけた四十代の男性が口を挟はさんだが、キリトはすぐにかぶりを振った。

「いや、俺は現地で何度も食事をご馳ち走そうになってるからさ……一から調べるんじゃ時間もかかるだろうし」

　そう言われれば、人界から出たことがないはずの局長は引き下がらざるを得ない。

　山ゴブリン族の食事は、瘦やせた山さん麓ろくの地でもかろうじて育つボソボソした麦と、荒こう野やで採取した木の実や野草を主としていて、すばしこいイワネズミや谷川で釣つれるヨロイマスがたまのご馳ち走そうだ。似たものをセントリアで再現するのは難しいと思うが、そこは料理長の腕うでを信じるしかない。

　キリトの言葉で、事件に関する議題はひとまず終わると、アユハが再び挙手した。

「次に、神聖術師団の人員補ほ充じゆうについて報告します」

「やっと選考が終わったのね、お疲つかれ様さま……どうぞ」

　ファナティオがねぎらいつつ促うながすと、師団長は一礼してから白しろ麻ま紙しの束を取り出した。

「──現在、神聖術師団は見習いを含ふくめて総員三百五十二名、異界戦争前の五百人態勢と比べればまだまだ人員不足です。進行中の《治ち療りよう院いん拡大計画》を早期に実現するためにも、増員を急ぎたいと考えています。ひとまず、二月中に見習い術師を三十人……」

「ちょっと待った」

　割わり込んだのは、卓たく上じようのお茶ちや菓が子しをもりもり食べていたエントキアだった。今日のお菓か子しはアスナ副代表が厨ちゆう房ぼうで手ずから作った、《マカロン》なる異界の焼やき菓が子し──であることを知っているのは手伝ったロニエとティーゼだけなのだが、エントキアは相当気に入ったらしい。

　半分囓かじった、ハヤモモの果か汁じゆうを練り込んで薄うす桃もも色いろをしているマカロンを口に放ほうり込んでから、短たん髪ぱつの騎き士しは続けた。

「見習い術師を増やすのに文句はないけど、ひよっこが一人前になるのには何年もかかっちまうわけだよな？　なら、カセドラルを出てった連中を呼よび戻もどすことを考えてもいいんじゃねーか？　連中もそろそろ頭が冷えてるだろうし」

　エントキアの提案に、円えん卓たくの面々のみならず、ロニエとティーゼも顔を見合わせた。

　確かに、四人の上級司祭が追放されたあと、彼らを追うようにして、術師たちが百人近くもカセドラルを去った。大部分が人界守備軍への参加を拒こばんだ者たちだったので、ロニエは心の中でこっそり「好きにすればいい」と思ってしまったのだが、人格はともかく技術に関しては、人界で最高級の術師だったことは間ま違ちがいない。もし出ていった百人が戻もどってくれば、神聖術師団の人員不足も一気に解消される……のだろうが──。

「う～～～ん……」

　長い唸うなり声ごえを上げてから、キリトが円えん卓たくの隅すみに座すわる人物に顔を向けた。いや、円えん卓たくは完全な円形なのだから隅すみも真ん中もないはずなのだが、その人物の座すわる場所だけはなぜかいつも薄うす暗ぐらく、どうしても隅すみっこだと感じてしまうのだ。

「シャオさん、公こう理り教きよう会かいを出て行った術師たちって、その後何をしてるのか解わかる？」

　代表剣士に意見を求められたのは、簡素な茶色と灰色の服を着た小こ柄がらな女性だった。名前はシャオ・シュカス、カセドラル情報局の局長である。

　情報局は、人界統一会議発ほつ足そく後に新設された部局で、かつては元老院が一手に掌しよう握あくしていた情報収集を主な役割としている。とはいえまだ人員も少なく、そもそもシャオ局長がどういう出自の人物なのか、ロニエはまったく知らない。

　濃こい茶色の髪かみを、女性にしては限界まで短く切ったシャオは、ひそひそと囁ささやくような……それでいて回かい廊ろう上のロニエたちにも聞こえる不思議な声で答えた。

「全ての術師を追つい跡せきできているわけじゃないですが、人界各地の支教会に職を求めた者が最も多いです。あとは、大きな街の学院の教師になったり、稀まれな例ですが裕ゆう福ふくな協力者を得られた場合は自分の祈き禱とう所しよを開設したりとか……です」

　抑よく揚ようの希き薄はくな喋しやべり方かたには、騎き士したちのような迫はく力りよくはまるで感じないが、少女騎き士しのリネルとフィゼルはシャオ局長の指示であちこち飛び回っているらしい。いったいどういう命令系統になっているのか、ロニエにはまったく解わからない。

「ふうん……意外にも穏おん当とうかつ真っ当に再就職してる感じか……」

　キリトの言葉に、シャオが軽く頭を傾かたむける。

「ただ、把は握あくできたのはカセドラルを出た術師の七割ほどで、残り三割がいまどこにいるのか、何をしているのかは現状の調査態勢では追つい跡せき不可能……です」

「そうか……ありがとう、情報局の増員もそのうち考えるよ。エントキアさんのアイデアだけど、いまはまだこっちから接せつ触しよくするのは時期尚しよう早そうだと思う。彼らにもわだかまりはあるだろうし……でも、支教会や学校で働いている術師には、もしかしたら治ち療りよう院いんの拡大計画に協力して貰もらえるかもしれないから、検討はしておくよ。──フリア師団長、中断させて悪かった。続きをどうぞ」

「そ……それでは」

　シャオの発言中に食べていたマカロンを急いで口に押し込み、お茶で飲み下したアユハは、再び白しろ麻ま紙しに目を落とした。

「えー、今月末までに入にゆう塔とうする予定の見習い術師三十名ですが、内訳はセントリア市内から二十九名、市外から一名です。名めい簿ぼを読み上げます……」

　軽く咳せき払ばらいしてから、新たにカセドラルの門をくぐる若者たちの名前を、アユハは艶つやのある美声で列挙し始めた。

　最高司祭が支配していた時代は、貴族だろうと一いつ般ぱん民みんだろうと、自ら望んで白はく亜あの塔とうの住人となるには、多くの武術大会を勝かち抜いて四帝てい国こく統一大会で優勝するしかなかった。たとえその栄えい誉よを摑つかんでも、《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》で記き憶おくを消されてしまうのだが。

　ならば騎き士し以外の修道士や修道女、司祭たちはどこから来たのかというと、その大多数が教会内で生まれ育った者たちなのだ。しかも両親が恋こいをして結ばれ、赤子を授さずかった……というわけではなく、最高司祭アドミニストレータが修道士たちの才能や性格を検討し、抜ばつ擢てきした男女に命じて子供を作らせていたらしい。

　つまり、修道士たちの大部分はカセドラルで生まれ育ったわけで、そんな術師たちがよく塔とうの外で働けているものだとロニエは妙みような感心の仕方をしてしまったのだが、整せい合ごう騎き士しと違ちがって修道士たちは以前から支教会の監かん督とくやら物資の買い出しで街に出て、一いつ般ぱん民みんの暮らしを知る機会はあったようだ。

　しかし最高司祭の死後はもちろん命じられて生まれる子供はいなくなったので、現在カセドラル内で育てられている十二歳までの子供たちがみんな見習い術師になったら、術師団の人数は増えなくなってしまう。しかも、天職選せん択たくの自由を与あたえられた子供たちが、その道を選ぶかどうかも定さだかでない。

　ゆえに外部からの神聖術師の補ほ充じゆうは必ひつ須すであり、アドミニストレータ時代に、その突とつ出しゆつした才能ゆえ例外的に塔とう外がいから招かれて──実際は強制だったらしいが──神聖術師となったアユハ・フリアが新たな神聖術師団の長となったのは、そういう事情も関係しているのではないか……。

　などと考えながら、ロニエは滔とう々とうと読み上げられる名前にぼんやりと耳を傾かたむけ続けた。

「……以上、西セントリアから六名。続けて北セントリアからの採用者五名です。北セントリア支教会のブラザー見習い、イハル・ダーリク十三歳……同じくブラザー見習い、マシオム・トルゼール十四歳……シスター見習い、レーノン・シムキ十三歳、シスター見習い……」

「やっぱりほとんどが教会の子だね」

　ティーゼの囁ささやき声ごえに、ロニエは「それはそうだよ」と言いかけた。しかし、北セントリアで五人目に読み上げられた名前を聞いた瞬しゆん間かん、何を言おうとしたのか忘れてしまった。

「……そして北セントリア修しゆう剣けん学がく院いんの上級修しゆう剣けん士し、フレニーカ・シェスキ十七歳」

「「えっ……ええええええ────────っ!?」」

　二人が声を揃そろえて絶ぜつ叫きようした途と端たん、ティーゼの腕うでの中のベルチェ坊ぼうやがぱちっと両目を開けた。藍あい色いろの瞳ひとみにみるみる大おお粒つぶの涙なみだが溜たまり、堰せきを切ったように大泣きし始める。

　二人はまず会議場に向けてぺこぺこ頭を下げ、続いて懸けん命めいにベルチェをあやしながらも、繰くり返かえし顔を見合わせるのを止めることができなかった。

　どちらからともなく口くち許もとがほころび、笑え顔がおになってしまう。いますぐティーゼとあれこれ語り合いたいが、会議が終わるまでは我が慢まんしなくてはならない。

　二人の叫さけび声ごえに報告を中断させられたアユハ師団長が、軽く咳せき払ばらいして読み上げを再開した。

「えー、以上、北セントリアから五名。そして最後に市外から一名……ノーランガルス北帝てい国こく北部辺境域、ルーリッド村支教会のシスター見習い、セルカ・ツーベルク十五歳」

「えっ……ええええええ────────っ!?」

　と絶ぜつ叫きようしたのは、ロニエでもティーゼでもなく。

　いままで円えん卓たくの上かみ座ざで、ほんの少しだけ眠ねむ気けを堪こらえるような顔で報告を聞いていた代表剣士だった。
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「はああ……あの反応はマズったなあ…………」

　両手で頭を抱かかえて深々と溜ため息いきをつく代表剣士を見て、ロニエ、ティーゼ、そしてアスナは同時にクスッと笑みを漏もらした。

　長い会議がようやく終わり、ベルチェ坊ぼうやをファナティオに返したロニエたちはお昼ご飯を食べるために十階の大食堂に向かおうとしたのだが、階段を駆かけ下おりる寸前でアスナに呼び止められたのだ。お昼、一いつ緒しよにどう？　と誘さそわれれば断る理由はもちろんなく、即そく座ざに了りよう承しようした二人が副代表剣士に連れていかれたのは、セントラル・カセドラル九十五階、《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》だった。

　四方が柱だけの吹ふき放しで、床ゆか面めんの大部分は美しい草花と清らかな水路の庭園になっているこの階は、事実上現在のカセドラルの最上階だ。九十六階へと上るための階段はアスナが神力で生み出した破は壊かい不能の扉とびらで封ふう印いんされ、もはや整せい合ごう騎き士したちのみならず、代表剣士たるキリトでさえ通れない。

　庭園の一角には白いテーブルが設しつらえられていて、三人に数分遅おくれて姿を現あらわしたキリトは、椅い子すに腰こし掛かけるや情けない声で唸うなった。「あの反応」とはもちろん、セルカ・ツーベルクの名前を聞いた途と端たんに発した叫さけび声ごえのことだ。

　ロニエとティーゼも、フレニーカの名が読み上げられた瞬しゆん間かんに声を揃そろえて叫さけんでしまったが、彼女とはかつて修しゆう剣けん学がく院いんの初等練れん士し寮りようで同室だった間あいだ柄がらなので、二人が驚おどろいても不自然ではない。

　しかしキリトの場合は、状じよう況きようはいくらか……いや、相当に複雑だ。

　キリトとユージオが北辺の村ルーリッドを旅立ち、数多あまたの試練を乗のり越こえて修しゆう剣けん学がく院いんの生徒となった話をロニエたちは傍そば付づき時代に聞いているが、カセドラルではその逸いつ話わは明らかにされていない。

　なぜなら、キリトたちがセントリアを目指した理由は、同じくルーリッド村の出身であり、いまや伝説的な存在ともなっている黄金の整合騎士アリス・シンセシス・サーティを公こう理り教きよう会かいから取とり戻もどすためだったのだ。

　整合騎士は天界から召しよう喚かんされた神の使いである、という最高司祭の空言をいまだ多くの騎き士しが信じている現状では、《整合騎士の出身地》に関係する情報は厳重に伏ふせておくしかない。加えて、禁きん忌き目もく録ろくに違い反はんした幼いアリスをルーリッドから連行したのは現在の人界統一会議で重職に就つくデュソルバート・シンセシス・セブンであり、しかも彼にその記き憶おくは存在しない。デュソルバート自身は《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》の真実をある程度認にん識しきしているようだが、若い騎き士したちに配はい慮りよしてか、ことさら話題に出そうとはしない。

　午前中の会議でキリトは、セルカ・ツーベルクの名前に驚おどろいた理由を「昔お世話になった人に似ていたから」と説明したがいかにも苦しいし、ファナティオたちも即そく座ざに納なつ得とくしたようには見えなかった。

　卓たく上じようで頭を抱かかえたままのキリトに、笑みを収めたアスナが慰なぐさめの声を掛かける。

「まあ、やっちゃったもんはしょうがないよ、キリトくん。どうせセルカさんがセントラル・カセドラルに着いたら、知り合いだってことがみんなに解わかっちゃうわけだし」

「そりゃそうなんだけどさ……。みんなに疑問を持たれる前に、できる限りの準備をしておきたかったなーって……」

「準備って言っても、できることはセルカさんと口裏を合わせるくらいでしょ？　わたしはそれもどうかと思うし……」

「うーん、まあね……」

　頷うなずきつつも顔を上げようとしないキリトに、ティーゼが少し躊躇ためらう素そ振ぶりを見せてから話しかけた。

「あの……キリト先せん輩ぱい」

「ん？　なんだい、ティーゼ？」

　代表剣士がようやく体を起こし、ティーゼを見る。赤毛の親友は、再び逡しゆん巡じゆんするような顔をしてから、ロニエでさえ驚おどろくようなことを言った。

「あたし、もうほんとのことを説明しちゃったほうがいいと思うんです……整せい合ごう騎き士しの皆みなさんに、あなたたちは他のみんなと同じように人界で生まれたんだよ、って」

「ちょ、ちょっとティーゼ……」

　ロニエは慌あわてて親友の言葉を遮さえぎろうとした。《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》は現在の整合騎士団、ひいては人界統一会議に関する最大の秘密であり、見習い騎き士しが口を出していいことだとは思えなかったからだ。

　しかしキリトは手て振ぶりと微ほほ笑えみでロニエを押しとどめ、ティーゼに視線を向けた。

「うん、それは俺も基本的に賛成だ。天界から召しよう喚かんされた……って話は、もういろんなとこで無理が出てるからな。古参騎き士しの中でもファナティオさんやデュソルバートさん、それにたぶんシェータさんあたりはかなりのところまで真実に気付いているだろうし、いつかは……いや、できるだけ早く、全ての整合騎士に本当のことを説明しなきゃいけないと思う。…………ただ……」

　そこで少し言いよどみ、キリトはロニエたちを気き遣づかうような表情を浮かべた。

「……ごめん、嫌いやなことを思い出させちゃうけど……二人とも、覚えてるだろ？　ライオス・アンティノスの最さい期ごを……」

　その名前を聞いた途と端たん、並んで座すわるロニエとティーゼは同時に体を硬かたくした。

　忘れようもない。ライオス・アンティノスは、二人がキリトとユージオの傍そば付づきをしていた時の主席上級修しゆう剣けん士しだ。自身の傍そば付づきをしていたフレニーカを手て酷ひどく扱あつかい、その件で抗こう議ぎしに行ったロニエとティーゼを、高等貴族に与あたえられた《貴族裁決権》を盾たてに拘こう束そくし、辱はずかしめようとした。

　危あやういところでキリトとユージオが部屋に飛とび込んできて二人を救ってくれたのだが、キリトの一いち撃げきで両りよう腕うでを斬きり落とされたライオスは、いま思い出しても寒気を感じるほどの異様な最さい期ごを遂とげたのだ。

　大量出血によって天命を全損したのではない。それより早く、とても人のものとは思えない奇き怪かいな悲鳴を迸ほとばしらせ、まるで魂たましいそのものが消しよう滅めつしてしまったかの如ごとくばったりと床ゆかに倒たおれ……死んだ。その後の異界戦争で、ロニエたちは人や亜あ人じんが命を落とすところを何度も目の当たりにしたが、あんな死に様はただの一度も見ることはなかった。

　二人が思わずぶるりと体を震ふるわせると、向かいに座すわるキリトとアスナが同時に身を乗り出し、ロニエとティーゼの手をテーブルの真ん中に引き寄せて、自分たちの手でしっかりと包つつみ込んだ。リアルワールドからこの世界にやってきた二人の手は、他の誰だれよりも温かく感じられて、ロニエを苛さいなむ冷気はたちまち溶とけていった。

　ありがとうございます、と口には出さずに頷うなずきかけると、二人はよく似た微ほほ笑えみを浮かべて頷うなずき返し、椅い子すに腰こしを戻もどした。一度深く呼吸してから、ロニエは改めて問いかけた。

「……アンティノス上級修しゆう剣けん士しの最さい期ごと、シンセサイズの秘ひ儀ぎに、どんな関係があるんですか……？」

　するとキリトは即そく座ざに首を横に振った。

「いや、直接の関係はないよ。ただ……アンダーワールドに暮らす人々は、精神に極限の負ふ荷かがかかると、誰だれでもライオスみたいになってしまう可能性があるんだ」

「えっ……」

　両目を見開くロニエとティーゼに向けて、キリトがもう一度素す早ばやくかぶりを振ってみせた。

「怖こわがらなくていい、ロニエたちは大だい丈じよう夫ぶだ。あの現象が起きるのは、もの凄すごく硬こう直ちよくした観念に縛しばられた者だけだから」

「硬こう直ちよくした……観念？」

「そう。あの時、ライオスは、自分の命と禁きん忌き目もく録ろくを天てん秤びんにかけてしまった。自尊心の塊かたまりみたいだったライオスにとって、自分の命は何よりも優先されるべきものだ。でも同時に禁忌目録も、何があっても侵おかしてはいけない絶対の法だ。生き残るために禁忌目録に違い反はんするか、あるいは禁忌目録を遵じゆん守しゆして死ぬか……そのどちらも選べずに、ライオスの心は崩ほう壊かいしてしまったんだ」

　キリトが口を閉じると、その話をすでに聞いているのであろうアスナも、畏おそれと憤いきどおりが混ざったような表情を浮かべた。卓たく上じように置かれたままのアスナの手に軽く触ふれてから、キリトが言葉を続ける。

「それに、これはファナティオさんから聞いた話だけど、東の大門の防衛戦で、ジャイアント族の先代の長おさが理性を失ったみたいに大暴れした時も、ライオスと同じく異常な叫さけび声ごえを上げていたらしい。ジャイアント族は、全ての種族の中で自分たちが最強だと信じることで自己を安定させてるからな……その固定観念が破は壊かいされそうになって、暴走してしまったんだと思う。問題は……恐おそらく一部の整せい合ごう騎き士しにとっても、自分が天界から召しよう喚かんされたと信じることが、同じくらい重要な精神の拠より所どころになってるかもしれないんだ」

　日ひ頃ごろ、整合騎士たちの強さと気高さを目の当たりにしているロニエには、キリトの危き惧ぐは少なからず途と惑まどいを感じさせるものだった。

　それはもちろん、《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》にまつわる全てが偽いつわりだということ──最高司祭アドミニストレータが全ての整合騎士を欺あざむいていたという事実は、最大級の衝しよう撃げきを彼らに与あたえるだろう。

　しかし、どんな時も心を揺ゆらさず、自分以外の何ものをも恃たのまない騎き士したちなら、それすらも受け止められるはず。決してライオス・アンティノスのように、精神を崩ほう壊かいさせたりはしないはずだ。

　それとも、これはただの願望なのだろうか？　騎き士し見習いとして、日常的に言葉を交わしたり剣や術式を教えてもらうようになってもなおロニエが心からの敬意と憧あこがれを抱いだき続けている整合騎士たちには、何にも傷つかない絶対的な存在でいて欲ほしい──という個人的な感情が、そう思わせているのだろうか……？

　いつしか深く俯うつむいていたロニエの耳に、訝いぶかしむようなアスナの声が届いた。

「ねえ、キリトくん。ちょっと不思議に思ったんだけど……禁きん忌き目もく録ろくっていうのは、人界の人たちにとっては絶対的なものなのよね？　それを破ろうとしただけで、精神が崩ほう壊かいしてしまうくらいに」

「ああ……まあな。普ふ通つうは精神崩ほう壊かいにまで至る前に、《右みぎ眼めの封ふう印いん》が発動して反逆的思考を続けられなくなるはずだけど……ライオスの時に封ふう印いんが発動しなかったのは、あいつは強い信念に基もとづいて禁きん忌きを犯おかそうとしたわけじゃなくて、禁忌目録と自分の命のどっちも守らなきゃならないっていう矛む盾じゆん思考のループに陥おちいったからだと思う」

「先せん輩ぱい、《ループ》って何ですか？」

　すかさず口を挟はさんだのはティーゼだった。キリトが少しバツの悪い顔になりながらも解説する。

「気をつけてるつもりでもついエ……じゃなくて神聖語が出ちゃうなあ。ループっていうのは輪っかのことで、その形からの連想で、《終わらない》とか《繰くり返かえす》って意味も含ふくんでる……って説明でいい？」

　キリトに視線を向けられ、アスナが微ほほ笑えみながら頷うなずいた。

「だいたいいいと思うよ。あとは《束ねる》とか《巻き付ける》とかもかな」

「ふむふむ、ありがとうございます！」

　礼を言ったティーゼが、制服の物入れ──これは神聖語だと《ポケット》らしい──から、白しろ麻ま紙しを四角く切って糸で束ねた小型の帳面と銅ペンを取り出した。すでに小さな文字で埋うまっている紙を手早くめくり、白紙に辿たどり着つくと、そこに《ループ》の意味を書かき込む。

「ちょ……ちょっとティーゼ、何よそれ」

「へへー、管理部で紙の端は切ぎれを貰もらってきて作ったんだ。こうやって書きとめておけば、せっかく教えてもらった神聖語を忘れずにすむからね」

「い、いつの間にそんなことを……」

　自分よりも勉強嫌ぎらいだったはずのティーゼの意外な工く夫ふうと努力に、ロニエは少々慌あわてた。親友の脇わき腹ばらをつつき、囁ささやく。

「あとで私にも作り方教えなさいよね」

「ふふふ、たまには跳はね鹿じか亭ていの蜂はち蜜みつパイが食べたいなぁー」

「わかったわよ、まったく……」

　そんな二人のやり取りを微ほほ笑えみながら見守っていたキリトが、背もたれに寄より掛かかりながら言った。

「早いとこ、雪ユキ白シロ麻アサの増産体制も整えないとなー。収しゆう穫かく量りようがいまの三……いや五倍は欲ほしいなあ」

「十倍でもぜんぜん足りないわよ」

　と、すかさずアスナが口を挟はさむ。

「理想的には、人界の……ううん、全アンダーワールドの子供みんながノートと銅ペンを自由に使えるようになるべきだわ」

「そうなったら素す晴ばらしいですね……」

　いつの間にか勉強の楽しさに目覚めたらしいティーゼが、自分の小さな帳面を見み詰つめながら言った。

「羊皮紙はすごく高いから、あたしやロニエみたいな下級爵しやく家け出の子供は水に溶とける青アオ葉バ蓮ハスのインクで書いて、何度も洗って再利用してたんですよ。白シラ糸イト草ソウを叩たたいて作る常用紙は安いけど、一週間で天命が尽つきてぼろぼろに崩くずれちゃいますし……。この白しろ麻ま紙しが自由に使えるようになったら、どんな子供も勉強が大好きになると思います」

「そうよね、あとは教科書もいっぱい作れればいいんだけどね……」

　アスナの言葉に、今度はロニエも深々と頷うなずいた。

　羊皮紙の耐久度と常用紙の生産性を兼かね備そなえる紙の材料を見つけるために、一時期のキリトは人界中を飛び回っていた。ようやく見つかった雪白麻は、北帝てい国こく北西部の岩山にだけ生える真っ白な植物で、その葉と茎くきを細かく切って大おお鍋なべで煮に込こみ、できたどろどろを平らな板に薄うすく流して、天命が減る前に熱ねつ素そと風ふう素そで瞬しゆん時じに乾かん燥そうさせて状態を耐たい久きゆう度どの低い《料理》から高こう耐たい久きゆう度どの《布》へと変え、仕上げに大型の麵めん棒ぼうを何度も転がしてすべすべにすると白しろ麻ま紙しができる。

　一匹ぴきの羊から六十セン四し方ほうしか作れない羊皮紙よりは遥はるかに安価だし、耐たい久きゆう度どは羊皮紙に迫せまるほど高いが、白糸草を縦横に編んでから木き槌づちで叩たたくだけの常用紙よりは手間がかかる上に、材料の雪ユキ白シロ麻アサが央おう都と周辺では手に入らない。現在は産地の岩山に雪白麻の畑が拓ひらかれ、セントリアにも四つの製造工場が完成して、央おう都との住民向けに白しろ麻ま紙しの販はん売ばいが開始されているがまだまだ常用紙に比べれば高い。これを人界のみならず暗黒界の子供でも安く買えるようにするのがどれほど大変なのかは、素人しろうとのロニエにも解わかる。

　しかしキリトとアスナは、白しろ麻ま紙しの大量生産だけが目標ではないらしい。そこに人界語や算数、術式の学び方を書いた教科書までをも大量に作りたいと思っているようなのだ。

「……もし、教科書が一人に一冊ずつ行ゆき渡わたるようになれば、子供はいつでも好きな時に勉強できますけど……」

　ロニエの言葉を、ティーゼが引き継ついだ。

「初歩神聖術の教科書でも、熟練の職人さんが一冊書き写すのに一ヶ月かかるって言いますよ。もちろんすっごく高いし……あたしのお父さん、神聖術は修しゆう剣けん学がく院いんの入学試験科目だからって無理して教科書を買ってくれたんですけど、それでも字が崩くずれてる早写し品しか買えなくて、凄すごく悔くやしそうでした。いまでもあたしの宝物ですけどね」

　同じ経験を、実はロニエもしている。

　人界で最高級の書物、禁きん忌き目もく録ろくに使われているのと同じ《公こう理り書しよ体たい》で丁てい寧ねいに書き写されている教科書は一冊一万シア以上という値段で、一いつ般ぱん民みんはもちろん下級爵しやく士しの給金でもとても買えない。若い職人が崩くずれ字じで写したいわゆる《早写し》の教科書なら値段はぐっと下がるが、それでも高い買い物には違ちがいない。

「大事にしないとな。それで、いつか……」

　微ほほ笑えみながらそう言いかけたキリトは、そこで一度口を閉じると、ふうっと息を吐はいた。

「……教科書の大量生産は、白しろ麻ま紙しの何倍も難しいだろうけど、まあ、じっくり取り組むさ。時間はたくさんあるからな……」

「ん……そうだね」

　頷うなずいたアスナが、少しいたずらっぽい笑みを浮かべる。

「それにしても、キリトくん、剣けん技ぎだけじゃなくて術式の試験もあったのに、よく修しゆう剣けん学がく院いんの入試に受かったねえ」

「あっ、言っとくけど俺は上位十二人に入ってた……はずなんだからな。まあ、神聖術のほうはユージオが付きっきりで教えてくれなきゃやばかったけどさ」

　それを聞いて、ティーゼがくすくすと笑った。しかしその笑い声には楽しさ以外の感情も含ふくまれているように思えて、ロニエは口くち許もとを小さく綻ほころばせることしかできなかった。

　いたわるような微ほほ笑えみを浮かべたアスナが、円柱の間から見える青空を見やり、しまったという顔になる。

「いっけない、二人ともお腹なかすいたでしょ。お昼にしましょう、運ぶの手伝ってくれる？」

　もちろんです、と声を合わせて立ち上がったロニエとティーゼに遅おくれることなく、キリトも腰こしを上げた。傍そば付づきをしていた頃ころから、ロニエはこういう時には必ず「私がやりますから」と言ってきたのだが、いまに至ってもキリトは座すわって待つということをしようとしない。先せん輩ぱいは本当に変わらないなぁ……と思いながらアスナの後ろを歩いていると、ティーゼが再びペンと帳面を取り出し、言った。

「それでアスナさま、《ノート》っていうのは帳面のことですよね？」

　ぐぬぬ、と拳こぶしを握にぎらずにはいられないロニエだった。




《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》の一階下、カセドラル九十四階には、十階の大だい厨ちゆう房ぼうほどではないが広く設備も整った調理場が設けられている。

　先頭のアスナが両開きの扉とびらを開けた途と端たん、蜂はち蜜みつの甘あまい香かおりやチーズが焦こげる香こうばしい匂においが押し寄よせてきて、ロニエのお腹なかがきゅうっと締しめ付つけられた。

　調理場は床ゆかも天てん井じようも白い大理石造りだが、三方の壁かべ際ぎわには背の高い戸と棚だなが幾いくつも据すえられ、多種多様な食材や色とりどりの壺つぼや瓶びんが隙すき間まなく詰つめ込まれているので見た目は賑にぎやかだ。もう一方の壁かべ際ぎわには調理器具の棚たなと大型のかまどが並び、広い部屋の中央には大きな白木の作業台が置かれている。
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　四人が調理場に入っていくと、作業台の向こうでほっそりした人ひと影かげが顔を上げた。

　染しみ一つない調理用の白衣を身につけ、短めの髪かみの上に円えん筒とう形の帽ぼう子しを被かぶった若い女性。正確には「若く見える」と表現するべきだが。

　椅い子すに腰こし掛かけ、大型の包丁を磨みがいていた女性は、ロニエたちを見るとすっと立ち上がった。アスナに向けて軽く会え釈しやくし、口を開く。

「アスナさま、包み焼きはオーブンに入れたまま保温しています。サラダとパンはそちらの籠かごに」

「ありがとうハナ、遅おそくなってごめんね」

　礼を言ったアスナは、調理場奥おくの壁かべ際ぎわに据すえられている大型の熱ねつ素そオーブンに歩み寄った。石や煉れん瓦がで造った、密閉できる箱の下で火を燃やして全体的に加熱するこの調理器具は人界語では《天てん火ぴ》と呼ばれるが、ソルスの光を意味する《天てん日ぴ》と区別するために、汎はん用よう神聖語でオーブンと呼ぶことのほうが多い。サラダもパンももちろん汎はん用よう神聖語なので、今回はティーゼが帳面を取り出すことはなかった。

　分厚い革かわ手て袋ぶくろを嵌はめてからオーブンの蓋ふたを開けたアスナは、中から蓋ふた付つきの大きな器うつわを引っ張り出した。チーズの匂においはこの器うつわから発せられているようだ。

　包み焼きと言えば、小麦粉を練った生き地じで色々な具材を包んで浅あさ鍋なべで焼く素そ朴ぼくな料理だが、器うつわに入れてオーブンで焼く調理法は聞いたことがない。そもそもオーブンはパンを焼くためのものなのだ。わくわくしながら見守っていると、アスナは楕だ円えん形けいの器うつわを作業台に移動させ、慎しん重ちように蓋ふたを取った。

「わっ……な、何ですかこれ……？」

　と訝いぶかしむ声を出したのはティーゼだ。ロニエも同時に首を捻ひねる。

　器うつわの中から現れたのは、端はしっこが少し焦こげた、白くて薄うすい、まるで紙のような……。

「ふふ、これは《紙包み焼き》よ」

　アスナが少し自じ慢まんそうに言った途と端たん、ロニエとティーゼは「ええっ」と目を見開いた。

「か、紙って、本物の紙ですか？　白しろ麻ま紙し……？」

　まさかと思いながら訊たずねると、副代表剣士は笑みを浮かべたまま頷うなずいた。

「カセドラルの製紙所から、乾かん燥そう工程で焦こげちゃった白しろ麻ま紙しを貰もらってきて、試ためしてみたの」

「で、でも、オーブンで焼いたら紙なんかあっという間に燃えちゃうはずじゃあ？」

「常用紙を使った時は燃えちゃったわね。羊皮紙は試ためしてないけど、貴重な羊皮紙を料理には使えないし。でも白しろ麻ま紙しはさすがの耐たい久きゆう度どね、しっかり役目を果たしてくれたわ」

　そう言いながら、アスナは折おり畳たたまれた白しろ麻ま紙しを指先でつついた。かさかさと乾かわいた音はするが、崩くずれたりはしない。熱ねつ素そオーブンの高熱に晒さらされたにもかかわらず、紙は天命を保っているようだ。

　革かわ手て袋ぶくろを外しながら、アスナが再び口を開いた。

「人界の……アンダーワールドの料理は、単純だけど厳密な法則に支配されてるのよね。焼くにせよ煮にるにせよ、一定時間以上しっかり加熱しないと《食材》が《料理》にならない。加熱が足りないとステータス……状態が《生焼け》とか《生なま煮にえ》になって食べるとお腹なかが痛くなったりするし、逆に加熱しすぎると《焦こげ付つき》状態になって固く、苦くなっちゃう」

「は、はい……」

　それは、母親から料理を習い始めた女の子なら誰だれでも最初に教わることだ。ちょっとぐらい焦こげても生焼けよりマシ、何でもしっかり火を入れること──そんな警句を懐なつかしく思い出しながら、アスナの言葉を聞く。

「ただ問題は、料理がいちばん美お味いしいのは、《生焼け》から《焼き上がり》に変わったその瞬しゆん間かんだってことなのよね。それ以上は加熱を続ければ続けるほど水気が抜けて固くなっていくし、煮に込こみ料理も具材の味が抜けていっちゃう。煮に込こみの場合は、ひたすら具材を追加しながら弱火で加熱を続けてスープの味を飽ほう和わさせる方法もあるけど、手間がかかりすぎるしね」

「は、はい……」

　再び頷うなずいたロニエの口中に、オブシディアの城下町で食べた謎なぞ多き《オブシディア煮に》の個性的な味がうっすら甦よみがえりそうになったので、急いで口を動かす。

「……で、でも、それと料理に紙を使うのと、どういう関係があるんですか？」

「うん、それで最初は、具材が焼き上がった瞬しゆん間かんを見み極きわめようとしたんだけど、ハナに止められてね……」

　アスナが視線を向けると、白帽ぼう子しの女性は表情を動かさずに言った。

「それは料理人の天職に就ついた者が、最初と最後に落ちる罠わなです。仕上がりの瞬しゆん間かんを百発百中で見み極きわめるのは、どんなに熟練の料理人にも不可能。ずっと昔、見み極きわめの技わざが得意で、百年に一人の天才と呼ばれた料理人が帝てい城じように招かれて、ノーランガルス皇こう帝ていのために料理を作りました。前菜もスープも最高の出で来き映ばえでしたが、主菜の大オオ赤アカ角ヅノ牛ウシのステーキを火から上げるのが、ほんの一いつ瞬しゆんだけ早かったのです。それを食べた皇こう帝ていはお腹なかが痛くなり、料理人は貴族裁決権によって両りよう腕うでを切り落とされました」

　ロニエとティーゼが絶句していると、アスナが小さくかぶりを振ってから言った。

「……だから、焼き上がりの見み極きわめは諦あきらめて、基本どおりにしっかり火を通すことにしたの。でも代わりに、時間をかけて焼いても水気が抜けない方法はないかってハナに聞いたら、蓋ふた付つきの器うつわに入れてオーブンで焼けばいくらか違ちがうって教えてくれてね」

「へえええ……あたしも料理は色々教わりましたけど、そんな調理法、思いつきもしませんでした。さすがは最高司祭さま専属料理人ですね」

　ティーゼが感心したように言うと、ハナという名の女性は小さく肩かたをすくめた。

「もう、昔のことです。──オーブンに入れて加熱しても割れないほど優先度の高い器うつわはこのカセドラルにしかありませんし、オーブン焼きも完かん璧ぺきじゃない……水気が抜けない代わりに、器うつわの中にその水が溜たまって、半分煮に込こみになってしまって素材の味が薄うすまるんです」

「そこで最初は、伝統的な包み焼きを応用して、具材を小麦粉の生き地じで包んでから器うつわに入れて焼いてみたの。でもやっぱり、生き地じのほうに味と水気が抜けちゃってね……生き地じと一いつ緒しよに食べるならそれでもいいんだけど、結局、具材単体の味は落ちちゃうのよ。そこで、具材をぴったり包くるめるけど水は吸わなくて、しかも熱に強いものはないかって考えて、試ためしてみたのがこの白しろ麻ま紙しなの」

「へええ……それで《紙包み焼き》というわけですか……」

　器うつわの中身を見み詰つめながら、ロニエが呟つぶやいた、その時。

「あの～、そろそろ、開けてみませんかね……」

　と、いままで黙だまっていた代表剣士が少々情けない声を出した。どうやら頑がん張ばって空腹に耐たえていたが限界が来たらしい。

　くすっと笑ったアスナが、すらりとした指で少し焦こげた紙の端はしを摘つまんだ。

「実は、実際に試ためすのは今日が初めてなのよね。失敗してたらお昼はサラダとパンだけだけど、許してね」

「え、ええっ」

　と、キリトのみならずティーゼも叫さけぶ。もちろん気持ちはロニエも同じだ。大地の恵めぐみである料理を司つかさどるテラリア神に祈いのりながら、アスナの手て許もとを見守る。

　四方から折おり畳たたまれた紙が一枚ずつ広げられ、最後に左右に開かれた途と端たん、言いようのないほど芳ほう醇じゆんな香かおりが一気に広がり、ロニエを少しくらっとさせた。

　主たる具材は白身魚の切り身で、キノコや野菜、香草がたっぷりと載のり、その上でチーズがとろけている。火がしっかり入っているのは一目で解わかるのに、鍋なべで焼いた時と違ちがってまったく焦こげたり縮んだりしていない。水気もほとんど抜けていないようだ。

「良さそうですね」

　ハナの声に、アスナも頷うなずいた。

「そうね、熱いうちに取り分けましょう。キリトくん、お皿を五枚お願いね」




　繰くり返かえし遠えん慮りよしたものの、最後にはアスナの説得を受け入れたハナを含ふくめた五人は、白身魚の紙包み焼きとパン、サラダからなる昼食を九十五階のテーブルまで運んだ。

　傍そば付づき時代の経験が生きているのか、キリトも慣れた手さばきで協力し、ほんの数分で食しよく卓たくの用意がととのった。温めたシラル水で乾かん杯ぱいしてから、五人同時にナイフとフォークを手に取る。

　皿に取り分けられた魚はまだほかほかと湯気を上げていて、大いに食欲を刺し激げきされるのだが、それでもロニエはもう一度注意深く香かおりを嗅かいでしまった。しかし野菜やキノコ、そして溶とけたチーズが渾こん然ぜんとなった芳ほう香こうの中には、白しろ麻ま紙しが燃える時の焦こげ臭くささなどわずかにも存在しない。

　魚の切り身にはみずみずしい弾だん力りよくがあったが、ナイフを押し当てただけでほろりと切断された。口に運ぶと、まず柔やわらかい歯応えに驚おどろかされる。汁しる気けもたっぷりで、これで完全に加熱が終わっているとは信じられない。

「うわっ……いつもの直じか火び焼やきとはぜんぜん違ちがいますね！　すっごく美お味いしいです！」

　ティーゼの感想に、ロニエも首をこくこく振って賛同した。慎しん重ちように味わっていた様子のアスナも納なつ得とくしたように頷うなずいたが、すぐに小さく首を傾かたむける。

「うん、狙ねらいどおり水分はほどんど抜けてないけど……でもやっぱり、直じか火び焼やきの香こうばしさはないわね……。ほんの少しだけ生なま臭ぐささが残ってる気がする」

「仕上げに器うつわの蓋ふたと白しろ麻ま紙しを外して、熱ねつ素そで少し炙あぶったらどうでしょうか？」

　ハナの提案に、アスナはあっという顔をした。

「いいわねそれ、表面をほんの少し焦こがすだけでかなり香こうばしくなるはずだわ。次は二十秒早く加熱を止めて、それを試ためしてみましょう」

　調理者二人が意見を交こう換かんしているあいだにも、キリトは無言で──というより夢中でフォークを動かし続けている。このまま最後まで何も言わないつもりでは、と心配になったロニエは、思わず右側のキリトに囁ささやきかけてしまった。

「あの、先せん輩ぱい、味の感想とかは……」

「……ん？」

　魚と野菜とキノコを同時に頰ほお張ばった代表剣士は、もぎゅもぎゅ口を動かしてから、ひと言叫さけんだ。

「んまい！」

　途と端たん、アスナがやれやれとかぶりを振る。

「別に、キリトくんに美食評論家みたいな感想は求めてないけど……もう少し具体性があってもいいと思うなぁ」

「え……じゃ、じゃあ……包んでた紙まで食いたいくらいうまい！」

　彼をよく知る三人は同時にため息をつき、ハナは慎つつしみ深ぶかく無表情を保ったが、一いつ瞬しゆん肩かたのあたりがぷるぷるしたのをロニエは見み逃のがさなかった。

　楽しい昼食は三十分ほどで終わり、これくらいはどうしてもとハナが強きよう硬こうに言い張ったので食器の片付けは彼女に委ゆだねて、九十五階に残った四人はしばし口を閉ざしたまま満足感を共有した。

　リアルワールド人のキリトとアスナが、アンダーワールドにもたらした大小の変革はもはや数え切れないほどだ。最大のものは間ま違ちがいなく貴族制度改革だろうが、ロニエにとっては白しろ麻ま紙しの開発や、その応用と言うべき紙包み焼きのような、日常生活で直接体感できる変化のほうが感じるところは大きい。

　二人はいま、大きな街にしかない治ち療りよう院いんを、より規模の小さな町や村にも整備しようとしている。現在は、辺境の村などでは怪け我がや病気の治ち療りようは支教会のシスター、ブラザーが一人で担になっていて、同時に大勢の怪け我が人にんが出た場合などに手当てが間に合わなくなる例も少なくないようだ。また、治ち療りように用いられる高度な光こう素そ術じゆつは闇あん素そ術じゆつと並んで難易度が高く、不得手な術師では命にかかわるような大おお怪け我がに対応しきれない場合もある。

　治ち療りよう術じゆつを専門に学んだ術師が常じよう駐ちゆうする治ち療りよう院いんを全ての町や村に建てることができれば、不ふ慮りよの事故や流は行やり病やまいで命を落とす人界人は大おお幅はばに減るだろう。更さらにキリトたちは、高度な治ち療りようを神聖術だけに頼たよるのではなく、薬や包帯、湿しつ布ぷなどを用いた民間療りよう法ほうも発展させたいと考えているらしい。

　二人が進める施し策さくによって、世の中がより良い方向に進んでいくのは素す晴ばらしいことだとロニエは思う。しかし同時に、かすかな不安のようなものも感じてしまう。

　最高司祭アドミニストレータの支配下にあった三百年間──ことに四帝てい国こくによる分ぶん割かつ統治体制が確立して以降は、人界はほとんど変化しなかった。それは最高司祭が《永続する停てい滞たい》を望んだからだが、結果として人界では、大貴族の専横や央おう都とと辺境の格差といった問題が解決されないいっぽうで、それ以上に世の中が悪くなるということもなかったのだ。

　対してキリトとアスナは、人界を、いやアンダーワールドをより発展させようと不断の努力を続けている。私領地で大貴族に虐しいたげられていた一いつ般ぱん民みんが解放されたその一事だけを取っても、世界は確実に良くなったと言える。

　だが、世の中が変わるほどに、人々が人界統一会議に……その代表たるキリトとアスナに向ける期待が際限なく膨ふくらんでいくような気がするのだ。見習い騎き士しのロニエから見れば二人は神にも等しい力を持っているが、それでも決して全知全能の存在ではない。ユージオを救えなかったことをキリトがいまなおどれほど悔くやみ、悲しんでいるかを知っているからこそ、ロニエは不安を感じてしまう。仮にこの先、キリトとアスナの力と知識をもってしても回かい避ひできない危機が──異界戦争をも上回る決定的な破局がもしもアンダーワールドを襲おそったならば、人々は果たしてどのような言葉をキリトたちに投なげ掛かけるだろうかと考えると、たとえようもなく恐おそろしくなってしまうのだ……。

「……あの、アスナさま」

　隣となりでティーゼが発した声が、ロニエの意識を不安な想念から引き戻もどした。食後のコヒル茶を飲んでいたアスナが、瞬まばたきして問いかける。

「なあに、ティーゼさん？」

「そういえば、ご飯の前に、何か言いかけてませんでしたっけ……？　確か、禁きん忌き目もく録ろくがどうとか」

「そうだったっけ……」

　首を傾かしげるアスナと同時に、ロニエも記き憶おくを巻まき戻もどした。

　言われてみれば確かに、上位整せい合ごう騎き士したちに《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》の真実を打ち明けるべきかという話から、アスナがキリトに禁きん忌き目もく録ろくに関して何かを質問しかけたような気がする。それに対してキリトが、ライオス・アンティノスが陥おちいった矛む盾じゆん思考のループの話をしかけたところ、ティーゼがループという神聖語の意味は何かと口を挟はさみ、そこから話題はティーゼの帳面と、白しろ麻ま紙しの増産のほうへ逸それていってしまったのだ。つまり──。

「……ちょっとティーゼ、アスナさまのお話が途と中ちゆうになっちゃったの、あなたのせいじゃないの！」

　ロニエが小声で叫さけぶと、自分も同じ結論に達したらしいティーゼが小さく舌を出した。

「あはは、そうだったかも」

「まったくもう……アスナさま、本当にすみません」

　親友に代わって頭を下げると、副代表剣士はくすくす笑いながらかぶりを振った。

「いいのよ、気になることがあったらいつでも訊きいてね。それで……と、わたしが訊ききたかったのは……」

　笑みを収め、アスナは視線を左に向けた。

「……ええと、キリトくん、人界の人たちにとって禁忌目録は絶対で、それを破ろうとすると《右みぎ眼めの封ふう印いん》が発動するか、最悪の場合は精神が崩ほう壊かいしてしまう……って理解でいいのよね？」

　改めて問われたキリトは、カセドラル内の厩きゆう舎しやで今朝搾しぼられたばかりの牛乳をコヒル茶に加えながら頷うなずいた。

「うん、原則的にはそういうことだと思う」

「なら……南セントリアの宿屋で掃そう除じ夫ふのヤゼンさんを殺した犯人は、右みぎ眼めの封ふう印いんを破ったか、何らかの方法で禁きん忌きを回かい避ひしたか、そもそも最初から禁忌目録に縛しばられていないってことよね？」

「……うん、その三つのどれか……だと思う。ただ三つ目は……もしそれが正解なら、犯人は人界人じゃなくて暗黒界人ってことになるけど、その場合も暗黒界では禁忌目録と同じくらい絶対的な《力の掟おきて》を破る必要があるんだ。いまの暗黒界で名実ともに最強者のイスカーンが、人界で悪さをするなっていう命令を文書で出してるんだからな……」

　その言葉を聞いたロニエは、先刻のアスナの言葉に甘あまえて小さく右手を持ち上げた。

「あの、先せん輩ぱい、ちょっといいですか……？」

「ん、なんだいロニエ？」

「いまのお話ですけど……オブシディア城でイスカーンさまとシェータさまの赤ちゃんを攫さらった黒ローブの男は、明らかに力の掟おきてを無視していましたよね。リーゼちゃんを人ひと質じちに取って、先せん輩ぱいを殺すようにイスカーンさまに命令したんですから……」

　それを聞いて、すでに詳しよう細さいな報告を受けているはずのアスナも、ロニエから直接話を聞いているティーゼも表情を硬かたくした。しかし当のキリトは平然と頷うなずき、答える。

「確かにそうだ。つまりあの誘ゆう拐かい犯はんは、自分がイスカーンより強いと信じているか、あるいは奴やつがそう信じる何者かの命令に従っているか……だろうな」

「そこが、何て言うか……ちょっと曖あい昧まいな話だと感じるんです。そもそも暗黒界の人たちは、従うべき相手が自分より強いことをどうやって確かく認にんしているんでしょう？　まさか、いちいち決けつ闘とうをしているわけじゃないと思うんですが」

「イスカーンの拳けん闘とう士し団だんはしてたらしいよ。決けつ闘とうっていうか、試合だろうけど……。でもまあ確かに、住民全員が総当たりで勝負してるわけじゃないよな。簡単に言えば、種族やギルド、団の中でいちばん強い一人が長おさに選ばれる仕組みがあって、戦争前はその長おさたちが《十じつ侯こう会議》っていう統治組織を作って、色んな法律も決めてたんだよ。いまでは《五族会議》って名前に変わってるけど、実質的な仕組みは同じだな……で、イスカーンはその五族会議に参加してる長おさたちの中でも、個人の戦せん闘とう力りよくでは最強と目されてるわけだ」

「……それなら、あの誘ゆう拐かい犯はんが自分はイスカーンさまより強いと思おもい込んでても、それだけじゃ力の掟おきては破れませんよね？　イスカーンさまと戦って勝つことで、それを証明しないと」

　ロニエがそう言うと、キリトは腕うで組ぐみをして短く唸うなった。

「うーん……それは、思おもい込みの強さによるかな……。《四帝てい国こくの大乱》の時、四人の皇こう帝ていたちは、彼らも縛しばられてたはずの禁きん忌き目もく録ろく第一条を破って公こう理り教きよう会かいに反乱した。人界統一会議が公理教会を乗っ取ったっていう思おもい込みと、最高司祭のために俺たちから教会を取とり戻もどすべしっていう正当化が、禁忌目録の支配を上回ったんだ。同じくらい強い思おもい込みを生み出す何かがあれば、イスカーンと直接戦わなくても、力の掟おきてを破ることは可能かもしれない」

　その言葉に、皇こう帝ていクルーガ・ノーランガルス六世の、周囲の空間に滲にじみ出すかのような自尊心を思い出してロニエは軽く背筋を震ふるわせた。隣となりのティーゼも首を縮めてから、小声で言う。

「……確かに皇こう帝ていは、統一会議のことを何とも思ってないみたいでした。でもそれは、皇こう帝てい家けが何百年も帝てい国こくを支配してきたからで……そういう積み重ねのない人間が、思おもい込みだけで上位者に反はん抗こうするなんてこと、できるんでしょうか？」

　ティーゼの問いに答えたのは、またしても自分の話を中断させられているアスナだった。

「確かにそうよね、禁忌目録にせよ力の掟おきてにせよ、思おもい込みと正当化で破るにはよっぽどのバックボーンが必要だわ。あ、バックボーンっていうのは背骨とか、裏付けとか、精神的支柱って意味よ」

「は、はい」

「それで……つまり、わたしがキリトくんに訊ききたかったのも、そういうことなの」

　アスナが視線を隣となりに向けると、キリトがぱちくりと瞬まばたきした。

「え……？」

「ヤゼンさんを殺したのが人界人にせよ暗黒界人にせよ、その犯人もしくは犯人に殺しを命じた何者かは、言ってしまえば四帝てい国こくの皇こう帝ていと同じくらい強くて歪ゆがんだ精神を持ってるってことになるわ。わたしが不思議に思ったのは、もしそんな人間がいるなら、人界でももっと大それたことが……暗黒界でのリーゼッタちゃん誘ゆう拐かい事件と同じくらい決定的な事件を引き起こせたんじゃないかってことなの。もちろんヤゼンさんの命を軽く見てるわけじゃないわ……でも、こういう言い方はなんだけど、犯人の狙ねらいが人界と暗黒界に不和を招くことなら、もっと適したターゲット……標的がいくらでもいるんじゃないかっ、って」

「つまり、社会的な立場のある……たとえば貴族とか大商人、その家族……か。そうだな……」

　呟つぶやくキリトの顔を見ながら、ロニエは再び口を挟はさんだ。

「あ、あの、でも、ヤゼンさんの事件はキリト先せん輩ぱいをダークテリトリーに行かせるためのもので……それさえできれば、狙ねらうのは誰だれでもよかったんじゃないでしょうか？」

「うん……まあな。でも俺が犯人なら、やっぱりもっとインパクトのある事件を起こすかな。そのほうが、俺をオブシディアまでおびき出せる確率が上がるしな……」

　うむむ、とキリトが唸うなっているあいだに、ティーゼがアスナに《インパクト》の意味を訊きいている。今日だけで帳面がかなり充じゆう実じつしたに違ちがいない。

　そういえば、《オブシディア》や《セントリア》といった地名も神聖語に由来するのなら、何か対応する意味があるのだろうか……とロニエが考えていると。

　少しだけ砂糖を入れたコヒル茶を飲み干したアスナが、きっぱりとした口調で言った。

「ねえキリトくん、わたし、やってみようと思うの」

「え……やるって、何を？」

　そこはかとなく不穏な気配を感じているような顔でキリトが訊たずねる。

　アスナの答えは、ロニエやティーゼはもちろん、無理無茶無む謀ぼうの申し子である代表剣士をも大いに驚おどろかせるものだった。

「アユハさんが言ってた過か去こ覗し術じゆつよ。もし本当に過去の出来事が見えるなら、それを事件が起きた宿屋で使えば、犯人の姿を見られるはずだわ」
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　九十五階での昼食会が終わり、いったん二十二階の自室に戻もどったロニエは、共有居間を通とおり抜けて自分の寝しん室しつに入ろうとする親友を呼び止めた。

「そうだ、ティーゼ、いまのうちにあなたが使ってるみたいな小さな帳面の作り方を……」

「ノート」

「え？」

「あたし、これからは帳面じゃなくて、神聖語でノートって呼ぶことにするわ。そのほうが短いし、これに似合ってる感じがするもの」

　そう言いながら、ポケットから自作の帳面改めノートを取り出すティーゼの顔を、ロニエはやや上うわ目め遣づかいに眺ながめた。

「……何よロニエ、その顔は」

「ううん、いいんだけどね……あんまり覚えたての神聖語を使ってると、そのうちデュソルバートさまあたりから、最近の若者は……なんて言われそうな気がするわ」

「そしたら師し範はんにも教えてあげればいいのよ」

「あのねえ……。──それはともかく、作り方を教えてってば」

　このままでは汎はん用よう神聖語の知識量で親友にどんどん引き離はなされそうなので、ロニエは食い下がった。ティーゼはにやにやしながら、帳面を両手で胸に抱かかえる。

「もちろんいいけど、この厚さの白しろ麻ま紙しを綴とじるのに、けっこう苦労したのよねえ……」

「……解わかった。ホニス菓か子し店てんの木き苺いちごタルトひとつ」

「よかろう」

　しかつめらしい顔で頷うなずき、ティーゼは反対側のポケットから折おり畳たたんだ一枚の紙を取り出した。薄うすさと色合いからして白しろ麻ま紙しではなく常用紙だが、小さな文字がびっしり書かき込んである。

「ほら、優やさしいティーゼちゃんが可哀かわい想そうなロニエのために、ノートの作り方を書いてあげたわ。いちばん大事なのは、細くて丈じよう夫ぶな糸を使うことよ」

「……あ、ありがと……」

　差し出された紙を、ロニエは少し驚おどろきながら受け取った。恐おそらくティーゼはロニエのために、この覚え書き──神聖語では《メモ》だったはずだ──をとっくに作ってくれていたのだろう。

「ありがとう、ティーゼ」

　もう一度きちんとお礼を言いながら、ロニエは親友の右手を両手でしっかりと包んだ。今度はティーゼが両目を瞬しばたたかせてから、照れくさそうに笑った。

　製法が解わかったからには、いますぐにカセドラル十二階の一角にある製紙所に白しろ麻ま紙しの端は切ぎれを貰もらいにいきたいところだが、それは残念ながら後回しだ。寝しん室しつで外出用の騎き士し服ふくに着き替がえ、灰色の外がい套とうを羽織ったロニエは、同じ格好になったティーゼと一いつ緒しよに大階段を駆かけ下りた。

　一階の正面大おお扉とびらから外に出ると、午後の日差しが穏おだやかに肌はだを撫なでる。二月なので風は冷たいが、それも毎日少しずつ温ぬるくなっていくのを感じる。

　純白のタイルで整然と飾かざられた正面広場から外れて、芝しば生ふの前庭を南西方向へと突っ切る。いつもなら飛ひ竜りゆう厩きゆう舎しやに幼よう竜りゆうの月ツキ駆ガケと霜シモ咲サキを迎むかえに行って、夕方まで一いつ緒しよに過ごすのだが今日はもう少し待っていて貰もらわなければならない。なぜならこれから二人は、重要な任務に同行するのだ。

　しばらく走ると、広々とした前庭は木々が立ち並ぶ果樹園に変わる。この季節はほとんどの木が葉を落としているが、それでも真冬が旬しゆんの黒リンゴや氷イチジクの木はたくさんの実をつけていて、仄ほのかに甘あまい香かおりが漂ただよう。

　昼食をたっぷり食べたばかりなのに、水色に透すき通とおった珍めずらしいイチジクの実を一つもいでみたい……という誘ゆう惑わくに耐たえながら果樹園を通り抜けると、やがて前方に巨きよ大だいな壁かべが見えてくる。公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラルの敷しき地ちを外界と分かつ大理石の壁かべだ。

　南の壁かべと西の壁かべが接する角の近くには、すでにキリトとアスナの姿があった。

　地味な茶色の外がい套とうをまとった二人は、ロニエたちに気付くと軽く手を上げて合図した。最後の数十メルを急いで駆かけ抜けると、ティーゼと同時に足を止め、ぺこりと頭を下げる。

「すみません、お待たせしました」

「ううん、わたしたちもいま来たとこだから」

　アスナの言葉に、キリトがにやりと笑いながら付け加える。

「カセドラルから飛び降りてきたから、ロニエとティーゼが下に見えたよ」

　どうやら走っているあいだに、心シン意イで飛べるキリトに上空から追おい抜かれたらしい。いつか私も、心意は無理でも風ふう素そ飛行術は習得してみせると決意しながら、ロニエはちらりと周囲を見回した。

「それにしても……どうしてここが待ち合わせ場所なんですか？」

　四人の目的地は南セントリア市街であり、そこに行くには南なん壁ぺきの真ん中にある正門を通らなければならない。しかしこの場所では白大理石の壁かべと壁かべが直角に接合しているだけで、通用口のようなものは存在しない。

　もしかして、私たちが知らない隠かくし扉とびらでもあるんだろうか……と思っていると、キリトが肩かたをすくめて答えた。

「正門の開閉は目立つんだよな……。この時間は門の向こうの広場にも観光客がいっぱいいるから、こっそり出入りするなんて絶対に無理だし」

「なら、この前みたいに飛んでいくのはどうですか？」

　少し期待するような口調でティーゼが言う。確かに四日前、南セントリアで殺人事件が起きたという知らせが届いた時は、キリトはロニエを左脇わきに抱かかえた状態でカセドラル上部のテラスからそのまま空に飛び出し、風ふう素そ飛行術で現地まで直行した。所要時間はわずか数十秒、加えて生身で空を飛ぶのは大いに心躍おどる体験だ。ティーゼが期待するのも無理はない──のだが。

「いやぁ、あれはあれで目立つからさ……」

　苦く笑しようしながらかぶりを振ると、キリトは早口に付け加えた。

「でも、今日は秘密の近道を試ためしてみようと思ってるんだ」

「ひ……秘密の近道？」

　がっかりする暇ひまもなかったように、ティーゼが目を丸くする。笑みを悪戯いたずらっぽいものに変えた代表剣士は、それ以上説明することなく両手を持ち上げた。

「じゃあ、四人で手を繫つないで輪っかになってくれ」

「…………？」

　小首を傾かしげつつも、ロニエは左手でキリトの、右手でティーゼの手を握にぎった。向かい側でもほんのり諦あきらめ顔のアスナが同じようにして、四人が小さな輪になる。

　直後、輪の中心で緑色の光が連続して瞬またたき、強きよう烈れつな風が足あし許もとの草を放射状になぎ倒たおした。思わず両手に力を込めたロニエの体が、真下からの風圧を受けてふわりと浮かんだ。

「うわっ、わわわわわっ！」

　ティーゼが叫さけび、両足をばたばたさせる。しかし体は地面に戻もどることなく、毎秒一メルほどの速さで上じよう昇しようしていく。

　キリトの行状に親友より少しだけ慣れているロニエも、初めての体験に息を詰つめたが、状じよう況きようを観察するだけの余よ裕ゆうはあった。体の下では風素が連続的に解放され、強きよう烈れつな風を生み出しているが、近くの木々の梢こずえは自然の微そよ風かぜにそよいでいるだけだ。よくよく見ると、四人のすぐ外側で、ごくかすかな虹にじ色いろの光が揺ゆれている。心シン意イの光──恐おそらくキリトは、騎き士しの奥おう義ぎ《心意の腕かいな》の応用で四人の周りに円えん筒とう形けいの透とう明めいな壁かべを作り、それが風を遮さえぎるので、解放された風素は強い上じよう昇しよう気流となってロニエたちを垂直に浮き上がらせているのだろう。つまり、原理的にはカセドラルにある昇しよう降こう洞どうと同じだ。

　慌あわてていたティーゼも、十秒足らずであたりを眺ながめる余よ裕ゆうを取とり戻もどしたようで、顔を左右に振り動うごかしながら歓かん声せいを上げた。

「あはっ、すごい、飛んでるよロニエ！」

「ちょっとティーゼ、手ぇ離はなしたらだめだってば！」

　ロニエが親友の手をしっかりと握にぎり直すあいだにも、四人は少しずつ速度を増しながら上じよう昇しようしていく。もう地面は遥はるか下方だが、横方向の視界を遮さえぎる白はく亜あの壁かべは途と切ぎれる気配もない。恐おそる恐おそる見上げると、薄うす青い冬空にくっきりと直線を描えがく壁かべの天てつ辺ぺんはまだまだ遠い。

　もしここでキリト先せん輩ぱいの集中力か、空間神聖力のどっちかが途と切ぎれたらどうなるのかな……などという想像を無理やり中断させて、上を睨にらみ続ける。上じよう昇しようは更さらに二十秒ほども続き、最後で少しだけ斜ななめに飛んでから、ついに壁かべの端はしを越えた。

　直後、風圧が一気に消えて、四人は二メルほどのところから落下する。《柱頭直立》の修しゆ業ぎよう中ちゆうなら高いとも思わない高さだが、脚あしに力が入らず、同じくよろけたティーゼと一いつ緒しよにロニエは尻しり餅もちをつきそうになった。

　キリトの右手に支えられてどうにか立ち上がり、正面を見たその途と端たん、ロニエの口から嘆たん声せいが零こぼれた。

「うわあ…………」

　高さで言えば、カセドラル十階ぶん──せいぜい五十メルというところだろう。しかし、塔とうからは遠く霞かすんで見えるセントリアの街並みが、手を伸ばせば届きそうなところに広がっている。それだけではない。四人が立っている、南の壁かべと西の壁かべの接合点からは、同じ高さの壁かべが南西方向にどこまでもまっすぐ延びているのだ。

「……ここ、《不ふ朽きゆうの壁かべ》の上なんですね……」

　ティーゼの囁ささやき声ごえに、キリトが無言で頷うなずいた。

　不ふ朽きゆうの壁かべ。それは、東西南北のセントリア市街──そして広大な四帝てい国こくの領土全てを分ぶん割かつする、白大理石の巨きよ壁へきである。工こう夫ふたちが石を切り出して積み上げたのではなく、最高司祭アドミニストレータがその神しん威いによってわずか一夜にして出現させたのだ。

　セントラル・カセドラルの外がい周しゆう壁へきを起点に、遥はるか彼方かなたで人界を囲む《果ての山脈》まで実に七百五十キロルも続くこの壁かべは、《不ふ朽きゆう》の名の通り破は壊かい不能だと言われている。禁きん忌き目もく録ろくで上ることと傷つけることを禁じられているので、壊こわそうとした者はいないだろうが、ロニエはいまもう一つの禁きん忌きを犯おかしてしまっているわけだ。

　いくら整せい合ごう騎き士し見習いになった時に禁忌目録からは解き放たれたと言っても、長年心に刻まれてきた畏い敬けいの念までは消えず、思わずつま先立ちになりながらロニエは足あし許もとを見た。

　一ミリセの隙すき間まもなく組み上げられた大理石は、数百年間も風雨に晒さらされているはずなのに、磨みがき上げられたばかりのように滑なめらかに輝かがやいている。振り向けば、すぐ近くにある壁かべの角部分は刃やいばの如ごとく鋭えい利りに切り立ち、上ろうとする不届き者を拒こばんでいるかのようだ。

　と、その時、軽かろやかな羽音が聞こえた。見上げると、薄うす青あお色の小鳥が二羽わ、壁かべの上じよう面めんに舞まい降おりてきた。大理石の上をちょんちょんと飛とび跳はね、黒い目でロニエを見る。

「……ふふ、さすがの禁忌目録も小鳥には効果がないみたいね」

　アスナの言葉にすっと肩かたの力が抜けて、ロニエもティーゼと顔を見合わせてひとしきり笑った。再び眼下の景色を眺ながめ、ふと気付く。

「あ、そうか……先せん輩ぱいは、この壁かべの上を移動して、南セントリア四区の宿屋まで行くつもりなんですね？」

　問いかけると、キリトは振り向いてにやっと笑った。

「正解。ここを歩いても下からは見えないし、いい感じの場所を選べば、降りる時も案外街の人には気付かれないんだ」

「その言い方、初めてじゃないわね？」

　すかさずアスナの追つい及きゆうを受け、しまったという顔になってからわざとらしく咳せき払ばらいする。

「ま、まあその、ほら、脱だつ出しゆつ経路の確かく認にんは攻こう略りやくの基本って言うか……さあ、急ごうぜ」

　そそくさと歩き始めるキリトを、再びやれやれ顔になったアスナと一いつ緒しよにロニエたちも追いかけた。

　人界を四分ぶん割かつする不ふ朽きゆうの壁かべは、四枚それぞれに非公式の愛あい称しようが献けんぜられている。

　ノーランガルス北帝てい国こくとイスタバリエス東帝てい国こくを隔へだてる北東の壁かべは《春の壁かべ》。東帝てい国こくとサザークロイス南帝てい国こくを隔へだてる南東の壁かべは《夏の壁かべ》。南帝てい国こくとウェスダラス西帝てい国こくを隔へだてる南西の壁かべは《秋の壁かべ》。そして西帝てい国こくと北帝てい国こくを隔へだてる北西の壁かべが《冬の壁かべ》だ。

　四枚の壁かべが統一感のある名前で呼ばれるようになった理由は、最古参騎き士しのファナティオやデュソルバートも知らないらしい。人界統一会議が発ほつ足そくするまでは、不ふ朽きゆうの壁かべは絶対不ふ可か侵しんの国境で、東西南北のセントリア市民には原則的に交流の自由はなく、それぞれの壁かべに一箇か所しよだけある門を通れるのは手形を与あたえられた交易商か裕ゆう福ふくな観光客だけだったのだ。

　現在では門の通過要件は大おお幅はばに緩かん和わされているが、まだ完全な自由通行は実現していない。それもひとえに、四帝てい国こくの大乱の余波が完全には収まっていないからだ。公こう理り教きよう会かいに弓を引いた近この衛え騎き士し団だんの一部残党が人界のどこかに潜せん伏ぷくし、いまなお皇こう帝ていの命令に従っている可能性がある。ヤゼン老人の殺害とリーゼッタの誘ゆう拐かいにも、彼らが関わっているのかもしれない。

　そんなことを考えながら、ロニエは《秋の壁かべ》の上を歩いた。

　壁かべの幅はばは四メルもあるので、端はしに近づかなければ足を踏ふみ外はずす心配はないし、地上からも四人の姿は見えない。いつしかロニエの物思いは冷たい風に吹ふき払はらわれ、眼下の景色を無心で眺ながめる。

　壁かべの左側には、赤っぽい砂岩を主材とする南セントリアが、そして右側には黒っぽい粘ねん板ばん岩がんで築かれた西セントリアが広がっている。一枚の壁かべに隔へだてられた二つの街は、色合いだけでなく建物の意い匠しようも大いに異なる。四角く切り出した赤い岩を、たっぷりと空間を取って積み上げた南セントリアの家々にはおおらかな開放感があるし、薄うすく剝はがれる粘ねん板ばん岩がんをきっちりと加工して組み合わせ、屋根にも飛ひ竜りゆうの鱗うろこのような形の瓦かわらを隙すき間まなく並べた西セントリアの建物には工芸品のような緻ち密みつさを感じる。

　キリト曰いわく、四つのセントリア市は街の見た目だけでなく食べ物の味もまったく違ちがうらしい。ロニエやティーゼはもう、望めば四市のどこにでも自由に立ち入れるのだが、なんとなく気き後おくれして街に出る時は故郷の北セントリアにばかり行ってしまう。

　四帝てい国こく全ての平和を守るべき整せい合ごう騎き士しがそんなことじゃいけないのかも、と改めて感じたロニエは隣となりのティーゼに話しかけようとしたが、その前に先頭のキリトが足を止めた。

「四区はこのへんだな……例の宿屋はどこだろう……」

　と呟つぶやきながら南セントリアの街を見回す。ロニエも体の向きを変え、赤茶色の街並みに目を凝こらす。

　宿屋、宿屋……と心の中で呟つぶやきながらしばらく街を眺ながめたが、よく考えてみればロニエは事件の現場となった宿屋には行ったことがない。四日前、カセドラルに一報が届いた時にはもう犯人とされた山ゴブリン族のオロイは衛士庁舎に収しゆう監かんされていて、キリトはそこに直行したのだ。

「……あの、先せん輩ぱい、ひょっとして宿屋の場所を知らずにここまで来たんですか？」

　ロニエが小声で訊たずねると、キリトは斜ななめ右方向に顔を頷うなずかせた。

「う、うん、まあ。ほら、宿屋には《ＩＮＮ》の看板があるはずだから、上から見れば解わかるかなーって……」

「あのねえ先せん輩ぱい、建物がこーんなに山ほど建ってるんだから、都合良く看板が見えるとは限らないでしょ！」

　ティーゼのもっともな指し摘てきを受けて、キリトが「ごもっとも……」と左斜ななめ方向に頷うなずいた。アスナが何度目かのやれやれ顔をしつつ、外がい套とうの中から折おり畳たたんだ白しろ麻ま紙しを取り出す。

　手早く開かれたそれはもちろん紙包み焼きではなく、大判の地図だった。

　しかも、街の書店で売っているものよりも遥はるかに細かい。道路だけでなく、あらゆる建物が一いつ軒けん一いつ軒けん書かき込まれているようだ。

「うお……そんなもの、どこで？」

　訊たずねるキリトに、アスナは澄すまし顔で答えた。

「ソネスさんが大図書室の整理中に偶ぐう然ぜん見つけた地図帳を、勉強の合間に少しずつ写したのよ。元の地図帳は手て描がきじゃなくて、先代の司書さんが未知の術式で作ったものじゃないか、って言ってたわ」

「…………そうか、先代が……」

　呟つぶやいたキリトは、一いつ瞬しゆんだけ切なそうな表情になったが、すぐにそれを消すとアスナが広げる地図に顔を近づけた。

「どれどれ、ここが四区で……これがあの通りか。で、宿屋がここってことは……」

　体を起こし、再び壁かべの東側を眺ながめる。

「おっ、たぶんあの十字路の北側だな。サンキュー、アスナ」

　神聖語のお礼に、「どういたしまして」と人界語で答えると、副代表剣士は地図を折おり畳たたんで外がい套とうの中にしまった。

　これで目的地の場所は解わかったが、問題はまだある。高さ五十メルもある壁かべの上から、住民に気付かれることなく地面まで下りなければならないのだ。登った時と同じ風ふう素そ術じゆつを使ったら、まず間ま違ちがいなく誰だれかに見つかってしまう。

　いったいどうするつもりなのか、とキリトに目を向けると、代表剣士は無造作に壁かべの端はしに近付き、ちらりと下を覗のぞき込んだ。

「よし、いまなら誰だれもいない。俺が先に降りるから、みんなも俺が合図したら飛び降りてくれ」

「い、いぃー!?」

　と妙みような声を出したティーゼに向けて、親指を立てた右手を突き出してから、キリトは無造作に壁かべから身を躍おどらせた。茶色の外がい套とう姿はすぐに見えなくなり、乾かわいた風だけが三人の前を通り過ぎる。

　数秒待っても衝しよう突とつ音おんのようなものは聞こえなかったので、ロニエはアスナ、ティーゼと一いつ緒しよに壁かべの端はしに近付き、真下を覗のぞき込んだ。すると、遥はるか五十メル下の道路上で、キリトがのんきに手を振っている。

「まったくもう……」

　と呟つぶやいたアスナが、両手をロニエとティーゼに向けて差し出した。

「……あたし、絶対に飛行術を使えるようになる」

　と少し前のロニエと同じような決意を口にしつつ、ティーゼがその手を取ったので、ロニエも観念してアスナの左手を握にぎった。驚おどろくほど華きや奢しやで、最上の絹のように滑なめらかで、ほんのり温かい手がきゅっとロニエの右手を握にぎり締しめ、次の瞬しゆん間かん、アスナもキリト並みの剛ごう胆たんさで足あし許もとの大理石を蹴けった。

　ふわりと体が浮ういた──のは一いつ瞬しゆんのことで、すぐに三人は一直線に落下し始める。耳のそばで、風が激しく唸うなる。大声で叫さけびたいのはやまやまだが、誰だれかに聞かれてしまうかもしれないので懸けん命めいに歯を食い縛しばる。

　いくら整せい合ごう騎き士し見習いと言っても、五十メルもの高さから硬かたい石いし畳だたみに落ちたらただでは済まない。信じてますからね先せん輩ぱい！　と声に出さずにロニエが叫さけんだのと、ほぼ同時に。

　落下点の近くに立つキリトが両手を持ち上げ、お椀わんのような形を作った。

　体を、柔やわらかくて透とう明めいな何かが包つつみ込むような感覚。落下速度がたちまち緩ゆるやかになり、風の音が弱まる。キリトが《心シン意イの腕かいな》で三人を受け止めたのだ。

　上位整合騎士たちでも短たん剣けん一本を動かすことが限界だという話なのに、落下する三人を同時に減速させるとは、いまさらながら恐おそるべき心意の力だ。地面がほんの十セン下に近づいたところでキリトが両手を開き、三人はすとんと着地。揃そろってふうっと息を吐はいてから、ロニエはかつての指導生に問いかけた。

「……あの、先せん輩ぱい、こんなことができるなら、登る時も風ふう素そ術じゆつじゃなくて心意だけでよかったんじゃ……」

「いやあ、落ちてくるのを受け止めるのと、真上に飛び上がらせるのじゃイメージ……想像の難易度が違ちがうんだよな。俺一人だけでも、心意で飛ぶ時は服を翼つばさに変形させる必要があるし……」

　肩かたをすくめるキリトに、ティーゼが詰つめ寄よる。

「キリト先せん輩ぱい、次は自分で降りたいんで、こんど風素飛行術を教えてください！」

「ええ!?　あ、あれも見かけほど簡単じゃ……で、でもまあ、向学心があるのはいいことだな、うん。さてと、現場に急ごうじゃないか」

　わざとらしい台詞せりふとともに北へ歩き始めたキリトの襟えり首くびを、後ろからアスナが引っ張った。

「方向が逆だよ、キリトくん」




　不ふ朽きゆうの壁かべに接する薄うす暗ぐらい裏道から左に曲がり、広い道路に出るといくらか人通りも増えた。二月なので長なが外がい套とうを着ていても不自然ではないだろうと思っていたが、道を歩く南セントリアの市民たちは案外と軽装だ。北セントリアとは一キロルと離はなれていないのだからそうそう気温が違ちがうわけはないと思うのだが、砂岩の街並みを照らす日差しは気のせいかカセドラルにいた時よりもいくらか温かく感じられる。

　しかし幸い、衛兵に呼び止められるようなこともなく四人は南セントリア四区を横断し、問題の宿屋に到とう着ちやくした。

　ダークテリトリーからの観光客を受け入れているだけあって三階建ての建物はかなり大きいが、入り口の立て看板に記された宿しゆく泊はく代だいは決して高くない。外がい套とうのフードを外したキリトは、赤い砂岩造りの宿屋をちらりと見上げてから躊躇ためらうことなく扉とびらを開けた。軽かろやかなベルの音に重なって、

「いらっしゃい！」

　と元気な声が響ひびく。

　前広間の正面には横長の帳場があり、声の主はその奥おくに立つ、ロニエより少し年上と見える女性の応接係だった。赤っぽい髪かみを濃こい緑色のスカーフでまとめ、同色のエプロンドレスを着ている。

　キリトが帳場に近づくと、女性は笑え顔がおで問いかけた。

「お泊とまりですか？　四名様？」

「えーと……」

　と短く口ごもってから、こくりと頷うなずく。

「うん、四人。一泊ぱくだけど、いいかな」

「もちろん構いませんよ。お部屋は一室でよろしいでしょうか？」

「うん、同じ部屋で。できれば二階がいいな」

　てっきり身分を明かして調査への協力を要よう請せいするものと思っていたロニエは、何度も瞬まばたきしながらキリトと応接係のやり取りを見守った。すぐに部屋が決まり、キリトが合計六百シアの宿代を支し払はらうと、四人は二階へと案内された。

　用意されたのは南東の角部屋で、大きな窓からはソルスの光がたっぷりと差さし込んでいる。手前には果物が載のった大型の丸テーブルが据すえられ、奥おくの壁かべ際ぎわにはきちんと整えられたベッドが四台並ぶ。

　細々とした説明を終えた応接係が深々とお辞じ儀ぎしてから退出した途と端たん、ティーゼがのんきな声を出した。

「あたし、北帝てい国こく以外の宿屋に泊とまるのって初めて！　お部屋の感じとか家具の形とか、北とはぜんぜん違ちがいますね！」

「ちょっとティーゼ、遊びに来たんじゃないのよ」

　急いで親友をたしなめ、キリトに向き直る。

「……あの、先せん輩ぱい、これからどうされるつもりなんですか？　この部屋が事件の現場っていうわけじゃないんですよね……？」

「もちろん違ちがうだろうな。でも、どこの部屋が現場なのか、調べる方法はあるよ。まあ、少し休きゆう憩けいしよう」

　そう答えたキリトが、大きく伸びをする。外がい套とうを脱ぬぎ、長い髪かみを一振りしたアスナが、

「わたし、お茶淹いれるね」

　と部屋の隅すみの戸と棚だなに向かうので、ロニエは「お手伝いします」と追いかけた。

　応接係の説明では、お湯が欲ほしい時はポットを一階の食堂に持参すべしということだったが、アスナは水差しに満たされている冷水をポットに移すと、滑なめらかな詠えい唱しようで熱ねつ素そをひとつ生成した。

　水をお湯にするのは神聖術の基き礎そ技術だが、それでもコツはある。生成した熱素をただ水に投下するだけでは、水面で急激に反応して大量の湯気を生み出す反面、水の温度は大して上がらないのだ。熱素が持つ熱さを全て水に伝えるために、もう一ひと工く夫ふうが必要となる。

　本職の神聖術師は、南帝てい国こく特産の《火ヒ吸スイ石イシ》という貴重な媒ばい質しつを携けい帯たいしていて、それに熱素を吸わせてから水に入れたりする。あるいは単に容器を持ち上げて、その下で熱素を保持するだけでもお湯を沸わかせるが時間がかかる。副代表剣士様はどうするつもりなのか、と少しばかりお手並み拝見な気分で見守っていると、アスナは続けて鋼こう素そを二つ生成した。

　鋼素で鉄球を作り、火吸石の代わりにするのはなかなかいい方法だが、熱素を瞬しゆん時じに吸収できる火吸石と違ちがって、鉄球はそう簡単には熱くならない。そしてもちろん鉄球は素因と違ちがって宙に浮かないので、加熱中は何かで支える必要がある。

　火ひ箸ばしでもスプーンでも手近にあるものでいいのだが、こういう時に媒ばい質しつ以外の道具を使うのは美しくないとされている。神聖術師は、素因生成から完かん了りようまでの全てが術式だけで完結することを尊ぶのだ。風ふう素そで極小の竜たつ巻まきを生み出し、それで鉄球を浮かせつつ竜たつ巻まきに炎ほのおを融ゆう合ごうさせるのが見た目も派手で術師好みな方法だが、三属性術は高難易度なうえに竜たつ巻まきの制せい御ぎよも難しく、少しでも集中を乱せば部屋中に火の粉が飛び散ってえらいことになる。

　いざとなったら私が凍とう素そで炎ほのおを中和しないと、とこっそり考えながらロニエが見守っていると、アスナは右手で熱素を静止させながら左手で二つの鋼素を操あやつり、熱素に近づけた。このままでは二種類の素因が反応し、熱い金属の雫しずくが飛び散ってしまう……と慌あわてた、その瞬しゆん間かん。

「フォームエレメント、ホロウスフィア・シェイプ」

　アスナがロニエの知らない式句を唱え、二つの鋼こう素そは一つに融ゆう合ごうしながら直径三センほどの球体へと変化した。重さのない素因から鋼鉄の球になった途と端たん、重力に引かれてポットの中にぽちゃんと落下する。

「あ、あれ……アスナさま、熱ねつ素そはどこに……」

　ロニエは慌あわてて周囲を見回したが、空中に保持されていたはずの熱素は見当たらない。するとアスナがロニエの肘ひじをつつき、陶とう器きのポットの中を指さす。

　覗のぞき込むと、水の底で、鋼素で作られた球体が赤い光を放っていた。その周囲から次々と小さな泡あわが浮き上がり、やがて水面から湯気が立ち始める。

「もしかして、熱素はあの球の中に……？」

「そうよ。鋼素で作った空くう洞どうの球に、熱素を閉じ込めたの」

「……そんな術式が……」

　ロニエが驚おどろいているあいだにも、ポットの中の水はぶくぶくと泡あわ立だち、沸ふつ騰とう寸前にまで熱せられた。

　通常、鋼素で空くう洞どうの球を作るには、まず《スフィア・シェイプ》式句で中身の詰つまった球を作り、それを熱しながら《エンラージ》式句で膨ふくらませる。しかしこれも制せい御ぎよが難しくて簡単に裂さけてしまうし、うまくいっても中に何かを入れることはできない。

　しかし最初から空くう洞どうの球を作れるなら、生成の瞬しゆん間かんに熱素を重ねればそれを閉じ込められるわけだ。炎ほのおの竜たつ巻まきで鉄球を炙あぶるよりも安全だし、効率もいい。

「いまの、ホ……ホロウ？　っていう式句は、アスナさまが発見したんですか……？」

　感かん嘆たんしながら訊たずねると、副代表剣士はそっとかぶりを振った。

「いいえ、空くう洞どう球きゆうの術式はアリスさんが得意にしていて、彼女はその式句をアユハさんにだけ伝えていたそうよ。わたしはアユハさんに教えてもらったの」

「アリスさまが…………」

　ロニエは再び言葉を失った。

　異界戦争のおり、ロニエは金きん木もく犀せいの騎き士しアリス・シンセシス・サーティと何度か言葉を交わす機会を得た。最も印象深いのは、キリトが眠ねむる天幕の中で、眼前のアスナと人界守備軍のセルルト将軍も交えて思い出話に花を咲さかせた一夜だが、東の大門防衛戦でダークテリトリーの大軍勢を一いつ瞬しゆんで殲せん滅めつしたアリスの恐おそるべき大規模光こう素そ術じゆつも記き憶おくに焼き付いている。

　ロニエも術師のはしくれとして、あれほどの威い力りよくを生み出すのはどんな術式なんだろうと考えたことはある。もちろん見習い騎き士しの知識が及およぶところではないが、それでも膨ぼう大だいな数の光素を何らかの方法で蓄ちく積せきし、同時に解放したのだろうということくらいは想像できる。その秘ひ訣けつが空洞球の術式であるなら、アリスがそれをアユハ一人にしか伝えなかったのも無理はない。

「……あの、私が聞いてしまってよかったのでしょうか……？」

　恐おそる恐おそる訊たずねると、アスナは笑みを浮かべて頷うなずいた。

「ええ。アユハさんは、私を信じて教えてくれたんだと思う……悪用はしないって。だからロニエさんも、その時が来たら信じられる人にこの式句を伝えてね」

「…………はい……はい」

　胸むねの奥おくに熱いものを感じながらロニエが頷うなずき返した、その時。

　いつの間にか後ろから覗のぞき込んでいたキリトが、緊きん張ちよう感かんのない声を出した。

「まだるっこしいことしてるなあ……お湯くらい、タライに《炎ほのおの矢》を二、三本ぶち込めば……」

「あのねえ先せん輩ぱい、そんなことしたら部屋じゅう湯気で真っ白になっちゃうよ！」

　すかさずティーゼが切り返し、アスナとロニエは声を合わせて笑った。

　神聖術で沸わかしたお湯で淹いれた、南帝てい国こく産らしい赤い色のお茶でしばし休きゆう憩けいしていると、窓の外で午後二時の鐘かねが鳴った。

　旋せん律りつは北セントリアと同じ──それを言うならダークテリトリーも同じだったのだが──でも、音色が少し軽く、明るく感じられる。長く尾おを引く余よ韻いんが消えないうちにキリトがさっと立ち上がり、扉とびらのほうを見た。

「よし、この宿屋は二時から二時半までが従業員の休きゆう憩けい時間で、各部屋の掃そう除じ係もみんな一階の控ひかえ室しつに集まる。客も観光や買い物に出てるだろうし、いまなら廊ろう下かに人はいないはずだ」

「……ねえ、どうしてそんなこと知ってるの？」

　アスナの質問に、「チェックインの時に聞いた」と神聖語を交えて答え、キリトは扉とびらに近づいた。少しだけ開けて廊ろう下かの様子を窺うかがうとすぐに頷うなずき、ロニエたちを見て手招きする。ここから何をどうするつもりなのかは不明、というより不安だが、宿屋の中で無茶はしないだろうと信じて従うしかない。

　廊ろう下かに出たキリトは、迷うことなく階段とは反対方向となる北に向かった。右手の壁かべに並ぶ扉とびらをひとつひとつ確かめていくと、四つ目の扉とびらに、『使用停止中』と書かれた羊皮紙がピンで留とめられていた。そのすぐ上には、『２１１』という数字が彫ほられた金属板が鈍にぶく光っている。

「ここだ」

　とキリトが呟つぶやき、アスナも頷うなずく。この部屋が掃そう除じ夫ふヤゼンの殺害現場であることは疑いようもない。

　代表剣士は真しん鍮ちゆう製の握にぎりに手を伸ばしたが、なぜか寸前で動きを止めた。その手を自分の目の前まで移動させ、指先をしげしげと眺ながめる。

「……何してるんですか、先せん輩ぱい？」

　ロニエが小声で訊たずねても、キリトは「いや、その……」と呟つぶやくだけで要領を得ない。しかし、近づいたアスナが「大だい丈じよう夫ぶよ、まさかシモンの個人差まで再現してないでしょ」と囁ささやくとようやく頷うなずき、改めて円形の握にぎりを摑つかんだ。

　左右に捻ひねるが、当然鍵かぎが掛かかっていて途と中ちゆうで止まってしまう。どうするつもりかと思っていると、キリトは無言で鍵かぎ穴あなをじっと見み詰つめ──。

　数秒後、がちんという解かい錠じよう音おんが響ひびいた。

「うわ……先せん輩ぱい、心シン意イでそんなことまでできるんですか？」

　ティーゼの感心したような呆あきれたような声に、キリトは肩かたをすくめて答える。

「この世界の鍵かぎと鍵かぎ穴あなは機械的な仕し掛かけじゃなくて、システム的な、ええと……詳くわしいことはいずれ」

　曖あい昧まいな返事にティーゼは不満そうな顔をしたが、状じよう況きようが状じよう況きようだけにそれ以上食い下がることはなかった。キリトが改めて握にぎりを捻ひねると、今度は最後まで回り、扉とびらが少し動く。再び奥おくの様子を窺うかがい、さっと引き開けると、三人に入るよう促うながす。

　アスナに続いて踏ふみ込んだ客室は、ごく一いつ般ぱん的な二人用の部屋だった。窓は東側の壁かべに一つだけで、その左右にベッドがあり、手前には先刻四人がお茶を飲んだものより少し小さなテーブル。

　一見して、変わった様子はどこにもない。強しいて言えば、テーブルの上に果物が用意されていないことと、カーテンが閉められていることくらいだ。しかしロニエは、ここが恐おそろしい殺人事件の現場であることを肌はだで感じた。

　最後に入ってきたキリトが、そっと扉とびらを閉める。テーブルの近くに立っていたアスナが振り向き、無言で頷うなずく。

「……本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、アスナ？」

　キリトが心配そうな声を出した。その気持ちはロニエも、恐おそらくはティーゼも同じだ。

　神聖術師団長のアユハ・フリアは、昨日発見されたばかりだという過か去こ覗し術じゆつについて、負ふ荷かが大きすぎると評していた。人界最高の術者の一人である彼女がそう言うのだから、神の如ごとき力を持つ副代表剣士アスナとて容易に使えるというわけではあるまい。

　だがアスナはいつもの穏おだやかな笑みを浮かべ、再び頷うなずいた。

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。不自由させてしまっているオロイさんのためにも……それに、殺されてしまったヤゼンさんのためにも、一刻も早く犯人を捕つかまえないと」

　揺ゆるぎない口調でそう言い切ると、簡素な騎き士し服ふくの剣けん帯たいに下げた革かわ袋ぶくろから小さく折おり畳たたんだ白しろ麻ま紙しを取り出す。広げる際にちらりと見えたのは、何行にもわたって細かく記された神聖文字。

「…………わかった。頼たのむ」

　短いが確たる信しん頼らいを感じさせる声でそう言うと、キリトはロニエたちに合図し、壁かべ際ぎわに下がった。

　部屋の中央に一人残ったアスナは、数十秒かけて白しろ麻ま紙しの神聖文字を黙もく読どくすると、再び丁てい寧ねいに畳たたんで革かわ袋ぶくろにしまった。どうやら術式は事前に暗記していて、最後のおさらいをしていたようだ。

　確かに神聖術は、紙に書かれた術式を読むのと、完全に記き憶おくしている術式を詠えい唱しようするのでは成功率や精度、威い力りよくに明らかな差がある。キリトはその理由を、神聖術にも心シン意イの力が関係しているからだと言っていた。ゆえに術式の暗記は術者の基本なのだが、しかしアスナが詠えい唱しようを開始した過か去こ覗し術じゆつは、ロニエの予想を遥はるかに上回って長大なものだった。

　最初に晶しよう素そを生成し、薄うすい円えん盤ばんを作ったところまでは理解できたのだが、そこからの式句は初めて聞くものばかりでまるで意味を理解できない。それでも歌うように抑よく揚よう豊かなアスナの詠えい唱しように聞きき惚ほれていた、その時。

　不意に、部屋が暗くなった。

「…………っ！」

　隣となりでティーゼが息を吞のみ、ロニエの上着の裾すそを握にぎる。霧きりのように不定形な闇やみが床ゆかを這はい回まわり、両りよう脚あしがひんやりと冷たくなる。

　いつしか陰いん々いんとした響ひびきを帯び始めたアスナの声が、一いつ瞬しゆん途と切ぎれた。

　ふらりと上体が揺ゆれる。キリトが右足を半歩前に出したが、そこで踏ふみ留とどまる。詠えい唱しようが再開し、闇やみはますます深くなる。

　突とつ然ぜん、テーブルの上に倒たおれていた晶素の円えん盤ばんが音もなく浮き上がった。その中から不気味な紫むらさきの光が放たれ、アスナの顔を下から照らし出す。
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　苦痛に耐たえるような表情を見て、ロニエも唇くちびるを嚙かんだ。アスナの手助けをしたいが、術式は術師だけのものだ。しかも彼女がいま挑いどんでいるのは、過去を覗のぞくという神の業わざだ。最高司祭アドミニストレータが組み上げ、元老院の扉とびらの奥おくに封ふうじていた秘術中の秘術──。

　またしてもぐらりと体を揺ゆらしながら、アスナは円えん盤ばんに両手を差さし伸べた。細い指先が小刻みに動くたび、溢あふれる紫むらさきの光も不規則に明めい滅めつする。

　突とつ然ぜん、まるで地の底から響ひびいてくるように歪ゆがんだ声が聞こえた。

『……まえは……ていちょっか……の農のう奴どヤゼ……すね……』

　男の声──ということしか解わからない。続いて、やはり男の途と惑まどうような声。

『あ、ああ……いや、ちが……わしはも……かつりょうのこさく……じゃねえ……』

『……ちみんは……るかぎり私領地民で……それが嫌いやなら、いまここで……』

　不意に明めい瞭りようさを増した、一人目の男の声が冷れい酷こくに言い放った。

『……死になさい！』

　どすん、という鈍にぶい音が響ひびき、二人目の男の悲鳴が重なった。

　直後、晶素の円えん盤ばんが無数の破は片へんと化して砕くだけ散ちった。今度こそ床ゆかに崩くずれ落おちかけたアスナの体を、瞬しゆん間かん移動のような速さで飛び出したキリトの両りよう腕うでがしっかりと支えた。




　闇やみが消え去った２１１号室から出た四人は、急いで最初の部屋に戻もどった。

　キリトが、肩かたを貸していたアスナの体を持ち上げ、ベッドの一つに横たえる。

「も、もう大だい丈じよう夫ぶだよ」

　と慌あわてたように言いながら起き上がろうとするアスナの肩かたをそっと押さえ、キリトはロニエに顔を向けた。

「悪いけど、水を一杯ぱい持ってきてくれるか」

「は、はい、すぐに」

　戸と棚だなに駆かけ寄より、水差しに残っていた冷水をグラスに注いで運ぶ。受け取ったキリトは、アスナの上体を少しだけ起こし、口くち許もとにグラスを近づける。

　少しずつ、三度に分けて水を飲むと、副代表剣士はいくらか生気の戻もどった顔でロニエを見て微ほほ笑えんだ。

「ありがとう、ロニエさん」

「いえ……」

　小声で答え、俯うつむく。こんなことしかできない自分が歯がゆいが、きっとどこかで二人の手助けができる場面もあるはずだと言い聞かせる。

　アスナの消しよう耗もうは、天命の減少によるものではないので神聖術では回復させられない。それはキリトも承知しているはずだが、代表剣士はグラスをロニエに返すと、その手を宙にかざして無む詠えい唱しようで光こう素そを三つばかり生成した。それらは横たわるアスナの周囲をふわふわと漂ただよい、目を閉じた美しい顔や艶あでやかな栗くり色いろの髪かみを仄ほのかに照らす。

　キリトの制せい御ぎよから離はなれた光こう素そたちは、一分足らずで小さな光の粒つぶを散らして消しよう滅めつしてしまったが、その淡あわい熱から活力を得たかのようにアスナは瞼まぶたを持ち上げた。

「……うん、もう平気」

「無理するなよ、まだ休んでたほうがいいぞ」

　キリトの言葉に素す早ばやくかぶりを振り、アスナは完全に上体を起こした。

「いいえ、急がないと……」

　その言葉にキリトが横顔を引き締しめ、ロニエもティーゼと視線を交わした。

「……何を見たんだ？　殺人犯が、どうやって禁きん忌き目もく録ろくを回かい避ひしてヤゼンさんを殺したのか、解わかったのか？」

　急せき込むような問いかけに、アスナは記き憶おくを確かめるように長い瞬まばたきをしてから、少し掠かすれた声を発した。

「硝子ガラス盤ばんの中に、最初に見えたのは……さっきの部屋を掃そう除じしている男の人。ヤゼンさんだと思う。そしたら、画面の手前側で、二人目の男がヤゼンさんに言ったの。『お前は、皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようの農のう奴どヤゼンですね』……って」

「皇こう帝てい……直ちよつ轄かつ領りよう」

　キリトが密ひそやかな声で繰くり返かえすと、アスナもそっと頷うなずく。

「うん……。ヤゼンさんは、最初は頷うなずいたんだけどすぐに否定した。『いや、違ちがう。儂わしはもう、直ちよつ轄かつ領りようの小作人じゃねえ』って……そしたら二人目が、何ていうか……嘲あざ笑わらうみたいな調子で、『私領地民は命ある限り私領地民です、それが嫌いやならいまここで死になさい』って答えて短たん剣けんでヤゼンさんの胸を刺した……。ヤゼンさんはその場に倒たおれて、男は短たん剣けんを持ったまま部屋の外に出た。わたしに見えたのはそこまで……」

　アスナが口を閉じても、しばらく誰だれも発言しようとしなかった。

　どんな高位の術師でも過去の出来事を改かい竄ざんすることはできないのだから、ヤゼン老人を殺したのがオロイでなかったことは確かめられた。それは明るい材料だが、またしても謎なぞが増えてしまった感は否いなめない。

　ベッドの横で片かた膝ひざ立だちをしていたキリトが、体を起こして部屋の扉とびらを見る。

「……ヤゼンさんを殺した男は、血の付いた短たん剣けんを廊ろう下かに落とし、近くの部屋をノックしてから姿を消した。その部屋で寝ていた山ゴブリン族のオロイは、廊ろう下かに落ちている短たん剣けんに気付き、それを拾って眺ながめているところを南セントリアの衛士に見つかって捕ほ縛ばくされた。ヤゼンさん殺害後に起きたのは、そういうことだろうな」

　キリトの説明にロニエはなるほどと思ったが、隣となりのティーゼが「でも……」と声を上げた。

「キリト先せん輩ぱい、だとすると、衛士が来るのが早すぎないですか？　ヤゼンさんを殺した犯人がオロイさんの部屋をノックしてから逃げて、オロイさんが短たん剣けんを拾うまではほんの数分しか経たってないように思えるんですけど……」

　言われてみればそのとおりだ。キリトも難しい顔で頷うなずく。

「そうだな。衛士が宿屋に駆かけつけたのは、四番街の衛士詰つめ所しよに、この宿屋で亜あ人じんが刃は物ものを持って暴れてる……っていう市民からの通報があったから、だったはずだ。でも実際にはオロイは落ちていた短たん剣けんを拾っただけで、暴れてなんかいない。つまり通報したのは殺人者本人か、その仲間だろうな……。──アスナ、殺人者の姿はまったく見えなかったのか？」

　問われると、アスナも残念そうに頷うなずいた。

「うん。いつも硝子ガラス盤ばんに浮かんでる映像の手前にいる感じで……っていうより、むしろ……」

　わずかに口を開けたまま、言葉を探すように瞬まばたきするが、すぐにため息をつく。

「……ごめん、うまく言えない」

「いや、謝あやまらなくていいよ」

　キリトが慌あわてたようにアスナに近付き、優やさしく背中をさすった。

「犯人が直接見えなくても声は聞こえたんだし、他にも色々なことが解わかった。たとえば……犯人は、ヤゼンさんを殺すために複雑なトリック……仕し掛かけを使って禁きん忌き目もく録ろくを回かい避ひしたわけじゃなくて、ただ普ふ通つうに心臓を刺したこととかな……」

　言われてみればそのとおりだ。

　アスナが危険を冒おかして過か去こ覗し術じゆつを使ったのは、犯人が《どうやって》《なぜ》ヤゼン老人を殺したのかを突き止めるためだ。理由のほうはまだ不明だが、方法は判明した。何の仕し掛かけもまやかしもない、短たん剣けんによる刺し殺さつ。つまり…………

「犯人は、禁忌目録に縛しばられていない……」

　ロニエの呟つぶやきを、キリトが重苦しい声で追つい認にんした。

「そういうことだな……。その理由まではまだ解わからないけど……」

「そこなんだけど」

　アスナが割わり込み、三人はベッドに視線を向けた。

　ほぼ回復した様子の副代表剣士は、ミルクを入れた紅茶の色の瞳ひとみで三人の顔を順に見ながら言った。

「……わたし、犯人の言葉が、そのままヤゼンさんを殺した……殺せた理由なんじゃないか、って思うの」

「言葉……『私領地民は命ある限り私領地民』……？」

「そう。……もし、犯人が禁忌目録を無視できた理由が、ヤゼンさんが貴族の私領地出身で、裁決権の対象だから、なんだとすれば……」

「……そうか！」

　キリトが鋭するどく息を吸い込み、まるでそこに犯人が立っているかのように窓の外を睨にらんだ。

「犯人は、ヤゼン老人だけじゃなくて、他の解放された元私領地民たちも同じように殺せるのかもしれない……。アスナが『急がないと』って言ったのはそのことか」

「うん……次の被ひ害がい者しやが出る前に手を打たないと、って思ったんだけど……でも……」

　アスナが唇くちびるを嚙かんだ理由は、ロニエにも解わかった。一歩前に出て、夢中で口を動かす。

「元私領地民は、北帝てい国こくだけでも千人近くいます。人界全体ならその四倍……その人たちを全員保護したり、護衛をつけたりするのは無理ですよ」

　隣となりに進み出たティーゼも、両手を大きく動かしながら言った。

「それに、解放された人たちがみんなセントリアに残ってるわけじゃないんです。半分以上が央おう都とを出て、広い土地があるところで自分の農地を持つことを選んだって聞きましたよ。その人たちを捜さがし当あてるだけでも、たぶん何週間も……」

「人界には、統一されたコセキ情報がないからな……」

　再び耳慣れない言葉を口にしつつ考かんがえ込むキリトの隣となりで、アスナもしばらく眉まゆ根ねを寄せていたが、やがてさっと顔を上げた。

「……でも、犯人の目的は、人界と暗黒界のあいだにもう一度戦争を起こすことなんだから、ただ闇やみ雲くもに元私領地民の人たちを殺そうとはしないはずよ。その罪を、暗黒界からの観光客になすりつけられなければ意味がないのよ」

「だとすると……あたしたちが保護するべきなのは、暗黒界人……？」

　ティーゼの言葉を聞いたキリトが、深く頷うなずく。

「ああ……俺はもともと、今日か明日のうちにこの宿屋に来ようと思ってたんだ。ここで待機して貰もらってるオロイの仲間たちをカセドラルに呼ぶためにね。オロイのホームシック……懐かい郷きよう症しようもそれでしばらくは収まると思うし……」

「でも先せん輩ぱい、暗黒界からの観光客は他にもたくさん……」

　ロニエが口を挟はさむと、キリトは軽く肩かたをすくめた。

「確かに。でも幸い、彼らの人数も、泊とまってる宿もちゃんと記録されてるから、対処は元私領地民より楽だ。さすがに全員をカセドラルに寝ね泊とまりさせるのは無理だから、少し予定を前まえ倒だおしして、今日からでも順次帰国して貰もらおうと思う。東の大門までは護衛つきの馬車隊列を組めば、犯人どもも手出しできないはずだ」

「そうと決まれば、すぐに動きましょう」

　ベッドから足を下ろし、すっくと立ち上がったアスナをキリトは素す早ばやく支えようとしたが、その必要はなさそうだった。それでも小声で「ありがと」と微ほほ笑えみかけた副代表剣士は、すぐに毅き然ぜんとした表情に戻もどる。

「それで……山ゴブリン族の三人が泊とまってる部屋は解わかってるの？」

「もちろん。一階の四人部屋だから、たぶんここの真下だ。扉とびらの前に衛兵も詰つめてるはずだよ……護衛のためが半分で、もう半分は監かん視しだけどな……」

「仕方ないわよ、カセドラルに移って貰もらえばその必要もなくなるわ。行きましょう」

　足早に歩き始めたアスナを、ロニエたちは急いで追いかけた。




　しかし。

　一階に降りた四人が見たのは、無人の廊ろう下かと綺き麗れいに掃そう除じされた空き部屋だった。キリトに事情を問われた応接係は、きょとんとした表情で、午前中に南セントリア行政府の役人が馬車で乗り付けて、三人の山ゴブリン族たちを運んでいったと告げた。
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　いつもより二時間遅おくれで飛ひ竜りゆう厩きゆう舎しやに駆かけつけたロニエを、月ツキ駆ガケは少し不満そうな鳴き声で出で迎むかえた。

「きゅるるるっ！」

「ごめんごめん、遅おそくなっちゃった」

　高さ一メルほどの柵さくを開けた途と端たん、薄うす黄き色いろの和にこ毛げに包まれた幼よう竜りゆうが小さな翼つばさを羽ばたかせながら飛びついてくる。両りよう腕うでで受け止めると、丸っこい角が生えた頭をロニエの首元にぐいぐい押し当てる。

　隣となりの区画では、ティーゼが同じように霜シモ咲サキのやんちゃな挨あい拶さつを受けている。二匹ひきともいまはまだどうにか抱だき上げられる程度の大きさだが、来年にはそれもできなくなるだろう。

「アラベル殿どの、少しよろしいか」

　いきなり後ろから声を掛かけられて、ロニエは一いつ瞬しゆんびくっとしてしまってから振り向いた。

　立っていたのは、ひょろりと背の高い男性だった。細かい鱗うろこのような模様が浮き出る不思議な生き地じで仕立てられた上下ひと繫つながりの服を着ていて、腰こしの革かわ帯おびには大小幾いくつもの革かわ袋ぶくろがぶら下がっている。右手には槍やりのように長い木製の柄つかを握にぎっているが、頭についているのは金属の穂ほ先さきではなく硬かたそうな毛の大型ブラシだ。

　頰ほおのこけた顔はデュソルバートより少し年上にも見えるが、実じつ年ねん齢れいは解わからない。カセドラルの飛ひ竜りゆう厩きゆう舎しや長ちようをずっと昔から務める人物で、エアリーのように天命を凍とう結けつされている……という噂うわさもある。

「はい、なんでしょう、ハイナグさん」

　ロニエが頷うなずくと、厩きゆう舎しや長ちようはほっそりしているがよく見れば逞たくましい右手を伸ばし、幼よう竜りゆうの顎あご下したを搔かきながら言った。

「最近、月ツキ駆ガケに魚を与あたえると少しだが残すことがある。飛ひ竜りゆうも個体ごとに食べ物の好みはあるが、戦場では餌えさを選べないので、幼よう竜りゆうのうちに矯きよう正せいできればそのほうがいい」

「え……そうなんですか。こら月駆、好すき嫌きらいしちゃだめじゃない」

　ロニエがやんわり叱しかると、幼よう竜りゆうは言葉を解かいしたかのように耳羽を伏ふせ、「きゅうーん」と鳴いた。

「あの、魚嫌ぎらいを直すにはどうすればいいんですか？」

「最も効果的なのは、自分で魚を獲とらせることだ。獲とれたてぴちぴちの魚を食えばたいていはすぐに直るが、カセドラルの中では難しい。以前はベルクーリ殿どのの許しを得て、幼よう竜りゆうを市外の湖に連れて行っていた」

「ぴ、ぴちぴちですか……じゃあ、ファナティオ騎き士し長ちようかキリトせん……代表剣士さまに聞いてみます」

「そうしてくれ。では失礼」

　軽く会え釈しやくすると、ハイナグ厩きゆう舎しや長ちようは奥おくにある成せい竜りゆうの区画へと歩いていった。隣となりで話を聞いていたティーゼが、自分の竜りゆうを見下ろしながら言う。

「……この子たち、自分で魚なんか獲とれるのかなあ」

「そもそも泳げるのかしら……」

　揃そろって首を傾かしげていると、二匹ひきの竜りゆうたちが早く外に行きたいと言わんがばかりに尻尾しつぽを振り動うごかした。

「解わかったってば」

　ひとまず厩きゆう舎しやを出て、建物を囲んでいる芝しば生ふに竜りゆうを下ろす。途と端たんに二匹ひきは、騒そう々ぞうしく鳴きながら草の上を駆かけ回まわり始める。

　その様子を眺ながめていると自然と口くち許もとが綻ほころんでしまうが、一いつ緒しよに追いかけっこをする気にまではなれない。こうしているいまも、カセドラルの上階ではキリトとアスナが上位騎き士したちと話し合いを続けているはずだ。

　山ゴブリン族三名を馬車で連れ去った、南セントリア行政府の役人を名乗る人物の正体は、最も寄よりの衛士詰つめ所しよで訊きいても解わからなかった。部屋の警護をしていた衛士には会えたのだが、役人が示したゴブリンたちの移送命令書には行政府の印章が確かに押されていたという。

　ならばその先は行政府に直接問い合わせるしかないが、そうそう簡単な話ではない。いまも旧上級貴族の影えい響きよう力りよくが残る四市の行政府と人界統一会議はもともと折り合いが悪く、ことに南セントリア行政府は、ヤゼン殺害事件から強ごう引いんに閉め出された一件で態度を硬こう化かさせている。移送の件を調査するには公式の命令書が必要だとキリトたちは判断し、統一会議と整せい合ごう騎き士し団だん名の書類を用意するべくいったんカセドラルに戻もどったのだ。

　行政府への調査命令にファナティオやデュソルバートが反対するとは思えない。だがキリトはすでに、衛士が見た命令書も役人そのものも偽にせ物ものだろうとほぼ確信している。問題はその先の行動指針だ。キリトはゴブリンたちをむざむざ拉ら致ちされてしまったことに責任を感じていたし、捜そう索さくと救出を人任せにしようとはしないだろう。しかし代表剣士はオブシディア城で間接的にせよ命をねらわれたばかりなのだから、ファナティオたちも今回は大人しくしていてくれと強く主張するに違ちがいない。

「……会議、揉もめるだろうね……」

　同じことを考えたらしいティーゼが隣となりで呟つぶやき、ロニエもこくりと頷うなずいた。

「続きは明日になるかもね」

「先せん輩ぱいが、夜中に抜け出さないといいけど……」

　それはいかにもありそうな話だ。

　キリトには自由に行動してほしいが、かつての傍そば付づき練士としては、引き留めるべき場面では引き留めねばならない。もう一度白はく亜あの巨きよ塔とうを見上げ、ロニエは言った。

「アスナさまにお願いしておくわ……先せん輩ぱいを見張っててください、って」

　それを聞いたティーゼは何かを言おうとしたようだが、息いき遣づかいだけで言葉が続かない。ちらりと隣となりを見ると、微び妙みような表情で口をもぐもぐさせている。

「……なに？」

「ううん、なんでも」

　そんな会話を交わす二人を、幼よう竜りゆうたちが不満そうな声で呼んだ。追いかけっこに参加しろと言っているのだ。

「わかったわよ、でもゴロゴロはしないからね！」

　そう叫さけび、ロニエは月ツキ駆ガケと霜シモ咲サキのところへと走り始めた。
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　セントラル・カセドラルの二十階から三十階までは、職員や神聖術師、そして騎き士したちの居住区になっている。

　アスナとキリトが暮らす部屋は、三十階の南東の角にある。奇くしくも昼間に六百シアで借りた南セントリアの宿屋の部屋と同じ配置だが、広さは比べものにならない。

　廊ろう下かから分厚いドアを開けると、まず四畳じようほどのエントランスルームがあり、もう一枚ドアを隔へだてて三十畳じようはあろうかという巨きよ大だいなリビングルームに繫つながる。

　南の壁かべには床ゆかから天てん井じよう近くまである格こう子し入りの高窓が並び、西側には本格的なキッチンとバスルーム、東側にはこちらも広々とした寝しん室しつ。リビングほどではないが、十五畳じようといったところか。

　もっとも、この人界──アンダーワールドでは《畳じよう》という単位は使われていない。それを言うなら、少なくともカセドラルや北セントリアに畳たたみはない。板張りやタイル張りの床ゆかの広さは平方メルと平方キロルでのみ表現され、それぞれ《ヘーメル》《ヘーキロル》と略されたりもする。それに従えば、リビングの広さは五十ヘーメルか。

　これだけ広いと掃そう除じが大変だな……と最初に部屋を案内されたとき真っ先に思ったのだが、アンダーワールドではチリやホコリの類たぐいは基本的にオブジェクトとしての実体を持たない感覚エフェクトのようなもので、箒ほうきやはたきでサッサカパタパタやれば消えてしまう。実質的には掃そう除じと言うよりもデジタル画像のレタッチだな、と身も蓋ふたもないことを言ったのはアスナではなくキリトだが。

　それに、掃そう除じが楽な理由がもう一つ。

　驚おどろくべきことに、カセドラル……いや全アンダーワールドには、トイレというものが一いつ切さい存在しない。なぜならば、この世界の住民は、食事はすれども排はい泄せつは行わないのだ。

　それはリアルワールド出身であるアスナとキリトももちろん同様で、最近になってようやく慣れはしたが、それでもたまに料理を食べすぎた時は、この満腹感を生み出しているものはどこに行くんだろうと考えてしまう。

　アスナよりもアンダーワールド経験が長いキリトはそのへんもあっけらかんとしたもので、「ラースの連中が、ＡＩ育成に排はい泄せつのシミュレートは必要ないって判断したんだろ」と言っていたが、現実世界の帰き還かん者しや学校で人間発達学の授業を選せん択たくしていたアスナは、その考え方には賛同できずにいる。フロイトの発達理論によれば、幼い子供には《肛こう門もん期き》という成長段階があり、トイレトレーニングを通して自信や自律性を身につけていく……と習った記き憶おくがあるのだ。

　もっとも、排はい泄せつをしないことがアンダーワールド人たちのパーソナリティに問題を生じさせているとは思わないが、それでも疑問は残る。アンダーワールド人も、毒づく時に「くそっ」と言ったりするのだが、彼らはその言葉の意味をどう認にん識しきしているのだろうか。いつか誰だれかに訊きいてみたいと思いつつなかなか訊きけずにいるうちに、一年以上も経たってしまった。

　正確には、一年三ヶ月と十六日。

　壁かべに貼はった羊皮紙のカレンダーを──これはキリトとアスナが作ったのではなく、大昔から使われていたようだ──見やり、時の速さを感じていると、エントランスルームのドアが開閉する音が聞こえた。

　リビングに入ってきたキリトの黒くろ髪かみは、まだ少し濡ぬれていた。九十階の大浴場から大急ぎで戻もどってきたらしい。以前は先に上がったほうが廊ろう下かの分ぶん岐き点てんでもう一人を待っていたのだが、浴場を利用する職員たちに気を使わせてしまうことが判明したので、いまは待たずに部屋まで戻もどることにしている。

「お待たせ」

　と言いながら近づいてくるキリトを、アスナは肩かたにかけていたタオルを広げて出で迎むかえた。

「もう、髪かみぐらいちゃんと拭ふいてくればいいのに」

　頭をタオルで包み、両手でわしゃわしゃする。この世界にドライヤーは存在しないが、乾かわいた布で一定時間擦こするだけで水気は抜けるので、風ふ呂ろ上あがりの髪かみの手入れは現実世界よりも楽だ。

　されるがままになりながらも、キリトは子供のような口調で反論した。

「だって、最近ずっとアスナのほうが早いからさ……廊ろう下かで追いつけるかと思って……」

「あのねえ、わたしが早いんじゃなくて、キリトくんが長なが風ぶ呂ろなんだよ。今日だって一時間は入ってたよ」

「えっ、ほんとに？」

　とキリトが言った途と端たん、夜十時の鐘かねが厳おごそかに鳴なり響ひびいた。

「うわ、マジだ……九時半の鐘かね、聞きき逃のがしたな……」

「まさか、浴よく槽そうで泳いでたんじゃないでしょうね」

　タオルを外しながら問いただすと、真顔で小刻みにかぶりを振る。

「し、しないよそんなこと……一人の時以外は……」

「どーだか。ほら、ソファに座すわって」

　肩かたを押して、リビングの真ん中にある大きなソファの端はしに座すわらせる。その前のローテーブルからさっきまでアスナが使っていたブラシを取り上げ、乾かわいた黒くろ髪かみを丁てい寧ねいに梳とかす。黒こく檀たんの柄つかに銀細工が施ほどこされたブラシは、かつて東帝てい国こくに生息していたという龍りゆう──飛ひ竜りゆうのような西洋スタイルではなく、細長い体の東洋風ドラゴン──の毛が植えられていて、これで梳とかすだけで髪かみがつやつやになるというマジックアイテムだ。貴族然とした贅ぜい沢たくは固く戒いましめている二人だが、このブラシは副代表剣士就任一周年のお祝いにファナティオ騎き士し団だん長ちようが贈おくってくれたもので、以来ありがたく愛用させてもらっている。

　アスナの手に頭を委ゆだねていたキリトが、不意にぽつりと言った。

「……やっぱり、早いとこ時計を完成させないとなぁ」

「それは賛成。でも、もう長いこと試作してるよね……そんなに難しいの？」

「うん。時計をまともに動かすには精度の高い歯車が山ほど必要なんだけど、この世界にある歯車は城門の巻き上げ装置とか水車の増速装置とか、大きな力を伝えるためのものだけでさ……それを組み合わせても、時計としてはまともに動かないんだよな……。なまじ時じ鐘しようの精度が完かん璧ぺきなぶん、時計を作っても狂くるいまくるんじゃ意味ないし……」

「なるほどねえ」

　頷うなずいてから、あれ、と思う。

「……待って、ファナティオさんに聞いたんだけど、確か大昔はこのカセドラルにも時計があったんじゃなかったっけ？　最高司祭さんが、ベルクーリさんの剣にしたっていう。それは、誰だれが作ったの？」

「うーん、推測だけど、最初っからアンダーワールドにあったんだと思うよ。このセントラル・カセドラルがあった場所は、三百年前は小さな村で、そこでラースのスタッフが第一世代の人工フラクトライトを育ててたんだけどさ。その村に彼らが設置したオブジェクトだったんじゃないかな、って」

「《最初の四人》……」

　現実世界のオーシャン・タートルでラース指揮官の菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうから聞いた話を思い出しつつ呟つぶやくと、キリトがせっかくブラッシングした髪かみに右手を突っ込んだ。

「百階のシステムコンソールが機能してればな……。時計のオブジェクトデータを呼び出して、複製しまくれるのにさ」

　虫のいいその台詞せりふに、思わず苦く笑しようしてしまう。

「あのねえ、そんなことができるなら、オブジェクトとしての時計を作らなくても、メニューウインドウ……《ステイシアの窓》に時刻表示を追加すれば済んじゃうでしょ。っていうか、それ以前に……」

　──限界加速フェーズを終しゆう了りようさせられるかもしれないのに。

　という言葉を、アスナは吞のみ込んだ。

　現在アンダーワールドは、現実比五百万倍という凄すさまじいスピードで稼か働どうしている。にわかに信じられないが、アスナがこの世界にダイブしてからの一年三ヶ月という日々も、現実世界ではわずか八秒ほどでしかないのだ。向こうの自分が横たわっているＳＴＬと、脳内のフラクトライトの間でやり取りされているであろう膨ぼう大だいなデータ量のことを考えると空恐おそろしくなる。いつか脳が焼き切れてしまうのでは、と想像することもある。

　しかし、もしもシステムコンソールが復活して、二人のログアウトが可能になったとして──いまの自分が迷いなくそれを選べるか、アスナには解わからない。

　アスナとキリトは人界の、いやアンダーワールドの統治システムに介かい入にゆうし、膨ぼう大だいかつ急速な変化をもたらしてしまった。それを後こう悔かいはしていないが改革の余波はいまだ収まらず、五日前に発生した殺人事件もその一いつ端たんと言えるのだ。二人には世界の行く末を見届ける責任があるし、道理を抜きにしても、仮にログアウト後に外部からアンダーワールドを覗のぞき見て、文明が崩ほう壊かいしていたりしたらどんなに悔くやんでも悔くやみきれない。

　そんな言葉にできない心情を察したのか、キリトが不意に両手を持ち上げると自分の頭の後ろにあるアスナの体を摑つかみ、ひょいっと前転させて膝ひざの上に座すわらせた。

「きゃっ」

　と声を上げてしまってから、ぬいぐるみのような扱あつかいに抗こう議ぎする。

「ちょっと、危ないでしょ！」

　しかし背後のキリトは、にやにや笑いの気配とともに言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ちゃんと心シン意イで支えてたから」

「そういう問題じゃないの！　まったく、超ちよう能のう力りよくが使えるようになると人間は堕だ落らくするって本当だったわね……」

「堕だ落らくはひどいなぁ」

　そう応じると、キリトはアスナを後ろから軽く抱だき締しめた。

　途と端たん、ふうっと全身の力が抜けてしまう。もう遥はるかな過去──いっそ前世の出来事にも思える浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドでの新しん婚こん生活でも、アスナは毎日何度もこうしてキリトの膝ひざに乗り、時にはそのまま眠ねむってしまうこともあった。

　あの頃ころから長い、長い時間が過ぎたが、こうして抱だっこされる時の、完全に守られて怖こわいことは何もないという感覚はまったく変わらない。両手に龍りゆう毛もうのブラシを握にぎったまま、キリトの胸に寄より掛かかって瞼まぶたを閉じる。

　このまま眠ねむってしまいたい、そうしてもキリトがベッドに運んでくれる……と思うがそれはできない。ここで寝ね落おちすれば、いつまで経たっても腰こしの落ち着かない代表剣士がカセドラルを抜け出し、行ゆく方え不明のゴブリン族三人を探しに行ってしまうだろう。

　午後に行われた臨時の話し合いでは、人界統一会議と整せい合ごう騎き士し団だん名で南セントリア行政府に対して調査命令書を発行することが決まったが、その時点で午後五時の鐘かねが鳴ったので動くのは翌朝ということになってしまった。しかも恐おそらく宿屋に現れた役人は偽にせ者ものなので、行政府を調査しても「ゴブリン族の移送命令は出していないし当とう該がいの役人も存在しない」ということが解わかるだけだろう。動きの速い殺人犯たちに、丸一日の猶ゆう予よを与あたえてしまうのは悪手だとアスナも思う。しかしいかなキリトでも、何のあてもなく広いセントリアを探し回ってゴブリンたちを見つけられるとは思えないし、オブシディアの時と同じように代表剣士を誘さそい出す罠わなである可能性もあるのだ。

　それに何よりアスナは、見習い騎き士しのロニエからキリトを見張っておくように頼たのまれ、任せて、と答えた。彼女との約束は守らなくてはならない。

　キリトの身を案じるロニエの真しん剣けんな顔を思おもい浮かべた途と端たん、胸むねの奥おくがちくりと痛んだ。

　彼女の気持ちにはずっと昔から──人界統一会議が発ほつ足そくする前、異界戦争の最中に騎き士しアリスや人界軍のソルティリーナ将軍も交えて四人で語り明かしたあの夜から気付いている。しかしアスナはずっと、ロニエとそのことを話し合えないままだ。

　まだ十七歳の彼女が、行き場のない想おもいを抱かかえて苦しんでいるのはアスナも辛つらい。けれど、だからといってどうすればいいのか解わからない。

　このやるせない気持ちは、現実世界にいた時も折に触ふれ感じていたものだ。

　かりそめの世界で出で遭あい、本物の絆きずなで結ばれた親友たち……リズベット、シリカ、シノン、そしてリーファ。彼女たちは皆みな、キリトへの強い気持ちを抱いだきながら、アスナの前ではそれを押し隠かくしたり、冗じよう談だんに紛まぎらわせたりしていた。それどころか、ことあるごとにアスナを応おう援えんし、励はげましてくれさえした。

　アスナはいつも、そのことを嬉うれしく思うと同時に、苦しくも感じていた。そんな危あやうい状じよう況きようにはっきりとした結論を出そうとしないキリトを、少しだけ恨うらめしく思ったこともある。

　しかしキリトは、アインクラッド第一層の迷めい宮きゆう区くで最初に出で遭あった時からそういう人なのだ。両手を限界まで広げて全てを受け止め、決して自ら投げ捨てようとしない。そんな人だから、危険極きわまる迷宮区の最上部で、自じ暴ぼう自じ棄きなレベリングを続けた挙げ句失神してしまったアスナを助けてくれた。続く一層のフロアボス攻こう略りやく戦せんでは、元ベータテスターへの憎ぞう悪おと反感を我わが身み一つで抱かかえ込み、攻こう略りやく組の絶対的主力プレイヤーでありながら《ビーター》と蔑さげすまれ続ける道を選んだ。

　そして、そんなキリトだからこそ、アスナは愛したのだ。

　ゆえにアスナは、キリトと二人この世界に閉じ込められたことに、ほんの少しだが安あん堵どにも似たものを感じていた。

　異界戦争の終しゆう盤ばんで、整せい合ごう騎き士しアリスだけを現実世界へと脱だつ出しゆつさせて自分はアンダーワールドに残ったのは、キリト一人をこの世界に置き去りにすることはできないという一心からだった。いや、そうと気付いたのも全てが終わってからで、あの時は自分もログアウトするという選せん択たく肢しは頭に浮かびさえしなかった。そうすればキリトを独どく占せんできるなどと考えたわけではまったくないし、むしろ一年以上の時間が経たっても、おそらくもう二度と会えないであろう仲間たちや家族にはどんなに詫わびても詫わび足りないという思いは強まるばかりだ。

　それでも──。

　この世界でなら、リズベットやシリカたちへの疚やましさと自分の恋こい心ごころのあいだで板いた挟ばさみになることはもうないのだという気持ちも、心の片かた隅すみに常に存在し続けている。

　アスナは、ブラシを膝ひざに置くと、自分の体に回されたキリトの手に両手を重ねた。

　抱だき締しめる力が、少しだけ強くなる。

　ダークテリトリーの南なん端たんにある《果ての祭さい壇だん》で再会した時、キリトは白い石いし畳だたみの上にうずくまり、とめどなく涙なみだを流していた。もう会えない人たちのことを思って流す涙なみだであることは、訊きかずとも解わかった。

　あの時からも長い時間が流れたが、キリトと現実世界の思い出や、永遠の別れとなるであろう仲間たちやお互たがいの家族について話すことはあまりない。この世界でやるべきこと、考えるべきことが多すぎるからという理由もあるが、アスナが自分の中にある感情をまだ整理しきれていないからでもある。それは恐おそらく、キリトも同じなのではないか。

　そんな状態だからこそ、せめてロニエには真しん摯しに向き合いたい。現実世界と同じことを繰くり返かえすのではなく、彼女のために何ができるのか、何をすべきなのかを考え続けたい。常にそう思っているのだが──。

「……そろそろ寝よっか」

　アスナが囁ささやくと、右耳のすぐ後ろでキリトが「そうだな」と応じた。

　膝ひざから降りようとしたのだが、その寸前にキリトの右手が両りよう膝ひざの裏に移動し、横よこ抱だきにひょいっと持ち上げられてしまう。

「わっ、ちょ……」

　予想外のアクションに身み動じろぎした途と端たん、アスナが体に載のせていた龍りゆう毛もうのブラシが転がり落ちた。しかし床ゆかの手前五十センチあたりでふわりと静止し、横よこ滑すべりしてローテーブルに着地する。キリトが《心シン意イの腕かいな》で受け止めたのだ。

　現状ではキリトと上位騎き士したちだけが使えるこの超ちよう能のう力りよくを、アスナも長いこと練習しているが、いまはまだ十シア銅貨を少し動かす程度が限界だ。しかし、身の回りのものを自在に動かせるようになると、生活が自じ堕だ落らくになってしまいそうで少し怖こわい。ただでさえ、家事はたまの料理と私室の掃そう除じくらいしかさせて貰もらえないのだ。

「……もう、驚おどろくじゃない」

　上うわ目め遣づかいにキリトを見て言うと、にかっと悪戯いたずらっぽい笑みが返ってくる。

「今日は過か去こ覗し術じゆつで無理させちゃったからな、これくらいいいだろ」

「あれくらいぜんぜん平気だってば」

　と答えるあいだにも、キリトは滑すべるような歩行で広いリビングを横切り、またしても心意で寝しん室しつのドアを開けた。

　現実世界のアスナの自室の倍近くある部屋の真ん中には、キングサイズよりも一回り大きいベッドが鎮ちん座ざしている。初めて見た時、案内してくれたファナティオに「いくらなんでも贅ぜい沢たくすぎます」と訴うつたえたのだが、このベッドはカセドラル三十階が建設された当時に運はこび込まれたもので、もう壊こわさないと部屋から出せない──とにこやかに説明されればそれ以上何も言えなかった。それに、どっしりとしたブラック・ウォルナット一枚板のヘッドボードは、いささか天然木製家具マニアの気があるアスナもうっとりするほどの仕上がりで、ひと目で魅み了りようされてしまったことも否定はできない。

　ラースの比ひ嘉かタケルの説明によれば、アンダーワールドは《ザ・シード》プログラムによって生成された地形やオブジェクトを、超ちよう高解像度の《ニーモニック・ビジュアル》形式に変へん換かんしている。そしてザ・シードはＳＡＯを動かしていたカーディナル・システムのシュリンク版なので、ある意味ではアンダーワールドに生えているウォルナットの木は、アインクラッドのそれと同じ電子的遺伝子を持っていると言えるわけだ。

　アスナをベッドの右側に優やさしく横たえると、キリトはフットボードを回り込んで左側に腰こし掛かけた。壁かべの二箇か所しよで柔やわらかく光っている光こう素そカンテラに視線を向け、順に素因を消しよう滅めつさせる。人工の光が消えると、アスナの左手にある大きな窓から忍しのび込む月明かりが、部屋を薄うす青あおく染め上げる。

　続いてキリトは、足あし許もとに折おり畳たたまれている掛かけ布ぶ団とんを引き上げてアスナの首元までをしっかり覆おおった。まるで小さな子供にするように、布ふ団とんの上からぽんぽんと軽く叩たたいてから自分も横になる。

「……わたしが寝ても、抜け出しちゃだめだからね」

　穏おだやかな眠ねむ気けを感じながら、アスナはそう囁ささやいた。右側から、淡あわい苦く笑しようの気配。

「しないよ、さすがにこの広いセントリアから、何のあてもなくゴブリンたちを探し出すのは無理だからな……」
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「大だい丈じよう夫ぶ、きっと無事に見つかるよ。犯人たちが次の事件を起こすにも、いろいろ準備が……必要な、はずだから……」

　すうっと体が沈しずんでいくような眠ねむ気けに抗あらがい、右手をキリトのほうに動かす。すぐに大きくて温かい左手がアスナの手を探さぐり当あて、優やさしく包む。

　この頃ごろ、二人きりの時は、子供みたいに甘あまえてしまうことが増えた。意図せず、なぜかそう振る舞まってしまうのだ。

　理由はもしかしたら、二人の精神的な年ねん齢れいが逆転したせいかもしれない。

　アスナの誕生日は、二〇〇七年九月三十日。キリトの誕生日が二〇〇八年十月七日。ずっとアスナのほうが一歳年上だったのだが、キリトは時間が加速されたアンダーワールドで、アスナがダイブするまでに二年八ヶ月もの日々を過ごしていた。そのうちの半年間は昏こん睡すいしていて記き憶おくがないらしいので六ヶ月を差し引いても、いまはキリトのほうが精神年ねん齢れいでは一年二ヶ月も年上ということになる。

　普ふ段だんの生活でそれを意識する機会はほとんどないが、二人だけの時のちょっとした仕草や言葉の中に、アインクラッド時代のキリトにはあまり感じなかった種類の大人っぽさを見み出いだしてしまってどきりとすることがある。その感覚の積み重ねが、アスナを甘あまえん坊ぼうにさせているのかもしれない。

　考えてみれば、ＳＡＯで出で遭あった頃ころのキリトはまだ十四歳になったばかりの中学二年生だったのだ。そしてアスナも、受験を控ひかえた中学三年生だった。成り行きでコンビを組むことになった二人は、ことあるごとに子供っぽい言い合いをしたものだ。

　ついこのあいだのようにも、遥はるかな昔のようにも思える日々を懐なつかしく思い出しながら、アスナは深く柔やわらかな眠ねむりの淵ふちへと落ちていった。
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　日ごとに温ぬるんでいく北風が、青い湖水を優やさしく撫なでる。水面で揺ゆれるソルスの光を、さざ波が無数の小さな煌きらめきへと変える。

　北セントリア郊こう外がい、なだらかな丘きゆう陵りよう地ち帯たいに抱いだかれるノルキア湖は半月前に氷が溶とけたばかりだが、岸辺には早くも若草が芽め吹ぶき、小さな黄色い花がささやかな彩いろどりを添そえている。

　この一帯は央おう都と近きん郊こうで最も地力が豊かな場所で、四季それぞれに美しい風景が楽しめるのだが、長年──それこそ百年以上にもわたって一いつ般ぱん民みんや下級貴族は近づくことすらできなかった。なぜならノルキア湖こ畔はんはずっと、貴族私領地の中でも最大の面積を持つ《皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りよう》の一部だったからだ。

　四帝てい国こくの大乱を経て全ての私領地が解放され、いまでは誰だれでも自由に散策を楽しめるようになっているが、春の訪おとずれにはまだ遠いせいか、広い湖の周りにはロニエとティーゼ、そして二匹ひきの幼よう竜りゆうの他に人ひと影かげはない。

　人じん界かい暦れき三八二年、二月二十四日。

　午前の修練を終えたロニエたちは、デュソルバート師し範はんとファナティオ団長、更さらに代表剣士の許可を取り、月ツキ駆ガケ、霜シモ咲サキを連れてカセドラルを出た。キリトは一いつ緒しよに行けないことを残念がっていたが──そしてそれはロニエも同感だが、二人はけっしてただ遊びに来たわけではない。昨日、厩きゆう舎しや長ちようハイナグに言われたことをさっそく実じつ践せんするつもりなのだ。

　ソルスが中天にかかると同時に、草地を転げ回って遊んでいた二匹ひきの幼よう竜りゆうが、湖こ畔はんの岩に腰こし掛かけるロニエとティーゼの前までやってきて交こう互ごに鳴いた。さんざん走ってお腹なかが空いたのだろう。

　ここまでの移動に使った小型馬車──御ぎよ者しやは不ふ馴なれながらもティーゼが買って出た──には、念のために二匹ひきの昼食用の干し肉と干し果物が積んであるが、それをおくびにも出さずにロニエは言った。

「月駆、霜咲、今日のお昼ご飯は二人で捕つかまえるのよ」

「きゅる……？」

　竜りゆうたちがどこまで人の言葉を解かいしているのかは定さだかでないが、怪け訝げんそうに首を傾かしげる二匹ひきを見て、ティーゼがくすっと笑うと岩から立ち上がった。

「ほら、おいで！」

　短い若草を踏ふんで水辺に近づくティーゼを、月駆と霜咲がぴょこぴょこ尻尾しつぽを振りながら追いかける。その後ろをロニエも足音を殺して歩く。

　白っぽい岩が露ろ出しゆつした岸辺で立ち止まり、そっと水中を覗のぞき込んだティーゼが、

「いるいる……」

　と呟つぶやいた。隣となりに並んだロニエの目も、透とう明めいな水の中を素す早ばやく泳ぐ無数の影かげを捉とらえる。氷の下で越えつ冬とうした小魚が群れを作っているのだ。腰こしを屈かがめ、二人のあいだから首を突き出す竜りゆうたちに囁ささやきかける。

「ほら月ツキ駆ガケ、お魚だよ。きっとおいしいよ」

　最近魚を残すという幼よう竜りゆうは、ロニエの顔を見上げて「くるる……」と疑わしそうな声を出した。後ずさろうとする竜りゆうのお尻しりを右手で押さえ、もうひと言付け加える。

「今日は、お魚を獲とれなかったらお昼抜きだからね」

「くる～……」

　そりゃないよ、と言わんがばかりの情けない声に思わず笑いそうになってしまうが、心を鬼おににしてしかめっ面つらを作る。

　ロニエと月駆がにらめっこを続けていた、その時──。

「きゅるるっ！」

　ひと声鳴いた霜シモ咲サキが、自分を鼓こ舞ぶするように小さな翼つばさを二、三度羽ばたかせてから、勢いよく水の上に飛び出した。空中で翼つばさを畳たたみ、長い首をまっすぐに伸ばして、頭から湖水に飛とび込む。

　深さ七十センほどの水底近くを泳いでいた小魚が、わっと四方に散る。その中の一匹ぴきを追いかけて、霜咲が全身をくねらせながらなかなか見事な泳ぎを披ひ露ろうする。

　飛ひ竜りゆうはその名のとおり空を飛ぶことに特化した生き物だが、西帝てい国こくの辺境にあるという《飛ひ竜りゆうの巣》はノルキア湖の何十倍もあるような広大な湖に囲まれた険けん峻しゆんな高山で、野生の飛ひ竜りゆうたちは湖を自在に泳いで魚を捕つかまえているらしい。カセドラル生まれの月駆と霜咲は前庭の浅い池で水浴びしたことしかないのだが、本能的に泳ぎ方を知っているようだ。

　数十秒後、水面を割って高々と飛び出した霜咲が、小さな翼つばさを激しく羽ばたかせながら元の岸辺に着地した。ティーゼとロニエが避よける暇ひまもなく全身を身み震ぶるいさせ、濡ぬれた羽う毛もうから大量の水すい滴てきを撒まき散ちらす。

「わあっ」

　たまらず顔を背そむけかけたロニエは、霜咲の口くち許もとで煌きらめく光に気付き、目を凝こらした。それは、銀色の体に小さな赤い斑はん点てんが浮き出たマスだった。水底を泳いでいる時は小さく感じられたが、間近に見ると全長二十センはありそうだ。

　霜咲の口に咥くわえられたままぴちぴち暴れているマスに、月駆が鼻先を近づけてふんふん匂においを嗅かいだ。しかし直後、霜咲が顔を上に向け、魚をぱくんと丸まる吞のみしてしまう。

「きゅるるるっ！」

　満足そうに鳴く幼よう竜りゆうに、ティーゼが呆あきれたような声をかけた。

「あんた、せっかく獲とったんだから、もっと味わって食べなさいよ」

　しかし霜咲は、まだまだ小手調べと言わんがばかりに尻尾しつぽを振ると、再び水の中に飛とび込んでいった。月ツキ駆ガケも湖面を覗のぞき込むが、そこで止まってしまう。

「ほら月駆、がんばれがんばれ」

　ロニエが声をかけると、空腹と気き後おくれのあいだで躊躇ためらうように何度も上体を前後させてから、

「くる～～っ！」

　とひと声高く鳴いて、月駆も水に飛とび込んだ。

　薄うす黄き色いろの姿を目で追うと、先刻の霜シモ咲サキと比べると少々ぎこちないながらも、懸けん命めいの泳ぎで魚を追いかけている。しかしマスの群れは右へ左へと素す早ばやく動き回り、なかなか捕つかまえられない。霜咲よりおとなしい性格の月駆に、いきなりの魚獲とりは荷が重かったかな……と思ったその時、マスの群れの前方に、先に飛とび込んでいた霜咲が先回りした。驚おどろいた群れが乱れたところに、月駆が突っ込む。

　そのまま水面から飛び出し、岸に戻もどってきた幼よう竜りゆうの口には、二十五センほどもある立派なマスが咥くわえられていた。

「くるるるっ！」

　自じ慢まんそうに鳴きながら獲え物ものを見せる月駆に、ロニエも釣つられて大きな声を出してしまった。

「やったじゃない、おめでとう月駆！」

　ついでに小さく拍はく手しゆするが、問題はここからだ。厩きゆう舎しやでは魚を残すという月駆が、自分で獲とったマスを食べてくれるかどうか。ハイナグ厩きゆう舎しや長ちようは、獲とれたてぴちぴちの魚を食べれば好すき嫌きらいも直ると言っていたが──。

　はらはらしながら見守っていると、月駆は何度かまばたきしてからロニエのほうに首を伸ばし、咥くわえていたマスを草の上に落とした。

「くるっ！」

　と鳴く幼よう竜りゆうにもちろん悪気はないのだろうが、ロニエは思わずため息をついた。どうやら魚を獲とるのは楽しくても、魚嫌ぎらいが直ったわけではないようだ。

　だめでしょ、食べなきゃお昼抜きだからね……と叱しかろうとしたその寸前、ティーゼが割わり込んだ。

「ねえロニエ、それ、ロニエにくれたんじゃないの？」

「え……？」

　ぱちくりと瞬まばたきしてから、幼よう竜りゆうに問いかける。

「……このお魚、私にくれるの？」

　すると月駆は、ようやく解わかったのかと言うかのようにひと鳴きした。

「くるるぅ！」

「そっか……ありがと、月駆」

　右手を伸ばし、水すい滴てきがついている頭をごしごし撫なでる。まだぴちぴち跳はねている魚を左手で持ち上げ、微ほほ笑えむ。

「これは私のお昼にするわね。でも次のお魚は自分で食べるのよ」

「くるっ！」

　もちろん、と声を上げると、月ツキ駆ガケは再び水に飛とび込んでいった。

　そこからの、竜りゆうたちの上達ぶりは目覚ましかった。それぞれがばらばらに追いかけるのではなく、片方がマスの群れを追い、もう片方が先回りする。挟はさまれた群れが乱れた瞬しゆん間かん、同時に獲え物ものを捕とらえる。

　群れが深いところに逃げ去ってしまうまでに、五匹ひきずつのマスを捕つかまえた月駆と霜シモ咲サキは、そのうち三匹びきを自分で食べ、二匹ひきをロニエたちにくれた。枯かれ枝えだで熾おこした焚たき火びで炙あぶっただけのマスは、昨日食べた副代表剣士お手製の紙包み焼きと比べると至って素そ朴ぼくな味わいだったが、材料が新しん鮮せんだからか、あるいは月駆たちが獲とってくれたからか、同じくらい美お味いしく感じられた。




　厩きゆう舎しや長ちようの言うとおり、あっという間に魚嫌ぎらいが直ったらしい月駆といまのところ好すき嫌きらいがなさそうな霜咲は、食事を終えると再び草地を走り回って遊び始めた。カセドラルの庭も充じゆう分ぶんに広いと思うが、やはり自然の中のほうが竜りゆうたちも気持ちいいらしい。

　これからはもっと外に出してあげよう、と思いながらロニエも清新な空気を胸いっぱいに吸い込んだ。

　少し離はなれた丘おかの上で、立ち木に繫つないだ栗くり毛げの馬がのんびりと草を食はんでいる。湖の沖おき合あいでは十羽わほどの白い水鳥が小さな群れを作り、羽う化かしたばかりらしい蝶ちよう々ちよが花から花へとひらひら飛び回る。相変わらず、二人の見習い騎き士し以外に人間の姿はない。

「せっかく私領地が解放されたんだから、央おう都との人たちももっと遊びにくればいいのに……」

　ロニエがそう呟つぶやくと、隣となりで水すい筒とうのお茶を飲んでいたティーゼがくすっと笑った。

「ロニエったら、だいぶカセドラル暮らしに染まったみたいね。今日は安息日じゃないんだから、そうそう昼間から街の外には出られないわよ」

「あ……そ、そっか」

　確かにまだ子供は学校で勉強を、大人は仕事か家事をしているはずの時間だ。見習いとは言え、午前中の修練以外はかなり自由に行動できる騎き士しの特権が、当たり前とは思わないようにしないと……と反省していると、ティーゼが少々唐とう突とつに付け加えた。

「あ、でも、聞いた話だと、この皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようは安息日でもぜんぜん人出がないんだって。他の私領地は門に行列ができるところもあるらしいのに」

「へえ…………」

　それを聞いて、ロニエはもう一度視線を巡めぐらせた。

　ノーランガルス北帝てい国こくは、央おう都とセントリアから北へ扇おうぎ形がたに広がっている。つまり央おう都とに近ければ近いほど土地も狭せまい理り屈くつで、セントリアの北門から十キロル程度しか離はなれていないこのあたりでは、西と東で国土を区切る不ふ朽きゆうの壁かべがまだくっきりと見えるほどだ。

　皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようは、セントリアからまっすぐ北に延びる街かい道どうの西側を独どく占せんし、大貴族の私領地は道の東側に並んでいる。つまり直ちよつ轄かつ領りようがことさら遠いというわけではないので、見物人が少ない理由にはならない。

　ティーゼの横顔をちらりと見ると、小鼻のあたりがほんの少しだけぴくぴくしている。何か言いたいのを我が慢まんしている顔だ。ほんのり嫌いやな予感をおぼえながら、ロニエは親友が期待しているであろう問いを返した。

「…………どうして直ちよつ轄かつ領りようはそんなに人にん気きがないの？」

　するとティーゼは、もったいぶるようにコホンと咳せき払ばらいをしてから、ノルキア湖の対岸を指さした。

「ほら、向こうにお屋や敷しきが見えるでしょ」

「……ええ」

　小さく頷うなずく。

　湖の向こう岸はちょっとした森になっていて、その真ん中あたりから鋭するどく尖とがった黒い屋根が突き出している。屋や敷しきというより城館と呼ぶべき大きさの建物は、代々のノーランガルス皇こう帝ていが直ちよつ轄かつ領りようを訪おとずれた際に宿しゆく泊はくするための別べつ荘そうだ。四帝てい国こくの大乱以前は二十人近い衛兵と召めし使つかいが常じよう駐ちゆうしていたと聞くが、現在では完全に封ふう鎖さされ、敷しき地ち全体が立ち入り禁止の鎖くさりで囲われて誰だれも近づけない。

「皇こう帝ていのお屋や敷しきよね？　あれがどうかしたの？」

　再び隣となりを見ると、ティーゼはいっそう妙みような表情になり、言った。

「……出るんだって、あそこに」

「出るって……何が」

「決まってるでしょ……」

　低い声で囁ささやきながら、ロニエの右耳に顔を近づけ──。

「お化けよ」

「………………」

　どう反応したものか、しばし迷う。数秒間黙だまり込んでから、短く訊たずねる。

「誰だれの？」

　途と端たんティーゼは、わざとらしい真顔を崩くずし、叫さけんだ。

「なぁーんだ、つまんないの！　もっと怖こわがってよ！」

「さては、朝からずっとその話をするつもりで準備してたのね」

「あったり前でしょ、ロニエを怖こわがらせるチャンスなんてそうそうないもん」

　キリトに教わった神聖語を交えて残念がるティーゼの、肘ひじのあたりを軽くつついてからロニエは改めて訊たずねた。

「それ、ティーゼの作り話じゃないのよね？　どこでそんな話を聞いてきたの？」

「この前の安息日……あんたとキリト先せん輩ぱいが暗黒界に行ってた日に、六区の市場で買い物したんだけど、そこでパン屋のおじさんに聞いたのよ。最近は安息日に元私領地の見物に行く人が増えたからお弁当用の堅かた焼やきパンがよく売れるけど、直ちよつ轄かつ領りようは人にん気きがないらしい、その理由はお屋や敷しきの近くにお化けが出るからだ……って」

「いまどきお化けって……」

　ロニエは思わずかぶりを振った。

　子供の頃ころに聞かされた昔話によれば、公こう理り教きよう会かいができる前はあちこちの街や村に幽ゆう霊れいが現れて、色々悪さをしていたらしい。しかしそれらは教会の司祭や整せい合ごう騎き士しに退治されて、いまではすっかり平和になりました──と、全ての話がそんな終わり方だった。実際ロニエも、昔話に出てくるような怖こわいお化けの類たぐいは一度も見たことがない。

「だいたい、実際の戦せん闘とうがあったのはセントリア一区の帝てい城じようだし、そもそもあの戦いで死んだのは最後まで投降しなかった皇こう帝ていと、皇族や大貴族の将軍たちと、皇こう帝ていの侍じ従じゆう長ちようだけでしょ？　それでどうして、直ちよつ轄かつ領りようの別べつ荘そうにお化けが出るのよ？」

　少しだけ早口になりながらそう問いかけると、ティーゼは二、三度瞬まばたきしてから再びにまっと笑った。

「あれー、ロニエ、なんだかちょっとむきになってない？」

「な……なってないわよ、ぜんぜん！」

「ふぅーん。じゃあさ……あたしたちで、ちょっと調べてみない？」

「えっ」

　いきなりの提案に、反射的に上体を引いてしまう。

「し、調べるって……あのお屋や敷しきを？」

「もちろんそうよ」

　澄すまし顔で頷うなずき、ティーゼは背筋を伸ばして続けた。

「ほら、いつまでもそんな怪あやしい噂うわさが流れてたら、統一会議が進めてる私領地の再利用計画にも影えい響きようがあるかもでしょ？　見習いとはいえあたしたちも整合騎士団の一員なんだから、調査が必要だと思ったならそうするべきじゃない？」

　──あっやしいなぁー。

　と心の底から思ったが、親友の意見は表面的には真っ当なものだ。確かにデュソルバート師し範はんにも常々、お前たちももう騎き士しなんだからただ命令を待っているだけではだめだぞ、と言われている。午後は丸ごと月ツキ駆ガケの偏へん食しよく矯きよう正せい──のための湖遊びに使っていいことになっているし、まだまだ日も高い。

　ロニエはため息を吞のみ込み、親友の顔から南の空へと視線を移した。

　小高い丘おかに遮さえぎられてセントリアの街並みは見えないが、十キロル離はなれていてもセントラル・カセドラルの巨きよ塔とうは青空に白々と浮かんでいる。あそこではキリトとアスナが、南セントリア行政府からの調査報告をいまやおそしと待っているはずだ。恐おそらくは空から振ぶりに終わるであろうその結果を受けて、南セントリア市全体で大々的な捜そう索さくが行われる予定だが、もしロニエたちが戻もどるまでに緊きん急きゆう事態が発生したら、上位騎き士しレンリが彼の飛ひ竜りゆうである風カゼ縫ヌイに乗って知らせに来てくれることになっている。

「……解わかったわよ」

　可能な限り平静な顔でそう答えると、ロニエは近くの草原を元気に走り回っている月ツキ駆ガケと霜シモ咲サキを見た。

「でも、あの子たちはどうするの？」

「連れていけばいいんじゃない？　お化けの類たぐいは、神聖な生き物の飛ひ竜りゆうが苦手なはずでしょ。もしほんとに出るなら、だけど」

　どこまで本気か解わからないティーゼの言葉に、しばし考えを巡めぐらせてからロニエは頷うなずいた。公こう理り教きよう会かいの名で封ふう鎖さされた屋や敷しきに入れるのは整せい合ごう騎き士しだけだし、お化けはもちろん熊くまや狼おおかみなどの危険な生き物もこんな場所に出しゆつ没ぼつするはずはないのだから、幼よう竜りゆうたちを連れていても危険はないだろう。

「まあ、そうね……」

「よし、決まり！」

　叫さけんだティーゼが、椅い子す代わりの岩から勢いよく立ち上がる。続いて立ったロニエは、左腰こしに下げた月つき影かげの剣の柄つかに触ふれながら言った。

「こんなことなら、ティーゼも早く新しい剣を選んでおけばよかったのに」

　すると親友は、自分の人界守備軍制式剣をちらりと見下ろし、肩かたをすくめた。

「んー、そうなんだけど、この剣も気に入ってるのよね……もうすっかり手に馴な染じんでるし……」

　その気持ちはよく解わかる。ロニエも馴な染じんだ剣を替かえるのは不安だったし、別れるのは辛つらかったので無む理り強じいはできない。

　無言で頷うなずくと、ティーゼは一いつ瞬しゆん微ほほ笑えんでから竜りゆうたちのほうを見た。

「霜咲──、月駆──、いらっしゃい！　ちょっとお出かけするよ！」

　すると、獲とれたての魚をたっぷり食べて元気いっぱいらしい竜りゆうたちは、小さな翼つばさを羽ばたかせながら同時に「くるるる──！」と答えた。




　ノルキア湖の東岸から、閉へい鎖さされた屋や敷しきのある西岸へと移動するには、北もしくは南に大きく回り込まなくてはならない。

　湖の南側は湿しつ地ちになっているようなので、二人は北に向かった。こちらは乾かわいた草地が続いていて歩きやすい。とはいえ広大なノルキア湖を迂う回かいするには三キロル近く歩かねばならず、幼よう竜りゆうの体力が少し心配だが、さすがは人界で最大の天命値を誇ほこる生き物の子供と言うべきか、二匹ひきとも元気に二人のあとをついてくる。

　十数分かかって湖の北ほく端たんに到とう達たつすると、そこにはノルキア湖に流ながれ込む小さな川と、しっかりした石造りの橋があった。この川はノーランガルス北帝てい国こくの北辺、果ての山脈を源流とするルール川の支流で、本流は街かい道どうに沿って央おう都とまで流れ、街に張はり巡めぐらされた水路を清らかな水で満たしている。

　修しゆう剣けん学がく院いんにいた頃ころにキリトとユージオが教えてくれたのだが、ルール川の源流は二人が暮らしていたルーリッドの村のすぐ近くを流れているのだそうだ。ならば、小こ舟ぶねを作って川を下れば苦労せずにセントリアまで辿たどり着つけたのではないか──とティーゼが指し摘てきすると、キリトたちは真顔でしばし沈ちん黙もくし、口を揃そろえて「それは思いつかなかった」と言った。

　現実的には途と中ちゆうに浅あさ瀬せや急流、滝たきが幾いくつもあるだろうしそうそう楽ではないだろうが、それでもキリトとユージオは、いつかルーリッドに里帰りしたら、央おう都とへ戻もどる時はそれを試ためそうなどと言っていた。その時はあたしたちも一いつ緒しよに行きたいね、とティーゼとロニエは夢を膨ふくらませたりしたものだが、その冒ぼう険けんが現実になることはもうない。

　小高い草地から立派な石いし畳だたみの道に飛び降り、橋を渡わたる。

　ここから屋や敷しきまでは一本道だ。しばらく歩くと、右手に広大な畑が見えてきた。整然と並ぶ低木は、ワインの原料になる葡ぶ萄どうの木だろう。

　下級貴族であるロニエの父親は、皇こう帝ていや大貴族の私領地にある葡ぶ萄どう畑ばたけを全て小麦畑に変えれば、わざわざ北ほつ方ぽうの穀倉地帯から運んでこなくても北セントリアで一年間に消費される小麦を全てまかなえるだろうと言っていた。それが誇こ張ちようでもなんでもないのだと即そく座ざに納なつ得とくできるほどの、とんでもない広さだ。

　しかも皇こう帝ていが飲むワインは、この膨ぼう大だいな数の木がつける葡ぶ萄どうの実から最良のものを選び抜き、わずかな量だけを醸じよう造ぞうするので一いつ般ぱん民みんの口には入らなかったと聞く。かつて最高司祭アドミニストレータの専属料理人だったハナいわく、最高司祭は酒食の贅ぜい沢たくにさほどこだわらなかったために央おう都との酒屋が納入する──もちろん高級なものであるには違ちがいないが──ワインで満足していて、ノーランガルス皇こう帝ていは最高司祭よりも上等なワインを飲んでいることが密ひそかな自じ慢まんだったらしい。

「……この葡ぶ萄どう畑ばたけ、どうなるんだろうね……」

　隣となりを歩くティーゼがぽつりと呟つぶやいたので、ロニエも軽く首を傾かしげた。

「直ちよつ轄かつ領りようの再利用計画でも、葡ぶ萄どう畑のままにするか、小麦畑に変えるかは決まってないみたいね。いままでこの木を世話してきた元私領地民の人たちの中には、ここに戻もどって葡ぶ萄どう作づくりを続けたいって希望してる人もいるらしいけど……」

「でも、こんなに面積があるんじゃ、相当な人手がないと維い持じできないよね……。似たような問題が、他の帝てい国こくの直ちよつ轄かつ領りようでも起きてるって聞いたよ」

「サザークロイス皇こう帝ていの直ちよつ轄かつ領りようにいたヤゼンさんは、どっちを希望してたのかしら……」

　今度はロニエが疑問を口にすると、ティーゼは少し間を置いてから答えた。

「……アスナさまが過か去こ覗し術じゆつで見た光景では、ヤゼンさんは『自分はもう直ちよつ轄かつ領りようの小作人じゃない』って言ってたみたいだから、戻もどるつもりはなかったんじゃないかな」

「そっか……そうよね。せっかく新しい天職が見つかったところだったのにね……」

　柔やわらかな日差しの下を歩きながら、二人はしばし沈ちん黙もくした。

　無人の葡ぶ萄どう畑ばたけを渡わたってくる風が、少し先を連れ立って歩く幼よう竜りゆうたちの羽う毛もうを揺ゆらす。曲がりくねった葡ぶ萄どうの木は、いまは全ての葉が落ちていて寒々しいが、もうすぐ枝という枝から黄緑色の若葉が鮮あざやかに芽め吹ぶくだろう。葡ぶ萄どう畑ばたけを維い持じするなら、その頃ころまでには数千本もの葡ぶ萄どうの木の手入れを始めなくてはならない。

「……あのさ、ティーゼ。もし畑の仕事をする人が足りないなら……」

　半ば無意識のうちにそこまで呟つぶやいたロニエは、しかし途と中ちゆうで口を閉ざした。怪け訝げんそうな顔をするティーゼに、「ううん、なんでもない」と言ってごまかす。

　本当は、ダークテリトリーの僻へき地ちで苦しい生活を強しいられているゴブリン族を集団で移住させて、畑仕事をしてもらえばいいのでは──と続けようとしたのだ。

　しかしそれでは、かつてこの場所で農のう奴どとして苦しい暮らしを強しいられていた私領地民の代わりをゴブリンたちにさせることになる。もちろん労働を強制したりはしないし仕事に見合った収入も得られるようにするのだが、「連れてきて働かせる」という時点で、やはりゴブリンたちを奴ど隷れい扱あつかいすることになってしまうのだと思える。

　──いや、それを言うなら。

　人界で暮らす人々も、その大多数はわずか十歳で強制的に天職を決められ、働き始めなくてはならないのだ。ロニエやティーゼのように上級学校に入れる子供はごく例外的だし、二人にしたところでもしも整せい合ごう騎き士し見習いになっていなければ、人界守備軍に入隊するか、親の決めた相手と結けつ婚こんして家に入る以外の選せん択たく肢しはなかったはずだ。

　未来を自分で決められないのなら、それはかつての私領地民たちと、本質的には何も変わらないのではないか。

　いままで一度も考えたことのない疑問が頭の中に渦うず巻まき、ロニエは思わず立ち止まりそうになった。しかしその時、隣となりのティーゼが大きな声を出した。

「あっ、ほら、門が見えたよ！」

　瞬まばたきしながら顔を上げると、ティーゼが指さす道の先に、鉄製の立派な門が黒々とそびえていた。門の向こう側には堂々とした古木が立ち並び、ソルスの光が遮さえぎられた暗がりの中を道は更さらに続いている。

　残り百メルを足早に歩くと、二人は門の前で立ち止まった。

　細い鋼鉄の棒を連ねた門の中央には、百ゆ合りと鷹たかを象かたどったノーランガルス北帝てい国こくの巨きよ大だいな紋もん章しよう。その下には公こう理り教きよう会かいの紋もん章しようが彫ほり込まれた白木の札がくくりつけられ、【人界統一会議の許可なく通行を禁ずる】という一文が黒々と記されている。

　加えて、両開きの門は頑がん丈じようそうな鎖くさりで厳重に封ふう鎖さされ、その鎖くさりは左右に延びて、決して狭せまくない森全体をぐるりと囲んでいるようだ。もちろん、門以外の場所では鎖くさりをくぐることも飛とび越こえることも可能だが、この木札を見て封ふう鎖さを破ろうとする者は人界にはいない。

　二人の足あし許もとで、月ツキ駆ガケと霜シモ咲サキが仰ぎよう々ぎようしい鎖くさりを見上げ、二匹ひき揃そろってふすっと鼻を鳴らした。

　飼い主たちもしばし顔を見合わせてから、まずティーゼが口を開いた。

「……あたしたちも、いちおうは人界統一会議の一員よね？」

「……毎日会議に出てるし、そうなんじゃないのかな？」

　とロニエは答えたが、正確には会議に出席しているというよりも見学していると表現するべきだ。しかし時々──たまには発言を求められることもあるし、完全なる部外者というわけでもない、はずだ。

　こくりと頷うなずいたティーゼが、突とつ然ぜんしかつめらしい顔になると、右拳こぶしを胸に、左手を剣の柄つかに当てた。

「整せい合ごう騎き士し見習い、ロニエ・アラベル！　人界統一会議の名において、この門の通行を許可する！」

　一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとしてしまったが、どうにか騎き士し礼れいを返しつつ「は……はい」と答える。手を下ろしたティーゼが、「ほら、そっちも」と言うので、仕方なく真ま似ねをする。

　ついでに幼よう竜りゆうたちにも許可を出すと、二人は道を右に外れて十メルほど歩き、細い鉄てつ杭くいで支えられている鎖くさりをくぐった。

　途と端たん、空気が冷たくなった気がして首を縮める。日ひ陰かげに入っただけだと自分に言い聞かせるが、それだけでは説明のつかない重苦しさが空気に含ふくまれているようにも感じられる。

　苔こけむした木々の下を歩き、石いし畳だたみの道に戻もどると、ロニエは相棒にこの突とつ発ぱつ任務の目的を確かく認にんした。

「ねえティーゼ、私たちはここに、お化けの噂うわさの調査に来た……のよね？」

「そうよ」

「てことは、お屋や敷しきにも入るわけ？」

「そうよ」

　二回連続で頷うなずいてから、ティーゼはにーっと笑みを浮かべた。

「あれぇー、もしかして、ロニエったらお化けが怖こわいの？」

　当然、ここで認めるわけにはいかない。子供時代に聞かされた怖こわい昔話の記き憶おくが甦よみがえりそうになるが、素知らぬ顔で否定する。

「そんなわけないでしょ……それ以前に、いまの時代にお化けなんかいるわけないし」

　するとティーゼは、なぜか一いつ瞬しゆん笑みを薄うすれさせてから、すぐに表情を戻もどしてロニエの背中をぽんと叩たたいた。

「なら、お屋や敷しきの中にも入れるよね！　ほら、行こ行こ！」

「わ……解わかったわよ……」

　乗せられてるなあと思いつつも、ロニエは背中を押されるままに歩き始めた。

　この森が丸ごと封ふう鎖さされてから半年以上が経たっているはずだが、木々の下の地面は案外綺き麗れいに保たれている。あるいは、背の高い古木たちにソルスとテラリアの恵めぐみが奪うばわれるせいで、雑草が生えにくいのかもしれない。そう考えると、ノルキア湖の対岸の丘おかにいた時はあれほど爽さわやかだった空気も、少しばかり澱よどんでいるように思えてくる。

　門の手前までは二人の先を元気よく進んでいた月ツキ駆ガケと霜シモ咲サキが、いつの間にか後ろにいるので、ロニエは歩きながら振り向いた。すると幼よう竜りゆうたちは、少々胡う散さん臭くさそうな顔で道路の匂においを嗅かいだり、持ち上げた尻尾しつぽを左右に振ったりしている。

「どうしたの、月駆？」

　後ろ歩きのまま声を掛かけると、竜りゆうは「くるる……」と低めの鳴き声で応じた。あまり気乗りしない様子ではあるが、立ち止まろうとはしない。

　騎き士しと強い絆きずなで結ばれた飛ひ竜りゆうは、時には命を投げ打ってでも主あるじを守ろうとするという。事実ロニエは、異界戦争の終わり間ま際ぎわに、リアルワールド人の赤あか騎き士したちが投じた無数の長なが槍やりから騎き士しレンリを守るべく、彼の愛あい竜りゆう・風カゼ縫ヌイがその身を挺ていして槍やりを受けるところを見た。

　もう戦争は終わったのだから、大人になった月駆や霜咲がそんなことをしなければならない場面は決して訪おとずれないはずだ。それでもロニエは、一いつ瞬しゆん胸が締しめ付つけられるような感覚に襲おそわれた。

　今日の遠出は竜りゆうたちのためなのだから、彼らが不安になっているのなら屋や敷しきの調査はやめておいたほうがいいのでは……と思ったが、ティーゼは足を止めようとしない。やむなく体の向きを戻もどし、相棒の隣となりに並ぶ。

　思い返してみれば、ティーゼの態度も、ほんの少しだがいつもの彼女らしくない気がする。屋や敷しきの調査をしようと言い出した時も、冗じよう談だんめかしてはいたが妙みように頑かたくなだったし、そもそも切り出し方がいくらか唐とう突とつだった。まるで、ノルキア湖への遠出が決まった時から、この調査行を計画していたかのような……。

「ねえ……」

　と親友に話しかけようとしたその時、南の央おう都とで、二時の鐘かねの音が遠く響ひびいた。ティーゼがさっと顔を動かし、言う。

「急がないと暗くなっちゃうね。ちょっと走ろ！」

「う……うん」

　やむなく頷うなずき、ロニエは小走りになるティーゼを追いかけた。幼よう竜りゆうたちも小さな翼つばさを羽ばたかせ、跳はねるようについてくる。いかに飛ひ竜りゆうの子供といえどもそろそろ疲つかれて天命が減り始めるはずなので、頃ころ合あいを見て馬車から持ってきた干し果物を食べさせなくてはならない。

　屋や敷しきを囲む森は、外からはさして広そうには思えなかったのに、道が曲がりくねっているせいかなかなか抜けられなかった。二時の鐘かねを聞いてから十分ほど経過した頃ころ、ようやく前方が明るくなってきて、ロニエはほっと息を吐はいた。

　森の中央には、差さし渡わたし百メルほどもありそうな円形の空間がぽっかりと開け、その真ん中に問題の屋や敷しきがひっそりと建っていた。

　濃こい灰色の石造りで、急角度の屋根は黒。三階建てのようだが、窓が少ないので屋や敷しきというより砦とりでめいた佇たたずまいだ。前庭には申し訳程度の花か壇だんが設けられているが、枯かれた草がちらほら生えているだけなので、寒々しさしか感じない。

「……これが本当に、皇こう帝ていの別べつ荘そうなの……？」

　ロニエが呟つぶやくと、ティーゼも小さく首を傾かしげた。

「そうだね……これなら大貴族の私領地屋や敷しきのほうが大きそう……あ、でも、ほら」

　右手を持ち上げ、正面玄げん関かんの大おお扉とびらを指さす。

「扉とびらに、百ゆ合りと鷹たかの紋もん章しようがあるよ。あれは皇こう帝てい家けしか使えないはずよね」

「うん……」

　森の入り口にあった鉄門にも、屋や敷しきの扉とびらにもノーランガルス家の紋もん章しようがあるからには、ここが皇こう帝ていの別べつ荘そうで間ま違ちがいないのだろう。

「……行こ」

　ティーゼが小声で言い、歩き始めた。その隣となりを、霜シモ咲サキが頭を低くしながらついていく。

　ロニエは足あし許もとの月ツキ駆ガケを見下ろし、「大だい丈じよう夫ぶ？　疲つかれてない？」と問いかけた。すると幼よう竜りゆうは「もちろん」と言わんがばかりに翼つばさを広げ、短く鳴いた。

　枯かれた芝しば生ふを貫つらぬく小道を歩き、花か壇だんの間を抜けて、大おお扉とびらの前に立つ。

　振り向いても、ノルキア湖の青い水面は木こ立だちに遮さえぎられてまったく見えない。これじゃ湖のほとりに家を建てる意味なんかないじゃない、と思っていると、後ろでかちゃっという金属音が聞こえた。見れば、ティーゼが左右の扉とびらの把とつ手てを両手で握にぎり、押し下げようとしている。

「……開かない？」

　ロニエの問いかけに、相棒は赤い髪かみを軽く揺ゆらした。

「うん、鍵かぎがかかってるみたい」

「まあ、普ふ通つうに考えればそうよね。つまり……屋や敷しきの中には誰だれもいないってことじゃないの？」

　これでティーゼも納なつ得とくしただろうと思いながらロニエはそう言ったが、相棒は把とつ手てから手を離はなそうとしない。

「でもさ、お化けなら鍵かぎが掛かかってても通とおり抜けられるかもでしょ？」

「ええ……？」

　思わぬ反論に眉まゆ根ねを寄せる。確かに昔話のお化けにはたいてい実体がなかったし、壁かべや扉とびらをすり抜ける奴やつもいたような気もするが──。

「……だからって、私たちにはそんなことできないし……」

　呟つぶやくと、ティーゼは把とつ手てを握にぎったまま両目をつぶり、妙みような唸うなり声ごえを発した。

「ん……んむむむむ……」

「な……何してるのよ？」

「むむむむむ……！」

「ちょ、ちょっと、ティーゼってば」

　様子のおかしい相棒の腕うでを摑つかもうとして、ようやく気付く。

　ティーゼは、きのう南セントリアの宿屋でキリトが披ひ露ろうした《心シン意イ鍵かぎ開あけ》を真ま似ねしようとしているに違ちがいない。

「あのねえ……まだ《心意の腕かいな》も使えない私たちが、鍵かぎ開あけなんかできるわけないでしょ！」

　呆あきれながらそう指し摘てきしたロニエは、ティーゼの横顔が思いのほか真しん剣けん──というよりも必死ですらあることに気付き、小さく息を吸い込んだ。

　何度か躊躇ためらってから、小声で問いかける。

「……ティーゼ、どうして、そこまで……？　お化けの噂うわさを調べることが、そんなに大切なの……？」

　するとティーゼは、ゆっくりと息を吐はき、把とつ手てから手を離はなした。

　そのまましばし俯うつむいていたが、やがてかすかな声で問いを返してくる。

「……ロニエは、お化けって、本当にいると思う？」

「え…………」

　幼い子供のような質問に、いったいどうしちゃったのよと笑おうとしたが、その寸前でロニエは口を閉ざした。ティーゼの横顔は相変わらず真しん剣けんで、ふざけている様子はみじんもない。理由はまったく不明だが、親友が真面目に訊たずねているのなら、ちゃんと考えて答えるべきだ。

　お化け──つまり恨うらみや悲しみを抱いだいて死んだ人間の魂たましいが、神界に辿たどり着つけずに彷徨さまよう姿を自分の目で見た経験は、ロニエにはない。もちろんロニエにお化けが出てくる昔話を聞かせてくれた母や祖母も同様だろう。

　ならば、昔話の舞ぶ台たいである数百年前には本物のお化けがいたのかというと、それも違ちがう気がする。なぜなら、死んだ人間の魂たましいが導かれるという神界そのものが、恐おそらく実在しないのだ。このアンダーワールドの外側にあるのはキリトやアスナがやってきたリアルワールドであり、そこにも神は存在せず、人間たちが数千年ものあいだ争いを続けているのだという。

　神界が存在しないなら、この世には死者の魂たましいが溢あふれてお化けだらけになってしまう理り屈くつだ。しかしそうなっていないということは、人間の魂たましいは恨うらみを抱いだいていようがいまいが死の瞬しゆん間かんに消え去り、お化けになったりはしないのではないか。

　ロニエは、自分の思考を言葉にするべく息を吸い込んだ。

　しかし声を発する寸前に、ひとつの情景が脳のう裏りに色鮮あざやかに甦よみがえり、ロニエは目を見開いた。

　怖こわいお化けを見たことはない。

　けれど、死んでしまった人の魂たましいの煌きらめきを見たことはある。

　あれは異界戦争の終わり間ま際ぎわ、リアルワールドの赤あか騎き士したちを指揮していた黒外がい套とうの男と、長い眠ねむりから目覚めたキリトが激しく鍔つば迫ぜり合あいをしていた時のこと。

　黒外がい套とうの男が握にぎる巨きよ大だいな鉈なたが、キリトの剣をじりじりと押し込み、もう少しで肩かたを切きり裂さこうとした瞬しゆん間かん、ティーゼが両手を握にぎり合わせて祈いのった。お願い、ユージオ先せん輩ぱい。キリト先せん輩ぱいを助けて……と。

　そして、まるでその声に応えるように、金色に透すき通とおった腕うでが出現し、キリトが握にぎる夜空の剣を支えた。その手に助けられてキリトは大おお鉈なたを押し戻もどし、黒外がい套とうの男との激げき闘とうに勝利した。あれは間ま違ちがいなく、もうこの世にはいないはずの人の手──キリトの親友でありティーゼの指導生だった、上級修しゆう剣けん士しユージオの手だった。

「……ティーゼ…………あなた…………」

　数秒前のお化けに関する考察など完全に忘れて、ロニエは囁ささやき声ごえで親友の名を呼んだ。ティーゼがなぜ廃はい屋や敷しきのお化けの噂うわさにこだわったのか、ようやく理解できた気がしたのだ。

　伸ばした右手で、俯うつむくティーゼの背中に触ふれようとした、その瞬しゆん間かん。

　かすかな──しかし確かな音が耳に届き、ロニエはびくっと体を竦すくませた。同時にティーゼもさっと顔を持ち上げる。
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　聞こえたのは、自然の音ではない。金属と金属が擦こすれるような、不快な軋きしみ音おん。しかもそれは間ま違ちがいなく、閉ざされた扉とびらの奥おくから聞こえてきた。

　振り向いたティーゼに、人差し指を唇くちびるに当てる合図をしてから、ロニエは大おお扉とびらにそっと左耳を押し当てた。

　数秒待ったが、もう何も聞こえない。しかし先刻の音は幻まぼろしではない。

　扉とびらから顔を離はなすと、血の気が失うせた顔のティーゼが、ごく小さな声で囁ささやいた。

「……中を調べないと」

「…………」

　頷うなずくべきかどうか、ロニエは迷った。

　もしお化けの噂うわさが本当だったのだとしても、そのお化けがティーゼの恋こい焦こがれる相手……ユージオだとは思えない。セントラル・カセドラル最上階で命を落としたユージオが、皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようの別べつ荘そうに出現するはずがないからだ。

　そして、音を立てたのがお化けではなく生身の人間だった場合、それは無む辜この一いつ般ぱん民みんではない可能性が高い。人界統一会議の……つまり公こう理り教きよう会かいの名において閉へい鎖さされた屋や敷しきに立ち入ることができるのは、教会の権けん威いと禁きん忌き目もく録ろくに抗あらがえる者だけだからだ。

　いますぐカセドラルに戻もどり、キリトかファナティオに報告するべきだとロニエは考えたが、それを提案するより先にティーゼが動いた。建物の裏に回り込むつもりか、屋や敷しきの壁かべに沿って南へ走り始める。その後ろを霜シモ咲サキが飛とび跳はねながら追いかける。

「くるるっ！」

　足あし許もとで声を上げる月ツキ駆ガケに促うながされ、ロニエもやむなく地面を蹴けった。

　たとえ裏口に回っても、そこも当然施せ錠じようされているはずだ。ティーゼが何をするつもりかは解わからないが、無茶なことをするつもりなら止めねばならない。そう思っても、十メル先を走る相棒にはなかなか追いつけない。

　屋や敷しきの角を二回曲がって裏庭に入ると、急激に薄うす暗ぐらくなった。いちおう裏庭にも花か壇だんがあるのだが、陽光がほとんど届かないので青っぽい苔こけ類や灰色のシダ類に占せん領りようされてしまっている。通路には壊こわれた車輪やら朽くちた木き桶おけやらがそこかしこに放置されていて、いよいよ皇こう帝ていの別べつ荘そうには見えない。

　ティーゼが目指しているのであろう裏口は、建物の北側にひっそりと設けられていた。つまり南ではなく北から回り込んだほうが近かったはずだが、そんなことはまるで気にしていないかのようにいっそう走る速度を上げると、ティーゼは小さな扉とびらに飛びついた。

　青く錆さびた丸把とつ手てを握にぎり、回そうとするが、ロニエの予想どおりガチッという硬かたい音だけが響ひびく。それでもティーゼは繰くり返かえし把とつ手てに力を込める。見習いとはいえ、武具装備権限が40近い騎き士しの力で強ごう引いんなことをすれば、扉とびらを壊こわしてしまいかねない。この屋や敷しきは皇こう帝てい家けから接収されて現在は人界統一会議の財産なのだから、たとえ緊きん急きゆう事態でも会議の許可なく破は壊かいすることは騎き士しにも許されない。

　ようやく相棒に追いついたロニエは、急いでティーゼの右手を押さえた。

「だめよティーゼ、そんなことしたら扉とびらが壊こわれちゃう」

「でも……中から、音が……」

　か細い声で答えるティーゼの横顔は、日ひ陰かげの中でも異様に青白く見える。冷たい右手を自分の両手で包つつみ込み、懸けん命めいに語りかける。

「その音は私も聞いたわ。空耳じゃなかった。でも、だからこそしっかりしないと」

　徐じよ々じよに力が抜けていくティーゼの右手を把とつ手てから外し、一メルほど下がらせてから、ロニエは改めて裏庭を見回した。

「……建物の中にいるのは、お化けかもしれないけどそうじゃない可能性もある。もし生きてる人間が屋や敷しきに出入りしてるなら、どこかに痕こん跡せきを残してるはずよ」

　その言葉を聞いたティーゼが、何度か瞬まばたきしてから小さく頷うなずいた。放心していたような顔に、少しずつ生気が甦よみがえる。

「うん……そうだね。このあたりを調べてみよう」

　ようやく調子を取とり戻もどした様子の相棒に勢いよく頷うなずきかけ、再び視線を巡めぐらせる。

　薄うす暗ぐらい裏庭は前庭より狭せまいが、それでも幅はば百メル、奥おく行ゆき三十メルはあるだろう。右と左に苔こけむした花か壇だんが設けられ、中央には濃こい緑色に淀よどんだ池。通路には壊こわれたがらくたが点在し、雑草も伸び放題で、自分で言い出したことだが、調べようにもどこから手を付けていいのか解わからない。

　いや、闇やみ雲くもに何かを見つけようとしてもだめだ。まずは頭を使って、調べるべき場所を絞しぼり込むのだ。

「……この裏口から出入りしている人間がいるなら……」

　呟つぶやき、ロニエは扉とびらの手前の地面に目を凝こらした。

　土が剝むき出しなら足あし跡あとを探せたかもしれないが、残念ながら通路部分はどこも、前庭と同じような灰色の石いし畳だたみだ。しかし前庭と違ちがって、あちこちを苔こけが薄うすく覆おおっている。足あし跡あとが残るような厚さではないが、これならもしかすると──。

「ティーゼ、ちょっとだけ竜りゆうたちを見てて」

「う……うん」

　数歩後退したティーゼが、腰こしを落として月ツキ駆ガケと霜シモ咲サキの背中に手を乗せるまで待って、ロニエは右手を前に突き出した。

「システム・コール。ジェネレート・アンブラ・エレメント」

　式句によって生成されたのは、青あお紫むらさき色いろの燐りん光こうに囲まれた、あたかも空間に空いた穴のように黒い極小の球体。八種類ある素因のなかで最も扱あつかいの難しい《闇あん素そ》だ。

　光こう素そとは逆に負の性質を持っていて、このまま解放すると周囲にあるものを吸い込みながら消えてしまう。水や空気ならいいが、物や人に触ふれていたりすると大変なことになる。しかしその性質を利用して、他の素因とは全く違ちがう使い方もできるのだ。

「フォームエレメント、ミスト・シェイプ」

　ロニエが式句を続けると、闇あん素そは音もなく分解し、紫むらさき色いろの霧きりに変わった。攻こう撃げきに使うなら、風ふう素そで作った渦うずに混ぜて敵にぶつけるのだが、いまはその必要はない。

　ロニエは両手を使い、霧きりを薄うすく平らに広げながら囁ささやいた。

「ディスチャージ」

　紫むらさきの霧きりが、前方にさあっと広がっていく。

　この霧きりは、神聖力に吸い寄せられ、反応して消えるという性質を持っている。竜たつ巻まきの術に重ねれば、風の刃やいばが敵の肌はだを切きり裂さき、傷口に闇素の霧きりがまとわりついて神聖力の源みなもとである血をどんどん吸い出してしまうわけだ。

　そして神聖力は人間や獣けものだけではなく、植物も──石いし畳だたみに貼はり付つく苔こけでさえも持っている。もちろん量はささやかだが、何度も靴くつに踏ふまれて傷つけば、そこから微び量りようの神聖力を空間に放出し続ける。

　帯状に解き放たれた紫むらさきの霧きりは、まるで植物のように細かく枝分かれしながら地面に吸い寄せられ、妖あやしく輝かがやいた。その形と並び方は、人間の足あし跡あとに間ま違ちがいない。しかも光り方からして、苔こけが踏ふまれたのはごく最近。

　足あし跡あとは、屋や敷しきの裏口から北に延び、裏庭を囲む森の中へと消えている。

「ティーゼ、あっちよ！」

　小声で叫さけぶや、ロニエは手前から順に薄うすれていく足あし跡あとの光を追って走り始めた。

　裏庭の北ほく端たんで左に曲がると、正面の森にぽっかりと口を開ける、あたかも洞どう窟くつのような小道が目に入った。藪やぶや下生えが刈かり取とられ、邪じや魔まな枝も落とされているので、明らかに人の手によるものだ。薄うす暗ぐらい森の底で、何者かの足あし跡あとだけが紫むらさき色いろにぼんやり光っている。

　小道の入り口で立ち止まり、追いついてきたティーゼに囁ささやきかける。

「気をつけて、足あし跡あとの主と出くわすかもしれない」

「わかった」

　頷うなずく相棒の足あし許もとに視線を落とすと、二匹ひきの幼よう竜りゆうたちも真しん剣けんな顔つきで耳羽を逆立てている。このまま進めば、足あし跡あとの主と戦せん闘とうになることも有り得るのだから竜りゆうたちは置いていきたいが、屋や敷しきの裏庭も安全だとは言い切れない。

　連れていくしかないと判断し、ロニエは腰こしを屈かがめた。

「あんたたち、静かにしてるのよ」

　くるる、と小声で応じる月ツキ駆ガケの頭を軽く撫なでてから、すっくと背筋を伸ばす。

　再び小道を見ると、足あし跡あとの光はすでに消えていたが、森の大きさからして迷子になるようなことはあるまい。もう一度ティーゼと頷うなずき合い、二人同時に足を踏ふみ入いれる。

　薄うす暗ぐらい小道をほんの数メル進んだだけで、空気がひんやりと冷たくなった。今日は春の訪おとずれを感じさせる暖かさだったのに、吐はいた息が真冬のように白く色づく。

　嫌いやな感じだ、とロニエは思った。四帝てい国こくの大乱の時にティーゼと一いつ緒しよに突とつ入にゆうした、ノーランガルス城の玉ぎよく座ざの間まもこんなふうに重苦しい空気に満たされていた。単なる寒さではなく、長い年月をかけて壁かべや床ゆかに染しみ込んだ冷気が暖かさを奪うばっている感じ。

　まだ二時半の鐘かねも聞いていないのに、進むほどに暗さも増していく。小道の両側は鋭するどいトゲのある生いけ垣がきに塞ふさがれ、頭上には古木の枝が幾いく重えにも覆おおい被かぶさる。

　これ以上暗くなるようなら、光こう素その明かりを作らないと……と考えた、その時。

「あっ……ロニエ、あれ！」

　ティーゼが鋭するどく囁ささやき、ロニエも前方に目を凝こらした。

　暗がりの奥おくに、縦に何本も並ぶ金属の棒が見えた。森を囲む鉄てつ柵さくに行き当たってしまったのか、と思ってからすぐに気付く。あれは柵さくではなく鉄てつ格ごう子しだ。道の突き当たりにほこらのような小さな建物があり、その前面が格こう子しの扉とびらになっているのだ。

　いったん立ち止まり、ほこらの周囲に人の気配がないことを確かめてから、慎しん重ちように近づく。

「……この建物、かなり古いね……」

　ティーゼが呟つぶやいたとおり、石造りのほこらの壁かべは風雨に晒さらされて黒ずみ、地面と接するあたりはこんもりと苔こけむしていて、十年や二十年ではこうはならないだろう。両開きの巨きよ大だいな鉄てつ格ごう子しも薄うすく錆さびが浮いているが、よほど優先度の高い素材なのか朽くちている様子はない。

　左右の扉とびらは隙すき間まなく嚙かみ合あい、地面から一メルほどのところに頑がん丈じようそうな錠じよう箱ばこが設けられている。両手で鉄てつ格ごう子しを握にぎり、そっと力を込めてみたが予想どおりびくともしない。扉とびらの向こうは地面の下へと潜もぐる階段になっていて、その先は完全な暗くら闇やみ。

「ここも鍵かぎ、かかってるね」

　ロニエの言葉に、ティーゼが悔くやしそうな顔で答えた。

「絶対この中に何かあるのに……」

　その口調からは、先刻の何かに憑つかれたような感じが抜け落おちていて、ロニエは少しばかりほっとした。もちろん幽ゆう霊れいの存在にこだわる気持ちがなくなったわけではないのだろうが、屋や敷しきの裏口とこのほこらを行き来している何者かは明らかにお化けではなく、生きた人間だ。恐おそらくは、屋や敷しきの中で音を立てた者も。

　その人間は人界統一会議の立ち入り禁止令を破っている可能性が高いのだから、見習い騎き士しとしては正体を突き止め、悪人なら捕つかまえてやりたいが──だからといって鍵かぎを破は壊かいしていいということにはならない。目の前で犯罪が行われているわけではないのだ。

　残念だけれど、いったんカセドラルに戻もどって状じよう況きようを報告し、上位騎き士しの誰だれかと一いつ緒しよに出直すしかないだろう、とロニエは考えた。しかしそれを口にするよりも早く、ティーゼが小声で叫さけんだ。

「あっ……、あそこ！」

　鉄てつ格ごう子しの隙すき間まに突っ込んだ右手で、下り階段の右側の壁かべを指さす。言われるままにロニエも扉とびらに顔を近づけ、暗くら闇やみの奥おくを凝ぎよう視しする。

　階段を七段ほど下りたあたりに、鈍にぶく光る何かが見えた。壁かべに打ち込まれた折れ釘くぎに、紐ひもでぶら下がる鈍にぶい銀色の、何やら細長いものは……

「…………鍵かぎ！」

　声を揃そろえて叫さけび、顔を見合わせる。

　恐おそらく、うっかり中に閉じ込められてしまった時のために用意されている合あい鍵かぎだろう。つまりこの物々しい格こう子し扉とびらは、外からの侵しん入にゆうを防ぐためのものなのだ。

　二人同時に格こう子しの隙すき間まから思いきり手を伸ばすが、隙すき間まの幅はばはわずか十センしかないので、肩かたでつっかえて鍵かぎまでは到とう底てい届かない。

「……し、《心シン意イの腕かいな》が使えれば……」

　ティーゼの呻うめき声ごえにはまったく同感だが、それができるなら、キリトから《心意鍵かぎ開け》を習えばもっと話が早い。長い棒でもあればと周囲を見回すが、都合よくそんなものが落ちているはずもない。

　しかしそれは、逆に言えば、長さ三メルほどの棒を用意してくれば外からあの鍵かぎを引っかけて取ることも可能なわけで、ずいぶんと不用心な話にも思える。合あい鍵かぎを置いておくにしても、あんなに近くではなく階段のずっと奥おくにするべきではないのか。

　いったいこのほこらは何なんだろう、とロニエが改めて疑問に思った、その時だった。

　足あし許もとで、「くるるる……」という竜りゆうの唸うなり声ごえが聞こえた。見下ろすと、水色の羽う毛もうの霜シモ咲サキが格こう子しの隙すき間まに体を突っ込もうとしている。それを見たティーゼが、慌あわてたような声を出す。

「ちょっと霜咲、いくらあんたでもこの隙すき間まは……」

　しかしその言葉が終わる前に、月ツキ駆ガケが霜咲のお尻しりを頭で押した。幼よう竜りゆうの体がすぽんと隙すき間まを通過し、勢い余って一回転してから階段の手前で立ち上がる。

「きゅるるっ！」

　自じ慢まんげに鳴く霜咲は、羽根にいくらか錆さびがこびりついているが怪け我がはなさそうだ。ふわふわの和にこ毛げで膨ふくらんで見えるが、幼よう竜りゆうの体そのものはまだまだ小さいのだ。

「まったくもう、勝手なことして……」

　ティーゼは軽く叱しかったが、口くち許もとには誇ほこらしそうな笑みが滲にじんでいる。鉄てつ格ごう子しに突っ込んだままの右手で鍵かぎを指差し、愛あい竜りゆうに指示する。

「霜咲、あれを取ってこられる？」

　もちろん、と言わんがばかりにひと声鳴くと、霜咲はとことこ階段を下り、折れ釘くぎの真下で立ち止まった。鍵かぎまでの高さは約一・八メル。小さな翼つばさを思いきり羽ばたかせながら、一回、二回と跳ちよう躍やくし、三回目で鍵かぎを咥くわえ取ることに成功した。意い気き揚よう々ようと戻もどってくると、格こう子しの隙すき間まから細い鼻はな面づらを突き出す。

　そこにぶら下がる鍵かぎを受け取ると、ティーゼはそれをロニエに渡わたし、自分は両手で竜りゆうの頭を撫なでた。その様子を見ながら、古びた鍵かぎを鉄てつ格ごう子しの鍵かぎ穴あなに差さし込む。多少渋しぶい手応えながらも予想どおり鍵かぎは回り、がちん、と硬かたい音が響ひびく。

　ティーゼが一歩下がるのを待って、格こう子しを手前に引くと、きいぃぃ……と軋きしみながら扉とびらが動いた。中で待っていた霜シモ咲サキが、早く来いとばかりに翼つばさを動かす。

　扉とびらが開いたからには、地下に何があるのか調べなければならないのだが、改めて階段の下の暗くら闇やみを覗のぞき込んだロニエは、掌てのひらにじわりと汗あせが滲にじむのを感じた。

　高優先度な鉄てつ格ごう子しの鍵かぎを、これ見よがしにぶら下げておくというちぐはぐさがどうにも気に入らない。侵しん入にゆう者しやを地下に誘さそい込む罠わなだとまでは思わないが──もしそうなら、最初から施せ錠じようしなければいいのだ──この奥おくに何があるのか、まったく予想できない。

　主あるじの不安が伝でん染せんしたかのように足に体を擦すりつけてくる月ツキ駆ガケを抱だき上げながら、ロニエは相棒に提案した。

「ねえ、ティーゼ。下は私が調べてくるから、あなたはここで……」

「嫌いやよ、あたしも行くわ、もちろん」

　きっぱりとかぶりを振られてしまえば、なら自分が竜りゆうたちと外で待っているとは言い出せない。

「……わかった。でも、くれぐれも慎しん重ちようにね」

「そっちこそ」

　そう言ってにまっと笑うティーゼに少しだが勇気づけられ、ロニエは笑みを返すと左の藪やぶに歩み寄った。棘とげのない枝を選び、折り取る。光こう素そを一粒つぶ生成し、枝の先せん端たんの葉に《アドヒア》式句で固着させる。

　左ひだり腕うでに月駆を抱だき、右手で即そく席せきの松明たいまつを掲かかげて、ほこらの中に足を踏ふみ入いれる。ティーゼと霜咲も入るのを待って扉とびらを閉じ、再施せ錠じよう。合あい鍵かぎをこのまま持っていきたいのはやまやまだが、侵しん入にゆうに気付かれてしまうかもしれないので地面から少し下がったところの折れ釘くぎに戻もどす。

　下り階段は想像以上に長かった。きっちり三十段下りたところに踊おどり場ばがあり、折り返して更さらに三十段、そこでようやく平らな通路に変わる。一段の高さが約二十センだったので、地上から十二メルも潜もぐった計算だ。カセドラルなら三階ぶんもの深さ。

　空気は外よりいくぶん暖かいが、じめじめと湿しめっていてかび臭くさい。本当は少しだけ、地下にあるのはノーランガルス皇こう帝てい家けの隠かくし宝ほう物もつ庫こなのかもと思っていたのだが、こんな場所に保管したら宝箱も数年で天命を失い、ぼろぼろに朽くちてしまうだろう。

　地下通路はたっぷり五十メルほども続いてから、右に曲がった。そこでようやく前方に弱々しい明かりが見えてくる。しかし気を抜くわけにはいかない。光源が何であれ、それに火をつけた何者かがいるはずだからだ。

　明かりまではまだ三十メル以上の距きよ離りがあるが、ロニエは立ち止まって気配を探さぐった。いまのところ物音や話し声は聞こえない。慎しん重ちように前進を再開しようとした時、外がい套とうのフードが後ろに軽く引っ張られた。

　思わずびくっと体を強こわ張ばらせてから振り向く。

「……どうしたの？」

　限界の小声で問いかけると、ティーゼは難しい顔で通路の天てん井じようを見上げていた。ロニエも視線を上向けるが、壁かべと同じ材質の石張りが見えるだけだ。

　顔を戻もどすと、ティーゼはなおも眉まゆ根ねを寄せながら呟つぶやいた。

「裏庭から北西に移動して、森に入って……ほこらから地下に下りて、一回折り返して……。──ロニエ、もしかしたらこのへんはもう屋や敷しきの地下じゃないの？」

「え…………」

　その言葉に、ロニエも屋や敷しきと森の平面図を思おもい浮かべた。ゆっくり瞬まばたきしてから頷うなずく。

「うん、そうかも。……それが、どうかしたの？」

「だって……変じゃない？　屋や敷しきの地下室なら、建物の中に階段を作ればいいのに……どうして何十メルも離はなれた森の中に入り口があるの？」

　言われてみれば、ティーゼの疑問はもっともだ。再び、入り口近くの壁かべに合あい鍵かぎを見つけた時の違い和わ感かんが胸に甦よみがえるが、ここで考えていても答えは出ないだろう。

「奥おくを調べてみれば解わかるかも……」

　ロニエが囁ささやき返すと、相棒も「そうね……」と呟つぶやいた。どうあれここまで来てしまったのだから、地下を隅すみ々ずみまで調べずに引き返すことはできない。

　再度耳をそばだててから、二人と二匹ひきは足音を殺しつつ通路を南へと歩き始めた。

　行く手では、黄色い光がぼんやりと揺ゆれている。鼻に神経を集中させると、かび臭くさい空気に油カンテラ特有の焦こげ臭くささが含ふくまれていることに気付く。そしてごくかすかだが、もう一つ別の匂においも。

　左ひだり腕うでに抱だいたままの月ツキ駆ガケも、尖とがった鼻はな面づらをひくひくさせている。どこかで嗅かいだことのある匂においだ、と感じながらも思い出せないまま、忍しのび足あしで進み続ける。

　明かりはやはり、右側の壁かべに取り付けられた二つの油カンテラだった。そのすぐ先で通路は行き止まりになっているが、左の壁かべに何かがあるようだ。カンテラの光を受けて鈍にぶく光るのは、新たな格こう子し扉とびら──いや、あれは。

「……ろ、牢ろう屋や……？」

　ティーゼの囁ささやき声ごえに、ロニエも小さく頷うなずいた。

　扉とびらにしては大きすぎる。床ゆかから天てん井じようまで延びる鉄の格こう子しは、南セントリア衛士庁舎にもあった地下牢ろうのそれとそっくりだ。幅はば四メルはありそうな大型の牢ろう屋やが、並んで二つ。格こう子しの奥おくは、角度的にまだ見えない。

　左の壁かべに背中を預けるようにして、じりじりと進む。牢ろう屋やに近づくにつれ、謎なぞの匂においが強くなる。日なたで干した藁わらのような、使つかい込んだ革かわ鎧よろいのような。これと同じ匂においを……人界ではなく、暗黒界のどこかで……。

　答えに辿たどり着つく前に、近いほうの牢ろう屋やのすぐ手前まで到とう達たつし、ロニエは足を止めた。抱だいた月ツキ駆ガケと一いつ緒しよに、そっと壁かべから頭を出し、中を覗のぞき込む。

　反対側の壁かべに吊つり下さげられたカンテラの明かりは弱々しく、牢ろう屋やの奥おくにまでは届いていない。光こう素その枝をそっと差さし込むと、中が空でないことはすぐに解わかった。ロニエから遠いほうの隅すみに、三人の虜りよ囚しゆうたちの姿が見える。身を寄せ合って眠ねむっているようだ。

　簡素な服に包まれた体はかなり小さい。全員、身長は一メル半に届かないだろう。子供……いや、それにしては腕うでが長い。頭には一本も毛がなく、鼻と耳が尖とがっている。

　子供でも、人界人でもない。

　彼らはゴブリン族だ。

　弾はじかれたように体を戻もどし、枝を持つ右手を口くち許もとに押し当てる。すかさずティーゼが顔を寄せてくる。

「どうしたのよ……中に、誰だれかいたの？」

　ひそひそ声に、ロニエは何度も頷うなずいた。息を吐はき、鼻から深く吸う。この乾かわいた藁わらの匂においは、山ゴブリン族の集落を訪おとずれた時に嗅かいだ、彼らに共通する体たい臭しゆうに間ま違ちがいない。

「いるわ……山ゴブリン族が、三人。南セントリアの宿屋から連れ去られた観光客たち、だと思う」

「えっ…………」

　目を丸くしたティーゼが、ロニエの体にしがみつくようにして牢ろう屋やを覗のぞき込んだ。三秒ほどで元の位置に戻もどり、頷うなずき返す。

「ほんとだ……でも、どうして……？　南セントリアで攫さらわれたゴブリンたちが、どうして北帝てい国こくの皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようにいるのよ？」

　そう問われても、すぐには答えられない。

　南セントリアから北セントリアに移動するには、東セントリアか西セントリアを経由する必要があり、どちらにしても《不ふ朽きゆうの壁かべ》を二回も越こえなくてはならない。市内に一箇か所しよずつ設けられている門を通るには通行手形か一日限定の通行許可証が必要で、手形はもちろん許可証も簡単には手に入らないものだ。

　いや、ゴブリン族たちを拉ら致ちした偽にせ役人は南セントリア行政府の命令書を偽ぎ造ぞうしたのだから許可証の偽ぎ造ぞうも可能なのかもしれないが、それにしてもどうして門で止められる危険を冒おかして北帝てい国こくまで運んできたのかという疑問は残る。南帝てい国こくにも広大な土地があり、ゴブリン族を隠かくす場所には事欠かないはずなのに。

「……考えるのは後よ」

　半ば自分に向けて呟つぶやき、ロニエはティーゼの顔を見た。

「ここから三人を助け出して、カセドラルまで連れていかないと」

「うん……けど、牢ろう屋やにも当然鍵かぎはかかってるよね」

　それはティーゼの言うとおりだろう。素す早ばやく周囲の壁かべを見回すが、さすがに再び合あい鍵かぎが見つかるようなことはなかった。しかし状じよう況きようは、先刻とは大きく異なる。

　偽にせの命令書によって連れ去られた暗黒界からの観光客が、眼前で監かん禁きんされているのだ。人界統一会議への明らかな反逆行こう為いであり、見習いといえども騎き士しであるロニエとティーゼは、自分の判断に従って対処することができる。

「私が牢ろうを破るわ」

　そう答えると、ロニエは右手で月つき影かげの剣の柄つかに触ふれた。

　牢ろう屋やの鉄てつ格ごう子しの材質も、恐おそらく地上の扉とびらと同じ。しかしこの剣なら、優先度負けするということはないはずだ。斬きれるかどうかは、使い手の技わざにかかっている。

「……解わかった。頼たのむわよ、ロニエ」

　一いつ瞬しゆんだけ笑みを浮かべたティーゼが、再び牢ろう屋やを見た。

「でも、その前にゴブリンさんたちを起こさないと。いきなり秘ひ奥おう義ぎを使ったらびっくりさせちゃう」

「そうね……」

　ティーゼの危き惧ぐはもっともだが、怯おびえ疲つかれて眠ねむってしまったのであろうゴブリンたちを静かに目覚めさせるのは意外な難題だ。万が一彼らが悲鳴を上げようものなら、真上の屋や敷しきの中にいるのであろう誘ゆう拐かい犯はんに聞かれてしまう。

　もちろん鉄てつ格ごう子しを剣で斬きるのも無音とはいかないが、ロニエが習得している最速の秘ひ奥おう義ぎを使えば──そしてそれが完全に成功すれば、小さな金属音にまで抑おさえられる。そのためにも、ゴブリンたちは事前に起こしておかねばならない。

　床ゆかにしゃがみ込むと、ロニエは左ひだり腕うでの月ツキ駆ガケを下ろした。両手を口の周りに当てて、眠ねむるゴブリン族たちにそっと呼びかけようとした、その時だった。

　途と轍てつもなく重いもの同士を擦こすり合あわせるような、凄すさまじい騒そう音おんが通路いっぱいに響ひびいた。

　ロニエとティーゼが弾はじかれたように腰こしを浮かせるのと同時に、牢ろう屋やの中でも三人の山ゴブリン族が跳はね起おき、鉄てつ格ごう子しの前にいるロニエたちに気付いて叫さけんだ。

「ギイイッ！」

「やめて、もう痛いことしないで！」

　閉じ込められる時にかなり手て荒あらに扱あつかわれたのか、三人はいっそう固く抱だき合あい、激しく身を震ふるわせる。助けに来たのだと説明したいが、いまはそれどころではない。

　行き止まりだとばかり思っていた通路の突き当たりの壁かべが、轟ごう音おんとともにゆっくりと持ち上がっていく。隠かくし扉とびら──屋や敷しきの正面玄げん関かんでかすかに聞こえたのは、この音に間ま違ちがいない。

　そして、扉とびらが開くということは、何者かがそこから地下牢ろうに入ってくるということだ。

　通路に身を隠かくせる場所は皆かい無む。後方の曲がり角は三十メル以上も離はなれているので、いまから走っても間に合わない。

「……戦うしかないよ」

　凍こおり付つくロニエの耳みみ許もとで、ティーゼが鋭するどく囁ささやいた。

　確かにそのとおりだ。隠かくれることができないなら、残る選せん択たく肢しは戦うか投降するかしかない。どちらを選ぶかは決まっている。

　ロニエとティーゼは、同時に左腰こしの剣を抜くと両手持ちで構えた。

　床ゆかの上、ロニエの足のすぐ前で翼つばさを大きく広げている──どうやら主人を守って戦うつもりらしい──月ツキ駆ガケと、隣となりに立つティーゼの足あし許もとの霜シモ咲サキに、急いで指示する。

「月駆、霜咲も、牢ろう屋やの中に入って静かにしてて！」

　幼よう竜りゆうたちは「くるる……」と不満そうな声を漏もらしたが、命令には従った。まず月駆が、鉄てつ格ごう子しの隙すき間まに体を突っ込む。両りよう脚あしをばたばたさせ、体をくねらせるようにして隙すき間まを抜けると、牢ろうの中央あたりまでごろごろ転がっていく。奥おくの壁かべ際ぎわで山ゴブリンたちがか細い悲鳴を上げるが、害のない生物であることは解わかってもらえるだろう。

　続いて霜咲が格こう子しを抜けようとする。隠かくし扉とびらはすでに半分まで持ち上がり、奥おくの暗がりから白く煙けむる冷気が流れ出してくる。闇やみが濃こすぎて、扉とびらの向こうにいるはずの何者かの姿はまだ見えないが、確かな気配を感じる。

「霜咲、早く！」

　ティーゼの声に、霜咲は苦しそうな唸うなり声ごえで応じた。どうやら、格こう子しの隙すき間まが地上にあった扉とびらよりわずかに狭せまいらしい。魚嫌ぎらいのせいか、いくらか小こ柄がらな月駆はぎりぎり通れたが、霜咲は翼つばさの付け根が引っかかってしまうのだ。

　手で押し込むことも考えたが、あまり強ごう引いんなことをすると華きや奢しやな翼つばさの骨が折れてしまうかもしれない。迷っているうちにも、扉とびらはどんどん開いていく。

「霜咲、もういいよ！　あたしたちの後ろに！」

　油断なく剣を構えながら、ティーゼが再び叫さけんだ。霜咲も「くるっ」と答えると鉄てつ格ごう子しから体を引っこ抜き、二人の後方へと走る。

　ここでついに、隠かくし扉とびらが天てん井じよう近くまで持ち上がり、ひときわ大きな音とともに止まった。

　数秒後、こつ、という乾かわいた足音が聞こえた。こつ、こつと床ゆか石いしを踏ふみ、暗くら闇やみの奥おくから誰だれかが近づいてくる。

　姿が見える前に秘ひ奥おう義ぎで斬きり掛かかりたい、という衝しよう動どうをロニエは懸けん命めいに抑おさえつけた。それは騎き士しではなく臆おく病びよう者ものの行いだし、殺してしまえば相手の正体も、山ゴブリン族を攫さらった理由も解わからなくなる。

　途と方ほうもなく長く感じる数秒間が過ぎ去り、ついに油カンテラの弱々しい光の中に、何者かの姿が現れた。

　その姿はあまりにも黒く、まるで闇やみが人型に切り抜かれたかのようだった。漆しつ黒こくのローブを着ているのだということはすぐに解わかったが、それが本当に生きている人間なのかどうか、ロニエは一いつ瞬しゆん迷った。

　──いや、人間だ。

　しかも、この気配には憶おぼえがある。

　暗黒界軍のイスカーン総司令官とシェータ大使の娘むすめリーゼッタを誘ゆう拐かいした、黒ローブの男。オブシディア城の封ふう印いんされた最上階で対たい峙じした、人とも魔まともつかないあの男とまったく同じ空気を、眼前の人ひと影かげはまとっている。

　だが、有り得ない。

　黒ローブの誘ゆう拐かい犯はんがオブシディア城の窓から飛び降り、姿を消したのはわずか三日前なのだ。オブシディアからセントリアまでの距きよ離りは三千キロル以上。徒歩なら半年、馬車では三ヶ月、十箇か所しよの街や村を繫つなぐ騎き馬ば伝令でも二週間もかかる。三日で移動するには飛ひ竜りゆうを使うしかないが、人界の上空を整せい合ごう騎き士しのものではない竜りゆうが飛べば大おお騒さわぎになる。

　同一人物なのか、ただ背格好が酷こく似じしているだけなのか。

　それを判断するための材料を見つけようと、ロニエは必死に目を凝こらした。

　あの誘ゆう拐かい犯はんは、《無音の騎き士し》と呼ばれたシェータ大使の手刀で右みぎ腕うでを切断され、その直後にロニエのアインクラッド流秘ひ奥おう義ぎ《ソニックリープ》で左ひだり腕うでを斬きり落とされた。高位の神聖術師ならば治ち癒ゆ術じゆつによる手足の再生も可能だが、それでも最低一週間は動きにぎこちなさが残る。

　しかし、黒ローブの男──かどうかもまだ不明だが──は通路に一歩踏ふみ込んだところで立ち止まったまま、身動き一つしない。深く被かぶったフードの奥おくの暗くら闇やみから、ロニエとティーゼに粘ねばつくような視線だけを注いでくる。

　こちらの出方を探さぐっている……ううん、何かを待ってる……？

　そう感じたロニエは、月つき影かげの剣を握にぎる両手に少し力を込めた。

　男が何を待っているにせよ、こちらが付き合う理由はない。もし本当にオブシディアの誘ゆう拐かい犯はんと同一人物なら、男は毒を使うはずだ。何かを仕し掛かけられるのをただ待つより、こちらから仕し掛かけるべきだ。

　殺すわけにはいかない。ロニエが敵の右足を、ティーゼが左足を斬きって戦せん闘とう力りよくを奪うばう。

　ロニエが少しだけ剣けん先さきを左に動かすと、即そく座ざに意図を悟さとったティーゼが剣を逆方向に振った。

　アインクラッド流秘ひ奥おう義ぎ《スラント》を同時に放つべく、呼吸を合わせる。吸って、吐はいて、吸って──。

　唯ゆい一いつ無む二にの相棒と完全に同調したと感じた瞬しゆん間かん、ロニエは動こうとした。

　しかし、あたかもその呼吸を盗ぬすんだかのように、絶ぜつ妙みような間で黒ローブの男が動いた。

　攻せめてきたのなら、ロニエたちは構わず秘ひ奥おう義ぎを放っただろう。しかし男はしごく無造作な動作で両手を持ち上げ、黒いフードを後ろに払はらっただけだった。呼吸を乱され、ロニエは剣けん先さきをわずかに引いた。

　ほぼ同時に、低い声が響ひびいた。

「これは思わぬ来客だ。いや……ベクタ神の導きと言うべきか」

　その、低く錆さびた声には聞き覚えがあった。オブシディアの誘ゆう拐かい犯はんの、しゅうしゅう掠かすれる声とはまったく違ちがう。

　フードを持ち上げた両手の動きも滑なめらかだったし、それに何より、ロニエは男の顔に見覚えがあった。

　猛もう禽きん類るいを思わせる、鋭するどく猛たけ々だけしい容よう貌ぼう。先せん端たんを鋭するどく尖とがらせた、灰色の口くち髭ひげと顎あご髭ひげ。凍こおった湖のように薄うすい青に染まる双そう眸ぼう。

「……う、うそ……」

　ティーゼが震ふるえ声で呟つぶやいた。

　そう言いたいのはロニエもまったく同じだった。

　ノーランガルス北帝てい国こく第六代皇こう帝てい、クルーガ・ノーランガルス──。

　燃え上がる漆しつ黒こくの壁かべ掛かけや、遠く響ひびく剣けん戟げきの記き憶おくが鮮あざやかに甦よみがえる。

　でも、そんなことは有り得ない。クルーガ皇こう帝ていは、ちょうど一年前のいま頃ごろ、帝てい城じようの玉ぎよく座ざの間まで確かに死んだのだ。

　ロニエとティーゼは皇こう帝ていと直接剣を交えたが、隙すきは大きいものの一いち撃げき必殺の威い力りよくを誇ほこるハイ・ノルキア流を攻せめあぐね、一進一退の攻こう防ぼうが五分以上も続いた。遅おくれて駆かけつけたデュソルバートが、神器・熾し焰えん弓きゆうから放った炎ほのおの矢で皇こう帝ていの右足を射い貫ぬき、動きが止まった一いつ瞬しゆんを逃のがさずにロニエたちが同時に秘ひ奥おう義ぎを放って、皇こう帝ていの右胸と左胸を深々と貫つらぬいた。

　あの傷で生きていられる人間はいない。皇こう帝ていの死亡はデュソルバートも確かく認にんし、遺体はカセドラルに運ばれたあと、他の二皇こう帝ていと一いつ緒しよに火か葬そうに付せられた。皇こう帝ていの遺い骸がいが神聖力の粒つぶとなり、空気に溶とけて消えていくところをロニエは確かに見た。

　だから、クルーガ皇こう帝ていが生きているはずがない。

　しかし目の前の黒ローブの男は、クルーガ皇こう帝ていその人だとしか思えない。

　頭が痺しびれたようになり、ロニエは動くことも、喋しやべることさえもできなかった。視界が狭せまくなり、体の感覚が遠ざかる。男の酷こく薄はくそうな氷色の瞳ひとみだけが、どこまでも大きくなる。

　そんな、半ば麻ま痺ひ状態に陥おちいっていたがゆえに。

　後ろから聞こえた、ごくかすかな音への反応が遅おくれた。

　──足音……不意打ち……敵！

　断だん片ぺん的な思考を閃ひらめかせながら、ロニエは左手を皇こう帝ていの顔をした男に向けたまま、素す早ばやく振り向いた。しかしその時にはもう、いつの間にかすぐ近くまで忍しのび寄よっていた新たな黒ローブの男が、大きく後方へ飛とび退のくところだった。

　そして男の左手は、青い和にこ毛げに包まれた幼よう竜りゆうの首をしっかりと握にぎっていた。

「ぎゅるるうっ！」

　竜りゆうが苦しそうな悲鳴を上げ、

「霜シモ咲サキっ!!」

　ティーゼが悲痛な声で叫さけんだ。

　二人にとって、月ツキ駆ガケと霜咲は、母竜りゆうの《暁染アキソミ》が卵を温めている時から繰くり返かえし話しかけ、孵ふ化かにも立ち合い、八ヶ月という時間を一いつ緒しよに過ごしてきた無二の存在だ。傷つけられることなど、絶対にあってはならない。

　ティーゼは我を忘れたように黒ローブの男へ飛びかかろうとしたが、一歩前に出たところでロニエ同様に凍こおり付ついた。

　男が、いつの間にか右手に握にぎっていた大型のナイフを、霜咲の首の付け根にあてがったのだ。

　ナイフの刀身はまだらな緑色に染まっていて、何らかの毒が塗ぬられていることは一目で解わかる。霜咲自身も危険を察したのか、暴れるのをやめる。

　男は無言のままじりじりと後退し、ロニエたちから五メル以上も距きよ離りを取った。何とかしないと、と思うがこの状じよう況きようでは指一本動かせない。

「お前たち騎き士しは、そのトカゲを大切にしすぎる」

　隠かくし扉とびらの前に立つクルーガ皇こう帝てい──の顔と声を持つ男が、冷れい笑しようの混じった声を出した。

「所しよ詮せんは獣けものではないか。いくらでも代わりはいるだろうに、理解に苦しむな」

「……あんたなんかに理解して欲ほしくないわ」

　押し殺ころした声で、ティーゼが答える。

「霜咲を放すように命令しなさい。もし毛ほどでも傷を付けたら、二人とも生きてここから出られないわよ」

「くくく、騎き士しになっても威い勢せいのいいことだな」

　軋きしむような笑い声を漏もらすと、皇こう帝ていらしき男は右手の指先で左胸をなぞった。一年前、ティーゼの剣に深々と貫つらぬかれた、まさにその場所を。

「だが残念ながら、命令するのは余のほうだ。二人とも、剣を捨てて足でこちらに滑すべらせろ。少しでも妙みような真ま似ねをしたら、子トカゲの首が落ちるぞ」

　──その時はお前の首も落ちる。

　と言い返したいが、たとえ相手が本物のクルーガ皇こう帝ていであろうとも、霜咲の命と引き換かえにはできない。すがるような視線を向けてくるティーゼに、ロニエは小さく頷うなずきかけた。

　二人同時に、抜き身の剣を床ゆかに落とす。心の中で剣に謝あやまりながらブーツの爪つま先さきを鍔つばに引っかけ、そっと皇こう帝ていのほうへ滑すべらせる。

　皇こう帝ていは、ローブの裾すそから出した右足で二本の剣を受け止めてから、隠かくし扉とびらの奥おくへと無造作に蹴けり込んだ。銀色の輝かがやきが、濃のう密みつな闇やみに吞のまれて消える。

「よろしい。では、次の命令だ」

　右手でローブの懐ふところから取り出したのは、黒光りする一本の鍵かぎだった。それをひょいとロニエに投なげ渡わたしてくる。反射的に両手で受け止めると、ずっと懐ふところに入っていたはずなのに、鍵かぎは氷のように冷たい。

「それでゴブリンどもの隣となりの牢ろうを開け、中に入り、扉とびらを閉めて鍵かぎをかけるのだ」

　剣を取り上げて油断した皇こう帝ていが近づいてくれば、素す手でで組くみ伏ふせて人ひと質じちに取り、背後の男に霜シモ咲サキを解放させるという作戦をロニエは検討していた。しかし皇こう帝ていは冷静に距きよ離りを保ったまま動こうとしない。後方に視線を振ると、毒の刃やいばを突き付けられた霜咲は、時折もがきながらも懸けん命めいに耐たえている。

　牢ろうに入ってしまえば脱だつ出しゆつは途と轍てつもなく困難になるが、従うしかない。

　ロニエはティーゼに目で合図すると、左後方にある空の牢ろう屋やに近づいた。受け取った鍵かぎで扉とびらを解かい錠じようし、相棒と並んで中に入る。扉とびらを閉め、格こう子しの隙すき間まから手て探さぐりで鍵かぎ穴あなに鍵かぎを差さし込んで右に回す。

　施せ錠じようしたと見せかけてギリギリ鍵かぎがかかっていない状態にできれば……と思うが、それは恐おそらく不可能だろう。キリトが口にしていた、「この世界の鍵かぎと鍵かぎ穴あなは機械的な仕し掛かけではなくシステム的なものだ」という言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。

　神聖術の起句にもある《システム》という神聖語は、《世界の理ことわり》を意味する言葉だ。親から子へと代々受うけ継つがれる天職である鍵かぎ師しは、先祖伝来の特とく殊しゆな鑿のみで鉄板を打ち抜いて鍵かぎ穴あなを作り、同じ板から切り出した鉄てつ片ぺんを加工して鍵かぎを作るのだが、その鍵かぎと鍵かぎ穴あなの組み合わせだけが機能するのは世界の理ことわりによってそう決められているからだ、とキリトは言っていたのだろう。同じ理由で、鍵かぎというものには《施せ錠じようされている》《されていない》の二つの状態しかなく、鍵かぎがかかっているように見えても強い衝しよう撃げきを与あたえれば解かい錠じようされる、というような状態は作れないのだ。

　ロニエが鍵かぎを右に回していくと、あるところで抵てい抗こう感かんが生まれ、やがてガチン、という非情な音が響ひびいた。鍵かぎを抜き、皇こう帝ていに投げ返す。

　青白い右手で受け止めたクルーガ皇こう帝ていは、鍵かぎをローブの懐ふところに戻もどしながら再び冷れい笑しようした。

「くく……聞き分けがよくて結構なことだ。この歴史ある場所を、トカゲごときの血で汚よごしたくはないからな」

「っ……！」

　怒いかりの声を上げようとするティーゼの肩かたに左手を置き、ロニエは抑おさえた声で問いかけた。

「歴史……？　ただの地下牢ろうにしか見えないけど」

　すると皇こう帝ていは、尖とがった顎あご髭ひげを指先でつまみながら頷うなずいた。

「確かにただの地下牢ろうだ。しかし、お前たちが踏ふんでいるその石には、三百年もの時をかけて、多くの血が染しみ込んできたのだよ。貴族裁決権によって罰ばつせられた、多くの私領地民の血がな……」

「…………！」

　今度はロニエが息を吸い込み、足あし許もとの黒ずんだ床ゆか石いしに視線を落とした。

　貴族裁決権は、皇こう帝てい家けと上級貴族にのみ与あたえられていた特権で、逸いつ礼れい行こう為いを働いた者を自分の判断で罰ばつすることができる。罰ばつの対象となるのは下級貴族と私領地民だけだが、六等爵しやく士しだったロニエの父親も、上級爵しやく士しの言いがかりのような懲ちよう罰ばつによって屈くつ辱じよく的な思いをしたことが何度かあるらしい。

　しかし、いかに貴族裁決権といえども、他者の天命を正当な理由なく奪うばうことを禁じた禁きん忌き目もく録ろくに違い反はんすることはできない。そしてその理由に、貴族の私的な懲ちよう罰ばつは含ふくまれない。人界で最大の権利を与あたえられていた整せい合ごう騎き士しですら、罪人を罰ばつするために奪うばっていい天命は最大値の七割までに制限されていたのだ。

「……床ゆかが染まるほど血を流す懲ちよう罰ばつは、禁忌目録違反のはずよ」

　ロニエが掠かすれた声で指し摘てきすると、皇こう帝ていはまたしても低く嗤わらった。

「く、くくく……あんな穴だらけの目録をかいくぐる方法など、数えきれぬほど存在するのさ。その方法を探求することこそが、四帝てい国こくの皇こう帝てい家けと上級爵しやく家けの歴史だとすら言える」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、忌いまわしい記き憶おくが暗夜の雷らい閃せんの如ごとく脳のう裏りを切きり裂さいた。

　かつての主席上級修しゆう剣けん士しライオス・アンティノスは、学生の身でありながらロニエとティーゼを周しゆう到とうな罠わなにかけ、貴族裁決権を盾たてに辱はずかしめようとした。ならば、彼をそのように育てた三等爵しやく士しの父親やそのまた父親は、私領地でどれほど卑ひ劣れつで悪あく辣らつな行こう為いに耽ふけっていたのか、想像することもおぞましい。

　ましてや、全ての貴族の頂点に立つ、ノーランガルス皇こう帝てい家けともなれば──。

「……不思議に思わなかったのか、娘むすめ？　屋や敷しきに通じる扉とびらがあるのに、なぜ地下通路が裏の森へと続いているのか？」

　不意にそう問われ、ロニエは鉄てつ格ごう子し越ごしに皇こう帝ていの顔を見た。

　細い口くち髭ひげの下にかすかな笑みを滲にじませたまま、皇こう帝ていは答えを待たずして言った。

「無論、死体を運び出すためだよ。薄うす汚ぎたない私領地民の血で、屋や敷しきを汚よごさずに済むからな」

「な……なんてことを！」

　叫さけんだのはティーゼだった。体当たりのような勢いで鉄てつ格ごう子しに駆かけ寄より、鋼はがねの棒を両手で握にぎる。

　ロニエの全身にも、灼しやく熱ねつの怒いかりが駆かけ巡めぐった。目の前の男は──男の一族は、ずっと昔からこの牢ろうに私領地民を閉じ込め、禁忌目録をかいくぐって痛めつけて、命まで奪うばってきたのだ。

　二人が発見した地上の格こう子し扉とびらは、外からの侵しん入にゆうを防ぐためのものではなかった。中の地下牢ろうから、罪もない一いつ般ぱん民みんの死体を運び出すための扉とびら。不用心な場所に合あい鍵かぎがぶら下げてあったのはそのせいだ。考えてみれば、皇こう帝てい家けの直ちよつ轄かつ領りように悪意をもって忍しのび込む者など、いるはずがないのだ。

　見習いとはいえ整せい合ごう騎き士し団だんの一員であるティーゼに思いきり引っ張られても、鉄てつ格ごう子しはかすかに軋きしんだだけだった。いままでここに閉じ込められた私領地民たちが、どれほど絶望的な気持ちで格こう子しを握にぎったのだろうかと想像すると、更さらなる怒いかりがわき上がってきてロニエの体を震ふるわせた。

　しかしその時、霜シモ咲サキを捕とらえた黒ローブの男が通路の右側から音もなく姿を現あらわし、皇こう帝ていの右後方に控ひかえた。幼よう竜りゆうの首にあてがわれたままの毒ナイフを見て、ティーゼが弾はじかれたように鉄てつ格ごう子しを放す。

　もがき疲つかれたのか霜咲はぐったりとしていたが、主人を見ると「きゅいい……」とか細く鳴いた。その声を聞いた瞬しゆん間かん、ティーゼも細く短い嗚お咽えつを漏もらし、ロニエの目にも涙なみだが滲にじんだ。

　しかし、ここで大声を出してはならない。

　石いし壁かべを隔へだてた隣となりの牢ろう屋やには、月ツキ駆ガケが身を隠かくしている。いまは先の命令を懸けん命めいに守って静かにしているが、もしもロニエが我を失えば月駆も我が慢まんしていられないだろう。牢ろうから出て、兄竜りゆうを助けようと黒ローブの男に飛びかかりさえするかもしれない。冷たいようだが、月駆までもが捕つかまってしまえば、脱だつ出しゆつの可能性は相当に低くなる。

　──お願いだからそのままおとなしくしてて、月駆。

　分厚い石いし壁かべ越ごしにそう念じながら、ロニエは必死に怒いかりを抑おさえ込もうとした。

　と、あたかもその思考を読み取ったかのように、クルーガ皇こう帝ていが鋭するどい視線を向けてきた。

「……黒毛の娘むすめ、お前はトカゲの子を連れていないのか？」

　虚きよを衝つかれ、無言で頷うなずくことしかできないロニエに代わって、鉄てつ格ごう子しを握にぎったままのティーゼが答えた。

「……今日は、その子の魚嫌ぎらいを直すために、湖に魚を獲とりに来たのよ。ロニエの竜りゆうはカセドラルで留守番をしてるわ」

「ほう……。お前たちは知らんだろうが、ノルキア湖には五種類の魚が住んでいてな。そのうち四種類は私領地民どもにも釣つることを許していたが、禁種の黄金マスを釣つってしまった者は即そく座ざにその牢ろうに繫つないでやったものさ」

　懐なつかしむような口調でそんなことを言う皇こう帝ていに、ティーゼが反論した。

「……魚を釣つり分けるなんて無理でしょうに」

「ああ、無理だとも。しかし餓うえた民たみどもは、最高に美う味まい黄金マスが針に掛かからないことを祈いのりながら釣つりをするしかなかったのだ。三百匹ぴきに一匹ぴき程度の確率でしか釣つれないのだがな、運良く……いや運悪く禁種を釣つり上げてしまった者が嘆なげき悲かなしむさまを湖こ畔はんの酒席から眺ながめるのは、実に愉ゆ快かいだったぞ」

　くっくっくっ、と喉のどの奥おくで笑う皇こう帝ていを睨にらみながら、ロニエは再び激しい怒いかりを堪こらえねばならなかった。

　確かに禁きん忌き目もく録ろくや帝てい国こく法ほう違い反はんは、偶ぐう発はつ的な事例がほとんどだ。意図的に法に背そむくには《右みぎ眼めの封ふう印いん》を破らなければならないのだから当然だが、自分の意思では回かい避ひできない不運によって罰ばつせられてしまうのは理り不ふ尽じん以外の何ものでもない。ましてや皇こう帝ていは、私領地民がその不運を呼び寄せてしまうように誘ゆう導どうしていたのだ。ロニエとティーゼを挑ちよう発はつし、貴族裁決権を適用しようとしたライオス・アンティノスと本質的にはまったく同じ手口。

　ひとしきり冷れい笑しようしてから、皇こう帝ていは表情を消した。

「ふむ、確かにトカゲは一匹ぴきしかいないようだな。では、この一匹ぴきは丁てい重ちように預かろう。ちゃんと餌えさも与あたえるから安心するがいい……もしお前たちが牢ろうから抜け出そうとしたら、丸焼きにしてゴブリンどもに喰くわせるがな」

　そう言い残すと、クルーガ皇こう帝ていは隠かくし扉とびらのほうに体を向けた。

　しかしそこで動きを止め、部下に首根っこを摑つかまれたままの霜シモ咲サキをちらりと見やる。

「……ゼッポス、そのトカゲは牢ろうの格こう子しを通とおり抜けられると思うか？」

　ロニエの心臓が大きく跳はねた。ゼッポスと呼ばれた黒ローブの男は、霜咲を顔の前まで持ち上げてしばし検分してから、意外なほど甲かん高だかい声で言った。

「無理やり押し込めば、あるいは」

「そうか」

　頷うなずいた皇こう帝ていは、壁かべから油カンテラを外すと、ロニエとティーゼのいる牢ろう屋やに向けて掲かかげた。鋭するどい視線で隅すみ々ずみまで眺ながめ回し、納なつ得とくしたように頷うなずく。

　そのまま上に行って、とロニエは祈いのった。だが皇こう帝ていは、体を左ではなく右に回すと、隣となりの牢ろう屋やの前へと歩き始めた。

　月ツキ駆ガケは隅すみの暗がりに身を潜ひそめているだろうが、カンテラで照らされれば、淡あわい黄色の羽う毛もうは即そく座ざに見つかってしまうだろう。何とか引き留めなくては、と思うが下手に声を掛かけても逆効果だろうし、数十秒だけ時間を稼かせいでも何の意味もない。

　──月駆、もし見つかったら、地上の扉とびらまでがんばって逃げて！

　せめてその思念を伝えようと、ロニエは両拳こぶしを握にぎった。

　隣となりの牢ろうの前に立った皇こう帝ていが、右手のカンテラを持ち上げる。眉まゆ根ねを寄せ、首を伸ばして、牢ろうの中を執しつ拗ように見回す。

　三秒……五秒……十秒後。

「…………フン」

　短く鼻を鳴らし、皇こう帝ていは鉄てつ格ごう子しから離はなれた。壁かべの折れ釘くぎにランタンを戻もどし、もうロニエたちには目もくれず、隠かくし扉とびらの奥おくへと戻もどっていく。その後ろに、ゼッポスと呼ばれた男が、霜咲をぶら下げて続く。

　二人の姿が消えてしばらくすると、がこん、という小さな音が暗くら闇やみの奥おくから聞こえ、天てん井じようまで上がっていた隠かくし扉とびらが轟ごう音おんとともに下がり始めた。

　扉とびらの下か端たんが地じ響ひびきとともに床ゆかと一体化すると、ロニエは詰つめていた息をそっと吐はき出した。ずっと鉄てつ格ごう子しを握にぎっていた両手を引き剝はがしたティーゼが、小走りに近づいてきてロニエの肩かたに額を押し当あてる。

「……大だい丈じよう夫ぶだよね、霜シモ咲サキ……」

　か細い声に、ロニエは繰くり返かえし頷うなずいた。

「もちろんだよ。あいつらにとっても、霜咲は大切な人ひと質じちだもの。決して危害を加えたりしないわ」

「…………うん」

　小さく答えたティーゼの背中を何度か撫なでてから、ロニエはそっと体を離はなした。慎しん重ちように鉄てつ格ごう子しに近づくと、右側の牢ろうに向けて、最小の音量で声を掛かける。

「ありがとう、ゴブリンさんたち」

　しばし静せい寂じやくが続き、やがて同じような囁ささやき声ごえが聞こえた。

「……ちっちゃい竜りゆう、見つからなかった」

　そう──クルーガ皇こう帝ていが、狭せまい牢ろう屋やの中にいる月ツキ駆ガケを見つけられなかった理由は一つしか考えられない。月駆が牢ろうに入はいり込んだ時は怯おびえた声を出していた山ゴブリンたちが、体を使って皇こう帝ていの目から隠かくしてくれたのだ。

「本当にありがとう……」

　再び礼を言うと、今度は「くるっ」という小さな鳴き声が聞こえた。

　再び鉄てつ格ごう子しを通とおり抜けた月駆が、小走りにロニエの前までやってくる。慌あわててしゃがむと、幼よう竜りゆうは再び格こう子しに体を押し込もうとしたが、ロニエはそれを両手で押しとどめた。

「月駆、お願い。通路から地上に出て、セントリアの北門までなんとか辿たどり着ついてちょうだい……衛士さんがお前に気付けば、カセドラルまで連れて行ってくれるから」

　生後八ヶ月の幼よう竜りゆうには困難な命令だ。ノルキア湖から北セントリアまでは十キロルも離はなれているうえに、この別べつ荘そうから街かい道どうに出るのも簡単ではない。しかも今日はすでにかなり歩いているので、央おう都とに辿たどり着つくまでに天命がどれほど減ってしまうかはロニエにも判わからない。最悪の場合は、途と中ちゆうで行き倒だおれてしまうことも有り得る。

　しかしいまは、月駆だけがたったひとつ残された希望なのだ。この鉄てつ格ごう子しを剣なしで破ることは恐おそらく不可能だし、仮に成功したとしても確実に皇こう帝ていたちに気付かれ、霜咲が殺されてしまうかもしれない。

　強い不安に苛さいなまれながら、格こう子しの隙すき間まから出した両手で月駆の体を包つつみ込むと、幼よう竜りゆうは「任せておけ」と言うかのように再び鳴いた。

　ロニエの手から離はなれて後あと退ずさり、翼つばさを大きく二度羽ばたかせてから、通路を北へと走り始める。姿はすぐに見えなくなり、ちゃかちゃかという足音もすぐに聞こえなくなる。

「……ごめんね……お願い、月ツキ駆ガケ」

　固い石の上にひざまずき、両手を握にぎり合わせて、ロニエは一心に祈いのった。
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　午後三時の鐘かねが厳おごそかに鳴なり響ひびいた。

　濃こいめに淹いれたコヒル茶のカップをテーブルに置きながら、アスナは言った。

「キリトくん、少しは食べないとだめだよ。お菓か子しでもいいから」

「ん……、ああ……」

　腕うで組ぐみをしていたキリトが顔を上げ、お茶ちや菓が子しの木皿に手を伸ばしかけてから、何かに気付いたような表情でアスナを見た。

「な……なあに？」

「いや……昔もよくそんなこと言われたな、と思って」

　苦く笑しようしながら口にしたその言葉が、この世界で暮らし始めた頃ころではなく、現実世界のことを指しているのだとアスナはすぐに気付いた。隣となりの椅い子すに腰こし掛かけ、微ほほ笑えみ返す。

「だってキリトくんったら、何かに夢中になると平気でご飯抜いて、しかもそれに気付かなかったりするんだもん」

「あー……ユイにもよく怒おこられたよ」

　何気ない口調でそう応じてから、キリトはちらりと視線を投げてきた。アスナの表情に何かを感じたのだろう、手を伸ばして優やさしく髪かみを撫なでる。その感かん触しよくに意識を委ゆだねると、胸を突き刺す痛みが少しずつ和やわらいでいく。

　旧ＳＡＯで生まれたトップダウン型ＡＩであり二人の《娘むすめ》でもあるユイとは、恐おそらくもう会うことはできない。ユイの処理速度をもってしても五百万倍に加速されたアンダーワールドに同調するのは困難だろうし、そもそも接続する経路もないのだ。

　異界戦争の終しゆう盤ばんで、人界守備軍の危機を救うためにログインしてきたリズベットやシリカは、自分たちやシノン、リーファをアンダーワールドに導いたのはユイだと言っていた。皆みなを呼び集め、アンダーワールドの現状とアリスの重要性について丁てい寧ねいに、解わかりやすく説明し、協力を求めたのだ、と。

　ユイのその行動がなければ、アスナが合流した人界守備軍囮おとり部隊は全ぜん滅めつし、アリスも皇こう帝ていベクタに奪うばわれていただろう。それほど頑がん張ばってくれた最愛の娘むすめにもう会えない──それどころかありがとうのひと言を伝えるすべもないのだと考えるとどうしようもなく辛つらくなるが、彼女ならきっと理解してくれるはずだ。キリトとアスナにはこうするしかなかったのだということ、そして時間と空間の壁かべに隔へだてられても、二人は永遠にユイを愛し続けることを。

　ユイはアンダーワールドとアリスのことを、「ＳＡＯから始まった全てのＶＲＭＭＯワールドと、そこに生きた多くの人々の存在の証あかし」だと表現したらしい。ならばアスナは、この世界を守ることに全力を尽つくさねばならない。せっかく融ゆう和わの道が開けた人界と暗黒界に、再び戦争が起きるようなことは絶対に防がなくてはならないのだ。

「……頑がん張ばらないとな」

　アスナの思いを感じたかのように、キリトが呟つぶやいた。髪かみを撫なでていた手で背中をぽんと叩たたき、木皿から木の実と果物入りのヌガーを取ると、大口を開けて頰ほお張ばる。アンダーワールドも仮想世界ではあるが、アインクラッドと違ちがって空腹状態が続くと天命が減り始めるし、栄養不足が病気を招いたりもするので食事が大切なのは現実世界と同じだ。

　今日の午前中に行われた南セントリア行政府への立ち入り調査では、やはり山ゴブリン族三名の移送命令書が発行された事実はなく、宿屋を訪おとずれた役人も実在しないということが解わかっただけだった。命令書には行政府の印章が押されていたと、移送に立ち会った衛士が証言しているが、印章そのものはシンプルなデザインなので偽ぎ造ぞうすること自体は容易たやすい。あらゆる印や署名の偽ぎ造ぞうを禁じている禁きん忌き目もく録ろくをすり抜けられるのなら、だが。

　アスナが《過か去こ覗し術じゆつ》で見た──正確には、見えたのは短たん剣けんを握にぎった腕うでだけだが──男は、ヤゼン老人を自分の手で殺したのだから、当然禁忌目録には縛しばられていない。山ゴブリン族を攫さらった偽にせ役人と同一人物なら、印章などいくらでも偽ぎ造ぞうできるだろう。

　行政府の調査は正午過ぎに終わり、その結果を受けて、現在南セントリア全域で拉ら致ちされたゴブリン族三人の捜そう索さくが行われている。街は広大だが、円形の央おう都とセントリア全体からすればたった四分の一だ。加えて、南セントリア衛士庁では鋭するどい嗅きゆう覚かくを持つ砂さ漠ばくオオカミを二十匹ぴきも飼育していて、建物にゴブリン族が捕とらわれているどうかは戸口から屋内の匂においを嗅かぐだけで解わかるらしい。夕方までには全ての建物の捜そう索さくが終わる予定で、キリトとアスナは発見の報告をカセドラルの自室でいまや遅おそしと待っているのだ。

　本当は二人とも捜そう索さくに参加したかったのだが、今回の拉ら致ちもヤゼン殺害事件と同様に人界代表剣士を誘さそい出す罠わなである可能性を危き惧ぐしたファナティオ騎き士し団だん長ちように、頼たのむからカセドラルにいてくれと懇こん願がんされてしまった。ならばせめて五十階の大会議室に詰つめていたかったのだが、今度はアスナがアユハ術師団長に、過か去こ覗し術じゆつの精神的消しよう耗もうから完全に回復するまで自室で安静にしていてくれと強く要望されてしまったのだ。

　アンダーワールド最高の術者のひとりであるアユハ・フリアにすら使えなかった過か去こ覗し術じゆつが、ごく短時間ではあるもののアスナには使えた理由を、アユハはステイシア神の力に関係があると推測した。

　自分はリアルワールド人であって創世の女め神がみステイシアの生まれ変わりとかではない、ということをアスナは一年かけて繰くり返かえし説明してきたのだが、カセドラルの職員や術師たちのみならず、整せい合ごう騎き士したちすらも完全には納なつ得とくしていないようだ。これ以上誤解が広がるのを防ぐために、なるべく《無制限地形操作権限》は使わないでおこう……と思いつつも、ほんの一週間前にもキリトの機き竜りゆう一号機が激げき突とつするのを防ぐために、カセドラルの上階を横にずらしたりしてしまったのだが。

　ともあれアユハは、アスナの精神は過大な情報入力にある程度の耐たい性せいができていて、それゆえに過か去こ覗し術じゆつにも耐たえられたのだろうと考えたわけだ。だからといって術式の負ふ荷かそのものが減るわけではないとも言っていて、それはアスナも我わが身みでしっかりと体感したので乱用するつもりはないのだが、山ゴブリン族三人の安否は全人界の、いや全アンダーワールドの危機に直結する大問題だ。

　ヤゼン老人の時のように人界人が殺されて、拉ら致ちされた三人が犯人に仕立て上げられた場合はもちろんのこと、単に三人が死体で発見された場合でも、ようやく形になろうとしている両世界の和平は深刻な打だ撃げきを受けるだろう。

　南セントリア全市の捜そう索さくで山ゴブリン族たちが見つからなければ、残された手段は一つしかない。再びあの宿屋でアスナが過か去こ覗し術じゆつを使い、馬車の行き先を調べるのだ。しかしそれにも問題はある。術式を保持したまま追つい跡せきすることは不可能なため、晶しよう素そ盤ばんの中の馬車が見えなくなった地点まで移動して繰くり返かえし過去を見る必要があるのだが、昨日はたった一度過か去こ覗し術じゆつを使っただけで倒たおれそうになってしまったのだ。たとえ休きゆう憩けいしながらでも、何回術を発動できるのかはアスナにも解わからない。

　キリトが深刻な顔をしているのも、過か去こ覗し術じゆつが必要になる前にゴブリン族たちが保護されてほしいと強く願っているからだろう。だがそれも、徐じよ々じよに望のぞみ薄うすとなりつつある。捜そう索さくが開始されてからすでに二時間半が経過しているのに、行ゆく方え不明の三人どころか拉ら致ちに使われた馬車さえ見つかっていないのだ。

　お菓か子しを一つ食べただけで再び黙だまり込んでしまったキリトの緊きん張ちようを少しでも和やわらげようと、アスナは話題を変えた。

「そういえば、見習い騎き士しさんたちはお出かけしてるんだって？」

「え……？　あ……うん」

　瞬まばたきしてから、キリトは窓の外を見た。

「なんでも、ロニエの月ツキ駆ガケが最近魚嫌ぎらいになっちゃったらしくて、それを直すために郊こう外がいの湖に行くんだってさ」

「へえ……飛ひ竜りゆうにも好すき嫌きらいはあるのね」

　思わずくすっと笑うと、キリトも口くち許もとを緩ゆるめる。

「そうみたいだな。ハイナグ厩きゆう舎しや長ちようのアドバイスで、自分で獲とった魚を食べさせてみるらしいよ」

「あー、自分の手で採ったものって不思議に美お味いしいよね。わたしも昔、宮みや城ぎのおじいちゃんちで山菜採りとか、きのこ狩がりとかしたなあ……」

　幼い頃ころの記き憶おくが鮮あざやかに甦よみがえり、アスナはいっとき憂ゆう患かんを忘れてほっと息を吐はいた。

　考えてみれば、いままで作った料理の材料は央おう都との市場から届くものばかりで、自分で採った素材を使ったことはなかった。アンダーワールドの食材も収しゆう穫かく直後から天命が減少し始め、その値あたいが食味に直結するらしいので、次は素材を探すところからやってみよう……と考えながら、何気なく訊たずねる。

「二人が行った湖って、どこにあるの？」

「えーと確か、北帝てい国こくの皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようの中じゃなかったかな。まだ氷が溶とけたばかりらしい……けど…………」

　キリトの言葉が途と中ちゆうで減速し、途と切ぎれたので、アスナは首を傾かしげながら隣となりを見た。

　すると代表剣士は、表情の抜け落おちた顔で宙の一点をじっと凝ぎよう視ししていた。やがてゆっくりと眉まゆを寄せ、囁ささやくように言う。

「……セントリアの市内じゃなくて、街の外に……たとえば旧私領地に運ばれた可能性は……あるのか……？」

　その言葉の主語が、行ゆく方え不明のゴブリンたちであることは明らかだった。アスナは即そく座ざにかぶりを振った。

「それは無理だよ。ヤゼンさんの事件が起きてから、南セントリアの大門を通る人や馬車は、荷物の中身まで厳しくチェックされてるのよ。いくらゴブリン族が小こ柄がらでも、三人も乗せてるのを見み逃のがすなんて考えられないわ……しかも全員拘こう束そくされてるか、意識不明のどっちかだったはずでしょ」

「うん、南門を通るのは無理だと俺も思う。けど……他の門なら？」

　そう問い返すキリトの顔を、まじまじと見み詰つめる。

「……それはつまり、馬車が不ふ朽きゆうの壁かべを越こえて、東セントリアか西セントリアに移動したってこと……？」

「あるいはもう一度越こえて、北セントリアに」

「うーん……」

　まったく考えもしなかった可能性に、アスナはしばし口ごもった。

　央おう都とセントリアと人界全土を四つに区切る、総延長三千キロメートルにも及およぶ不ふ朽きゆうの壁かべは、多くの仮想世界を見てきたアスナでも畏い敬けいの念を感じずにはいられないほどの巨きよ大だい構造物だ。最高司祭アドミニストレータが神聖術によって一夜にして出現させたらしいが、ステイシア・アカウントに付ふ与よされた無制限地形操作能力をもってしても絶対に同じ真ま似ねはできない。フラクトライトに流ながれ込む膨ぼう大だいなデータ量に耐たえられず、ほんの十キロほどの壁かべを作ったところで昏こん倒とうしてしまうだろう。

　その認にん識しきがあるからか、アスナにとっても不ふ朽きゆうの壁かべは侵おかすべからざる存在で、昨日のキリトのように壁かべの上を歩こうなどと考えたこともなかった。ゆえに、山ゴブリン族を乗せた馬車が壁かべを抜けた可能性を最初から排はい除じよしてしまったのだ。

「……不ふ朽きゆうの壁かべにある四つの門を通行するには、カセドラル発行の手形か、四帝てい国こくの行政府が発行する一日許可証が必要なはずよね……。でも……」

　アスナの呟つぶやきを、キリトが引き取る。

「……誘ゆう拐かい犯はんは、南セントリア行政府の移送命令書を偽ぎ造ぞうできたんだ。銅製の通行手形は難しいだろうけど、羊皮紙の許可証なら……。──もしそうなら、手口がいよいよオブシディアの時と似てきたな……」

　シェータ大使とイスカーン総司令官の愛まな娘むすめリーゼッタを誘ゆう拐かいした《黒ローブの男》は、誰だれもが侵しん入にゆう不可能と思っていたオブシディア城の最上階に潜せん伏ぷくしていたのだという。男が最上階に出入りできた理由は、まだ明らかになっていないらしい。しかしその行動パターンは、確かに今回の山ゴブリン族誘ゆう拐かい事件と酷こく似じしている。

　一いつ瞬しゆんぎゅっと口くち許もとを引き締しめると、キリトは勢いよく立ち上がった。

「ゴブリン族の捜そう索さくを、北、東、西セントリアとその郊こう外がいの元私領地にまで広げよう」

「そうね……」

　アスナも立つと、視線を南の窓に向けた。

　南セントリアの赤い砂岩の街並みが、午後の陽光に照らされている。西の空は、早くも金色に染まりつつある。

「……でも、もうすぐ夕方よ。これから屋外を捜そう索さくするのは難しいんじゃない？　私領地って言っても広いし……」

「ああ……そうだな。私領地の捜そう索さくは明日の朝からにするとしても、市内はすぐに取りかかったほうがいい。俺は五十階に行くから、アスナはここで……」

　その先を、キリトの口に押し当てた指先で封ふうじ込め、アスナは言った。

「もちろんわたしも行くわよ。大だい丈じよう夫ぶ、もう過か去こ覗し術じゆつの疲つかれは完全に抜けたわ」

「…………解わかった」

　頷うなずくと、キリトはローテーブルの木皿からヌガーをもう一つ取り、お返しとばかりにアスナの口に突っ込んだ。

「なら、アスナもしっかり食っといてくれよな」

　解わかってるわよ、と言おうとしたが、アスナの口から出たのは「ふがふもぐ」という音だけだった。




　大階段を五十階まで駆かけ上のぼった二人が大会議室に足を踏ふみ入いれると、円えん卓たくを囲んでいる人々が同時に視線を向けてきた。

　真っ先に声を発したのは、白ローブを着たアユハ・フリアだった。

「アスナさま、まだ休んでいてくださいませんと！」

「もう大だい丈じよう夫ぶよ、アユハさん。休ませて貰もらって、すっかり元気になったわ」

　すかさずそう答え、立ち上がりかけた術師団長を押しとどめる。すると今度は珍めずらしく軽装のファナティオが、キリトに向けて口を開く。

「代表殿どの、残念だけどまだいい知らせは届いていないわ。南セントリア十区から始めた捜そう索さくも三区の屋や敷しき街がいまで来たけど、いまのところ空から振ぶり続きみたいね」

　行動が無む駄だになることを意味する「空から振ぶり」という言葉は野球から来ているはずで、それが存在しないアンダーワールドではどういう由来なんだろうとアスナは思ったが、いまはそんなことを気にしている場合ではない。

「そのことなんだけど、ファナティオさん」

　定位置の椅い子すに腰こし掛かけるのももどかしく、アスナは言った。

「山ゴブリン族たちを乗せた馬車が、不ふ朽きゆうの壁かべの門を通って、南セントリアから出た可能性もあると思うんです」

　途と端たん、広い会議場が静まり返った。

　現在円えん卓たくを囲んでいるのは、アユハ、ファナティオに加えて騎き士しレンリ、騎き士しネルギウス、騎き士しエントキアという面々だ。騎き士しデュソルバートは南セントリア五区に設けられた仮設本部に詰つめていて、情報局長のシャオ・シュカスは自らの部下とともに独自に捜そう索さくを続けているらしい。

　最初に口を開いたのは、上位騎き士しにしては珍めずらしく饒じよう舌ぜつなエントキアだった。

「ううーん、それは難しいんじゃないですかねえ？　《四季の門》を通るには公こう理り教きよう会かいじるしの手形が必要で、あれは最高司祭サマが術式で作ったモンだったはずですよ」

「え……そうなの？　じゃあ、いまあるぶんがなくなったら増産は無理？」

　キリトの問いに、騎き士しは青みがかった短たん髪ぱつの頭を頷うなずかせる。

「だと思いますわ。確か、どんな凄すご腕うでの職人でも真ま似ねできないような細工になってるって聞いたことがあるような……」

「その通りよ。銅の手形に光を当てると公理教会の紋もん章しようが金色に浮き上がるようになってて、どうやって作ってるのかはあたしやベルクーリ閣下も教えて貰もらえなかったわ」

　ファナティオがそう言うのなら、間ま違ちがいなく偽ぎ造ぞうは不可能なのだろう。キリトは頷うなずくと、卓たく上じようで両手の指を組み合わせた。

「在庫切れの件はまた後で考えるとして、手形が偽ぎ造ぞうできないのは大いに結構なんだけど……問題は、手形を持ってなくても門を通る方法があるってことなんだ」

「一日許可証……ですね」

　アユハの指し摘てきに、キリトとアスナは同時に頷うなずく。騎き士したちも揃そろってあっという顔をしてから、いままで黙だまっていたネルギウスが口を開いた。

「……つまり賊ぞくは、行政府の移送命令書だけでなく、門の通行許可証も偽ぎ造ぞうしたというわけですか。いったいどれほどの禁きん忌き目もく録ろく違い反はんを重ねる気なのかっ……」

「そうかっかしなさんな、ネギ坊ぼう。賊ぞくはすでに自分の手で人を殺しているんだから、禁忌目録をまったく気にしていないことは明らかだわ」

　すかさずネルギウスが息を吸ったのは、ファナティオの呼び方に抗こう議ぎするつもりだったのだろうが、諦あきらめたのかふうっとため息をつくにとどめた。代わりにレンリが、律りち儀ぎに手を上げてから発言する。

「しかしキリトさん、誘ゆう拐かい犯はんが四季の門を通ったとすれば……南セントリア以外の大門では馬車の荷物までは調べていないはずですから、すでに央おう都とを出ている可能性もあるのでは……？」

「そうなんだ」

　少年騎き士しに頷うなずきかけると、キリトは言葉を続けた。

「ゴブリン族の捜そう索さくは、東西と北セントリアの市内に加えて、その外の旧私領地にまで範はん囲いを広げる必要があると思う。ただ、もうすぐ暗くなるからな……」

「私領地の捜そう索さくは、夜明けとともに開始できるよう準備させましょう。市内はすぐに取りかかるわ、指揮は私が」

　そう言って立ち上がったファナティオに、キリトがぺこりと頭を下げる。

「済まない、ファナティオさん。よろしく頼たのむ」

「お安いご用よ。その代わり、坊ぼうやはちゃんとここで大人しくしているのよ」

　腰こしの落ち着かない代表剣士にしっかり釘くぎを刺すと、ファナティオは少し離はなれたところに置いてある白木の揺ゆりかごに歩み寄った。すやすや眠ねむっているベルチェの頭を優やさしく撫なで、そばに控ひかえている召めし使つかいに一言、二言話しかけてから足早に会議場を出ていく。

　いつもなら会議中はティーゼかロニエがベルチェ坊ぼうやの面めん倒どうを見ているのだが、そう言えば二人はカセドラルにいないんだった……とアスナが考えた、その時。

　ファナティオが姿を消すのを待っていたかのように、キリトが発言した。

「えーと……捜そう索さくに加わる気はないけど、ちょっとだけ外に出てきていいかな」

　許可を求める口ぶりではあるが、代表剣士に否と言える立場のファナティオとデュソルバートはこの場にいない。三人の騎き士しと一人の術師はちらりと視線を交わしてから、代表してネルギウスが問いただす。

「どちらに行かれるおつもりで？」

「それが実は、見習い騎き士しのロニエとティーゼが、北帝てい国こくの皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようにある湖に出かけてるんだよ。飛ひ竜りゆうに魚を獲とらせるとかで……」

「なるほど、偏へん食しよくの矯きよう正せいですか」

　ネルギウスが頷うなずくと、すかさずエントキアが口を挟はさむ。

「そう言えばネギオの汐シオ撫ナデも、ちんまい頃ころに瓜うりと名の付くものは一いつ切さい食わなくなっちまって、直すのに苦労したよなあ。南帝てい国こくの密林の奥おくに、世界一甘あまいっていう幻まぼろしの瓜うりを探しに行ってさ……」

「別に同行を頼たのんだわけではなかったはずだぞ」

　素っ気なく応じると、ネルギウスはキリトを見た。

「北の直ちよつ轄かつ領りようにある湖と言えばノルキア湖ですな。確か、周囲は広い草原だったはず……あんな場所に潜せん伏ぷくする賊ぞくはいないと思いますが？」

「まあ、そうなんだけどさ。あの二人の性格からして、仮に怪あやしい馬車が通りがかるのを見たら、自分たちだけで調べようとすると思うんだよな……」

　キリトの言葉に、アスナも思わず頷うなずいてしまった。ロニエもティーゼも素す直なおないい子だが、学校でキリトの指導を受けていたというだけあって、少しばかり無む鉄てつ砲ぽうなところがなくもない。ましてやいまの二人は、見習いから正せい騎き士しになるべく日々たゆまず努力しているので、その頑がん張ばりが危険を呼んでしまうことも充じゆう分ぶんに考えられる。

「ノルキア湖まではほんの十キロルだから、ささっと迎むかえに行ってくるよ。一時間……いや、四十五分で戻もどる」

　そう言うと、キリトはそそくさと立ち上がった。南の大階段ではなく北の昇しよう降こう洞どうに向かったのは、カセドラルの高層階から飛行術で湖まで行くつもりだからだろう。咄とつ嗟さにアスナも席を立つと、

「わたしも行く！」

　と声を掛かけた。振り向いたキリトが、ちらりとアユハ術師団長のほうを見る。

　白ローブの女性は、表情にあからさまな懸け念ねんを漂ただよわせながらも、諦あきらめたように軽く頷うなずいた。それでも「お早いお戻もどりを」とひと言付け加えるのは忘れないアユハにぺこりと一礼し、アスナは小走りにキリトの隣となりに並んだ。

「あの、市内で急な動きがあったら私が知らせに参りますので！」

　と叫さけんだのは騎き士しレンリだ。キリトが「よろしく頼たのむ！」と答え、昇しよう降こう洞どうの扉とびらを開く。二人同時に中に飛とび込み、素す早ばやく扉とびらを閉めてふうっとひと息。

「……脱だつ出しゆつ成功、みたいな顔してる」

　横目で隣となりを見ながらそう囁ささやくと、キリトがふるふると小刻みに顔を動かした。

「そんなんじゃないって。俺はただ純じゆん粋すいに、ロニエたちが心配でだな……」

「ふふ、解わかってるよ。わたしが昇しよう降こう盤ばんを動かすね」

　床ゆかに鎮ちん座ざしている銀色の円えん盤ばんに飛び乗り、真ん中に生えた硝子ガラスの筒つつを両手で包む。

　以前は昇しよう降こう係がかりのエアリーが神聖術で操作していたこのエレベータも、現在は自動化されている。エレベータシャフトの床ゆか下したに埋うめ込まれた大型封ふう密みつ缶かんに大量の風ふう素そが充じゆう塡てんされていて、壁かべの階数ボタンを押すと、その高さまで円えん盤ばんを上じよう昇しようさせるのに必要な数の風素が缶かんから放出され、自動的にバーストして圧力を生み出す仕組みだ。しかし、万が一の時は利用者が自力で操作できるように、風素生成用の硝子ガラス筒づつも残されている。つまり、かなり穏おだやかな速度に設定されている自動装置の代わりに、手動で円えん盤ばんを飛ばすこともできるわけだ。

　隣となりに立ったキリトが、「あの、安全運転で……」と言いかけるのを最後まで聞かずに、アスナは筒つつの内部に風素を十個生成した。この円えん盤ばんの動かし方をレクチャーしてくれた元昇しよう降こう係がかりのエアリーは、「上じよう昇しようを始める時に三個解放して、あとは速度が落ちそうになるたびに一つずつ」と言っていたが、それは乗客を運ぶ時の穏おだやかモードで、その気になればもっとスピードが出せるとこっそり教えてくれたのだ。

「バースト！」

　のコマンドで、まず六個の風ふう素そを解放。硝子ガラス筒づつの中で緑色の閃せん光こうが弾はじけ、下部から大量の空気が噴ふき出して、二人が乗った円えん盤ばんを猛もう烈れつな勢いで押し上げる。

「うわわっ……」

　と叫さけんだキリトが、アスナの両りよう肩かたに摑つかまった。機き竜りゆうや心シン意イ力りよくで空を飛ぶ時は平気な顔をしているのに、なぜかこの昇しよう降こう洞どうだけは苦手な様子なのだ。アスナがアンダーワールドを訪おとずれる前に、カセドラルの高層階から落下しかけたことが原因らしいのだが、詳くわしいことはなかなか語ろうとしない。

　実はアスナは、異界戦争の最中に、整せい合ごう騎き士しアリスの口から当時の出来事について聞かされている。まだ飛行術など使えない頃ころに、剣一本を支えに八十階あたりの外がい壁へきにぶら下がったのは相当な恐きよう怖ふ体験だっただろうと思うが、精神年ねん齢れいで追おい越こされてしまったキリトが昇しよう降こう洞どうの中でだけは子供のような一面を見せてくれるので、ついスピードを出してしまうのだ。

　六個の風素を使った急きゆう上じよう昇しようが減速し始めたタイミングで、残りの四個を同時に解放。円えん盤ばんは再び急加速し、キリトが「ひええっ」とアスナの背中に貼はり付つく。さすがにこれ以上いじめたら可哀かわい想そうだな、というところでちょうど九十階に到とう着ちやくしたので、床ゆかのペダルを踏ふんで円えん盤ばんを壁へき面めんにロックする。

　この昇しよう降こう洞どうは、かつては五十階と八十階を結んでいるだけだったのだが、自動化に併あわせて一階から五十階までのシャフトが新設され、従来のシャフトも九十階まで延長された。理由はもちろんこの階にある大浴場が全職員に解放されたからだが、このフロアの外がい壁へきに大きな開口部はないので、階段で九十五階《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》まで駆かけ上のぼる。

　昨日、ロニエ、ティーゼに料理人のハナも加えて昼食を食べた場所だが、夕方が近づくと空中庭園はまた違ちがった顔を見せる。傾かたむいた日差しが外周から直接入はいり込み、あたかも浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドの夕景のような──もちろん規模は遥はるかに小さいが──雰ふん囲い気きを醸かもし出すのだ。

　アスナはこの場所で夕ゆう陽ひが沈しずむのを見るのが大好きなのだが、いまはそんな場合ではない。北の開口部に駆かけ寄よったキリトが伸ばす右みぎ腕うでに、すぽんと体を委ゆだねる。

「ええと……急ぎなのは解わかるけど、安全運転でね？」

　というアスナの言葉に無言の笑みだけを返すと、キリトは黒くろ革かわの上着の裾すそを飛ひ竜りゆうの翼つばさに似た形に変形させた。アスナをしっかりと抱だき寄せるや、翼つばさを大きく広げる。

　スピードは出るが大きな音がする風素飛行術ではなく、静かな心意飛行術で飛ぶつもりらしい……と少し安心したのも束つかの間ま、キリトは無造作に床ゆかを蹴けった。黒い翼つばさが力強く羽ばたき、ふわりと空中に浮き上がり──。

　次の瞬しゆん間かん、風ふう素そ六個を使った昇しよう降こう盤ばんの加速の数倍にもなんなんとする凄すさまじい勢いで、二人は空へと飛び出した。空気の壁かべが顔を叩たたき、北セントリア帝てい城じようの一番高い塔とうがみるみる近づいてくる。カセドラルよりは遥はるかに低いと知っているのに、飛とび越こえる時に思わず目をつぶってしまう。

　心シン意イだけでここまでのスピードが出せるなら、風素飛行術をフルパワーで使ったらどんなことになってしまうのか……と考えてから、かつてそれを一度だけ体験していることをアスナは思い出した。

　一年三ヶ月前の、異界戦争の終わり間ま際ぎわ。

　長い昏こん睡すい状態から目覚めたキリトは、アリスを拉ら致ちした皇こう帝ていベクタを追うべく、最大速度の風素飛行術を使った。当時アスナはアンダーワールドの地理などまったく知らなかったので、どれほどの距きよ離りを飛んだのか知ったのは戦争が終わってからだったが、あの時キリトはアスナを片かた腕うでに抱だいたまま、実に千キロメートルもの距きよ離りを約五分で移動した。時速に換かん算さんすれば毎時一万二千キロ、音速が確か時速約千二百キロメートルだから、その十倍というとんでもないスピードだ。

　現在のキリトの心意力も鋼鉄の機き竜りゆうを浮かせるほどだが、あれは神の奇き跡せきにも等しい力だった。飛行術だけでなく、瀕ひん死しの重傷を負ったアリスの飛ひ竜りゆうとその兄竜りゆうを助けるために卵へと戻もどしたり、スーパーアカウントたる皇こう帝ていベクタとの戦いでは、全アンダーワールドの空が夜に変わるほどの武装完全支配術を使ったりもしたのだ。
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　問題は、あの時のキリトが特別だったのか──それともいまのキリトはただ力を抑おさえているだけなのかということだ。もし後者なら、ロニエとティーゼの身に危険が迫せまっているかもしれない状じよう況きようで、キリトが心シン意イ力りよくを抑よく制せいする理由はない、気がする。

　そんなことを考えたアスナが、無意識のうちにキリトの体にしっかりとしがみついた、次の瞬しゆん間かん。

　あたかもそれを待っていたかのように、視界がひときわ鮮あざやかな緑色に輝かがやき、後方で数え切れないほどのバースト音が立て続けに炸さく裂れつした。巨きよ人じんのハンマーで思いきり叩たたかれたかのような暴力的加速に、アスナはたまらず悲鳴を上げた。
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　人じん界かい暦れき紀元前、すなわち現在より三百八十年以上も過去の人界には、《神しん獣じゆう》と呼ばれるムービング・オブジェクトたちが存在していた。

　東帝てい国こくの深山幽ゆう谷こくに住まう白銀の大だい蛇じや。南帝てい国こくの火山をねぐらとする不死鳥。北帝てい国こくの山脈を守護する氷の巨きよ竜りゆう。西帝てい国こくの草原を疾しつ駆くする有ゆう翼よくの獅し子し、等々。

　総数四十以上を数えた彼らはフラクトライトこそ持たないが、専用の言語化エンジンを備え、人界人たちと意思疎そ通つうできる高度なＡＩプログラムだった。人々は神しん獣じゆうを土地神として畏おそれ敬い、多くの伝説を書き残した。

　しかし、人じん界かい暦れき三〇年に公こう理り教きよう会かいを設立し、最高司祭アドミニストレータを名乗って人界を支配した少女にとって、教会の正史に登場する神々以外の《神》は邪じや魔まな存在だった。彼女は神しん獣じゆうたちを片かた端はしから武具──神器へと変え、あるいは配下の整せい合ごう騎き士しに退治させた。そうして人じん界かい暦れき一〇〇年頃ごろには全ての神しん獣じゆうが地上から駆く逐ちくされ、彼らと人々の交流を記した書物も残らず焼やき払はらわれた。

　現在の人界に生息している鳥ちよう獣じゆうは全て、人の言葉を操あやつることはない。しかしその中でたった一種、ごく限定的ながらＡＩ化されている獣けものが存在する。それこそが、整合騎士のパートナーたる飛ひ竜りゆうである。

　飛ひ竜りゆうたちは、人の言葉は話せなくても、主あるじに与あたえられる命令はかなり複雑なものまで理解することができる。そしてまた、絆きずなを結んだ主あるじに尽つくそうとする《心》を備えてもいる。

　ゆえに、整せい合ごう騎き士し見習いロニエ・アラベルに育てられた幼よう竜りゆう・月ツキ駆ガケは、「通路から地上に出て、セントリアの北門までなんとか辿たどり着ついて」という主あるじの命令を遂すい行こうするべく、懸けん命めいに走った。




　小さな翼つばさを羽ばたかせながら六十段の階段を上り切り、鉄てつ格ごう子しの隙すき間まに体を押し込むようにして外に出ると、月駆は周囲を見回した。

　後ろは出てきたばかりの鉄てつ格ごう子し、右と左はトゲのある生いけ垣がきに遮さえぎられていて、進めるのは前に延びる小道だけだ。しかし月駆は、道を進むことが気に入らなかった。なぜなら道の先には嫌いやな気配のする屋や敷しきがあるからだ。あそこに近づくと、地下で兄竜りゆうの霜シモ咲サキを捕とらえた黒い人間たちに見つかってしまうかもしれない。あんな奴やつらは怖こわくないが、万が一にも捕つかまってしまえば主人を助けられなくなる。

　体を右に向け、生いけ垣がきの天てつ辺ぺんを見上げる。主人の背せ丈たけよりも高そうな生いけ垣がきを跳とび越こえるべく、思いきり翼つばさを羽ばたかせながら跳ちよう躍やくするが、天てつ辺ぺんにはまったく届かない。それでも数秒間頑がん張ばったものの、やがて翼つばさが疲つかれてしまい、お尻しりから石いし畳だたみに落下する。手て鞠まりのように二、三度弾はずんでから、よいしょと体を起こす。

　こうなったら、生いけ垣がきを強ごう引いんに突とつ破ぱするしかない。

「くるる……」

　そっと鳴いて覚かく悟ごを決めると、翼つばさをしっかりと畳たたみ、生いけ垣がきの根本に鼻はな面づらを突っ込む。

　たいていの灌かん木ぼくは根っこ近くに空間があるものだが、この植物は地面のすぐ近くまで枝が張りだしていて、しかも枝には長さ三センもある鋭するどいトゲが無数に生えている。限界まで体を低くして地面を這はいずり、わずかな隙すき間まを通とおり抜けようとしたが、一本のトゲに首の付け根を引っ搔かかれて鋭するどい痛みが走る。

　後ろに戻もどりたくなったが、月駆は小さな牙きばを食い縛しばり、前進を続けた。硬かたいトゲが背中の柔やわらかい羽う毛もうに次々と潜もぐり込み、まだ鱗うろこのない皮ひ膚ふを切きり裂さく。痛みのあまり口から勝手に「きゅうう……」という声が漏もれるが、それでも先へ先へと進む。

　厚さ五十センにも満たない生いけ垣がきを抜けるのに、一分以上かかった。ようやくトゲから解放されると、月駆は湿しめった落ち葉に体を投げ出し、細い呼吸を繰くり返かえした。

　少しばかり痛みが引くと、長い首を思いきり曲げて自分の背中を見る。自じ慢まんの黄色い羽う毛もうはぼろぼろに逆立ち、滲にじみ出た血で赤く染まっている。

　月駆は天命数値という概がい念ねんを持たないが、それでも血が流れ続ければ生き物は死んでしまう、ということは理解している。乱れた羽う毛もうを鼻先でかき分け、傷を一つずつ舐なめていく。飛ひ竜りゆうの唾だ液えきには弱い治ち癒ゆ効果があり、何度か舐なめると出血は止まったが、背中の下側にある傷までは舌が届かない。

　それでもようやく痛みが我が慢まんできる範はん囲いにまで薄うすれたので、最後に体を震ふるわせて泥どろや落ち葉を振り落とし、月ツキ駆ガケは後ろ足だけで立ち上がった。

　前方には深い森が広がっている。黄色くなりかけた陽光は針葉樹の枝葉に遮さえぎられ、地面にはほとんど届かないが、それでも方角くらいは解わかる。

　主あるじのロニエが「セントリア」と呼ぶ人間たちの大きな街は南にある。この森は初めて来る場所だし、街からは馬車に乗ってきたので距きよ離りはよく解わからないが、できるだけ早く辿たどり着つかねばならない。

　幸い、何時間か前に湖の魚をたっぷり食べたのでお腹なかはまだ空すいていない。ここ何ヶ月か、厩きゆう舎しやで与あたえられる死んだ魚の匂においが気に入らずにあまり食べられなかったが、水の中を泳ぎ回る魚を自分で捕つかまえるのは楽しかったし、新しん鮮せんだからかとてもおいしかった。味を思い出しているうちにお腹なかが空すいてきてしまう気がしたので魚のことは忘れて、森の底を四つ足で走り始める。

　月駆が住んでいる「カセドラル」の庭や湖の周りの草原と違ちがって、じめじめした森の地面は滑すべりやすいし、落ち葉の下に石や根っこが隠かくれていて走りにくい。邪じや魔ま物ものに足を引っかけるたびにゴロゴロと転がってしまうが、ひたすら南へと進み続ける。

　ひときわ太い木を回り込んだ時、月駆の鋭えい敏びんな鼻が、何かが腐くさったような臭においを捉とらえた。

　曲がりくねった木々に囲まれた地面の一部が、ごっそりと掘ほり返かえされている。黒々とした土は、カセドラル前庭の花か壇だんのふかふかした土とは違ちがって、冷たく湿しめっていて粘ねばりけがある。腐ふ臭しゆうは大きな穴の中から漂ただよってくるようだが、近づいて覗のぞき込んでも底には何もないようだ。

「くる……」

　小さく鳴いて、月駆は穴の縁ふちから遠ざかった。もし落ちたら脱だつ出しゆつできるかどうか解わからないし、いまは道草を食っている時間もない。

　嫌いやな臭においのする穴を大きく迂う回かいし、更さらに数分間走ると行く手が少しずつ明るくなってきた。森の出口が近いのだ。懸けん命めいに地面を蹴けり、翼つばさも羽ばたかせながら最後の十メルを駆かけ抜けて、月駆は二本の古木の間から飛び出した。

　森を囲む草原は、かなり傾かたむいた日差しに照らされて山やま吹ぶき色いろに染まっていた。冷たいが新しん鮮せんな空気を貪むさぼるように吸いながらしばらく走り、丘おかとも言えない盛り上がりの上で止まる。

　周りを見回すと、右側には草原の彼方かなたを横切る真っ白い壁かべ、左側にはきらきら光る湖の水面、そして正面に小さく人間たちの街が見えた。思ったより遠いが、がんばって走ればいつかは辿たどり着つけるはずだ。いや、いつかなどとは言っていられない。こうしているいまも、地下牢ろうに捕とらわれた主人とその親友、そして屋や敷しきに連れて行かれた霜シモ咲サキは怖こわい思いをしているに違ちがいないのだ。

「きゅるるっ！」

　万が一にも黒い人間たちに聞かれないよう、控ひかえめな声で鳴くと、月ツキ駆ガケは再び走り始めた。

　森の中よりはいくらかましだが、草原もこのあたりの草は背が高く、小さな体を押し返そうとする。首を突き出し、前まえ脚あしで草をかき分けるようにして走る、走る。

　五分ほど経たった時、今度は明確な空腹を感じた。子供といえども飛ひ竜りゆうは飛ひ竜りゆうなので、天命を維い持じするのに必要な食事の量は、同じサイズの犬や狐きつねなどよりずっと多いのだ。

　左にほんの百メルほど離はなれた場所では、大きな湖が金色に輝かがやいている。水中にはおいしい魚がたくさん泳いでいるだろう。そう考えただけで進路が少し左にずれかけたが、月駆はふるふると頭を振って方向を戻もどした。お腹なかが空すいたくらいで死にはしないが、主人たちは命の危機に瀕ひんしている。

　馬車の窓から見た記き憶おくが確かなら、湖を囲む草原の南側には、荒れてはいるが大きな畑が広がっていたはずだ。あそこでなら、しなびたイモが一つくらいは見つかるだろう。その期待だけを心の支えに、もう五分走った、その時。

　いきなり前まえ脚あしがずぼっと地面に沈しずみ込み、月駆はもんどり打って転がった。体を丸め、何回転かしてからようやく止まったが、地面に接している背中に冷たい水が浸しみていく。血が止まったばかりの生傷が鋭するどく痛み、喉のどの奥おくから細い鳴き声が漏もれる。

　しかし、いつまでも寝ね転ころがってはいられない。このあたりは、湖から流れ出した水が地面を広く覆おおっている湿しつ地ち帯たいなのだ。カセドラル生まれの月駆は湿しつ地ちというものに入ったことはないが、冷たい水に長く浸つかっていると天命の減りが速まるという本能的な知識はある。体を起こし、体と首を思いきり伸ばすと、改めて周囲を確かく認にんする。

　前方と左側は広大な湿しつ地ちに塞ふさがれていて、乾かわいた地面は右側にしかない。しかし、どこまで行けば湿しつ地ちを迂う回かいできるのかはまったく不明。もしも、ずっと彼方かなたに見える白い壁かべまで湿しつ地ちが続いていたら、たくさんの時間を無む駄だにしてしまう。

「くるる……」

　困り果てた月駆は、思わず情けない声を漏もらした。

　すると、まるでその声を聞き付けたかのように、少し離はなれた草むらから小さな生き物が顔を出し、「キュキュッ！」と甲かん高だかく鳴いた。

　茶色くて短い毛皮と、体と同じくらい長い耳、そして小さな真ん丸い目を持つ生き物は、月駆を見上げると、いったいこれは何だろうと言うかのように首を右に回した。

　まったく同じことを、月駆も考えた。少し尖とがった鼻先から短い尻尾しつぽまで三十センほどもあるその生き物は、央おう都との人間たちに《ミミナガヌレネズミ》という名を与あたえられているのだが、もちろん月駆はそんなことは知らない。

　茶色いネズミの、首と胴どうの境目のない楕だ円えん形の体を見ているうちに、ついつい捕つかまえて食べたらおいしいだろうか、と考えてしまう。するとネズミは月駆の食欲を感じ取ったかのように草むらに引っ込もうとしたので、急いでもうひと声呼びかける。

「くるっ！」

　待って、という月ツキ駆ガケの意思が通じた──のかどうかは不明ながら、ネズミは長いヒゲの生えた鼻先だけを残して止まった。二秒後、再び恐おそる恐おそるという感じで顔を突き出す。

　もう一度怖こわがらせたら、一目散に逃げ去ってしまうだろう。月駆はなるべく体を低くしながら、きみを食べるつもりはないよ、という意思を込めて低く鳴いた。

「るるるる……」

　するとネズミは、今度は首を左に回してから、ゆっくりと草の中から体を出した。

　よく見ると、細長い手足の先せん端たんは水かきになっている。きっと、昔からこの土地で暮らしている生き物なのだ。ならば、湿しつ地ちを抜ける道を知っているかもしれない。

「きゅる、きゅるるるん」

　──南に行きたいんだ。道を知っていたら教えて。

　という意思を言語化することまではできないながらも、必死の気持ちを込めた月駆の鳴き声に、ネズミは長い耳をぴくぴく動かしてから「キュウ」と短く答えた。

　その声に、でもぼくはお腹なかが空すいてるんだ、という響ひびきを感じた月駆は咄とつ嗟さに言った。

　──もし道を教えてくれたら、おいしいお魚を好きなだけあげるよ。

　──魚なんかいらない。ぼくは木の実が好きなんだ。

　──でも、ここには木なんて一本もないじゃない。

　と月駆が言いかけたその時、二匹ひきの間にある水面に、小さな黒っぽいものがゆらゆらと流れてきた。ネズミは「キッ！」と鳴くや水に飛とび込み、両手でそれを摑つかみ上げた。

　じっと見ると、それは確かに木の実のようだった。恐おそらく、湖の岸辺に生えている木から湖面に落ちた木の実が、長い時間をかけて湿しつ地ち帯たいまで流れ着くのだろう。ネズミは両手で大事に抱かかえたそれをさっそく口に運んだが、長い前歯で囓かじっても、木の実らしいコリコリした音ではなくモソモソと湿し気けた音しかしない。水に浸つかっているあいだに、天命が尽つきかけてしまっているのだ。

「くるるる、きゅるっ！」

　──道案内してくれたら、新しい木の実をたくさんあげる。湿し気けてない、歯応えのいいやつばっかりだよ。

「キュウ……」

　──本当に？　そんなの、一年に一粒つぶ見つかればいいほうなのに。

　──約束する。毎日、好きなだけ食べられるよ。

　──じゃあ、いいよ。ついてきて。

　というやり取りが実際に行われたのかどうかは月駆にも解わからない。しかし黒い木の実を食べ終えたネズミは、近くの乾かわいた地面に移動すると、こんもりと盛り上がった草の中にずぼっと体ごと飛とび込んだ。

　月ツキ駆ガケも慌あわてて水を飛とび越こえ、ネズミが消えた場所に首を突き入れた。すると密に茂しげった草の中に、直径三十センほどのトンネルが延びているではないか。枯かれ草くさがしっかりと編あみ込まれた壁かべは、明らかに自然にできたものではない。

　トンネルの先ではネズミが立ち止まり、早く来いとばかりに短い尻尾しつぽを振っている。彼より体の大きい月駆には幅はばも高さも少し窮きゆう屈くつだが、地下牢ろうにあった鉄てつ格ごう子しの隙すき間まほどではないし、床ゆかに乾かわいた草が敷しき詰つめられているのもありがたい。

「くるるっ！」

　自分を鼓こ舞ぶするためにひと声鳴くと、月駆は狭せまくて暗いトンネルの中を走り始めた。ネズミも前を向き、短い手足をちょこまかと動かしながら滑すべるように進んでいく。

　ほんの三メルほど先で、トンネルは左右に分ぶん岐きしていた。ネズミは速度を落とすことなく左の通路に飛とび込むので、月駆も後を追う。すぐに次の二ふた叉またが現れ、今度は右に進む。

　続いて出現したのは、トンネルと同じように枯かれ草くさで編まれた、差さし渡わたし一メルほどの丸い小部屋だった。壁かべ際ぎわでは大人のネズミ一匹ぴきと子ネズミ三匹びきが草の種と思おぼしきものを食べていて、駆かけ込んできた月駆を見ると大人が「キキーッ！」と警けい戒かいするような声を上げたが、案内役のネズミが何ごとか答えると静かになった。不思議そうな視線を向けてくる子ネズミたちの横を、頭を低くしながら通とおり抜けて、新しい通路に入る。

　水かきのあるネズミたちは、どうやらこの湿しつ地ち全体に網あみ目め状じようのトンネルを張はり巡めぐらせているらしい。道案内がいなければすぐに迷ってしまうだろう。走っているとちゃぷちゃぷ音がするので、床ゆかの下側は水に接しているようだ。湿しつ地ちに点在する無数の小島を、浮ふ力りよくのある枯かれ草くさのトンネルで繫つなげているに違ちがいない。

　二ふた叉またや四つ辻つじ、小部屋を幾いくつ通り過ぎたのか解わからなくなってきた頃ころ、ようやく行く手に小さな光が見えた。一見行き止まりのようだが、壁かべ部分の草が疎まばらになっていて、その隙すき間まから夕ゆう陽ひが差さし込んでいるのだ。

　突き当たりで足を止めたネズミは、草の隙すき間まに尖とがった鼻だけを差さし込むと慎しん重ちように外の匂においを嗅かぎ、次いで頭を全部突っ込んだ。納なつ得とくしたのか、草をかき分けて外に出ていく。

　月駆も少し苦労しながらトンネルを出ると、そこはもう湿しつ地ち帯たいの南側だった。前方には乾かわいた草地が広がっていて、その奥おくには人間が作ったものらしい板いた塀べいが見える。あの奥おくが、馬車から見えた畑に違ちがいない。

「きゅるる、くるっ！」

　──ありがとう、ネズミさん。ここからは一人で行けるよ。

　月駆がそう声を掛かけると、茶色いネズミは首をぐるりと右に回した。

「キュイイッ」

　──木の実はいつくれるの？

　──いまは持っていないの。でも、近いうちにたくさん木の実を持って、また会いにくるよ。約束する。

　月ツキ駆ガケは懸けん命めいにそう語りかけたが、ネズミは長い耳を立てたり寝かせたりしながら言い張った。

　──いやだよ、すぐに食べたいんだ！　コリコリする木の実をいっぱい食べたい！

　──……じゃあ、一いつ緒しよに来て。街に行けば、木の実がもらえるから。

　月駆の言葉に、ネズミは不思議そうに瞬まばたきした。

　──街？　街って、何？

　──街は……人間がたくさんいるところだよ。

　──人間？　人間は、ぼくたちを見ると、棒を持って追いかけてくるよ。

　──私と一いつ緒しよにいれば大だい丈じよう夫ぶだよ。時間がないんだ、さあ行こう！

　そう言って、月駆は移動を再開しようとした。だがネズミに尻尾しつぽの先を摑つかまれてしまう。

「くるるっ」

　──どうしたの？

「キキィッ！」

　──あっちに行っちゃだめだよ。あの壁かべの向こうには、怖こわいのがいるって父さんが言ってたんだ。

　──怖こわいの？　人間のこと？

　──わかんない……。でも、壁かべの向こうに行った仲間は、誰だれも帰ってこないんだ。

　月駆は首を傾かしげた。馬車の窓から見えた板いた塀べいの南側には、荒あれ果はてた畑が広がっているだけで、人間は一人もいなかったように記き憶おくしている。主人たちは、シリョウチミンはみんなカイホウされた、と言っていた。意味はよく解わからなかったが、ネズミの言う《怖こわいの》が人間のことなら、いまは危険はないはずだ。

　それに、月駆の空腹もそろそろ限界に近づいている。畑で何か食べられるものを見つけないと、そのうち走れなくなってしまいそうだ。

「くるるぅ……」

　──大だい丈じよう夫ぶ、いまはもう怖こわいのはいないから。あそこを通らないと、街には行けないの。

　そう語りかけても、ネズミはしばらく疑わしそうな顔をしていたが、警けい戒かい心しんより食欲が勝ったようだった。

「キキッ」

　──わかったよ、一いつ緒しよに行くよ。

　──よかった。じゃあ、急ごう。

　そう言うや、月駆は乾かわいた地面を蹴けった。意外に走るのが速いネズミもすぐ後ろをついてくる。

　草原を一気に駆かけ抜け、板いた塀べいに近づくと、素す早ばやく左右を見み渡わたす。少し左に行ったところに入り口があったので、そちらを目指す。

　簡素な作りの門には、幸い扉とびらも格こう子しも存在しなかった。横木に打ち付けられた看板には、風雨で消えかけた人界語で《直ちよつ轄かつ領りよう付属農園》と書いてあるが、月ツキ駆ガケにも、もちろんネズミにも読めない。

　門をくぐると、土の匂においと枯かれた植物の匂においが鼻を突いた。いい香かおりではないが、森の奥おくにあった黒い穴の匂においよりはずっとましだ。

　広々とした農地には、名前の解わからない野菜類が整然と列を作っているが、世話をする人間がいないせいか、そのほとんどが天命を失ってしまっているらしい。黄色くしなびた葉が地面に貼はり付つき、すでに根っこから消しよう滅めつして神聖力に還かえってしまった株も多い。

　この様子では、月駆に食べられる野菜や果物は見つかりそうにない。がっかりしながらも、農地の真ん中を貫つらぬく道を小走りに進む。少なくとも、道は湿しつ地ちや草原より走りやすい。この畑を抜ければセントリアの街はもうすぐそこだ。実際、地平線の上には無数の建物の影かげが小さく浮かび、その向こうには懐なつかしいカセドラルの塔とうが白々とそびえているのが見える。

「くるるっ」

　──ほら、あれが街だよ。

　後ろを走るネズミに少し誇ほこらしい気持ちで話しかけたが、残念ながらあまり感かん銘めいを受けてはいないようだ。

「キキィ」

　──へんなの。あんなところに木の実があるの？

　──もちろん、たくさんあるよ。私やきみが、一生食べ続けてもなくならないくらいあるんだ。

　──ほんとうに？　だったら、父さんと母さんと妹に少し持って帰ってもいい？

　──いいよ、きみの家族のぶんももらえるように頼たのんであげる。

　走りながら、そんな会話を続けていたせいか。

　月駆は、いつの間にか空気に腐くさった野菜以外の匂においが混ざっていることに気付くのが遅おくれてしまった。

　先に気付いたネズミが、「キイッ！」と警けい戒かい音おんを出したのとほとんど同時に。

　前方右側の畝うねのあいだから、細長い──しかし月駆よりも少し大きな影かげが飛び出してきて、行く手を塞ふさいだ。

　またしても、初めて見る獣けものだった。胴どう体たいと尻尾しつぽはすらりと伸び、四し肢しは短いが逞たくましい。長く突き出した鼻先と目の周りだけが白く、あとは濃こい灰色。

　無言で通せんぼをする獣けものに、月駆は注意深く呼びかけた。

「きゅるるる……」

　──そこを通して。私たちは、街まで行きたいだけだよ。

　しかし灰色の獣けものは、薄うす赤あかく光る両目でじっと月ツキ駆ガケたちを見み据すえたまま何も答えようとしない。

　どうしようかと考えていると、左右の畑でがさがさという音が響ひびいた。枯かれた作物の陰かげから姿を現あらわしたのは、同じ種類の獣けものたちだった。その数、四匹ひき。うち二匹ひきがほとんど音を立てずに後ろへ回まわり込み、最初に現れた獣けものと合わせて五匹ひきで月駆たちを取り囲む。

　灰色の獣けものたちは、かつてこの農地で働いていた私領地民から《トガリハナグマ》と呼ばれ、嫌きらわれていた。雑食性かつ夜行性で、夜のあいだに畑の作物を食い荒らしてしまうからだ。困った私領地民たちは、監かん督とく官かんの許可を得て、夜間は畑に大型の犬を放つことにした。犬たちはハナグマに勇ゆう敢かんに立ち向かい、作物の被ひ害がいを減らしたが、それでも二、三年に一度はハナグマが集団で犬を襲おそい、殺してしまうこともあった。

　しかし私領地民たちは一年前に農のう奴どの立場から解放され、犬を連れてセントリアや郊こう外がいの町へと移り住んだ。耕す者のいなくなった畑は荒れ果て、半年くらいは自力で実をつけていた植物もほぼ全てが枯かれてしまった。食べ物を失ったトガリハナグマたちも大部分が餓うえて死んだ──アンダーワールドの野生生物には行動範はん囲いが設定されていて、それを越こえて自ら移動することはない──が、もともと天命値が高かった個体は、畑に入はいり込む小動物や、以前は見向きもしなかった虫、そして仲間の死体を食べてどうにか生き延びた。とはいえ餌えさは充じゆう分ぶんではなく、彼らは常に腹を減らし、凶きよう暴ぼう化かしていた。

　周囲を囲むハナグマたちが、低い声で「ぐるるる……」と唸うなり始めた時点でようやく、月駆は危険を察した。

　ミミナガヌレネズミは震ふるえ上がってしまって声も出せないようだ。小さな同行者を守るべく、長い尻尾しつぽで囲いながら、月駆も唸うなり声ごえを上げた。

「ぎゅるるるっ！」

　──けんかするつもりなら、やめておいたほうがいいよ。

　という意思を伝えたつもりだが、ハナグマたちはいっそう激しく唸うなるだけだ。そして、ネズミと違ちがって彼らの声には意思のようなものが感じられない。

　月駆には知るよしもないことだが、太古の神しん獣じゆうたちの遠い眷けん属ぞくである飛ひ竜りゆうには、野生動物と意思疎そ通つうする能力が与あたえられている。本来は神しん獣じゆうのテリトリーから動物ユニットを退たい避ひさせるために設定された力なのだが、全ての動物が最初からＡＩ化されているわけではなく、神しん獣じゆうがコンタクトした時点で、その動物ユニットに最低限の思考力とデータベースが付ふ与よされるのだ。

　つまり同行者のネズミは、月駆が話しかけたから答える能力を得たわけだが、その力の対象は自分より優先度がずっと低いユニットに限られる。そして過か酷こくな状じよう況きように耐たえて生き抜いたトガリハナグマたちの優先度は、現在の月駆よりもわずかに下なだけだった。五匹ひきに思考力は付ふ与よされず、ただ獲え物ものを狩かって空腹を満たすという行動原理だけが彼らを動かしていた。

　呼びかけに反応しない獣けものたちを、月駆は油断なく睨にらんだ。

　いままでこんな状じよう況きように陥おちいったことは一度もない。それどころか、カセドラルの外を単独で行動するのもこれが初めてだ。しかしそれでも、五匹ひきの獣けものが単にけんかをしたいわけではなく、月ツキ駆ガケとネズミを殺すつもりであることは本能的に察せられた。

　ここで死ぬか大怪け我がをすれば、主人たちと霜シモ咲サキのために助けを呼びに行けなくなる。月駆の天命も減っているが、よく見ればハナグマたちもがりがりに瘦やせているので、一いつ生しよう懸けん命めい走れば振り切ることは不可能ではないだろう。

　しかしネズミが逃げ切れるかどうかは解わからない。足は決して遅おそくないが、湿地からこの畑までかなりの距きよ離りを走ってきているので疲つかれているはずだ。月駆はネズミにおいしい木の実をたくさんあげると約束したので、ここで見捨てることはできない。

　ネズミを敢あえて犠ぎ牲せいにしてハナグマから逃げ切る、という発想は月駆のＡＩプログラムには存在しなかった。幼い飛ひ竜りゆうは五匹ひきの捕ほ食しよく者しやと戦う覚かく悟ごを決め、思いきり猛たけ々だけしく吼ほえた。

「がるるるっ！」

　今度こそ、意思は獣けものたちに伝わったようだった。正面で道を塞ふさぐハナグマも口をいっぱいに開き、細く鋭するどい牙きばを剝むき出して吼ほえ返す。

「ギャウウッ！」

　それを合図に、左右から二匹ひきのハナグマが飛びかかってきた。

　月駆は固まってしまったままのネズミを尻尾しつぽで巻き取ると、思いきり高く跳とんだ。ハナグマたちも跳ちよう躍やくするが、翼つばさを全力で羽ばたかせて、更さらに高く浮き上がる。

　目算が狂くるったハナグマが空中で衝しよう突とつし、絡からまり合いながら落下した。その隙すきに月駆は西側へと滑かつ空くうし、畑の中に下りた。こちら側にはまだ背の高いキビ類の茎くきが残っていて、短いあいだなら姿を隠かくせるはずだ。

　とは言えネズミを尻尾しつぽで巻いたまま逃げ切ることはできないだろうし、守りながら五匹ひきと戦うのはもっと難しい。まずはネズミを安全な場所に隠かくさなくては。

　そのために月駆が選んだのは、畝うねのあいだに放り出された木き桶おけだった。朽くちて天命が尽つきる寸前だが、まだ形は保っている。地面に下ろしたネズミの上からすっぽり木き桶おけを被かぶせ、そこで静かにしてて！　と囁ささやく。

　答えは聞こえなかったが、動いたり鳴いたりしたら危険だ、ということくらいは理解できただろう。しかし念のために敵をここから引き離はなすべきだ。わざと大きな音を立てながら南に走り始めると、右側から複数の足音が追ってきた。

　囲まれたら終わり。五匹ひきをばらばらに引き離はなして、一匹ぴきずつ倒たおしていくしかない。

　キビの行列で身を隠かくしながら、右へ左へと不規則に跳ちよう躍やくする。後ろの足音がだんだん少なくなっていく。分散しつつ追ってくるハナグマが、残り一匹ぴきになったと確信した瞬しゆん間かん、月駆は翼つばさを使って急激に方向転てん換かんした。

　キビの隙すき間まから飛び出してきたハナグマは、自分に向かって突っ込んでくる月駆を見た瞬しゆん間かん、後ろ足だけで立ち上がった。無防備に晒さらされた喉のどめがけて矢のように跳ちよう躍やくし、深々と食らいつく。

　口に溢あふれる新しん鮮せんな血の味は、あまり好きになれそうにないものだった。今度は生肉が嫌きらいになってしまいそうだが、それも生き残れればの話だ。喉のどを嚙かまれて悲鳴も上げられずに倒たおれたハナグマを、懸けん命めいに押さえ込む。

　ハナグマは鋭えい利りな爪つめの生えた前まえ脚あしを闇やみ雲くもに振り回そうとしたが、手首のあたりを摑つかんで引っ搔かかれるのを防ぐ。人間のように指を操あやつれる飛ひ竜りゆうだからできることだ。十秒ほども嚙かみ付つき続けているとハナグマの動きが徐じよ々じよに鈍にぶくなり、やがてふっと力が抜けた。

　天命の尽つきた獣けものから口を離はなし、周囲の気配を窺うかがう。左側から足音がひとつ、急速に近づいてくる。隠かくれる余よ裕ゆうはなさそうだ。

　月ツキ駆ガケは死んだハナグマの隣となりに横たわると動きを止めた。直後、キビの列をかき分けて、新たなハナグマが姿を現あらわした。

　絡からみ合あうように倒たおれる仲間と月駆を見た途と端たん、グルル…と唸うなる。ゆっくり近づいてくると、死んだハナグマの体を濡ぬらす血の匂においをふんふんと嗅かぐ。

　仲間を案じる行動なのか、それとも死体を食べようとしたのかは解わからないが、二匹ひき目の注意が逸それたと感じた瞬しゆん間かん、月駆は勢いよく跳はね起おきて首に嚙かみ付ついた。

　死んだふり作戦は成功したが、敵の横から襲おそいかかったため、急所の喉のどを捉とらえることはできなかった。

「ギャオオッ！」

　けたたましく吼ほえたハナグマが、首筋の右側に嚙かみ付つく月駆を振り解ほどこうと暴れ回る。前回のように腕うでを摑つかんで押さえ込もうとしたがうまくいかず、振り回される鉤かぎ爪づめが月駆の羽う毛もうを散らし、皮ひ膚ふを浅く切きり裂さく。

　地面を右に左に転がるハナグマと月駆の周りに、双そう方ほうの血が飛び散る。このままでは天命を更さらに失ってしまうが、いまさら口を開けるわけにはいかない。月駆も右手の爪つめをハナグマの喉のどに突き刺し、ありったけの力で下に切きり裂さいた。

　それでようやく二匹ひき目も天命を全て失い、ぐったりとなった。骸むくろの首から牙きばを抜くと、月駆はよろよろと立ち上がった。

　自分の体を見ると、首から胸にかけて無数の切り傷が走っている。しかも、地面を激しく転げ回ったせいで、生いけ垣がきのトゲに切きり裂さかれた背中の傷も再び出血してしまったようだ。だが、敵はまだ三匹びきも残っている。

　再び耳を澄すませると、二匹ひき目の鳴き声に引き寄せられたか、三方向から近づいてくる足音が聞こえた。もう一度走り回ってばらけさせる元気は残されていない。三匹びきと同時に戦わなくてはならない。

　数秒後、立たち枯がれたキビを蹴け倒たおすようにして次々とトガリハナグマたちが現れた。うち一匹ぴきは、最初に通せんぼをした親分格だ。並んでいると他の二匹ひきよりも体格が一回り大きい。

　親分ハナグマは、仲間二匹ひきの死体を見た途と端たん、獰どう猛もうな雄お叫たけびを放った。

「ギュアアアアウッ!!」

　言葉は解わからなくても、その咆ほう哮こうに込められた強きよう烈れつな怒いかりを月ツキ駆ガケはまざまざと感じた。せめて気合いで負けてはならじと、残された力を振り絞しぼって吼ほえ返す。

「がるるるるるっ!!」

　月駆はまだ生まれて一年と少ししか経たたないが、それでも現在の人界で最強の生物たる飛ひ竜りゆうの幼体だ。ごく単純なアルゴリズムで動いているハナグマたちも、天命値や優先度に表れない脅きよう威いを感じたかのように一いつ瞬しゆん身を引いたが、もちろんそのまま逃げてはくれなかった。

「ガウッ！」

　短く吼ほえた子分ハナグマ二匹ひきが、前方左右から同時に飛びかかってくる。

　ハナグマの武器は強きよう靱じんな顎あごと両手の鉤かぎ爪づめ。月駆も主たる武器は同じだが、それに加えて長く器用な尻尾しつぽがある。

　嚙かみ付つき勝負を挑いどむと見せかけて急激に体を回転させ、二匹ひきをまとめて尻尾しつぽで打ち据すえる。自じ慢まんの尾お羽ばねが飛び散ったが、ハナグマたちも甲かん高だかい声を漏もらしながら真横に吹ふき飛とび、キビの列に突っ込んだ。枯かれているがゆえに外皮がささくれのようにめくれた茎くきに体が引っかかり、空中でじたばたともがく。

　この結果を予想していたわけではないが、最後の機であることは間ま違ちがいない。月駆は地面を蹴けり、親分ハナグマに正面から襲おそいかかった。

「グワッ！」

　親分が、牙きばを剝むき出して嚙かみ付つきにくる。月駆は長い首を懸けん命めいに曲げて喉のどを狙ねらったが、敵は獣けものらしからぬ反応で前まえ脚あしを持ち上げ、急所を守った。反射的に頭を跳はね上げた月駆のあぎとと、親分ハナグマのあぎとが激げき突とつし、そのまま両者は互たがいの口を交差させてがっぷりと嚙かみ合あった。

　顔全体が灼やけるような痛みに包まれる。両りよう頰ほおには鋭するどい牙きばが深々と食い込み、骨が軋きしむ音が聞こえるが、口を開くことはできない。わずかでも力を抜けば、ハナグマのあぎとに顔を砕くだかれてしまうだろう。

　二匹ひきは互たがいの顔に嚙かみ付ついたまま、地面を激しく転げ回った。口に流ながれ込んでくる血が相手のものなのか、それとも自分のものなのかさえ解わからない。一つだけ確かなのは、どちらの天命も急激に減っていることだ。先に力の抜けたほうが死ぬ。

　月駆はいままで、死というものを身近に感じたことはなかった。

　母竜りゆうの暁アキ染ソミはまだまだ若いし、戦争に参加していないので人間の死を直接見たこともない。しかし今日、湖で生きた魚を捕つかまえて食べたのは相当に衝しよう撃げき的な体験だった。水の中を元気に泳いでいた魚が、月駆や霜シモ咲サキの口に捕とらえられると、一いつ瞬しゆん激しく震ふるえてから噓うそのように動かなくなるのだ。

　たぶんこの世界では、毎日たくさんの生き物があんなふうに死んで、もっと大きな生き物の糧かてになっているのだろう。ハナグマたちだって、遊びで月ツキ駆ガケやネズミを襲おそったわけではない。ただ、生きるためにそうしなくてはならないだけだ。

　しかし月駆も、ここで殺されて餌えさになるわけにはいかない。屋や敷しきの地下牢ろうでは、主あるじと兄竜りゆうとその主あるじが助けを待っている。主あるじたちを捕つかまえた黒い人間たちは、お腹なかが空すいて死にそうだからそうしたわけではないはずだ。もっと悪いことのために、月駆の大切な人たちを傷つけようと……もしかしたら殺そうとしている。そんなことはさせない、絶対に。

　不意に月駆は、喉のどの奥おくがちりちりと刺し激げきされるのを感じた。

　体の深いところから、熱いものが渦うず巻まきながら膨ふくれ上がる。もう抑おさえていられない。

　親分ハナグマの口に嚙かみ付ついたまま、月駆はその熱を解き放った。交差する二匹ひきの口のあいだから無数の火の粉が迸ほとばしり、双そう方ほうの毛皮を焦こがした。熱、いや炎ほのおの大部分はハナグマの体の中へと流ながれ込み、致ち命めい的な損傷を与あたえた。

「ギャウッ！」

　悲鳴を上げた親分ハナグマが、月駆の顔から牙きばを外して地面に転がり、何度か痙けい攣れんしてから動かなくなった。

　自分が何をしたのか、月駆には解わからなかった。口から吐はき出したのが飛ひ竜りゆう最大の武器である熱線であることも、そしてそれが天命を損そん耗もうさせることも、月駆は知らなかった。

　この時点で、月駆の天命は最大値の一割を下回っていた。しかも背中と胸、そして顔に受けた傷からは血が滴したたり続けている。

　それでも幼よう竜りゆうは何とか起き上がると、後ろに向き直った。

　キビの畝うねに引っかかっていた残り二匹ひきのハナグマが、ちょうど地面に飛び降りたところだった。親分が死んでも、諦あきらめるつもりはないようだ。低く唸うなりながら、じりじりと距きよ離りを詰つめてくる。

　もう唸うなり返す元気も残っていなかったが、月駆は血に染まった体を懸けん命めいに支え続けた。もし倒たおれたら二匹ひきは即そく座ざに飛びかかってくるだろう。

　少しずつ目の前が暗くなっていく。手足から力が抜ける。でも、倒たおれることはできない。街まで辿たどり着ついて、助けを呼ぶのだ。

　ふと、何かが聞こえた気がした。

　ハナグマたちが、顔を空に向ける。月駆も血まみれの顔を仰あお向むける。

　夕暮れの色が深まりつつある空のずっと高いところを、何かが一直線に飛んでいる。鳥ではない。飛ひ竜りゆうでもない。突とつ風ぷうのような音と、緑色の光を放つ、星のようなもの。

　──初めて見るけれど、でも、あれがなんだか私は知っている。

　不思議な感覚に突き動うごかされるまま、月駆は遠とお吠ぼえをしようとした。

　声はまったく出なかったが、しかしそれが聞こえたかのように、星が軌き道どうを変えた。
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　何分──何時間が過ぎたのだろうか。

　窓が一つたりとも存在せず、セントリアの時じ鐘しようもまったく聞こえない地下牢ろうでは、現在の時刻を知る方法はない。代表剣士は「持ち運べる時計を早く完成させたい」と再三口にしていて、実際にサードレ工こう廠しよう長ちようと試作を重ねているが、まだまだ完成には遠いようだ。

　その話を聞くたびにロニエは、時じ鐘しようが正確な時間を教えてくれるのだからかさばる装置など持ち歩く必要はないのでは……と内心思っていたのだが、この状じよう況きように置かれれば考えを変えざるを得ない。

　それに、人界に存在する数千もの時じ鐘しようが奏かなでる旋せん律りつは、《ソルスの光のもとに》という賛美歌だ。美しい曲ではあるが、公こう理り教きよう会かいの歴史が数え切れないほどの偽いつわりに彩いろどられていることを知ってしまったいまとなっては、賛美歌を聴きいても以前のように純じゆん粋すいに神をあがめる気持ちになるのはなかなか難しい。

　人界に於おける芸術、すなわち音楽や絵画彫ちよう刻こくや詩文は、現在もまだ禁きん忌き目もく録ろくによって厳しく制限されている。芸術の道に進めるのはその天職を与あたえられた者だけだし、作品を発表する前には帝てい国こく行政府による審しん査さを受けなくてはならないのだ。創世神話や公理教会をわずかにも否定するような内容だったり、あるいは過度に娯ご楽らく的だったりするだけでも許可は下りない。

　代表剣士は審しん査さ制度を即そく座ざに撤てつ廃ぱいしたいらしいが、統一会議内には反対意見もあり──その急きゆう先せん鋒ぽうはやはり整せい合ごう騎き士しネルギウスだ──実現には至っていない。ロニエにはまだ少し難しい問題だが、いつか人々が天職や審しん査さに縛しばられることなく、自由に歌を歌い、絵や物語を書ける時代が来ればいいと思う。

　そんな時代を見るためには、ここから生きて脱だつ出しゆつしなくてはならない。

　ロニエが改めて決意を固めたのとほぼ同時に、裏腹な声が小さく響ひびいた。

「うぅー、ダメだぁ……」

　鉄てつ格ごう子しの前で《心シン意イ鍵かぎ開け》に挑いどんでいたティーゼが、背中からばたりと床ゆかに倒たおれる。

「キリト先せん輩ぱいはあっという間に開けてたのになぁ……」

　危機的状じよう況きようではあるが、親友の言葉にロニエは思わず苦く笑しようしてしまった。

「あのねえ、先せん輩ぱいと同じことがそう簡単にできるはずないでしょ」

「そりゃそうだけどさ……そっちはどう？」

　囁ささやき声ごえで訊きかれ、無言の否定を返す。

　親友が鍵かぎ開けに挑ちよう戦せんしているあいだに、ロニエは地下牢ろうの壁かべを調べていたのだが、期待した隠かくし扉とびらはおろか、壊こわせそうな場所ひとつ見つからない。北帝てい国こく特産の花か崗こう岩がんを切り出した石が一ミリセの隙すき間まもなく積み上げられていて、騎き士し見習いの力でも静かに引き抜くのは不可能だし、だからといって壁かべや格こう子しを強ごう引いんに破は壊かいしようとすればその音は必ず上の屋や敷しきまで伝わってしまう。

　ようやく上体を起こし、膝ひざを抱かかえ込んだティーゼが、ぽつりと言った。

「霜シモ咲サキ、大だい丈じよう夫ぶだよね」

　同じ問いを口にするのは、これで四度目だ。しかしロニエは親友の隣となりにひざまずき、背中をそっと撫なでながら答えた。

「絶対に大だい丈じよう夫ぶ。すぐに会えるから」

　無言で頷うなずくティーゼの背中をさすりつつ、ロニエも内心で月ツキ駆ガケを案じる。

　この屋や敷しきとセントリア北門のあいだには、多少の起き伏ふくはあれど全体的には平へい坦たんな草原と、直ちよつ轄かつ領りよう付属の農園が存在するだけだ。飛ひ竜りゆうの子供を襲おそうような生き物は生息していないと思うが、ロニエも私領地の事情に詳くわしいわけではない。思いがけない危険に出くわしてしまう可能性が絶対にないとは言えないが、いまのロニエにできるのは、月駆が無事に辿たどり着つけるよう願うことだけだ。

　──神様。

　空の彼方かなたにある神界も、そこに暮らす神々も実在しないと知ってもなお、ロニエはもういちど心からの祈いのりを捧ささげた。

　──どうか、月駆と霜咲をお守りください。

　答える声は聞こえなかった。

　代わりに響ひびいたのは、重い岩同士が擦こすれ合あうあの音だった。

　カンテラに照らされた通路の左ひだり端はしで、分厚い石いし壁かべがゆっくりと持ち上がっていく。ロニエとティーゼは弾はじかれたように立ち、奥おくの壁かべ際ぎわまで下がった。隣りん接せつする牢ろう屋やでも、山ゴブリンたちが口々に掠かすれた悲鳴を漏もらす。

　完全に開いた隠かくし扉とびらの奥おくの暗くら闇やみから、じわりと滲にじみ出るように現れたのは、クルーガ皇こう帝ていにゼッポスと呼ばれていた黒ローブの男だった。

　右手にぶら下げた鍵かぎ束たばを小さく鳴らしながら通路を歩いてきた男は、ロニエたちの牢ろうの前で足を止めた。軋きしむような動きで中を覗のぞき込み、フードの奥おくから二人をじろじろ眺ながめ回してから、何も言わずに元の姿勢に戻もどる。数歩前に進み、隣となりの牢ろうの前で再び止まる。

　ただの見回りだろうか、と思いつつもロニエは慎しん重ちように鉄てつ格ごう子しへ近付き、男の様子を覗のぞき見た。すると、男が鍵かぎ束たばの中の一本を錠じよう前まえに差さし込むところだった。

　がちん、と冷たい音が響ひびき、ゴブリンたちが再びキイキイと怯おびえた声を上げる。構わずに扉とびらを引き開けた男は、奇き妙みように歪ゆがんで聞こえる声こわ音ねで言った。

「三匹びきとも、牢ろうから出なさい」

　途と端たん、ゴブリンたちの悲鳴が収まる。少しして、囁ささやくような声が問いかける。

「おれたちを……外に出してくれるのか？」

　三秒ほども経たってから、ゼッポスが「そうだ」と答えた。

　噓うそだ、とロニエは感じた。沈ちん黙もくが不自然だったし、南セントリアの宿屋から大変な手間をかけて拉ら致ちしてきたゴブリンたちを、ただ解放するはずがない。

　しかし山ゴブリン族は、男の言葉を疑うそぶりも見せずに牢ろうから出た。

「その扉とびらの先に進みなさい」

　そう言ったゼッポスは、地上への出口がある右側ではなく左側の隠かくし扉とびらを指さした。三人はおとなしく従い、歩き始める。退路を塞ふさぐかのように、ゼッポスが後を追う。

　男が鉄てつ格ごう子しの前を通り過ぎようとした瞬しゆん間かん、ロニエは我が慢まんできずに口を開いた。

「その人たちをどうするつもりなの」

　立ち止まったゴブリンたちは、解放するという言葉を完全に信じているのか、ロニエたちに途と惑まどうような、あるいは申し訳なさそうな視線を向けてきた。その後ろで、ゼッポスが軋きしるような笑い声を上げた。

「クク……人、ですか」

「何がおかしいの」

　問とい詰つめたのはティーゼだ。再び体を捻ひねって牢ろうを覗のぞき込んだゼッポスが、笑みを消して答えた。

「どれほど世が変わろうとも、ゴブリンは命ある限りゴブリンです」

　どこかで聞いたことのある言葉だ、とロニエは思った。しかし記き憶おくが甦よみがえる前にゼッポスは体を起こし、三人に命じた。

「さあ、行きなさい。階段を上ったら、外に出してあげます」

　おずおずと前進を再開したゴブリンたちとゼッポスの姿が、隠かくし扉とびらの先の闇やみに吞のまれた。四つの足音が石の階段を上がっていき、それも消える。最後にギイッと木が軋きしむような音が響ひびき、地下牢ろうに静せい寂じやくが戻もどった。

「…………本当に解放するわけない、よね……」

　ティーゼの囁ささやき声ごえに、ロニエは頷うなずくしかなかった。

「たぶん……何かの準備が整ったんだと思う。それが何なのかは解わからないけど……きっと、ゴブリンさんたちをどうにかするつもりなんだわ」

　ひそひそ声でそう応じると、ティーゼは一いつ瞬しゆん唇くちびるを嚙かんでから、いっそう張はり詰つめた表情で言った。

「キリト先せん輩ぱいは、誘ゆう拐かい犯はんがもういちどセントリアで殺人事件を起こして、攫さらったゴブリンさんたちを犯人に仕立て上げるつもりなんじゃないかって言ってた。もしそうなら……セントリアで、また罪のない人が殺されちゃう」

「…………うん……」

　再び頷うなずきながら、ロニエは懸けん命めいに考えた。

　相棒の推測が正しければ、誘ゆう拐かい犯はん──すなわちクルーガ皇こう帝ていとゼッポスはどこで、誰だれを殺すつもりなのか。

　キリトは、確かこうも言っていた。

　犯人が禁きん忌き目もく録ろくに違い反はんしてヤゼンさんを殺せたのは、彼が元私領地民だからなのだとすれば、他の元私領地民も同じように殺せるのかもしれない。

　代表剣士がそう考えたのは、アスナの《過か去こ覗し術じゆつ》によって殺人犯の声を聞くことができたからだ。ヤゼン老人を殺す直前の、犯人の言葉を。

　──私領地民は命ある限り私領地民です。それが嫌いやなら、いまここで死になさい。

「…………あっ！」

　ほんの数分前に聞いたゼッポスの声が生々しく甦よみがえり、ロニエは喘あえいだ。

　──ゴブリンは命ある限りゴブリンです。

　主語が違ちがうだけで、まったく同じ言い回し。

　それだけだ。確証とするにはあまりに弱い、単なるこじつけでしかない。しかしロニエは、自分の直感が正しいと信じた。

「……あのゼッポスっていう男が、宿屋でヤゼンさんを殺した犯人なんだわ」

　震ふるえ声ごえでそう言い切ると、ティーゼも同じことを感じていたのか、張はり詰つめた表情で大きく頷うなずいた。

「うん……あたしもそんな気がする。あいつが禁忌目録をどこまで破れるのかは解わからないけど、ゴブリンさんたちを利用して、ヤゼンさんの時よりもっと大変な事件を起こそうとしてるのは間ま違ちがいない。早く止めないと」

「ええ……」

　呟つぶやきながら、ロニエは鉄てつ格ごう子しの向こう側、開けっ放しになっている隠かくし扉とびらの奥おくの暗くら闇やみをじっと睨にらんだ。

　正確な経過時間は解わからないが、順調にいっていれば月ツキ駆ガケはそろそろセントリアの北門に到とう着ちやくする頃ころだろう。しかし、当然ながら彼女は人の言葉を喋しやべれない。月駆が飛ひ竜りゆうの子供であることに門番の衛士が気付き、カセドラルに伝令が走り、キリトかアスナ、もしくは整せい合ごう騎き士しの誰だれかに報告が届いて、この直ちよつ轄かつ領りように助けが来るまであと何十分かかるのか──。

　しかも、ロニエとティーゼが乗ってきた馬車は湖の東岸に停とめてあるのだ。姿のない二人が西岸の森の中にある別べつ荘そうの、しかも地下牢ろうに捕とらわれていると推測するのはいかな代表剣士でも不可能だろう。月駆が救助隊を案内してくれることを期待するしかないが、それにも時間が必要だし、どんなに短く見積もっても助けが来るまであと一時間はかかると見るべきだ。

　上階に連れて行かれたゴブリンたちが、それまで何もされないと考えるのは楽観的すぎる。いますぐに行動を起こさないと、恐おそらく手て遅おくれになる。

　しかしこの頑がん丈じような鉄てつ格ごう子しを、静かに破は壊かいすることは不可能だ。そもそも二人の力で壊こわせるかどうかも不明だが、それを試みるだけで巨きよ大だいな音が地上の屋や敷しきにまで届き、皇こう帝ていたちに気付かれてしまうに違ちがいない。そうなれば、人ひと質じちにされた霜シモ咲サキがどんな目に遭あうか解わからない。

　どうすれば……どうするのが最善の道なのか。

　答えを出せず、ロニエはぎゅっと両目をつぶった。

　ほんの一週間前にも、こんな感覚を味わった。キリトと二人で訪おとずれた暗黒界のオブシディア城で、シェータ大使とイスカーン総司令官の一人ひとり娘むすめリーゼッタが攫さらわれ、誘ゆう拐かい犯はんはキリトの公開処しよ刑けいを要求してきたのだ。日にち没ぼつまでに実行しなければ、リーゼッタの命が奪うばわれる。

　刻限が迫せまるなか、冷静さを失ったロニエはキリトの前で頑かたくなに言い張った。もしキリトが処しよ刑けいされることを選ぶなら、自分も一いつ緒しよに処しよ刑けいして貰もらう、と。

　ロニエのその言葉に対して、キリトはこう言った。

　──俺は諦あきらめない。絶対にリーゼッタを助け出してみせる。そして、ロニエと一いつ緒しよにカセドラルに帰る。あそこが、俺たちの家だもんな。

　そう、諦あきらめてはいけない。全てを月ツキ駆ガケだけに託たくしてただ待つのではなく、いま何ができるのかを一いつ生しよう懸けん命めい考えるのだ。ゴブリンたちと霜咲のどちらも犠ぎ牲せいにしない方法が、きっとあるはずだ。

「……ティーゼ」

　ロニエが囁ささやきかけたのとまったく同時に、親友も言った。

「鉄てつ格ごう子しを壊こわそう」

「えっ……」

　最後の手段と考えていたことを真っ先に提案され、ロニエは思わずかぶりを振ってしまった。

「で、でも、音が上に聞こえたら霜咲が……」

　するとティーゼは、解わかっているというように口くち許もとを引き結び、ちらりと地下牢ろうの天てん井じようを見やった。

「……この屋や敷しきには、そうたくさんの人間はいないと思うの。たぶん、皇こう帝ていとゼッポスの二人だけ……そうじゃなきゃ、わざわざ皇こう帝てい本人が危険を冒おかしてあたしたちの前に現れるはずがないから」

　確かにあの時クルーガ皇こう帝ていは、ロニエたちの背後から忍しのび寄よったゼッポスが霜咲を捕つかまえるまで、自分を囮おとりにして二人の注意を引きつけ続けた。もし他にも手下がいるのなら、そいつに囮おとり役をさせただろう。

「うん……それはそうかもだけど……」

「たった二人なら、不意を突けば霜咲を無事に取とり戻もどせると思うの。幸いあたしたちの剣は、隠かくし扉とびらの先に置きっ放しのはずだし」

「…………」

　ロニエはもういちど、隠かくし扉とびらの先の暗がりを見み詰つめた。

　二人が床ゆかに落とした抜き身の剣は、クルーガ皇こう帝ていに扉とびらの向こうへと蹴けり込まれてしまったが、そこから上階へと運ばれた形けい跡せきはない。牢ろう屋やから脱だつ出しゆつできれば、すぐに剣を取とり戻もどせる可能性は高い。

　愛剣さえあれば、仮にクルーガ皇こう帝ていが本物であっても負ける気はしない。だがやはり、心配なのは霜シモ咲サキだ。たとえ相手が本当に二人きりでも、ティーゼの言うとおり不意を突いて救出するには、せめて屋や敷しきのどこに捕とらわれているのかだけでも事前に知っておく必要がある。

「ティーゼ」

　親友の正面に立つと、ロニエは両手を持ち上げた。

「手を貸して」

「え……？」

　途と惑まどいながらも差し出してくる手を、しっかりと握にぎる。

「心シン意イ鍵かぎ開けは無理でも、心意感知なら私たちにもできるかもしれない」

　ロニエが言うと、ティーゼは紅葉もみじ色いろの瞳ひとみを見開いた。

　心意力の修しゆ業ぎようでは、《働きかける力》と同じくらい《感じ取る力》が重要視される。二人が苦労している《端たん坐ざ無む想そう》の修しゆ業ぎようがそれで、修しゆう練れん場じように座すわって目を閉じ、想念を消して、心意による知覚力を広げる訓練をする。

　人界最大の心意力を持つキリトは「相手が飛ひ竜りゆうなら十キロル離はなれても感知できる」と言っていたが、ロニエたちは同じ部屋にいる人間の感知でさえ百発百中とはいかない。それを、分厚い石の天てん井じよう越ごしにやろうというのだ。無む謀ぼうなようだが、霜咲の居場所を突き止めるには他に方法がない。

　同じことを考えたのだろう、一いつ瞬しゆん何かを言いかけたティーゼだったが、すぐに口を強く引き結んだ。ロニエの手を握にぎり直し、瞑めい目もくする。

　同じく目を閉じ、ロニエは地下牢ろうの冷たい空気を静かに吸い込んだ。目の前で、ティーゼも息を吸う。一秒溜ためてから、細く、長く吐はき出す。

　心意力は個の力ではあるが、両手を繫つないで呼吸を合わせる《身しん気き合ごう一いつ》の法によって重ねることができる。かなりの高等技術で、気心の知れたティーゼ相手でも過去数回しか成功していない。しかし、心意感知で天てん井じようを貫つらぬくには一人だけの力では恐おそらく足りない。

　二人の呼吸が、一回ごとに同調を深めていく。触ふれ合あう皮ひ膚ふの感覚が融とけ合い、どこまでが自分の手なのか解わからなくなる。己おのれと外界の境界が少しずつ、少しずつ薄うすれていき、知覚の範はん囲いが広がっていく──。

　地下牢ろうのほぼ真上に、三つの気配を感じる。並んで横たわっているようだ。これが三人の山ゴブリン族たちだろう。

　少し離はなれた場所に、二つの気配。生きている人間のものとも思えないほど冷たく感じられるこれが、クルーガ皇こう帝ていとゼッポスに違ちがいない。

　そして、同じ部屋の隅すみに、小さいがとても温かい気配があった。それを知覚した途と端たん、ティーゼの呼吸が少しだけ乱れた。心シン意イ力りよくの重なりが一いつ瞬しゆん揺ゆらぎ、すぐに安定を取とり戻もどす。霜シモ咲サキが感じている不安や心細さが伝わってくるが、大きな怪け我がをしている気配はない。

　更さらに感知範はん囲いを広げていく。屋や敷しきの間取りがぼんやりと感じられる。皇こう帝てい家けの別べつ荘そうというだけあって一階にも二階にも数多くの部屋があるが、五人と霜咲がいる大広間の他は全て無人のようだ。

　地下牢ろうから隠かくし扉とびらの先の階段を上がると屋や敷しき一階の保管庫らしき部屋に出て、そこから廊ろう下かに抜ければ大広間の扉とびらはわずか五メル先。二人が全力で走れば十五──いや十秒。

　ロニエとティーゼは同時に瞼まぶたを持ち上げ、互たがいの瞳ひとみを正面から見み詰つめ合った。

　もう言葉は不要だ。手を解ほどき、鉄てつ格ごう子しに向き直る。

　相当に頑がん丈じようそうなこれを素す手でで破は壊かいするのは困難だろうが、二人の腰こしには剣の鞘さやが残されている。優先度は剣そのものに及およぶべくもないが、たった一度の斬ざん撃げきになら耐たえてくれるだろう。

「……ねぇ、覚えてる？　ユージオ先せん輩ぱいとキリト先せん輩ぱいが、カセドラルの地下牢ろうから脱だつ出しゆつした時の話」

　不意にティーゼが囁ささやきかけてきて、ロニエはいちど瞬まばたきした。

「もちろん。神鉄の鎖くさりを切って、それで鉄てつ格ごう子しを壊こわしたのよね」

「その話を聞いた時は、さすが先せん輩ぱいたちは無茶するなあって思ったけど……まさかあたしたちが、同じようなことをするとは思ってなかったよ」

「私も」

　一いつ瞬しゆんの笑みを消し、ロニエは左手で空から鞘さやを剣けん帯たいの留め金から外した。右手に移し、垂直に振りかぶる。隣となりのティーゼも、完全に同じ動きで構える。

　真上の大広間で、皇こう帝ていとゼッポスがゴブリンたちに何をしているのかは解わからない。しかし、次の一歩を踏ふみ出せば、もう一秒たりとも迷うことは許されない。

　…………ごめんね。

　心の中で鞘さやに謝あやまり、ロニエは鋭するどく息を吸い込んだ。

　鞘さやで秘ひ奥おう義ぎは使えないが、そのつもりで思いきり床ゆかを蹴ける。

「はああっ!!」

「やああっ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いを迸ほとばしらせながら、二人はノルキア流秘ひ奥おう義ぎ《雷ライ閃セン斬ザン》、あるいはアインクラッド流秘ひ奥おう義ぎ《バーチカル》の型で空から鞘さやを鋭するどく振り下ろした。

　木と革かわで作られた鞘さやを、仄ほのかな青い光が包んだ気がしたのは錯さつ覚かくだろう。二本の鞘さやは、鋼はがねの格こう子しに激げき突とつし、凄すさまじい衝しよう撃げき音おんとともに粉々に砕くだけ散ちった。

　だが直後、高さ二メル、幅はば四メルの鉄てつ格ごう子しが、二箇か所しよでひしゃげて枠わくから外れ、通路の反対側まで吹ふき飛とんだ。再び、雷らい鳴めいめいた轟ごう音おんが地下牢ろう全体を震ふるわせる。

　──行くよ！

　というティーゼの声なき思念に、

　──十秒で！

　と念じ返し、ロニエは通路へと飛び出した。

　開けっ放しの隠かくし扉とびらを潜くぐると、そこは倉庫のような小部屋になっていた。右の壁かべには拘こう束そく具ぐらしき革かわ帯おび類、左の壁かべには奇き妙みような形の刃は物ものや硝子ガラス容器がずらりと並んでいる。どのように使われてきた物なのかは明らかだったが、それは頭から払はらいのけ、後方から差さし込んでくる弱々しい光を頼たよりに床ゆか面めんを見回す。

　ロニエの月つき影かげの剣とティーゼの制式剣は、倉庫の隅すみにまるで棒切れか何かのように転がされていた。先に剣を見つけたロニエは、右手で愛剣を、左手でティーゼの剣を拾い上げ、相棒に投なげ渡わたした。

　ここまでで三秒が経過。

　正面の壁かべから、石造りの階段が上へと延びている。抜き身の剣を握にぎったまま、五段抜かしで駆かけ上のぼる。

　突き当たりの扉とびらを蹴けり飛ばすと、その先もまた広い保管庫になっていた。北向きではあるが大きな窓からは夕焼け色の外光がふんだんに入はいり込み、地下の小部屋より遥はるかに明るい。床ゆかと壁かべに置かれている無数の陳ちん列れつ棚だなや鎧よろい掛かけは、全て空っぽ。この別べつ荘そうが封ふう鎖さされた時、財宝の類たぐいは残らず運び出されたに違ちがいない。ロニエが蹴けり開けた扉とびらも、表から見ると大きな棚たなに偽ぎ装そうされていて、そうと知らなければ見つけるのは難しいだろう。

　七秒経過。

　本物の扉とびらは西と南の壁かべに一つずつ。屋や敷しきの構造は心シン意イ感知でおおよそ把は握あくしているので、迷わず西の扉とびらに駆かけ寄より、再び蹴けり開ける。

　力余って蝶ちよう番つがいを破は壊かいしてしまい、外れた扉とびらが向かいの壁かべに激げき突とつしたが、気にせず走り出る。左右に長く続く、煌きらびやかな廊ろう下か。赤い壁かべ紙がみの図ず柄がらは百ゆ合りと鷹たか。

　目指す大広間の扉とびらは、左に十五メル進んだ右側──。

　八秒。九秒。

　騎き士しの脚きやく力りよくを振り絞しぼり、廊ろう下かを二秒で駆かけ抜けると、ロニエは巨きよ大だいな二枚扉とびらの中央に後ろ回まわし蹴げりを炸さく裂れつさせた。さすがに吹ふき飛とびはしなかったが、扉とびらは千切れんばかりの勢いで左右に開き、内部の光景を露あらわにした。

　十秒。

　一階部分の面積の三分の一ほども占しめているであろう広大な部屋は、南側の全ての窓が黒いカーテンで覆おおわれていて薄うす暗ぐらい。完全な暗くら闇やみではないのは、中央部に十数本のろうそくが灯ともされているからだ。

　ろうそくは直径二メルほどの円形に並べられ、その中には三人のゴブリンたちが横たわっている。円のすぐ外側に黒い人ひと影かげが一つ立ち、術式らしきものを詠えい唱しよう中ちゆうのようだ。何か良からぬことが起きていることは間ま違ちがいないが、いまはそれよりも──。

　見開いたロニエの両目は、広間の左奥おくの隅すみに転がされた大きな麻あさ袋ぶくろと、そこへ走り寄ろうとしている二つ目の黒い影かげを捉とらえた。

　影かげの正体はゼッポスだろう。袋ふくろの中身が何なのかは、考えるまでもない。

　──ティーゼ！

　思念で呼びかけながら、ロニエは左手を前に突き出した。

　同時にティーゼも、剣を持もち替かえた右手を持ち上げてロニエの手に交差させる。

「システム・コール！　ジェネレート・サーマル・エレメント！」

　というティーゼの術式詠えい唱しように、ロニエも詠えい唱しようを重ねた。

「フォーム・エレメント！　アロー・シェイプ！」

　ティーゼが生み出した五つの熱ねつ素そが、ロニエの術式によって瞬しゆん時じに五本の矢へと変化する。素因生成と変形の式句を分担することで発動時間を半分に短縮する高等技術、《同調詠えい唱しよう》だ。まだ見習い騎き士しのティーゼとロニエだが、見習いとして──いやずっと昔、初等練士だった頃ころから長いあいだ一いつ緒しよに修しゆう練れんを積んできたからこそ、正せい騎き士したちでさえ手こずる《身しん気き合ごう一いつ》や《同調詠えい唱しよう》の技わざを低確率ながら成功させられるのだ。

　わずか二秒で素因の生成と変形を終えた二人は、声を揃そろえて最後の一句を叫さけんだ。
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「「ディスチャージ!!」」

　薄うす闇やみを、五本の輝き条じようが切きり裂さいた。

　唸うなりを上げて襲おそいかかる炎ほのおの矢を、黒ローブの人ひと影かげは人にん間げん離ばなれした動きで後方に跳とんで回かい避ひした。矢が次々と壁かべに突き刺さり、小爆ばく発はつを引き起こす。

「行って、ティーゼ！」

　残り二本の矢に心シン意イ制せい御ぎよをかけながら、ロニエは叫さけんだ。

　手を離はなしたティーゼが、麻あさ袋ぶくろ目め掛がけて突とつ進しんする。黒ローブ──ゼッポスを更さらに引き離はなすべく、ロニエは炎ほのおの矢の軌き道どうを曲げて追つい尾びさせる。

　四本目も外れた。しかし五本目が翻ひるがえるローブを掠かすめ、炎ほのおを燃え移らせた。

　ゼッポスが無言でローブを脱ぬぎ捨すて、更さらに後退する。同時にティーゼが麻あさ袋ぶくろのところに辿たどり着つき、きつく結ばれた口くち紐ひもを左手の剣で切きり裂さいた。

「霜シモ咲サキ！」

　悲鳴にも似た声で叫さけびながら、袋ふくろの中に左手を差さし込む。

　抱だき上げられた幼よう竜りゆうは、手て荒あらな扱あつかいを受けたのか水色の飾かざり羽ば根ねがいくらか抜け落おち、ぐったりとしているが、それでも主あるじの胸に抱だかれると小さな声で「くるる……」と鳴いた。

　霜咲が無事だったことへの安あん堵どと、いまだ戻もどらない月ツキ駆ガケを案じる気持ちが込み上げてきたが、ロニエはそれを懸けん命めいに吞のみ下して叫さけんだ。

「ティーゼ、霜咲を外の安全なところに！　ここは私に任せて！」

「でも……！」

　かぶりを振ろうとする相棒に、毅き然ぜんと言い放つ。

「行って！」

　意識を失っているらしいゴブリンたちを助けるためには、ゼッポス、そして不気味な詠えい唱しようを続けている皇こう帝ていとの戦せん闘とうは避さけられない。霜咲を抱だいたままでは戦えないし、万が一もういちど奪うばわれてしまえば二度と取とり戻もどせないだろう。

「……解わかった、すぐ戻もどるから！」

　そう叫さけぶや、ティーゼは剣を横よこ薙なぎに一いつ閃せんさせた。近くにあるカーテンが裁たち切きられ、その奥おくの硝子ガラス窓まどが騒そう々ぞうしい音を立てて砕くだけ散ちった。

　闇やみが四角く切り取られ、赤々とした夕ゆう陽ひが広間に差さし込む。まるでソルスの光を恐おそれるかのように、黒ローブを失ったゼッポスが更さらに後退する。

　男がローブの下に着用していたのは、どこか拘こう束そく具ぐめいた代しろ物ものだった。無数の鋲びようが打たれた革かわ帯おびが、棒のように瘦やせた四し肢しと胴どう体たいにきつく巻かれていて、防具なのかそれとも何らかの罰ばつなのか咄とつ嗟さに判断できない。

　そして、革かわ帯おびの隙すき間まから覗のぞく肌はだもまた異様な色している。夕ゆう陽ひの反射光だけでは定さだかでないが、生ある人間のものとは思えない、青みがかった灰色。

　どこかで見たような色合いだ……とロニエが思ったその時、霜シモ咲サキを抱だいたティーゼが割れた窓を飛とび越こえて前庭へ脱だつ出しゆつした。霜咲を安全な場所に隠かくすために、屋や敷しきを囲む森のほうへと走っていく。

　相棒が戻もどるまでは二対一だ。無理はできないが、床ゆかに寝かされたままのゴブリン族たちと、クルーガ皇こう帝ていが詠えい唱しようし続けている異様に長い術式が気になる。

　嗄しわがれた声に耳を澄すませるが、式句の意味は一語たりとも解わからない。しかし術式が完成すれば、良からぬことが起きるのは確実だ。

　月つき影かげの剣の切っ先をぴたりとゼッポスに向けながら、ロニエは皇こう帝ていの詠えい唱しようを中断させるべく、新たな熱ねつ素そを生成しようとした。

　しかしその寸前、カーテンに覆おおわれた南の窓まど際ぎわに退いていたゼッポスが、両りよう脚あしの革かわ帯おびに装着された鞘さやから、ほとんど音を立てずに二本の短たん剣けんを引き抜いた。右手のほうが少し大型だが、左手のほうは刃やいばが緑色に濡ぬれている。

　左手が、地下牢ろうで霜咲に突き付けた毒ナイフ。

　そして恐おそらく右手が、ヤゼン老人の命を奪うばったナイフだ。

　広間中央のろうそくを迂う回かいしつつ、ゼッポスがじりじりと距きよ離りを詰つめてくる。一箇か所しよだけカーテンを失った窓から差さし込む夕ゆう陽ひが、いままでフードに隠かくれていた顔を赤く照らす。

　男の頭には、一本の髪かみも生えていない。細長い顔も体同様に青黒く、瞳ひとみが異様に小さい両目がぎらぎらと光っている。顔立ちに見覚えはない。

「……予想よりずいぶんと早く牢ろうから出てきましたね、小こ娘むすめ」

　生気のない口くち許もとを歪ゆがませて、ゼッポスが囁ささやいた。

「予想より……？　じゃあ……隠かくし扉とびらを開けたままにしたのは、わざとだったの？」

　ロニエの問いに、がりがりに瘦やせた男は薄うすい笑みを作ってみせた。

「もちろんですとも。ノーランガルス皇こう帝てい家け侍じ従じゆう長ちようのこの私が、扉とびらを閉め忘れるなどという不調法をするものですか」

「侍じ従じゆう長ちよう……!?」

　ロニエが両目を見開くと、ゼッポスはわずかに笑みを深めた。

　帝てい城じようの戦い以前も以後も、ノーランガルス皇こう帝てい家けの侍じ従じゆう長ちようなる人物に会ったことはないので、顔を知らないのも当然だ。しかしロニエは、彼がどうなったのかは知っていた。大乱が鎮ちん圧あつされたあとの会議で、人界守備軍のセルルト将軍が報告していたのを確かに聞いたのだ。

「皇こう帝てい家けの侍じ従じゆう長ちようは……死んだはず。大貴族の将軍たちと一いつ緒しよに投降を拒こばんで、人界軍に討うたれたと聞いたわ」

「それこそ我わが務めであり、我わが喜び。皇こう帝てい陛下のためならば、私は何度でも死に、何度でも甦よみがえります」

　ナイフを握にぎった両手を胸の前で交差させてそう言い放つと、ゼッポスは一いつ瞬しゆんだけ広間中央に立つ黒ローブの男を見た。

　そう──妖あやしい術式を詠えい唱しようし続けているクルーガ・ノーランガルス皇こう帝ていにしてからが、死んだはずの人間なのだ。しかもゼッポスと違ちがって、皇こう帝ていの命を断ったのはロニエ自身。右手に握にぎった剣が皇こう帝ていの胸を深々と貫つらぬいた時の感覚は、まだ掌てのひらに残っている。

　二人が偽にせ者ものでないのなら、ゼッポスの言葉どおりに死から甦よみがえったということになる。しかし死者の蘇そ生せいは、人界最大の心シン意イ力りよくを持つキリトにも、女め神がみステイシアの力を操あやつるアスナにも、神聖術師団長のアユハ・フリアにも──そして三百年以上も人界を支配し続けた半神人、最高司祭アドミニストレータにさえもできなかったことだ。二人が真しんに生き返ったとは思えない。何かからくりが……ロニエには想像もつかないほどの邪じや悪あくな仕し掛かけがあるはずだ。

　ロニエの表情に何を読み取ったのか、ゼッポスは交差させていた腕うでを開くと話を戻もどした。

「地下牢ろうの扉とびらを開けたままにしたのは、無論お前たちをここまでおびき寄せるためです。ゴブリンどもの戦せん闘とう訓練にうってつけの相手だからですが、奴やつらにあの隠かくし通路は通れませんからね……」

「戦せん闘とう訓練……通れない……？」

　掠かすれ声ごえで繰くり返かえしながら、ロニエはろうそくの輪の中に横たわるゴブリンたちに視線を投げた。彼らはどう見ても、長身のゼッポスや皇こう帝ていはもちろんロニエよりも更さらに小こ柄がらだ。そもそも、地下牢ろうから連れ出した時は問題なく通れていたではないか。

　理解を拒こばむことばかりだが、一つだけ確かなのは、早く術式詠えい唱しようを止める必要があるということだ。それにはまず、ゼッポスを排はい除じよしなくてはならない。

「……無む駄だ話ばなしは充じゆう分ぶんだわ。あなたが死から甦よみがえったというのなら、もういちど地の底に追い返すだけよ！」

　毅き然ぜんと言い切り、ロニエは左手をかざした。

　ゼッポスは両手に剣を持っている。あのままでは神聖術を使えない。術式で足を止め、一気に距きよ離りを詰つめて斬きる。

「システム・コール！　ジェネレート・サーマル・エレメント！」

　先刻はティーゼに任せた素因生成の式句を限界の速さで唱え、熱ねつ素そを五つ呼び出す。同時にゼッポスが床ゆかを蹴けり、二本の短たん剣けんを振りかぶりながら飛びかかってくる。《同調詠えい唱しよう》でなければ自分のほうが早いと踏ふんだのだろうが、これはロニエが仕し掛かけた罠わなだ。

　生成した場所に素因を漂ただよわせたまま、ロニエは大きく後ろに跳とび、叫さけんだ。

「ディスチャージ!!」

　無加工の熱素五個がいっぺんに解放され、凄すさまじい轟ごう音おんとともに爆ばく発はつした。

　攻こう撃げき術じゆつで素因を加工する必要があるのは、取りも直さず目標に当てるためだ。直進性と貫かん通つう力を優先した《アロー・シェイプ》、追つい尾び性を優先した《バード・シェイプ》、他にも多くの加工式句があるが、敵が自ら素因に当たりに来てくれるならそれらは必要ない。重なった瞬しゆん間かんにそのまま解放すればいいだけだ。

　ロニエの狙ねらいどおり、ゼッポスは爆ばく発はつにまともに巻まき込まれた。あんな防具とも呼べないような革かわ帯おびでは絶対に防げない。熱ねつ素そ術じゆつは基本の攻こう撃げき術じゆつだが、素因五つを重ねれば、若くて頑がん強きような兵士でも天命が根こそぎ消し飛ぶほどの威い力りよくがあるのだ。

　仮に生きていても、すぐには動けない。そこを斬きる──！

「はああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いに乗せて、宙に残る黒こく煙えんの中心目め掛がけて月つき影かげの剣を振り下ろす。

　ガキイィィン！　と耳をつんざくような金属音が響ひびき、手首から右みぎ肩かたまで突き抜ける衝しよう撃げきとともに剣が止まった。

「…………!?」

　驚きよう愕がくするロニエの眼前で、薄うすれかけた煙けむりの中からゼッポスの姿が現れた。

　革かわ帯おびは大部分が黒く焼やけ焦こげ、何箇か所しよかは千切れかけている。最も損傷が激しいのは右胸で、ぼろぼろになった革かわ帯おびがだらりとぶら下がり、その下の肌はだには拳こぶしが二つ入るほどの凹へこみ。

　しかし、それだけだ。血は一滴てきも流れていないし、大型ナイフを頭上に掲かかげる右手は、ロニエの剣をしっかりと受け止めている。

　有り得ない。肺と心臓が潰つぶれるほど体が凹へこんでいるのに立っていることも。見習いとは言え整せい合ごう騎き士し団だんの一員であるロニエが、神器級の優先度を持つ月つき影かげの剣で繰くり出した渾こん身しんの一いち撃げきを、衛士ですらない侍じ従じゆう長ちようが片手で防いだことも。

　至近距きよ離りで、ゼッポスがにいっと笑った。

　素す早ばやく突き出されてくる左手の小型ナイフ、毒々しい緑色に染まるその切っ先を、ロニエはもういちど後ろに跳とんで避さけようとした。

　だが間に合わない。ナイフは緑色の蛇へびの如ごとく宙を滑すべり、懐ふところに潜もぐり込んでくる。翻ひるがえる外がい套とうの端はしが、音もなく切り裂かれる──。

　ザグッ！

　という湿しめった音が、ロニエの耳に届いた。

　しかしそれは、後方から飛来した銀色の金属──恐おそらくは鋼こう素そから生成された杭くいが、ゼッポスの腹を深々と貫つらぬいた音だった。

「ロニエ！」

　叫さけびながら割れ窓から飛とび込んできたのは、抜き身の制式剣を握にぎったティーゼだ。

「そいつから離はなれて！」

　相棒の声に従い、みぞおちのわずか数ミリセ先で止まった毒ナイフから、もう一歩飛び退すさる。笑みを消したゼッポスも追いすがろうとするが、再びティーゼが叫さけんだ。

「ディスチャージ!!」

　唸うなりを上げて飛来した二本目の杭くいが、ゼッポスの背中に命中し、胸の中央から尖とがった先せん端たんを覗のぞかせた。男の口から、黒ずんだ血が飛び散った。

　今度こそ、死んだ。太さ三センもある杭くいに心臓を貫つらぬかれて生きていられる人間はいない。

　そう確信しつつも、ロニエは両足で床ゆかを踏ふみ締しめ、とどめの斬ざん撃げきを見み舞まうべく剣を振りかぶった。

「だめ！　そいつ、まだ動ける！」

　ティーゼがそう叫さけんでくれなければ、恐おそろしいほどの速さでゼッポスが横よこ薙なぎにした大型ナイフに首を切られていたかもしれない。

「な…………」

　驚きよう愕がくしつつ、ロニエは限界まで上体を仰のけ反ぞらせた。首に風圧を感じるほどの距きよ離りを、鈍にぶい銀色の刃やいばが走はしり抜けた。

　ナイフを空から振ぶりしたゼッポスも、死んではいないが無傷というわけでもないらしく、追つい撃げきをやめてぎこちない足取りで後退した。広間の中央近くで立ち止まり、ろうそくの輪を守ろうとするかのように二本のナイフを広げる。

　その隙すきに広間を横切り、ロニエの隣となりまで走ってきたティーゼは、制式剣をゼッポスに向けながら叫さけんだ。

「ロニエ、あいつは人間じゃないわ！」

「え……どういうこと……？」

　途と惑まどうロニエの顔から、自分が飛とび込んできた割れ窓へと一いつ瞬しゆん視線を往復させ、ティーゼは言った。

「森の奥おくで、麻あさ袋ぶくろが山ほど積まれているのを見つけたの。中身は全部、土……嫌いやな臭においのする粘ねん土どだったわ」

「粘ねん土ど……？」

　その単語を聞いた瞬しゆん間かん、ロニエの脳のう裏りにも閃ひらめくものがあった。

　ゼッポスの灰色の肌はだ。熱ねつ素その爆ばく発はつに巻まき込まれても凹へこむだけの肉体。どす黒い血。

　同じような質感を持つ体を、ロニエは暗黒界のオブシディア城で見た。人間ではない。突とつ如じよとして宝ほう物もつ庫こに出現した巨きよ大だいな怪かい物ぶつ──。

「…………ミニオン！」

　ロニエの喘あえぎ声ごえに、ティーゼが深々と頷うなずき、ゼッポスが黒い血に濡ぬれた唇くちびるを歪ゆがめた。

　ミニオン。それはダークテリトリーの暗黒術師ギルドだけが製造できる人造生物だ。単純な命令しか受け付けないが、巨きよ体たいに相応ふさわしい膨ぼう大だいな天命と、熱や冷気に対する高い耐たい性せいを持つ。もしゼッポスが人ではなく粘ねん土どでできたミニオンだというなら、熱素五個の爆ばく発はつに直ちよく撃げきされたのに体が凹へこむだけだったのも納なつ得とくできる。

　しかしその可能性は、新たな謎なぞを呼ぶ。

「ミニオンは……喋しやべることもできない化け物よ。でもあいつは……！」

　再びロニエが叫さけぶと、腹と胸を鋼こう素その杭くいに貫つらぬかれたままのゼッポスがごろごろと聞き取りづらい声で言った。

「……神聖術の研究をしていたのは、お前たち公こう理り教きよう会かいだけではありませんよ……。クルーガ陛下は……いや、最も古く最も貴とうとき血統たる四皇こう帝てい家けは、数百年の昔から、とある術式を完成させるべく不断の探究を重ねてきたのです……」

「四皇こう帝てい家けが……共同で!?」

　今度はティーゼが驚きよう声せいを漏もらした。

　愕がく然ぜんとしたのはロニエも同じだった。ノーランガルス北帝てい国こくの下級貴族の家に生まれたロニエにとって、長いこと他の三帝てい国こくは存在しないも同然の遥はるかに遠い国だったのだ。世界の果てと思っていた《不ふ朽きゆうの壁かべ》がその気になればひと息で飛とび越こえられること、人界の外にも広大な世界が広がっていることを肌はだで知ったのは異界戦争に参加した後のことだ。

　しかし四つの帝てい国こくの皇こう帝ていたちは、何百年も昔から協力して神聖術の研究を行っていたのだ、とゼッポスは言った。衝しよう撃げき的な話ではあるが、よく考えてみれば不可能ではない。最高司祭の統治下でも通行手形さえあれば不ふ朽きゆうの壁かべを行き来することはできたし、カセドラルを取り巻くようにそびえる四つの帝てい城じようは、空から見ればそれぞれ一キロルと離はなれていないのだ。皇こう帝てい当人は無理だとしても、使いが行き来することは充じゆう分ぶんに可能だ。たとえば、侍じ従じゆう長ちようのような立場の者が──。

「その術式って何なの!?」

　ティーゼの追つい及きゆうに、ゼッポスは異様な含ふくみ笑わらいを返した。

「ギ、ギギギ……ここまで言って解わからないとは愚おろかな娘むすめどもです。決まっているでしょう……最高司祭が独どく占せんしていた神の技わざ、《永遠の命》を手にするための術ですよ……」

「永遠の……」

「命、ですって!?」

　ロニエとティーゼは何度目かの衝しよう撃げきに打たれ、立ち尽つくした。

　いっぽうゼッポスは、傷ついた体をいっそう愉ゆ快かいそうに震ふるわせ、ナイフを握にぎった両手で細長い頭を挟はさんだ。

「ギギギ……。ありとあらゆる術式、霊れい薬やく、時には猛もう毒どくまでをも用いて、我々は天命の自然減少を食い止めるための実験を繰くり返かえしました。その舞ぶ台たいとなったのが、お前たちを閉じ込めた地下牢ろうです。あそこで死んでいった私領地民どもは、その命を崇すう高こうなる目的のために捧ささげたのですよ……」

　おぞましい独白を、耳みみ障ざわりな笑い声が彩いろどる。

　その声と粘ねばつくような視線の中に、奥おく深ぶかい恨うらみと憎にくしみ、そして妬ねたみを感じてロニエは眉まゆを寄せた。

　皇こう帝てい家けの侍じ従じゆう長ちようともなれば、上級貴族に比ひ肩けんする地位と権力を持っていたはずだ。そんな人間が、なぜ見習い騎き士しでしかない二人を妬ねたむのか……と考えてからはっと気付く。

　ゼッポスが妬ねたんでいるのはティーゼとロニエ個人ではない。整せい合ごう騎き士しという存在そのものだ。天命を凍とう結けつされ、永遠の時を生きる不死者たち──。

　人として最高の権力を振るい、贅ぜいの限りを尽つくした暮らしを送ってきた皇こう帝ていや上級貴族たちにとって、自分たちがどれほど求めても手の届かない永遠の命を持ち、帝てい城じようより遥はるかに高い白はく亜あの塔とうから人界を見下ろす最高司祭と整合騎士たちは、どれほど妬ねたんでも妬ねたみ足りない存在だったのだろう。しかも公こう理り教きよう会かいへの服従を強制する禁きん忌き目もく録ろくのせいで、皇こう帝ていであっても反感を露あらわにすることさえ許されない。

　しかし、整合騎士には整合騎士の苦しみがあるのだ。カセドラルに入って、ロニエはそれを知った。

　天命を凍とう結けつされた者は、そうでない者との別れを無限に繰くり返かえさなければならない。たとえば騎き士し団だん長ちようファナティオ。彼女は二百年以上を生きてきた不老者だが、一人息子むすこのベルチェはそうではない。最高司祭の死とともに失われた天命凍とう結けつ術じゆつを誰だれかが復活させない限り──そしてファナティオがそれをベルチェに施ほどこすことを選ばない限り、息子むすこは間ま違ちがいなく母親より先に年老い、死ぬ。それはどちらにとっても、途と轍てつもなく残ざん酷こくな運命だ。

「永遠の命なんて、世界の理ことわりに反するものよ」

　懸けん命めいに怒いかりを抑おさえながら、ロニエはそう言い切った。

「そんなものを求めて、罪もない人を何人も……何十人も殺すなんて、絶対に許されない」

　途と端たん、ゼッポスの作り物めいた顔がかつてないほど大きく歪ゆがんだ。

「呪のろわしい騎き士しめらが……お前たちにそんな言葉を吐はく権利はありません」

　呪じゆ詛そめいた言葉と一いつ緒しよに、黒々とした血が口から飛び散る。

　ティーゼの推測どおりゼッポスがミニオンなのだとしても、体の中身がどうなっているのかは見当も付かない。胸と腹を太い杭くいに貫つらぬかれても死なないのだから人間とはまったく違ちがうのだろうが、だからといって単なる人型の粘ねん土どというわけでもなさそうだ。少なくとも体内に血が流れているのは確かなようなので、あの血を全て失えば今度こそ死ぬのではないか。体格は本物のミニオンよりずっと小さいので、血の量も少ないはずだ。

　オブシディア城に出現した三体のミニオンのうち二体はイスカーン総司令官の拳けん撃げきを受けて粉々に爆ばく裂れつし、一体はシェータ大使の手刀で脳天から真っ二つに裂さかれて死んだ。ロニエたちの技ぎ倆りようでは、そこまで決定的な損傷──キリトたちの言う《ダメージ》を与あたえることは難しいだろうが、二本のナイフをかいくぐって手足の一本も斬きり落とせれば勝機はある。

　しかし問題は、ゼッポスが身を挺ていして守ろうとしているクルーガ皇こう帝ていだ。ロニエたちが広間に押し入ってからもすでに三分以上が経過しているのに、まだ詠えい唱しようを続けている。神聖術は、術式が長ければ長いほど複雑で強力な効果を生み出すのだが、これほどまでに長い術をロニエは知らない。アスナが使った過か去こ覗し術じゆつの詠えい唱しようもずいぶんと長く感じたが、それでも二分程度だったはずだ。

　ゼッポスとの戦いを長引かせるわけにはいかない。失血死を待つのではなく最短で勝負を決め、皇こう帝ていの詠えい唱しようを止めなくてはならない。

「ティーゼ、私が秘ひ奥おう義ぎを発動させたら、光こう素そ術じゆつであいつの動きを止めて」

　ロニエが囁ささやくと、相棒は即そく座ざに頷うなずいた。

　二人の剣けん力りよくと術力、そして心シン意イ力りよくはまったくの同水準だ。ティーゼもきっと内心では、危険な役目をロニエに押しつけたくはないだろう。しかしいまの二人には自身の実力以外のところに大きな差がある。ティーゼの人界軍制式剣は優先度25、ロニエの月つき影かげの剣は優先度39──ならば斬きり込むのはロニエでなくてはならない。

「……確かに整せい合ごう騎き士しも、公こう理り教きよう会かいも、絶対的に正しい存在ではないのかもしれない」

　愛剣を頭上に振りかぶりながら、ロニエは叫さけんだ。

「けれど私たちはいつも正しくあろうとしているし、お前たちのしていることは誰だれが何と言おうと悪いことだわ！」

　主あるじの意思が乗り移ったかのように、刀身が鮮あざやかな水色の輝かがやきを放った。背後でティーゼが起句を唱えた瞬しゆん間かん、渾こん身しんの力で床ゆかを蹴ける。

　背中で見えざる翼つばさが力強く羽ばたき、猛もう然ぜんたる加速を生み出す。十メル以上の距きよ離りを瞬しゆん時じに駆かけ抜け、敵へと迫せまる。アインクラッド流高速突とつ進しん技わざ、《ソニックリープ》。

「貴様も我らが大たい望もうの糧かてとなりなさい、小こ娘むすめェ!!」

　牙きばの如ごとく尖とがった黄色い歯を剝むき出して、ゼッポスが絶ぜつ叫きようした。両手のナイフをくるりと逆手に持もち替かえ、ロニエを迎むかえ撃うとうとする。

　その凶きよう相そうを、純白の輝かがやきが包んだ。

　甲かん高だかい破は裂れつ音が三つ、重なって轟とどろく。ティーゼが放った光こう弾だんが、空中でロニエを追おい越こしたのだ。

　光素術は威い力りよくこそ熱ねつ素そや凍とう素そに及およばないが、圧あつ倒とう的てきな射出速度と命中精度があり、目め眩くらましには最適。しかも闇やみの力で造られるミニオンには反属性となり、ある程度のダメージも与あたえられるはずだ。

　強きよう烈れつな光に灼やかれたゼッポスの顔面から、紫むらさき色いろの煙けむりが立ち上った。動きが止まったのはほんの一いつ瞬しゆんだったが、ロニエにはそれで充じゆう分ぶんだった。

　振り下ろされかけた二本のナイフのあいだを、水色の閃せん光こうが斜ななめに走はしり抜けた。

　月影の剣は、元侍じ従じゆう長ちようの右みぎ肩かたを深々と切きり裂さき、左脇わきへと抜けた。仁に王おう立だちのまま硬こう直ちよくしたゼッポスの口から、ひび割れた声が零こぼれた。

「……クルーガ、へい……か…………」

　瘦やせた体の上半分が、ずるりと左下に滑すべり、鈍にぶい音を立てて絨じゆう毯たんに落下した。少し遅おくれて、下半身も膝ひざから崩くずれ落おちる。

　二つの肉にく塊かいの切断面から迸ほとばしる真っ黒い血を、ロニエは横に跳ちよう躍やくして避さけた。

　今度こそ倒たおした、と確信した途と端たんに全身の力が抜けそうになったが、まだ戦いは終わっていない。術式詠えい唱しようが終わる前に、クルーガ皇こう帝ていも倒たおさなくてはならない。

　目の前には、音もなく揺ゆらめくろうそくの輪。内部には、目を閉じて横たわる三人の山ゴブリン族たち。そしてその向こうに、両手を高々と掲かかげて式句を唱え続ける黒ローブの男──。

　生き返った皇こう帝ていもまたミニオンだというなら、生半可な攻こう撃げきでは倒たおせない。ゼッポス同様、体を分断するか首を落とす必要がある。

　気力を奮い立たせ、ロニエは再び秘ひ奥おう義ぎを発動するべく剣を構えた。

　次の瞬しゆん間かん、幾いくつかのことが同時に発生した。

「ロニエ!!」

　後方でティーゼが悲鳴にも似た声を上げ、

「ゼッポスよ、務めを果たせ！」

　詠えい唱しようを中断した皇こう帝ていが雷らい鳴めいの如ごとく叫さけび、

　ガツッ！

　という衝しよう撃げきがロニエの右足を打ち据すえた。

　少し遅おくれて、凄すさまじい激痛が頭まで駆かけ上のぼった。見れば、頭と左ひだり腕うでだけになったゼッポスが、ナイフを右足の甲こうに深々と突き立てている。その刃やいばは、まだらな緑色。

　痛みを強きよう烈れつな痺しびれが追いかけてきて、ロニエは歯を食い縛しばった。毒が全身に回る前に対処しなくてはならないが、毒素分解術には種類があり、毒の正体が解わからないとどの術式を使えばいいのか判断できない。

「く……っ！」

　呻うめきながら、剣でゼッポスの左ひだり腕うでを切断する。その切っ先を毒ナイフの鍔つばに引っかけ、足から抜く。傷口から噴ふき出してきた血は、すでに黒っぽくなっている。

　せめて毒の回りを遅おくらせるべく、ロニエは五個の光こう素そを生成してから、剣で自分の右みぎ膝ひざの上を深く切きり裂さいた。再び血が溢あふれるが、その色はまだかろうじて赤い。傷口に光素を浸しん透とうさせ、《ミスト・シェイプ》の式句で霧きりに変えて血に溶とけ込ませる。

　これで毒と光素がある程度打ち消し合うはずだが、完全に解げ毒どくするには、腰こしの携けい行こう袋ぶくろに入っている薬草を使った専用術式が必要だ。いちかばちかで、知っている毒素分解術を端はしから使ってみるしかない。

　そう考えたロニエは左手で携けい行こう袋ぶくろを開けようとしたが、すでに指先の感覚が鈍にぶくなっていて革かわ紐ひもを解ほどけない。傷ついた右みぎ脚あしだけでなく左ひだり脚あしからも力が抜け、ぐらりと体が傾かたむく──。

「ロニエ！」

　後方から走ってきたティーゼが、倒たおれかけたロニエを支えた。すかさず制式剣を振り下ろし、床ゆかでなおも蠢うごめいていたゼッポスの頭を断たち切きる。

　粘ねん土ど質しつのものを押し切きる鈍にぶい音に、キィン！　という鋭するどい金属音が重なった。脳天から顎あごまでを真っ二つにされたゼッポスは、かりそめの天命を今度こそ完全に失ったらしく、どろりと溶とけて形を失った。すぐ近くで跪ひざまずいていた下半身も黒い粘ねん液えきと化し、床ゆかに広がるとたちまち蒸発し始める。

　ゼッポスの頭部が消しよう滅めつした場所には、奇き妙みようなものが落ちていた。百ゆ合りの花弁と猛もう禽きんの羽根を象かたどった銀色の円えん盤ばん──ノーランガルス皇こう帝てい家けに仕える者たちに与あたえられる徽き章しようで、花弁と羽根は最高位を表す。

　円えん盤ばんは、真っ二つに切断されていた。ティーゼの剣が断たち割わったのだ。断面から紫むらさき色いろの煙けむりのようなものが立ち上り、かすかな悲鳴にも似た音を響ひびかせて消えた。

　いまの現象が、死んだはずのゼッポスと皇こう帝ていがミニオンとして甦よみがえった謎なぞの核かく心しんだ。恐おそらく、いや間ま違ちがいなく皇こう帝ていの頭にも何か彼自じ身しんにまつわるものが入っていて、それが粘ねん土どの体に人格と記き憶おくを与あたえているのだ。

「ティー……ゼ」

　いよいよ口くち許もとまで上ってきた痺しびれに抗あらがい、ロニエは親友の名を呼んだ。

　──皇こう帝ていの頭を斬きって。そうすれば倒たおせる。

　そう続けたいが、もう口が動かない。ロニエを左手で抱だき止めているティーゼは、制式剣を床ゆかに突き立てて自分の携けい行こう袋ぶくろを懸けん命めいに探さぐっている。皇こう帝ていを倒たおすことより、ロニエの解げ毒どくを優先するつもりだろう。その判断を責めることはできない。立場が逆なら、ロニエもそうするに違ちがいないのだ。

　目ま深ぶかに引き下げたフードの奥おくで、クルーガ皇こう帝ていが薄うすく嗤わらった気がした。その笑みには、長年の忠臣であるはずのゼッポスが二度目の死を迎むかえたことへの哀あい惜せきなど、わずかにも存在しなかった。

「コネクト・オール・サーキット！　オープン・ゲート！」

　両手を限界まで高く掲かかげ、瘦やせた長身を大きく反そらせて、皇こう帝ていが割われ鐘がねのような声で叫さけんだ。

　式句の意味はまったく解わからなかった。しかしある種の直感に導かれ、ロニエは痺しびれた首を懸けん命めいに仰あお向むかせた。

　大広間の高天てん井じようは黒く塗ぬられていて、高価そうな飾かざりランタンが幾いくつもぶら下がっているが、明かりは灯ともされていない。しかしロニエの目を吸い寄せたのは、天てん井じようの中央──横たわるゴブリンたちの真上に開けられた円形の穴だった。

　直径は三十センほどもあるだろうか。あまり丁てい寧ねいな仕事ではなく、形は歪ゆがんでいるし木材のささくれもそのままだ。恐おそらく、二階の部屋の床ゆかを斧おののようなもので乱暴に掘ほり抜いたのではないか。

　何のためにそんなことを……という途と惑まどいは、直後、戦せん慄りつへと変わった。

　穴の奥おくで、何か黒いものがぬらぬらと波打っている。粘ねん性せいの高い、泥どろのようなもの。死んだゼッポスの体を構成していた粘ねん土ど状物質とよく似ている。

　ロニエとティーゼが愕がく然ぜんと見上げる先で、穴から黒い粘ねん土ど、いや粘ねん液えきがずるりと垂れ下がった。強い圧力で押し出されたかのような、あるいは自らの意思で這はい出してきたかのような動き。

　粘ねん液えきは風船の如ごとく膨ふくらみ、波打ち、のたうって──おぞましい音とともに破は裂れつした。

　漆しつ黒こくの滝たきとなって床ゆかに落ちてきた粘ねん液えきは、瞬しゆん時じに三人の山ゴブリン族を吞のみ込み、ロニエたちの眼前でうずたかく堆たい積せきした。高さ二メルを超えたあたりでようやく粘ねん液えきの流下は終わったが、生き物めいた蠕ぜん動どうは止まらない。内部にゴブリンたちを包つつみ込んだまま、ぶるり、ぶるりと震ふるえ続ける。

「っ…………！」

　ティーゼが声なき声で叫さけび、ロニエを抱かかえたまま大きく後退する。

　毒の影えい響きようは全身に及および、できるのは感覚のない右手で愛剣の柄つかを必死に握にぎり締しめることだけだった。もしもナイフに塗ぬられていたのが致ち死し毒どくなら天命が急速に減りつつあるはずだが、痺しびれきった体は痛みすらも感じられない。

　すぐに解げ毒どく術じゆつを使わなければならないのだが、ロニエは蠢うごめく漆しつ黒こくの粘ねん液えきから目を離はなすことができなかった。

　不定形の小山だった粘ねん液えきが、震ふるえながら三つに分ぶん裂れつしていく。広がった裾すそ野のがろうそくの輪を吞のみ込み、炎ほのおが次々に消える。

　いまや大広間を照らす光は、ティーゼが割った窓から細く入はいり込む夕ゆう陽ひと、ロニエが蹴けり開けた大おお扉とびらから差さし込む廊ろう下かの光だけだった。どちらも弱々しく、広間の中央にはほとんど届かない。

　三つの影かげとなった粘ねん液えきが、更さらに巨きよ大だい化かしながら人の形へと変わっていくのを、二人は呆ぼう然ぜんと見上げた。

　荒あら縄なわの如ごとき筋肉が盛り上がる、逞たくましい上体。異様に長い両りよう腕うで。山や羊ぎのように曲がった両りよう脚あし。背中には折おり畳たたまれた翼つばさ、そして床ゆかに垂れ下がる尻尾しつぽ。

　オブシディア城で見たミニオンの姿に限りなく似ている。しかしたった一つ、異なる箇か所しよがある。

　本来のミニオンは、ヌマウナギのように細長い頭の先に円形の口があり、両側に丸い目が二つずつ並んでいる。しかし眼前に立ちはだかる怪かい物ぶつの頭はずっと人間に近く、尖とがった鼻と耳を持ち、半眼に閉じられた目も二つだけ。

「あの顔…………ゴブリン族…………？」

　ティーゼが震ふるえる声で呟つぶやいた。確かに、怪かい物ぶつの顔は山ゴブリン族に酷こく似じしているが、彼らのネズミ類を彷ほう彿ふつとさせる愛あい嬌きようなど欠片かけらもない。大きく裂さけた口からは鋭するどい牙きばが無数に覗のぞき、禿はげ頭あたまには二本の角まで生えている。

　不意に、数分前のゼッポスの言葉が頭の中にこだました。

　──ゴブリンどもの戦せん闘とう訓練にうってつけの相手だからですが、奴やつらにあの隠かくし通路は通れませんからね……。

　眼前のミニオン三体が、三人の山ゴブリン族が皇こう帝ていの術式と黒い粘ねん液えきの力で変身した姿なのだとすれば、確かにもう地下牢ろうへの階段は通れない。身みの丈たけは二メル半にも及および、折れ曲がった脚あしを完全に伸ばしたら頭が天てん井じように届いてしまうだろう。

　ゼッポスは──恐おそらく皇こう帝ていも──、四帝てい国こくの大乱で死んだ彼らの遺物を粘ねん土どに埋うめ込むことで人型のミニオンとして甦よみがえった。そして三人のゴブリンたちは、生きたまま粘ねん土どに取とり込まれ、巨きよ大だいなミニオンに変身させられた。

　二つの現象の陰かげには、更さらなる黒幕が存在するはずだ。遺物を使って皇こう帝ていたちを甦よみがえらせ、ミニオンの製造法を教えた何者かが。そしてその人物こそが、オブシディア城で発生した誘ゆう拐かい事件と、人界での一連の事件を繫つなぐ鍵かぎに違ちがいない。

　だがいまはそれよりも、ゴブリンたちを元に戻もどす方法を考えなくては。

　ミニオンを普ふ通つうに破は壊かいすれば、まず間ま違ちがいなくゴブリンたちも死んでしまうだろう。内部にいるはずの彼らを傷つけることなく、黒い粘ねん土どだけを分解する必要がある。反属性の光こう素そを大量にぶつければ可能かもしれないが、十個や二十個ではまるで足りないだろう。しかも、この広間の空間神聖力は、たぶんそれほど残っていない。

「ロニエ、これを飲んで」

　突とつ然ぜん、そんな囁ささやき声ごえとともに口くち許もとに小こ瓶びんがあてがわれた。天命を回復するための霊れい薬やくかと思ったが、匂においが違ちがう。ロニエがあれこれ考えているあいだに、ティーゼは媒ばい質しつと術式で解げ毒どく薬やくを作っていたらしい。

　口に流ながれ込んできた液体は強きよう烈れつに苦かったが、一口飲んだだけで舌の痺しびれが溶とけていく実感があった。だがティーゼはどうやって、ロニエの体に入った毒の種類を特定したのだろう。

　という疑問を目の中に読み取ったのか、相棒は再び囁ささやいた。

「あのナイフ、たぶん《ルベリルの毒ドク鋼ハガネ》だわ。あたしも実物を見るのは初めてだけど、リネルさまに教えてもらった色合いにそっくりだから」

　そういうことか、と視線だけで頷うなずく。

　整せい合ごう騎き士しリネル・シンセシス・トゥエニエイトと、相棒のフィゼル・シンセシス・トゥエニナインは、かつてキリトとユージオを毒剣で麻ま痺ひさせて殺そうとしたという逸いつ話わの持ち主だ。いまでは頼たのもしい先せん輩ぱい騎き士しで、他の騎き士したちとはひと味違ちがう知識をあれこれ伝授してくれるのだが、ティーゼもどこかで毒剣のことを教わったのだろう。

　どうにか麻ま痺ひの解けてきた口を懸けん命めいに動かし、ロニエは囁ささやいた。

「ティーゼ……あのミニオンを、殺しちゃだめ。ゴブリンさんたちを、助けないと」

「……解わかってる」

　深く頷うなずき、ティーゼはちらりと割れ窓を見た。

「でも、あたしたちの術力じゃミニオン三体を光こう素そ分解するのは無理だわ。ロニエが動けるようになったら、まずはここから脱だつ出しゆつする」

「……けど……」

　ロニエたちが逃げたら、皇こう帝ていとミニオンも姿をくらましてしまうかもしれない。地下牢ろうへの階段は通れなくても、ミニオンは空を飛べるのだ。飛ひ竜りゆうがいなければ追つい跡せきは不可能。

「解わかってる。けど、そうするしかないの」

　苦痛に耐たえるような表情でロニエの耳に口を近づけ、ティーゼは言った。

「もし術が効かなくて、剣を使わなくちゃいけなくなったとしても……あたしたちは、たぶんあのミニオンを斬きれない」

「…………!!」

　ロニエは細く息を吸い込んだ。

　確かにそのとおりだ。ミニオンは山ゴブリン族たちと一体の存在であり、斬きることで彼らを殺してしまうかもしれない以上、たとえロニエたちがそうせざるを得ないと判断したとしても、体が意思に従わない可能性が高い。《右みぎ眼めの封ふう印いん》──。

　だがそれは、ロニエたち二人に限ったことではない。他の整せい合ごう騎き士したちも、人界守備軍の衛士たちも、「人界と暗黒界の和平を守るために、絶対に亜あ人じん族を傷つけてはならない」という鉄則を共有している以上、同じ状じよう況きように陥おちいってしまうはずだ。

　もし、この三体だけでなく。

《亜あ人じんが強制的に変身させられたミニオン》が数十、数百規模でセントリアを攻こう撃げきしてきたら、整合騎士団は戦うことができない。

　いや、それよりももっと恐おそろしい事態も起こり得る。

　クルーガ皇こう帝ていとゼッポスが山ゴブリン族を拉ら致ちしてミニオンに変えたのは、人界と暗黒界に新たな戦争を引き起こすためだ。もしこのミニオンがセントリアを襲しゆう撃げきし、多数の死傷者が出たあとに正体がゴブリン族だということが判明したならば、影えい響きようはヤゼン殺しの比ではない。異界戦争前を遥はるかに超える怒いかりと憎にくしみが膨ふくれ上がり、人界の民たみたちはダークテリトリーへの逆ぎやく侵しん攻こうを望むだろう。

　その決定的な破局を回かい避ひするためならば、一部の騎き士しは右みぎ眼めの封ふう印いんを押さえ込み、ミニオンを倒たおせるようになるかもしれない。

　だが、もしも皇こう帝ていとその裏にいる何者かが、二つの世界を争わせるのではなく自力でいまの平和を壊こわすことを──人界統一会議による統治の終わりを望んだなら。

　彼らは亜あ人じん族ではなく、人界人をミニオンに変えようとするのではないか。

　現在、人界に滞たい在ざいしているダークテリトリーからの観光客は最大でも二百か三百人というところだろう。どうにかしてその全員を拉ら致ちしたとしても、作れるミニオンの数には上限がある。しかし人界の総人口は八万を超えるのだ。材料の粘ねん土どさえあれば、素体となる人間はいくらでも用意できる。

　人界人が変身させられたミニオンが相手では、今度こそ整せい合ごう騎き士しは誰だれ一人ひとり戦えない。

　ミニオンの大軍で人界統一会議を制圧したあと、ダークテリトリーに侵しん攻こうして暗黒界軍をも潰かい滅めつさせることすら可能だ。それはもはや、最高司祭アドミニストレータが企くわだてていたという《剣けん骨こつ兵へい計画》の再来に他ならない。

　刹せつ那なのあいだにそこまで考えを巡めぐらせたロニエは、いまだ動かない三体のミニオンの隙すき間まから、クルーガ皇こう帝ていの影かげを凝ぎよう視しした。

　長時間の高位術式の詠えい唱しようで消しよう耗もうしたのか、床ゆかに片かた膝ひざを突いている。しかし、黒ローブ姿から滲にじみ出る、目に見えるような邪じや悪あくさは薄うすれる気配もない。オブシディア城で幼いリーゼッタを殺そうとした誘ゆう拐かい犯はんと同じか、それ以上の悪意。

　あの男だけは、絶対に逃がすわけにはいかない。

　と、ロニエのその決意を感じ取ったのように、皇こう帝ていが動いた。多少よろめきながらも立ち上がり、待機姿勢のままのミニオンのあいだを抜けて、ロニエたちと対たい峙じする。

「……流派は知らぬが、見事な秘ひ奥おう義ぎだったぞ、娘むすめ」

　いきなり予想もしない言葉を掛かけられて、ロニエは咄とつ嗟さに応じることができなかった。しかし皇こう帝ていは気にする様子もなく、フードの奥おくからひび割れた声を垂らし続ける。

「さすがは余を殺し、ホーザイカの左ひだり腕うでを斬きり落としただけのことはある」

　自分を殺した、と淡たん々たんと言ってのける精神力には寒気を覚えるが、その次に出てきた名前に聞き覚えはない。正確には、どこかで聞いたような気もするが咄とつ嗟さに思い出せない。

　眉まゆを寄せるロニエに代わって、ティーゼが「えっ……」と声を漏もらした。ロニエの体を抱だきかかえる腕うでが、わずかに強こわ張ばる。

「……ホーザイカ・イスタバリエス……？」

「然しかり。……その様子だと、奴やつは名乗らなかったようだな」

　そのやり取りを聞いて、ロニエはようやくそれが何者の名前なのかを悟さとった。

　四帝てい国こくの大乱で命を落とした、イスタバリエス東帝てい国こく皇こう帝てい。

　だが、クルーガ皇こう帝ていは何か勘かん違ちがいしている。一年前の戦せん闘とうでロニエとティーゼが突とつ入にゆうしたのは北セントリア帝てい城じようであり、東セントリアには足も踏ふみ入いれていないのだ。ホーザイカ皇こう帝ていを斬きったのは、東セントリア帝てい城じように攻せめ込んだ騎き士しネルギウスと騎き士しエントキアだったはず。

　そもそも、ロニエが秘ひ奥おう義ぎで斬きった人間は、数分前に死んだゼッポスを含ふくめてもたった三人だけなのだ。最初の一人は当のクルーガ皇こう帝てい、そして二人目はオブシディア城の最上階で戦った黒ローブの誘ゆう拐かい犯はん。

　あの時ロニエは、先刻と同じ《ソニックリープ》で誘ゆう拐かい犯はんの左ひだり腕うでを斬きり飛ばした。

　左ひだり腕うで……。

　解げ毒どく薬やくのおかげでようやく感覚が戻もどってきたロニエの爪つま先さきからうなじまでが、一いつ瞬しゆんで総毛立った。耳の奥おくに、誘ゆう拐かい犯はんの声がかすかに甦よみがえる。

　──なるほど、封ふう印いんの鎖くさりを斬きったのは、人界代表剣士殿どのでしたか。噂うわさ以上に厄やつ介かいな御お方かただ……。

　いまにして思えば、もしも誘ゆう拐かい犯はんが暗黒界人なら、人界代表剣士の噂うわさなど聞くはずがないのだ。キリトの、前回を含ふくめてたった二度のオブシディア訪問はどちらもお忍しのびで、町の人々は代表剣士を見たことさえないのだから。

「も……もしかして……」

　からからに乾かわいた口を動かし、ロニエは皇こう帝ていの言葉の真意を質ただした。

「オブシディア城に現れた誘ゆう拐かい犯はんは、あなたと同じようにミニオンとして生き返った、イスタバリエス皇こう帝ていだったの……？」

　その問いに、クルーガは尖とがった口くち髭ひげをにやりと動かした。

「ホーザイカの死体は見つからなかったのであろう？」

　ロニエが何かを言う前に、素す早ばやく右手を振る。

「安心するがいい、あやつは死んだ。地面に落ちた死体は溶とけて消えたのだよ……ゼッポスのようにな」

　それは、誘ゆう拐かい犯はんがホーザイカ皇こう帝ていであり、またミニオンであったことを認める言葉だ。だが新たな疑問も生まれる。

「……なんで人界にいたはずのあなたが、そんなことを知っているの」

　そう訊きいたのは、ロニエではなくティーゼだった。

　クルーガ皇こう帝ていは、言葉では答えず、黒ローブの胸むな元もとを広げてみせた。

　そこに、細い鎖くさりでぶら下がっていたのは、闇やみの中でも血のように昏くらく輝かがやく赤い宝石。誘ゆう拐かい犯はん──ホーザイカ皇こう帝ていの胸に下がっていたものと、まったく同じ。

「ホーザイカの計画は潰ついえ、あやつは再び死んだ。《形かた代しろ》も割れてしまっては、もう甦よみがえることはできない。だがあやつの見聞きしたものは余が引き継つぎ、次なる計画の礎いしずえとする……そういうことだよ。この融ゆう合ごう型ミニオンもそうだ……原型では、お前ら騎き士しの足止めもできないことが解わかったからな」

　そう言うと、クルーガは左手でミニオンの逞たくましい腕うでを満足そうに撫なでた。

　立て続けに襲おそってくる驚きよう愕がくと衝しよう撃げき、そして戦せん慄りつに飽ほう和わしかけた頭で、ロニエは必死に考えた。

　形かた代しろ、というのはゼッポスの頭から出てきた徽き章しようのことだろう。仕組みはまるで解わからないが、やはりあれがミニオンの素材を用いた蘇そ生せい術じゆつに必ひつ須すの要素なのだ。

　シェータ大使とロニエに両りよう腕うでを斬きり落とされたホーザイカ皇こう帝ていは、オブシディア城最上階の窓から外へと身を投じた。死体が見つからなかったのは、飛んで逃げたわけではなく、落下した時に形かた代しろが破は壊かいされ、粘ねん土どの体が溶よう解かいしてしまったからだ。

　だが、クルーガの言葉を信じるならば、ホーザイカが胸に下げていた赤い宝石だけは壊こわれなかった。しかも何らかの手段で三千キロル彼方かなたのオブシディアからノーランガルス帝てい国こくまで移動し、クルーガにホーザイカの記き憶おくと知識を与あたえた──。

　ここまでの推測が正しければ。

　あの赤い宝石こそが、人界と暗黒界で蠢うごめく巨きよ大だいな陰いん謀ぼうの核かく心しんだ。

　麻ま痺ひ毒どくが浄じよう化かされ、再び動くようになった右手で、ロニエは愛剣を強く握にぎり締しめた。

　やはりここで逃げるわけにはいかない。仮にクルーガ皇こう帝ていを倒たおせても、宝石がどこかに消えてしまえば、いずれ蓄ちく積せきした悪意を受うけ継つぐ者が現れるに違ちがいないのだ。

「ティーゼ……なんとか三十秒だけミニオンを引きつけて」

　自分にも聞こえないほどの音量で、ロニエは囁ささやいた。

「皇こう帝ていを斬きれば、ゴブリンたちも元に戻もどるかもしれない」

　かすかな望みだが、操あやつる者がいなくなれば少なくとも時間は稼かせげる。

　問題は、毒が抜けても右足の甲こうと右みぎ膝ひざの傷が治ったわけではないということだ。剣けん技ぎや秘ひ奥おう義ぎには強い踏ふみ込みが不可欠であり、渾こん身しんの一いち撃げきを放てるのは一度か二度。それでもやるしかない。

「……解わかった」

　ロニエの背中を支えているティーゼが、同じく最小の声で答えた。

　もう一度、両手足の指を小さく動かし、感覚が戻もどっていることを確かく認にんする。皇こう帝ていがあれこれ喋しやべってくれたおかげで薬が効くまでの時間を稼かせげたが、それはきっと向こうも同じだ。皇こう帝ていは精神的消しよう耗もう──泥どろ粘ねん土どだけが詰つまっているミニオンの頭のどこに精神が宿るのかは不明だが──から回復したようだし、融ゆう合ごう型ミニオンの皮ひ膚ふ表面も、できたての時よりも硬かたそうな光こう沢たくを帯びている。

　クルーガ皇こう帝ていは再び指先でミニオンの腕うでを叩たたき、得心したのか頷うなずいた。

「さて、予定では戦せん闘とう訓練の相手はゼッポスがするはずだったが、あやつはくたばってしまったのでな。お前たちに責任を取ってもらおう」

　喋しやべりながら、するすると後ろに下がっていく。ミニオンにロニエたちを殺させるつもりなのだろう。

　オブシディア城でホーザイカ皇こう帝ていが使し役えきしていた原型ミニオンは、神聖語もしくは暗黒語によるごく単純で限られた種類の命令しか受け付けない。しかも思考力は野生の獣けもの程度で、整せい合ごう騎き士しの剣けん技ぎと術式を駆く使しする複雑な戦術には対応できない。異界戦争の時、暗黒術師ギルドが投入した虎とらの子このミニオン八百体は、騎き士し長ちようベルクーリが張はり巡めぐらせた武装完全支配術の罠わなを認にん識しきできず、一いつ瞬しゆんで全ぜん滅めつさせられたのだ。

　ゴブリン族を取り込んだ融ゆう合ごう型ミニオンが原型より進化している点はおそらくそこだろう。より高度で多様な命令を理解できるようになっているに違ちがいない。しかし当然、数多くの命令を与あたえるには時間がかかるはず。その隙すきを突いて、皇こう帝てい本人を斬きる。

　並んで立つミニオンたちの後方に戻もどったクルーガ皇こう帝ていが、配下の兵士に命令するかの如ごとく、右手を高々と掲かかげた。

「ミニオンどもよ！　その二人の娘むすめを殺せ！　──アクティベート!!」

　発せられた命令はそれだけだった。人界語と神聖語で、たったひと言ずつ。

　何かが振しん動どうするような音とともに、ミニオンたちの双そう眼がんが赤く光った。

　直後、巨きよ体たいが霞かすむほどの速さで、右と左のミニオンが大きく跳ちよう躍やくした。左のミニオンは割れた窓の前に、右のミニオンは開かれたままの大おお扉とびらの前に陣じん取どる。

　ロニエたちを、広間に閉じ込めたのだ。「殺せ」という命令を遂すい行こうするためには、二人を逃がしてはいけないと考え、脱だつ出しゆつ口こうとなり得る二箇か所しよを塞ふさいだ。

　数秒前の想像が間ま違ちがっていたことをロニエは悟さとった。融ゆう合ごう型ミニオンは、複雑な命令を受け付ける能力のずっと先──状じよう況きようを認にん識しきし、自分で判断して動く力を持っている。

　だが、二匹ひきが逃げ道みちを塞ふさいだので、クルーガ皇こう帝ていの前に残っているミニオンは一体だけだ。内部に無む辜このゴブリンを取り込んでいる融ゆう合ごう型ミニオンは斬きれないが、攻こう撃げきを回かい避ひして皇こう帝ていを狙ねらうことならできる。

　──ティーゼ！

　振り絞しぼった思念に反応した相棒が、背中を支えていた右手で、ロニエを思いきり前に押し出した。同時にロニエも、傷ついた右足で床ゆかを蹴ける。ブーツと膝ひざから鮮せん血けつが飛び散り、収まりかけていた痛みが焼やけ串ぐしのように全身を貫つらぬくが、歯を食い縛しばって耐たえる。

　騎き士し二人の力を合わせた超ちよう高速の突とつ進しんに、ミニオンは信じられないほど俊しゆん敏びんな反応を見せた。長大な右みぎ腕うでが、太さ三十センの丸太の如ごとく唸うなりながらロニエを薙なぎ払はらいにくる。指の先には鎌かまのように鋭するどい爪つめが生えていて、当たれば体を引き裂さかれるだろう。

　しかしその攻こう撃げきを、ロニエは予測していた。

　いかに融ゆう合ごう型ミニオンの能力が高かろうとも、全体の形は原型ミニオンとほぼ変わらない。ならば原型と同じく、主たる武器は両手の鉤かぎ爪づめであるはず。

「くうっ……！」

　食い縛しばった歯の奥おくから無意識の声を漏もらしつつ、凶きよう悪あくな形の鉤かぎ爪づめを限界まで引きつけ、命中する直前で上体を思いきり後ろに倒たおす。

　足から先に床ゆか上うえを滑すべり、攻こう撃げきを搔かい潜くぐる。小指の鉤かぎ爪づめが乱れた髪かみを掠かすめ、毛先が三センほど切断されたがそれくらい安い代だい償しようだ。

　渾こん身しんの薙なぎ払はらいを空から振ぶりしたミニオンは、勢い余って左に回転し、ロニエに背中を向けた。ミニオンも人の形を模している以上、この体勢からは攻こう撃げきできない。左足を絨じゆう毯たんに軽く引っかけて体を起こすと、ほんの七メル前方にクルーガ皇こう帝ていの姿が見えた。

　完全に《ソニックリープ》の間合いの内。渾こん身しんの一いち撃げきで、頭の真ん中に埋うまっているはずの形かた代しろも、胸にぶら下がる赤い宝石も破は壊かいして、全てを終わらせる。

　血まみれの右足でもう一度床ゆかを蹴けり、月つき影かげの剣を鋭するどく振りかぶった──

　その時だった。

　闇やみに沈しずむ床ゆか面めんから、何か黒くて細長いものが鞭むちの如ごとく跳はね上がり、信じられない速さでロニエの首元に迫せまった。

　反射的に左ひだり腕うでを持ち上げ、首を守る。

　百分の一秒後、黒い鞭むちが左ひだり前ぜん腕わんを打ち据すえた。

　──これは、ミニオンの尻尾しつぽ。

　融ゆう合ごう型ミニオンは、体が一回転する勢いを利用して、背後に攻こう撃げき可能な唯ゆい一いつの武器である尻尾しつぽを右みぎ腕うで以上の速さで振り回まわしたのだ。

　ロニエがそう認にん識しきするのと、左ひだり腕うでの骨が砕くだける音が聞こえたのは同時だった。針金を編んだかのように硬かたい尻尾しつぽはそこで止まらずに、腕うでごとロニエの胸を痛つう撃げきし、一いつ瞬しゆん空中に浮かせてから後方へ凄すさまじい勢いで吹ふき飛とばした。

　空中を十メル以上も飛んだロニエは、背中から壁かべに激げき突とつし、跳はね返かえって床ゆかに落ちた。

　視界が暗い。息ができない。左ひだり腕うでだけでなくあばら骨も何本か折れたようだが、全身に受けた衝しよう撃げきが巨きよ大だいすぎて痛みすら感じられない。

　立たなきゃ、と思っても体がまったく動いてくれない。軽装とはいえ胸には金属防具を着けているのに、たったの一いち撃げきで天命が危険な値あたいまで減ったようだ。

「ロニエ──っ!!」

　どこかでティーゼが名前を呼んでいる。床ゆかに触ふれている顔を懸けん命めいに動かし、暗く霞かすむ両目を見開く。

　前方左側から、真まっ直すぐに駆かけ寄よってくる相棒の姿がぼんやりと見えた。そして、右側から猛もう然ぜんと襲おそいかかる巨きよ大だいな影かげも。

　……ティーゼ、逃げて。

　そう叫さけぼうとするが、喉のどからわずかに空気が出るだけだ。

　自分を狙ねらうミニオンに気付いたティーゼは、踏ふみ留とどまって迎むかえ撃うとうとした。

　だが、制式剣を鋭するどく振りかぶった瞬しゆん間かん、その姿が不自然に硬こう直ちよくした。

《右みぎ眼めの封ふう印いん》が発動してしまったのだ。ロニエの負傷に我を忘れ、反射的にミニオンを攻こう撃げきしようとしたものの、そこで敵の体内にゴブリン族が取り込まれていることを思い出したのだろう。

　ロニエはいままで、封ふう印いんを発動させた経験は一度もない。しかしその痛みが、魂たましいを直接砕くだかれるようなものであることは伝え聞いている。ロニエが知る限り、己おのれの意志で封ふう印いんを突とつ破ぱできた人間は、上級修しゆう剣けん士しユージオ、整せい合ごう騎き士しアリス、オーク族の長おさリルピリンに、自分で右みぎ眼めを抉えぐり出したイスカーン総司令官を加えてたった四人しかいないのだ。

　それほどの激痛に襲おそわれ、動けなくなったティーゼの体を、ミニオンが力任せに薙なぎ払はらった。四筋の鮮せん血けつが空中に長い尾おを引き、ロニエは自分の深ふか傷でも忘れて声にならない悲鳴を上げた。

　床ゆかに叩たたき付つけられたティーゼは、一度跳はね返かえってからロニエのすぐ近くまで転がってきた。気を失ってしまったのか、瞼まぶたを閉じたまま動こうとしない。ミニオンの鉤かぎ爪づめに深々と切きり裂さかれた傷口からは、大量の血が流れ続けている。

「ティー……ゼ……」

　自分も口から血を零こぼしながら、ロニエは必死に床ゆかを這はい、砕くだけた左ひだり腕うでを持ち上げて相棒の体に掌てのひらを触ふれさせた。いますぐ光こう素そ術じゆつで治ち療りようしないと、ティーゼは死んでしまう。

「システ……コー……ル」

　懸けん命めいに起句を唱えようとするが、声量が足りずに術式を発動できない。ティーゼの傷を押さえる左手は、もう手首まで真っ赤に染まっている。

　整せい合ごう騎き士しは、人界軍の衛士たちより遥はるかに高い武具装備権限と術式行使権限、そしてそれらが生み出す圧あつ倒とう的てきな筋力と運動力を持つが、天命の数値そのものは常人とさして変わらない。最大値は屈くつ強きような上位騎き士したちで約五千、まだ十七歳のロニエとティーゼは三千程度しかないのだ。

　声が出せなくても、ステイシアの窓だけは神聖文字の印を切れば引き出せる。しかしロニエに、ティーゼの天命値を見る勇気はなかった。ただ涙なみだぐみ、左手で傷口を押さえながら、繰くり返かえし術式を詠えい唱しようしようとするだけだった。

　キィン、という音が広間の反対側で響ひびいた。二人を瀕ひん死し状態にまで追おい込んだミニオンが、床ゆかに落ちたティーゼの制式剣を拾い上げ、遠くに放り投げたのだ。

　残り二体は、割れた窓と大おお扉とびらの前から動こうとしない。一体だけでもロニエたちを殺せると判断しているのだろう。その一体が、油断のない足取りで、二人にとどめを刺すべく近づいてくる。

「ククク……クハハハハハハ」

　広間の真ん中で、クルーガ皇こう帝ていが歪ゆがんだ笑い声を上げた。

「素す晴ばらしい。たった一匹ぴき……しかもゴブリン如ごときの融ゆう合ごう型でこの戦せん闘とう力りよくか。多くの血と骨が溶とけ込んだ土ほど強力なミニオンになると聞いたが、予想以上ではないか。死した後もその身を余に捧ささげるとは、私領地民どもを褒ほめてやらねばな……ハハハハハハ」

　耳に届く言葉の意味を考えることさえ、ロニエにはもうできなかった。

　目の前がどんどん暗くなる。皇こう帝ていの哄こう笑しようが遠ざかっていく。感覚が残っているのは、ティーゼの血に浸ひたる左手だけ。その温かさも、少しずつ、少しずつ薄うすれていく。

　ついに二人の目の前までやってきたミニオンが、左右の腕うでを同時に振り上げた。

　不意に──。

　右手にも、仄ほのかな温度を感じた。

　自分の手が何を握にぎっているのか、すぐには解わからなかった。少し硬かための細革を丁てい寧ねいに巻かれたそれは、月つき影かげの剣の柄つか。

　とくん、とくん、と脈打つ熱を通して、剣が語りかけてくる。私を解き放って、と訴うつたえかけてくる。

　しかし、《そんなこと》ができるはずがない。月影の剣は確かに高優先度の業わざ物ものだが、神器ではないのだ。

　神器とは、人が精せい錬れんした金属ではなく、神しん獣じゆうや神鳥、神木といった伝説的存在から作られた武具のことだ。だから神器はそれぞれ固有の記き憶おくを持ち、主人と心を通わせることができる。

　いっぽう月影の剣を鍛きたえたのは人間の鍛か冶じ師しであるはずなので、前身の記き憶おくは存在しない。使つかい込むほどに手に馴な染じんでいくことはあっても、それ以上の現象を起こすことはできない。

　できない。できない……。

　自分とティーゼの死に瀕ひんして、どこまでも細長く引き延ばされていく時間の中で、ロニエはその言葉だけを頭の中で何度も繰くり返かえした。

　ふと、新たな声が聞こえた気がした。

　──剣だけじゃないよ。服も、靴くつも、食器も……神聖術で生成した素因一粒つぶだって、心を繫つなげば必ず応えてくれる。たぶん、人もね……。

　それは遠い、遠い昔に聞いた、亡なきユージオ上級修しゆう剣けん士しの言葉。

　心を繫つなぐ。

　月影の剣に心がないと決めつけているのは、持ち主であるロニエだ。しかし思い返してみれば、副代表剣士アスナに三本の剣の中から一本を選ぶように言われた時、ロニエはその選せん択たくを自分ではなく剣に委ゆだねたのだ。あの瞬しゆん間かん、ロニエの右手は、三日月を象かたどった白銀の鍔つばを持つこの剣に、流れるように吸い寄せられた。

　そしていま、ロニエに《月影》の銘めいを与あたえられた剣は、危機に瀕ひんした持ち主を助けるために語りかけてくれている。剣を信じ、心を繫つなぎ、記き憶おくを解放せよと。

　柄つかから伝わる右手の温ぬくもりと、ティーゼの血に浸ひたされた左手の温ぬくもりが体の芯しんにまで伝わり、ロニエはそのささやかな力を全て使って叫さけんだ。

「エンハンス・アーマメント」

　叫さけんだつもりだったが、その声は自分自身にも聞こえないほど弱々しかった。

　しかし剣は、そして世界の理ことわりは、ロニエの呼びかけに応えた。

　月影の剣の鍔つばと刀身から、途と轍てつもなく眩まばゆい銀色の輝かがやきが迸ほとばしった。両手の鉤かぎ爪づめを振り下ろす寸前だったミニオンは、その光を浴びた瞬しゆん間かんに甲かん高だかく吼ほえながら飛び退すさり、出口を塞ふさぐ他の二体も、高らかに笑い続けていたクルーガ皇こう帝ていさえもが目を覆おおい、身を捩よじった。

　同時にロニエは、尻尾しつぽに砕くだかれた左ひだり腕うでとナイフに貫つらぬかれた右足の痛みが和やわらぐのを感じた。ティーゼの傷から溢あふれる血も急速に少なくなっていく。

《武装完全支配術》。

　神器を持つ上位騎き士しだけが使える心シン意イ力りよくの精せい髄ずい、真の奥おう義ぎだ。

　恐おそらく月つき影かげの剣は自身の天命を、光こう素そ治ち癒ゆ術じゆつの強化版とでも言うべき霊れい光こうに変えて放出しているのだろう。武装完全支配術としては相当に単純な部類だが、見習い騎き士しになって一年しか経たたないロニエが、本格的な修しゆ業ぎようもせずに発動できたのは奇き跡せきだ。

　刀身の発光は十秒以上も続き、やがて少しずつ薄うすれ、小刻みに明めい滅めつしてから消えた。

　ティーゼの胴どう体たいに刻まれた深い切り傷からの出血は止まり、顔にもほんの少しだけ赤みが戻もどっている。しかしまだ意識は戻もどらないし、ロニエの左ひだり腕うでと右足も完全に治ち癒ゆしたわけではない。

　いっぽう三体のミニオンは、反属性の光に焼かれて全身から灰色の煙けむりが立ち上っているが、分解するには至っていない。どうやら損傷はごく表面的で、すぐにも動き出しそうだ。

　皇こう帝ていを逃のがしたくはないが、ティーゼの命には変えられない。ミニオンが再び攻こう撃げきしてくる前に広間から、いや屋や敷しきから脱だつ出しゆつしなくては。

　月影の剣が与あたえてくれた気力をかき集め、左手でティーゼを抱かかえながら立ち上がる。出口としては廊ろう下かに繫つながる扉とびらのほうが大きいが、ミニオンが追ってきたら逃げ切れない。割れた窓から前庭に出るしかない。

「ティーゼ、もう少しだけ頑がん張ばって！」

　瀕ひん死しの親友に囁ささやきかけ、ロニエは十五メル離はなれた窓目め掛がけて走り始めた。

　一歩ごとに、左ひだり腕うでと右足に火花のような痛みが走る。たちまち息が苦しくなり、喉のどがぜいぜいと鳴る。

　あと十メル。八メル。七メル……。

「ミニオンども、窓を塞ふさげ！」

　広間の中央で、霊れい光こうのダメージから立ち直ったらしいクルーガ皇こう帝ていが叫さけんだ。

「シュゴオオオ!!」

　山ゴブリン族とは似ても似つかぬ声で、割れ窓の近くで丸くなっていたミニオンが吼ほえた。脱だつ出しゆつ口こうの前に立ちはだかり、両りよう腕うでと背中の翼つばさを広げる。ティーゼが割ってくれた窓は巨きよ体たいによって完全に覆おおい隠かくされ、夕ゆう陽ひの色が遠ざかる。

　後方でも、二体のミニオンが相次いで吼ほえた。

　脱だつ出しゆつするには、窓の前の一体を排はい除じよする必要がある。しかしロニエは、融ゆう合ごう型ミニオンを攻こう撃げきできない。転ばせるために足を斬きろうとするだけでも《右みぎ眼めの封ふう印いん》が発動し、先刻のティーゼのように動けなくなってしまうだろう。

　残された手段は、もういちど武装完全支配術を使うことだけ。治ち癒ゆ力りよくのある霊れい光こうなら、ミニオンの肉体を焼いても内部のゴブリンは傷つけないはず。しかし、月影の剣の天命があとどれくらい残っているか。ステイシアの窓を確かく認にんしている余よ裕ゆうはない。

　仮に武装完全支配術で天命を使い果たしてしまえば、月影の剣は砕くだけ散ちる。

　それでも。

　ティーゼを救うためならば、剣は許してくれるだろうか。

　必死に走りながら、ロニエは右手の剣を掲かかげようとした。

　ふと、何かが聞こえた。

　無数の銀器が共鳴するような。満天の星々がさざめくような。

　何百人もの天使たちが歌うような、

　ラ──────────。

　という荘そう重ちような響ひびきとともに、広間の天てん井じようを貫つらぬいて虹にじ色いろの光が降り注いだ。

　この世のものとは思えないほど清せい浄じような光だが、ミニオンたちが苦しむ様子はない。赤い目を瞬しばたたかせ、途と惑まどったように天てん井じようを見上げている。

　その天てん井じように、突とつ如じよ、細い格こう子し状の光が走った。

　光はどんどん太くなる。天てん井じようが、何十枚もの板へと分解されつつあるのだ。板同士は完全に分ぶん離りしているのに、なぜか落下してこない。空中に浮いたまま、四方へと横よこ滑すべりしていく。

　分解しているのは天てん井じようだけではない。二階の壁かべも、屋根も、家具類までもが虹にじ色いろの光に包まれて、外へ、外へと音もなく離り散さんする。あたかも、精せい緻ちな積み木で組み立てられた家が、内から外へ崩くずれていくかの如ごとき光景。

　崩ほう壊かいの波はついに一階の壁かべにも及およんだ。頑がん丈じようそうな石いし壁かべを作っていた灰色の石材がばらばらになり、滑すべるように前庭へと移動していく。枠わくごと外れた硝子ガラス窓まどがそれを追いかける。

　広大な屋や敷しきは、ほんの十数秒で床ゆかだけを残して完全に分解された。天使の歌声が遠ざかり、虹にじ色いろの光が薄うすれ──。

　直後、床ゆかの外側に浮ふ遊ゆうしていた無数の建材が、轟ごう音おんとともに落下した。

　この上なく整然とした大だい破は壊かいが収まると、ロニエが立っているのはもう屋や敷しきの中ではなかった。足あし許もとは黒っぽい絨じゆう毯たんのままだが、頭上には茜あかね色いろの夕空がどこまでも広がっている。赤々と燃えるソルスは下か端たんを果ての山脈に触ふれさせ、まだ冬の冷たさを残す北風が二人の髪かみを揺ゆらす。

　三体のミニオンも、クルーガ皇こう帝ていも、呆ぼう然ぜんとしたように立ち止まったままだ。命令に従うだけの原型ミニオンならば状じよう況きようの変化など気にせず攻こう撃げきを続けただろうが、融ゆう合ごう型はなまじ自我を持つため、どう対応していいのか解わからないらしい。

　しかし、頭が働かないのはロニエも同じだった。脱だつ出しゆつは絶望的だと思っていた大広間が──いや、悪意と恐きよう怖ふに満たされていた皇こう帝てい家け別べつ荘そうそのものが、たかだか十数秒で完かん膚ぷなきまでに分解されてしまうという超ちよう現象に頭がついていかないのだ。

「……ロニエ」

　不意に左の耳みみ許もとで、かすかな声が響ひびいた。それでようやく思考力が戻もどり、同じくらい掠かすれた声で名前を呼び返す。

「ティーゼ……！」

　意識を取とり戻もどした親友が見ているのは、ロニエではなかった。紅葉もみじ色いろの瞳ひとみは、南の空の一点から動こうとしない。

　ロニエも、吸い寄せられるように顔を仰あお向むけた。

　広い空を染める山やま吹ぶき色いろと茜あかね色いろの境界あたりに、小さな影かげが浮いていた。

　一つ──ではなく二人。片方は真しん珠じゆ色いろのドレスに身を包み、栗くり色いろの長い髪かみを微そよ風かぜになびかせる女性。右手には抜き身の細さい剣けんを下げている。

　そして女性の腰こしに右手を回して支えているのは、上下とも黒無地の服を着た黒くろ髪かみの男性。上着の裾すそは飛ひ竜りゆうの翼つばさのような形に変形し、ゆるやかに羽ばたいている。

　両目を限界まで見開いたロニエは、女性が左ひだり腕うででしっかりと抱だいているものにも気付いた。薄うす黄き色いろの羽う毛もうに包まれた生き物。長い首と尻尾しつぽ、小さな翼つばさを持つ飛ひ竜りゆうの幼生。

「……月ツキ駆ガケ……」

　震ふるえ声で呟つぶやいてから、熱いものが込み上げてくる喉のどで懸けん命めいに息を吸い。二人の名前も呼んだ。

「アスナさま。……キリト先せん輩ぱい……」

　小さい月駆が、一いつ生しよう懸けん命めいセントリアまで走って、二人を呼んできてくれたのだ。広い屋や敷しきを分解した虹にじ色いろの光は、アンダーワールド全土でアスナだけが持つステイシア神の力、《無制限地形操作》に違ちがいない。

　ロニエとティーゼに少し遅おくれて、クルーガ皇こう帝ていも遥はるか高みから自分を見下ろす者の存在に気付いたようだった。だらりとぶら下げられていた右手の指が鉤かぎ爪づめのように曲がり、離はなれているロニエにも聞こえるほどの音でみしみしと軋きしむ。
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「…………人界統一会議……代表剣士。どこまでも余の邪じや魔まをするか」

　発せられた声は、それ自体が呪じゆ詛そであるかのように歪ゆがみ、ひび割れていた。黒ローブの裾すそが大きく翻ひるがえり、枯かれ木きの如ごとく細い左ひだり腕うでが空の二人を指さす。

「ミニオンども！　あの不敬なるやつばらを撃うち落おとせ！」

　新たな命令を受けた三体の融ゆう合ごう型ミニオンが、素す早ばやく顔を空に向けると、尖とがった口を大きく開けた。無数の鋭するどい牙きばの奥おくで、紫むらさき色いろの瘴しよう気きが不気味に蠢うごめく。

　まさか融ゆう合ごう型ミニオンは、飛ひ竜りゆうの熱線のような攻こう撃げき力りよくを持つ息……神聖語で言う《ブレス》まで吐はけるのか。

「先せん輩ぱい！　狙ねらわれてます！」

　ロニエは必死に叫さけんだが、その声は余りにも弱々しく、百メルもの高さに浮かぶ二人に届いたとは思えなかった。

　しかしキリトが、ロニエの呼びかけに応えたかのように、いままで自然に下げていた右手を空へと伸ばした。その手に握にぎられているのは、夕ゆう陽ひを受けて金色に輝かがやく漆しつ黒こくの長ちよう剣けん。キリトの神器、《夜空の剣》だ。

　ミニオン三体が限界まで口を開き、闇やみの色のブレスを吐はこうとした。

　突とつ然ぜん、あたりが急激に暗くなった。

　ロニエははじめ、ミニオンの口から漏もれる瘴しよう気きが陽光を遮さえぎったのかと思った。しかしそうではないことはすぐに解わかった。暗くなったのは、ミニオンの周辺だけではない。屋や敷しきを取り囲む森は黒々とした影かげに沈しずみ、一いつ瞬しゆん前まで鮮あざやかな茜あかね色いろだった夕焼け空は濃こい紫むらさき色いろに染まって、星さえ幾いくつか瞬またたいている。

　そして、西の地平線に浮かぶソルスまでもが、ルナリアに覆おおい隠かくされてしまったかのように光を失っていた。

　突とつ如じよ訪おとずれた夜の中で、ひとつだけ強きよう烈れつに輝かがやくものがあった。

　キリトの右手に握にぎられた夜空の剣。その刀身が、直視すらできないほど眩まぶしい黄こ金がね色いろの光を放っている。

　再び訪おとずれた、屋や敷しきの分解をも上回る超ちよう現象に、さしものクルーガ皇こう帝ていも怯ひるんだようだった。しかし再び左手を振り上げ、果か敢かんに叫さけぶ。

「構うな！　撃うてぇッ!!」

　ミニオン三体が、一いつ瞬しゆん振り上げた頭を上空に突き出し、紫むらさき色いろにぼんやりと光る瘴しよう気きを発射した。

　それは飛ひ竜りゆうの熱線と違ちがって、長く尾おを引く球体だった。獣けものの悲鳴を思わせる異様な音を轟とどろかせながら上じよう昇しようする瘴しよう気きの塊かたまりに向けて、キリトが夜空の剣を鋭するどく振り下ろした。

　ロニエの視界が、純白に染まった。

　あまりの眩まぶしさに目を細めずにはいられないが、それでも顔を背そむけることなく、ロニエは全てを見ようとした。

　白い光を発しているのは、膨ぼう大だいな数の粒りゆう子しだった。熱を持たない純白の光点が、周囲の空間を埋うめ尽つくしている。

　瘴しよう気きのブレスは、光の粒つぶを喰くらいながら上じよう昇しようし続けたが、まるで熱湯に落ちた氷の塊かたまりのように急激に小さくなり、呆あつ気けなく消えた。

「…………これ、全部、光こう素そ……？」

　ティーゼの囁ささやき声ごえに、ロニエも無言で首を縦に動かした。

　光点の色合いや動きは、慣れ親しんだ光素以外の何ものでもない。しかし素因というものは光素に限らず、高位術師が両手の指を使っても、同時に生成できるのは十個が限界のはずなのだ。

　いま広い空間を隙すき間まなく満たす光素の数は、最低でも数千……ことによると万を超えているだろう。

　生成の方法はどうにか推測できる。キリトの夜空の剣は、周囲の空間そのものから神聖力を吸収するという武装完全支配術──正確にはその上位技わざである《記き憶おく解放術》を持っている。その力でソルスの光を吸い込み、膨ぼう大だいな神聖力を全て光素に変えたのだ。

　しかし素因は、術者の意識から離はなれた瞬しゆん間かんに消しよう滅めつもしくは暴発してしまう。最初は指一本で一個の素因を保持する訓練から始め、片手で五個の素因を操あやつれれば一人前の術者、両手で十個を制せい御ぎよできればもはや達人の域だ。ロニエもティーゼも、いまは五個までしか作れない。

　そんな気難しい素因を、いったいどうすれば同時に一万個も制せい御ぎよできるのか。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしながら、ロニエはあたかも光る雪のように漂ただよう光素たちを見み詰つめた。

　いっぽうミニオンたちは、再び瘴しよう気きブレスを撃うつべく口を開いた。

　空間に漂ただようだけだった光が動いたのは、その時だった。一万の光素が、総体としての意思を持っているかの如ごとく流れ、渦うず巻まき、三体のミニオンたちを包つつみ込んでいく。月つき影かげの剣が放った霊れい光こうに晒さらされた時のように皮ひ膚ふがじゅうじゅうと爛ただれ、嫌いやな臭においの煙けむりが立ち上ったが、それも長くは続かなかった。

　濃こい灰色の巨きよ体たいに、無数の光素が次々と浸しん透とうし、内部に純白の輝かがやきを生み出し──。

　恐おそるべき怪かい物ぶつは、悲鳴を上げることもできずに、液体となって崩ほう壊かいした。

　飛び散る粘ねん液えきも空中にあるうちに蒸発し、その中から山ゴブリン族が転がり出てくる。意識はなく、衣服や装そう飾しよく品ひんも全て失われているが、怪け我がはしていないようだ。

　光素の一部はロニエとティーゼを包つつみ込み、傷を癒いやしていく。喩たとえようもない温かさと心ここ地ちよさに体の力が抜けそうになるが、懸けん命めいに立ち続ける。

　融ゆう合ごう型ミニオン三体が完全に消しよう滅めつし、ロニエたちの怪け我がが癒いえるのと同時に、空も夕焼けの色を取とり戻もどした。

　膨ぼう大だいな光こう素そは大部分が役目を果たして消しよう滅めつしたが、最後に残った数百個が十個の輪となって床ゆか面めんの少し上に浮かんでいる。縦に重なる輪が作り出す、細長い檻おりの中に閉じ込められているのはもちろんクルーガ・ノーランガルス皇こう帝ていだ。輪の大きさはローブの布地にぎりぎり触ふれないくらいで、少しでも動けば光素が粘ねん土どの体に浸しん透とうし、ミニオンと同じように分解してしまうだろう。

　先刻より少し赤みを増した夕ゆう陽ひの下で、男の姿は完全な影かげになっていてフードの奥おくの表情は見えない。しかしあれほど傲ごう岸がん不ふ遜そんだった皇こう帝ていが、おとなしく虜りよ囚しゆうとなることを選ぶとは思えない。

「ティーゼ、立てる？」

　小声で訊たずねると、相棒は力強く頷うなずいた。

「うん、もう大だい丈じよう夫ぶ。ありがと、ロニエ」

「それは私もだよ……ありがとう、ティーゼ」

　二人は一いつ瞬しゆん抱だき締しめ合い、体を離はなした。素す早ばやく怪け我がの状態を確かく認にんすると、右足と右みぎ膝ひざには薄うすい傷きず痕あとが残るだけ、砕くだけた左ひだり腕うでの骨も完全ではないがくっついているようだ。もっと重傷だったティーゼも、動くのに支障はないらしい。

　ミニオンに放り投げられたティーゼの制式剣は、床ゆかだけになった広間の反対側に転がっている。そちらに向かって歩き始めようとするティーゼを、左手で立ち止まらせる。

「後にしよう。いまは皇こう帝ていから目を離はなさないで」

　ロニエの言葉に、相棒も張はり詰つめた表情で頷うなずいた。床ゆかに倒たおれたままの山ゴブリン族も心配だが、皇こう帝ていが再び彼らに術式を掛かけようとする可能性もある。月つき影かげの剣を油断なく構えたまま、少しずつ光の檻おりに近づいていく。

　上空からは、キリトとアスナが大きく弧こを描えがきながら降下してくる。二人が着地するまで、皇こう帝ていにおかしな真ま似ねをさせないのがロニエたちの役目だ。

　二人が檻おりの三メル手前で立ち止まった時、黒ローブ姿が小さく揺ゆれた。

「クク、クククク……」

　耳に粘ねばりつくような忍しのび笑わらい。さっと剣けん先さきを向けたが、皇こう帝ていは笑うのを止やめようとしない。

「……クルーガ・ノーランガルス。あなたの企たくらみももう終わりよ。今度こそ、おとなしく投降しなさい」

　可能な限り厳しい声を出すと、笑い声はようやく消えたが、代わりに相変わらず傲ごう慢まんな言葉が投なげ掛かけられた。

「一年前の再現だな、娘むすめ。あの時栄光に満ちた死を選んだ余が、今回は屈くつ辱じよくを受け入れるとでも思ったか？」

「……それ以外の選せん択たく肢しはないわ」

「選せん択たく肢し……か。解わかっていない。お前たちは、何も解わかっていないのだ」

　呟つぶやくように答えた皇こう帝ていは、フードを少しだけ仰あお向むかせた。ロニエもちらりと上空を見ると、キリトたちはもう屋や敷しきの真上にまで到とう達たつしている。二人が降り立つまで、あと十秒ほどか。

　絶対に、何もさせない。

　ロニエのその決意を──。

　クルーガ皇こう帝ていは、思いも寄らない方法で出し抜いた。

「しばしの別れだ、娘むすめ。また会おうぞ」

　そう言うと、皇こう帝ていは、体を前方に倒たおした。

「あっ……！」

　ティーゼが声を上げ、左手を伸ばしかけたが、もうできることはなかった。厚さ一ミリセもない光の輪が、黒ローブごとクルーガ皇こう帝ていの体を切きり裂さいていく。輪切りにされた粘ねん土どの体が、上から順番に床ゆかに落下し、どさどさと音を立てて積み重なる。

　十一個の黒い塊かたまりは、即そく座ざに粘ねん液えきとなって広がり、蒸発していく。

　キリトとアスナが後方に着地した時、絨じゆう毯たんの上に残っているのは、黒い布の切きれ端はしと二つの装そう飾しよく品ひんだけだった。

　一つは、白しら百ゆ合りと翼つばさを広げた鷹たかが彫ほり込まれた黄金の指輪。

　そしてもう一つは、黒ずんだ鎖くさりの上で不気味に光る、深しん紅くの宝石──。

　立ち尽つくすロニエの肩かたに、駆かけ寄よってきたキリトが手を乗せる。

「ごめん、遅おそくなった！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　途と端たんに緊きん張ちようが解け、へなへなと座すわり込みそうになったが、どうにか踏ふみ留とどまるとロニエは代表剣士の顔を見た。

「は……はい、私は大だい丈じよう夫ぶです。でも、皇こう帝ていが……」

「こ……皇こう帝てい!?」

　キリトは最大級の驚きよう愕がくを露あらわにしたが、詳くわしい説明をすることはできなかった。ティーゼをいたわろうとしたアスナの腕うでから、黄色いかたまりが飛び出してきて、ロニエの顔にしがみついたのだ。

「きゅるるるる──っ！」

　その鳴き声を聞いた途と端たん、今度こそロニエの両目から涙なみだが溢あふれた。

「月ツキ駆ガケ……！」

　愛剣をキリトに預け、両手で幼よう竜りゆうをしっかりと抱だき締しめる。

　近くでよく見ると、月駆の羽う毛もうはあちこちに泥どろや血がこびりつき、自じ慢まんの尾お羽ばねも無残に抜け落おちてしまっている。いくらセントリアが遠くても、草原や畑を走っただけでこうなるとは思えない。きっと月駆も、大変な苦労をしてキリトたちをここまで導いてくれたのだ。

　くう、くうと甘あまえ声ごえを出す幼よう竜りゆうを優やさしく撫なでていると、東側の森からも甲かん高だかい鳴き声が聞こえた。

　藪やぶから飛び出した水色の毛玉が、転がるように突とつ進しんしてくる。前庭に積み重なる屋や敷しきの残ざん骸がいをすり抜けて床ゆか面めんに跳とび乗ると、ティーゼめがけて高々と跳ちよう躍やくする。

「霜シモ咲サキ!!」

　ティーゼも叫さけび、愛あい竜りゆうをしっかりと抱だいた。その隣となりで、アスナが優やさしく微ほほ笑えみながら言う。

「霜咲の鳴き声と、屋や敷しきの窓を光らせた光こう素その輝かがやきがなかったら、わたしたちはこの場所に気づけなかったわ。みんな、よく頑がん張ばったわね」

「…………はい……」

　ティーゼが濡ぬれた声で答え、その胸で霜咲が「くるるっ！」と誇ほこらしそうに鳴いた。月ツキ駆ガケも「きゅるるっ！」と声を合わせ、更さらに「キュキューッ！」と三つ目の鳴き声が。

「…………!?」

　ぎょっとして声の聞こえたほうを見ると、キリトの上着の中から、幼よう竜りゆうたちよりずっと小さい生き物が飛び出してきて体を駆かけ上のぼり、頭の上に座すわった。やたらと長い耳を持つ、ネズミのようなウサギのような茶色い獣けものは、一同を見回すと何かを訴うつたえるように再び「キュウッ！」と鳴く。

「……き、キリト先せん輩ぱい、それは何ですか？」

　啞あ然ぜんとしながら訊たずねると、キリトも腑ふに落ちないような視線を頭上のネズミに向け、言った。

「いやあ、それが……直ちよつ轄かつ領りよう南側の畑の上を飛んでたら、月駆がアナグマみたいな獣けものと戦っててさ……」

「あれはアナグマじゃなくてハナグマだと思うよ」

　というアスナの指し摘てきを受け、「どう違ちがうんだよ……」と首を捻ひねってから説明を続ける。

「で、そのハナグマを追おい払はらって、月駆の怪け我がを治ち療りようしてからまた湖に向かって飛ぼうとしたら、月駆が近くに転がってたバケツ、じゃなくて木き桶おけのとこまで走ってって……その中から、コイツが出てきたんだ」

「桶おけの中から、ですか……？」

「うん。状じよう況きようからすると、ハナグマと戦う前に月駆が桶おけの中に隠かくれさせたみたいなんだよな。だから何か重要なフラグ、じゃなくて条件なのかと思って連れてきたんだけど、特に何もしなかったな……」

　代表剣士が口を閉じると、月駆がロニエとキリトを交こう互ごに見ながら「くるるぅ……」と鳴き、それにネズミが「キュキュキュ！」と応じた。

　ロニエには、ネズミの言葉はもちろん、月駆の鳴き声の意味も正確には解わからない。それでもやり取りの内容を何となく感じ取り、人界語に直してみる。

「ええと……どうやら月駆はそのネズミさんに何か約束したみたいなんですが……」

「約束……？」

　キリトとアスナとティーゼが揃そろって首を傾かしげると、ネズミは不満そうに代表剣士の頭上でぴょんぴょん飛とび跳はねた。その様子がやけにおかしく、思わずくすっと笑ってしまった──

　その時だった。

　少し離はなれた床ゆかの上で、血のように赤い閃せん光こうが弾はじけた。

「キイッ！」

　ネズミが悲鳴を上げ、キリトの懐ふところに飛とび込む。月ツキ駆ガケと霜シモ咲サキも警けい戒かい音おんを響ひびかせる。

　目に突き刺さるような光を右手で遮さえぎりながら、ロニエはその源みなもとを見み据すえた。

　光っているのは、床ゆかに転がる宝石だった。クルーガ皇こう帝ていと、ホーザイカ皇こう帝ていの胸に下がっていた首くび飾かざり。

「先せん輩ぱい！　あれが全ての元げん凶きようなんです！」

　ロニエがそう叫さけび、キリトが赤い閃せん光こうに向かって一歩踏ふみ出した、その瞬しゆん間かん。

　宝石が、恐おそろしい勢いで空へと飛び上がった。

　炎ほのおの矢の術を超えるほどの速さでぐんぐん上じよう昇しようしていく赤い光に、キリトが右手を伸ばした。光が急減速し、三十メルほど上空で静止する。

　キリトが《心シン意イの腕かいな》で摑つかんだのだ。

　鋼鉄の機き竜りゆうを飛ひ翔しようさせるほどのキリトの心意力を振り切れるはずがない。ロニエはそう確信したのだが、宝石はなかなか落ちてこない。後ろに引っ張られた鎖くさりを小刻みに震ふるわせながら、空の一点に留とどまっている。

　拮きつ抗こう状態は、三秒ほど続いた。

　突とつ然ぜん、バキィン！　という衝しよう撃げき音おんが響ひびいた。

　心意力で引っ張られていた鎖くさりが、ばらばらに千切れて落ちてくる。

　しかし宝石は、枷かせから解き放たれたかの如ごとく猛もう然ぜんと上じよう昇しようすると、真っ赤な夕焼けに溶とけて見えなくなった。最後に一度だけ、雲に届くほど高いところで、赤い光がきらりと尾おを引いた。その光が指していたのは、ソルスが沈しずむ国……ウェスダラス西帝てい国こくの方角だった。
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「ティーゼさん、ロニエさん。怪け我がの具合はどう？」

　副代表剣士に訊たずねられ、二人は同時に深々と頷うなずいた。

「はい、もうすっかり元通りです」

　ロニエが答えると、

「キリト先せん輩ぱいふうに言えば『ヒャクパー回復』です！」

　ティーゼも握にぎり拳こぶしを作ってみせる。

　ヒャクパーという神聖語の意味は知らないが、アスナには通じたらしく、くすっと微ほほ笑えんだ。

「そう、よかった。……今回は二人を、ほんとに辛つらい目に遭あわせちゃったね……」

　笑みを消し、長い睫まつ毛げを伏ふせるアスナに向けて、ロニエとティーゼは思いきりかぶりを振る。

「いえ、危険な場所に飛とび込んでいったのは私たちですから……」

「アスナさまのお口くち添ぞえのおかげで、アユハ師団長にしっかり治ち療りようして頂けましたし。ほら、このとおりですよ」

　そう言ったティーゼが上着と下着をいっぺんにめくり、お腹なかを出した。融ゆう合ごう型ミニオンの爪つめに深々と切きり裂さかれた傷は完全に治ち癒ゆし、痕こん跡せきさえも残っていない。

　それはいいのだが、いくらカセドラル九十五階《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》にこの三人しかいないからといっても、女の子がお腹なかを出すのは少々はしたない。右手を伸ばし、ティーゼの服を引っ張り下ろしながら言う。

「それにしても、アユハさまの薬やく石せきの知識は大変なものですね……。私たちも学院で真面目に勉強したつもりだったんですが、名前を聞いたこともないような植物や鉱物が次々に出てきてびっくりしちゃいました」

「アユハさんは神聖術師団長に就任してからも、安息日には自分で新種の薬草を探しに行ったりしてるみたいよ。おかしな薬の味見をさせられるって、妹のソネスさんがこぼしてたわ」

　再び微び笑しようを浮かべたアスナが、小声で付け加える。

「なんでも、アユハさんは子供の頃ころは薬くす師し志望で、キリトくんが北セントリアでゼフィリアの花を咲さかせた話を聞いてから植物研究熱が再燃しちゃったらしいわ」

「あー……キリト先せん輩ぱいの仕業に対たい抗こうするのはお勧すすめできませんよね……」

　思わずロニエがそう言うと、ティーゼが明るい声で笑った。床ゆかで干し魚を食べていた月ツキ駆ガケと霜シモ咲サキも「くるるっ！」と鳴き、その隣となりでは二匹ひきの新しい友達、ミミナガヌレネズミのナツがおいしそうにクルミを囓かじっている。

　皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようでの事件から早くも三日が過ぎ、今日は二月二十七日。月末の三十日には四皇こう帝ていの反乱鎮ちん圧あつ一周年を記念したお祭りがセントリア全市で大々的に催もよおされることになっていて、カセドラルの中もいつもより少しだけ賑にぎ々にぎしい。

　しかし、統一会議の面々にとっては、到とう底てい浮うわついてはいられない状じよう況きようだ。

　一年前に確実に討うち取とられたはずの東帝てい国こく皇こう帝ていホーザイカ・イスタバリエスと、北帝てい国こく皇こう帝ていクルーガ・ノーランガルスがミニオンの体を得て復活し、一連の事件に深く関わっていたこと。特にクルーガはセントリア市から目と鼻の先の直ちよつ轄かつ領りように長い間潜せん伏ぷくし、原型より遥はるかに強力な融ゆう合ごう型ミニオンの量産計画を進めていたわけで、それを知ったファナティオとデュソルバート、情報局長のシャオ・シュカスは深い衝しよう撃げきを受けていた。

　事件を受けて、四帝てい国こくの直ちよつ轄かつ領りようと私領地がくまなく再捜そう索さくされたが、上級貴族の隠かくし財産が何件か見つかったくらいで陰いん謀ぼうに結びつく発見はなかった。最も重点的に捜そう索さくされているのは、皇こう帝ていの別べつ荘そうから西の空へと飛び去った赤い宝石だが、いまのところ行ゆく方えはまったく摑つかめていない。相手が人間ではなく小鳥の卵ほどしかない宝石なので、西帝てい国こくに入って捜そう索さくを指揮している騎き士しフィゼルとリネルも手こずっているようだ。

　クルーガ皇こう帝ていのもうひとつの遺品、皇こう帝てい家けの紋もん章しよう入りの指輪は、カセドラルの誇ほこる二大術師アユハとソネスが共同で解かい析せきに当たっている。皇こう帝ていが《形かた代しろ》と呼んでいたあの指輪に蘇そ生せいの秘密が隠かくされていることは間ま違ちがいないのだが、品物からそれに施ほどこされている術式を引き出すのは、物に術を掛かけるよりも百倍難しい……とソネスが言っていた。

　つまり、現在のところ陰いん謀ぼうの黒幕に繫つながる糸はほとんど途と切ぎれてしまっている状じよう況きようだ。他の物証はと言えば、侍じ従じゆう長ちようゼッポスが使っていた大小二本のナイフと、別べつ荘そうの敷しき地ちに大量に積まれていた粘ねん土どの袋ふくろくらいのものだが、どちらも新たな手がかりに結びつく可能性は低い。

　人界統一会議は、粘ねん土どと指輪の調査を依い頼らいするために暗黒界から高位の暗黒術師を招しよう聘へいする決定を下し、すでにオブシディア城へ伝令騎き馬ばが走っている。だがイスカーン総司令官宛あての親書が届くのにあと十二日、向こうからの返事がまた二週間かかるとあって、招しよう聘へいが実現するとしても当分先の話だ。

　いっぽうロニエとティーゼは、別べつ荘そうの中から音が聞こえた時点で報告に戻もどらなかったことをファナティオ団長にこってりと絞しぼられたあと、拉ら致ちされた山ゴブリン族の発見と救出に功績大なりとして、見習い騎き士しから下位整せい合ごう騎き士しへ昇しよう格かくさせると告げられた。

　正式な叙じよ任にんは、解放記念祭が終わったあとの三月上じよう旬じゆんとなる予定だが、もう騎き士し番号の内示は受けている。

　異界戦争で散った騎き士しエルドリエ・シンセシス・サーティワンに続く三十二番がティーゼ。そして三十三番がロニエ。

　整合騎士団の伝統に従えば二人とも家名を捨てなければならないのだが、《シンセシス》とは「シンセサイズの秘ひ儀ぎを受けた者」という意味の神聖語なので、キリト、アスナと話し合い、シンセサイズされていない二人は番号名だけを追記するということになった。つまり来月中には、騎き士しティーゼ・シュトリーネン・サーティツーと、ロニエ・アラベル・サーティスリーが誕生するわけだ。

　皇こう帝ていやゼッポスとの戦いを経て二人の武具装備権限は40に上じよう昇しようし、それは騎き士し団だんの一員としてまったく不足のない数字なのだが、いまのところ正せい騎き士しになるのだという実感はロニエにはない。

　それはもしかしたら、二日前に内示を受けてから、ティーゼとこの件についてまったく話し合っていないからかもしれない。

　ロニエは何度か水を向けたのだが、そのたびにティーゼが「ごめん、いまはまだ……」と目を伏ふせてしまうのだ。そして彼女が昇しよう格かくのことを話したくない理由も、ロニエにはおぼろげに見当がついている。

　たぶんティーゼは、正せい騎き士しに昇しよう格かくするまでに、二つのことに決着を付けようと考えていたのだろう。

　一つは、騎き士しレンリからの求きゆう婚こん。

　そしてもう一つは、亡なきユージオへの想おもい。

　そもそも二人が封ふう鎖さされた皇こう帝ていの別べつ荘そうに近づいたのは、お化けが出るという噂うわさの真しん偽ぎを調査するためだった。いまにして思えば、住民たちがお化けと勘かん違ちがいしたのは、ゼッポスが森の土を掘ほる姿だったのではないか。

　しかしティーゼはきっと、お化け──幽ゆう霊れいが実在することを望んでいた。もし死者が姿を現あらわすことが本当にあるのなら、ユージオともう一度会えるかもしれないと、そう思ったのだ。

　皇こう帝ていの別べつ荘そうに、幽ゆう霊れいはいなかった。

　しかしあの戦いを経て、ティーゼの迷いは深まってしまったに違ちがいない。

　皇こう帝ていやゼッポスは、《形かた代しろ》とミニオン製造技術を用いて甦よみがえった死者だ。それはすなわち、同じ方法を用いれば、ユージオも蘇そ生せいできる可能性があるということなのだ。

　もちろんユージオ自身は、ミニオンの体を得て生き返ることなど望むまい。だが、もう一度だけ会って言葉を交わしたい……ちゃんと思いを伝えたいというティーゼの気持ちは痛いほど理解できる。

　ユージオへの思いは消えず、レンリに返事もできずにいるうちに、ティーゼが区切りと定めていた正せい騎き士しへの余りにも早い昇しよう格かくが決まってしまった。それから二日、昼間はいつも以上に明るく振る舞まっているが、夜中になると自分の部屋でひとり泣いていることをロニエは知っている。

　力になりたい。苦しみを少しでも軽くしてあげたい。でも、ロニエにできることは何もない。

　今日のお茶会は、ティーゼが時折見せる憂うれい顔がおに気付いたアスナが企き画かくしてくれたものだ。四方が空に開けている暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろうにはソルスの光が穏おだやかに降り注ぎ、春の訪おとずれを予感させるそよ風が気持ちよく吹ふき抜ける。ハナ調理師秘蔵のリンゴの香かおりがするお茶も、アスナが焼いてくれたリンゴのパイもとてもおいしく、おやつを食べ終えてじゃれ合っている三匹びきを見ていると自然と笑みが浮かんでくる。

　けれど、朗ほがらかに笑うティーゼの、紅葉もみじ色いろの瞳ひとみの奥おくに宿る悲しみは消えない。

　このままだと、もしかしたら、ティーゼは正せい騎き士しへの昇しよう格かくを断ってしまうのではないか。

　それどころか、剣と徽き章しようを騎き士し団だんに返し、セントラル・カセドラルから去ってしまうのでないか……。

　そんな予感に捕とらわれて、ロニエが一いつ瞬しゆん息を詰つめた、その時。

「悪い、遅おそくなった！」

　という声とともに、キリトが階段から飛び出してきた。

　すかさずアスナが立ち上がり、両手を腰こしに当てる。

「ほんとに遅おそいよー。わたしたち、もうパイ食べ終わっちゃったよ」

「えっ……お、俺のぶんは……？」

「どうかなぁー、残ってたかなぁー」

「わあ、そりゃないよー！」

　いつもどおりのやり取りを繰くり広ひろげてから、キリトは左手に持っていた細長い包みを近くの花か壇だんに立たて掛かけ、ロニエとアスナのあいだの椅い子すに座すわった。

　もちろんアスナはちゃんとパイを残していて、大きめに切られたそれとリンゴ茶をキリトの前に並べる。さっそく大口を開けてかぶりつくキリトに、ティーゼが訊たずねる。

「それでキリト先せん輩ぱい、用事で遅おくれるって言ってましたけど、どこに行ってたんですか？」

「もぐむぐ……いやあそれが、デュッさんに呼び出されてさ……。三十日のお祭りの警備体制を強化したいって言われて、打ち合わせしてたんだ」

　デュソルバート師し範はんに対する、親しみに満みち溢あふれすぎたあだ名は聞かなかったことにして、今度はロニエが質問した。

「それは、黒くろ皇こう帝てい一味がお祭りに何かを仕し掛かけてくるかもしれない……からですか？」

「く、黒くろ皇こう帝てい？」

　キリトとアスナが目をぱちくりさせるので、ロニエはティーゼと顔を見合わせてから説明した。

「あの、一連の事件を起こした奴やつらを指す公式名めい称しようがまだないようなので、あたしたちはそう呼んでて……」

「なるほど、黒くろ皇こう帝てい一味か……うん、いいね、俺もそう呼ぼう。……で、デュッさんが心配してるのはまさしくそういうことなんだけど、俺はその可能性は低いと思う。甦よみがえった皇こう帝ていたちの目的はあくまで人界と暗黒界にもういちど戦争を起こすことで、そのために用意した融ゆう合ごう型ミニオンは分解されちゃったからな。仕し掛かけてくるにしても、しばらくは準備が必要なはずだ……」

「そうね……。逆に言えば、ティーゼさんとロニエさんがクルーガ皇こう帝ていの隠かくれ家がを見つけてくれなければ、あの融ゆう合ごう型ミニオンが解放祭を襲しゆう撃げきしていたかもしれないのね」

　アスナの言葉に、キリトが深々と頷うなずく。

「その通りだな……。ファナティオさんには先走りすぎだって怒おこられちゃったみたいだけど、今回は二人に本当に助けられた。結局、森の中からは粘ねん土どが二百袋ふくろ以上も見つかったんだ……あれが全部新型ミニオンになってたらと思うとぞっとするよ」

「その場合、中に取り込む素体はどうするつもりだったんでしょうか……？」

　ティーゼが訊たずねると、キリトはリンゴ茶を一口飲んでから唸うなった。

「うーん……いま人界に滞たい在ざいしている亜あ人じん族を片かたっ端ぱしから攫さらうのは現実的じゃないよな。交流事業は一時停止されて、観光客はどんどん帰国しているし……。──そうそう、山ゴブリン族のオロイと他の三人は、明日の朝出発するってさ。ロニエたちにお礼を言いたがってたよ」

「はい、もちろん見送りに行きます！」

　即そく座ざに答え、ロニエは東の空を見やった。

　四百年以上も人界と暗黒界を隔へだて続けてきた東の大門は、一年と三ヶ月前、二つの世界を争わせるために崩ほう壊かいした。戦争の終結後、大門は再建されたが、木製の扉とびらはずっと開け放たれたままだった。

　しかしヤゼン老人が殺されてから、扉とびらは再び閉ざされてしまった。そういう意味では、黒くろ皇こう帝ていたちの陰いん謀ぼうはすでに一定の効果を上げている。しかも、事件が解決したわけではまったくないのだ。

　大浴場で騎き士しフィゼルに聞いたことを思い出し、ロニエは視線を代表剣士の横顔に戻もどした。

「あの、キリト先せん輩ぱい。西帝てい国こくの皇こう帝てい、アルダレス・ウェスダラス五世だけは、死体が見つからなかったんですよね……？」

「うん、そう聞いてる。西セントリア帝てい城じようはファナティオさんの記き憶おく解放術で全ぜん焼しようしちゃったからな……ガレキの撤てつ去きよに三ヶ月もかかったから、もしアルダレス皇こう帝ていの死体が埋うもれてたとしても、城内が片付いた頃ころにはとっくに神聖力に昇しよう華かしてたはずだ」

「もしくは、逃げ延のびてどこかに隠かくれてるか、ね……」

　アスナの指し摘てきに、キリトは腕うで組ぐみをして唸うなる。

「うーん……。クルーガ皇こう帝ていが別べつ荘そうに隠かくれてられたのも、体がミニオンで、ものを食べる必要がなかったからだと思うんだよな。でもアルダレス皇こう帝ていが生きてるなら食料が必要だ。本人が店に買い物にきたら絶対に怪あやしまれて、シャオの情報網もうに引っかかるよ。……ただ……」

「ただ、何？」

「フィゼルとリネルの調査によれば、解散した西帝てい国こく近この衛え騎き士し団だんのメンバーで、現住所を確かく認にんできない元騎き士しが数人いるらしい。そりゃ皇こう帝てい家けに忠誠を誓ちかってたんだから、全員がすぐさま人界守備軍に移れるとは思わないけど……」

「仮にその元騎き士したちが皇こう帝ていと合流してたら、食料を手に入れるのもそう難しくはないわね。そのつもりで捜そう索さくの範はん囲いを広げる必要があるかも」

「まったく、人手がどれだけあっても足りないな」

　そう言うキリト自身が、毎日数多あまたの仕事に追われて東とう奔ほん西せい走そうしていることをロニエは知っている。思わず背筋を伸ばし、改まった声で言う。

「あの、私たちが正せい騎き士しになったら、もっと色々お手伝いしますから！」

　するとキリトは、ロニエを見て「頼たよりにしてるよ」と微ほほ笑えみ、次いでティーゼに視線を移すと、はっとしたように目を見開いた。

　ロニエも右みぎ隣どなりに顔を向ける。

　すると、直前までは真しん剣けんな表情で話を聞いていたティーゼが、まるで涙なみだを必死に我が慢まんするかのように唇くちびるを嚙かみ、俯うつむいていた。

「ティーゼ」

　反射的に手を伸ばし、親友の背中に触ふれる。体は少しだけティーゼのほうが大きいはずなのに、いまは子供のように小さく感じる。

　キリトもアスナも、何も言おうとはしなかった。騎き士し団だんの代表者らしい毅き然ぜんとした、しかし心からティーゼを気き遣づかう表情で、じっと見守っている。

「きゅる……」

　庭園の真ん中あたりで月ツキ駆ガケやナツと追いかけっこをしていた霜シモ咲サキが、短く鳴くとテーブルに近づいてきて、ティーゼの右手の指をぺろぺろと舐なめた。その手で幼よう竜りゆうの首を優やさしく搔かいてやってから、ティーゼはゆっくり顔を上げた。

「あの……、キリト先せん輩ぱい、アスナさま……」

　無言で頷うなずく二人に、ティーゼは一語一語を嚙かみ締しめるように告げた。

「……あたし、正せい騎き士しへの昇しよう格かくは、辞退しようと思ってます」

「それは、どうして？」

　キリトが、真まっ直すぐな言葉と表情で訊たずねる。修しゆう剣けん学がく院いんで出で遭あった頃ころからまったく変わらない、力強いのに優やさしく包つつみ込んでくるような黒い瞳ひとみに促うながされ、ティーゼはここしばらく心に抱かかえ続けていたものをついに吐と露ろした。

「……あたしが皇こう帝ていの別べつ荘そうを調べようとしたのは……あそこに幽ゆう霊れいが出るって噂うわさを聞いたからなんです。もし幽ゆう霊れいが存在するなら……いつかもういちどユージオ先せん輩ぱいに会えるかもって、そう思ったんです。あたしは私情だけで先走って、ロニエと月駆と霜咲を危険に晒さらしてしまいました。そんなあたしに……正せい騎き士しになる資格はありません」

　最後のひと言は激しく震ふるえ、口を閉じると同時に紅葉もみじ色いろの瞳ひとみから涙なみだが一粒つぶ零こぼれた。

　親友に伝えたいことはロニエにもたくさんあったが、いまティーゼの思いを受け止めるのはキリトの役目だ。

「…………会いたいよな」

　穏おだやかな、でも少しだけ何かに耐たえるような声で、キリトが言った。ティーゼが弾はじかれたように顔を上げ、濡ぬれた両目でキリトを見る。

「俺も、ユージオに会いたくて会いたくてたまらなくなる時がある。一人でいると、いつの間にかあいつの言葉や笑え顔がおを思い出してる。そして……確かにこの世界には、死んでしまった人の声を聞く方法がないわけじゃない。人の記き憶おくは、大事にしていた物や好きだった場所に染しみ込んでいて、そこから術式で擬ぎ似じ的な魂たましいを呼び出すことも不可能じゃないんだ……」

　キリトの言葉に、ティーゼがびくっと体を震ふるわせる。両手を胸の前で握にぎり合わせ、絞しぼり出すように問いかける。

「なら……なら、会えるんですか？　もういちど、ユージオ先せん輩ぱいに……」

　するとキリトは、一いつ瞬しゆん両目を閉じてから、ゆっくりとかぶりを振った。

「……仮に何らかの術式でユージオの声を聞くことができても、それが本物のユージオだとは言えない。ミニオンとして甦よみがえったクルーガ皇こう帝ていが、本物の皇こう帝ていじゃなかったように……。この場所の五階上、カセドラルの最上階で、ユージオは最高司祭と相あい討うちになって死んだ。あいつの魂たましいは、シンセサイズの儀ぎ式しきで抜き取られた幼い頃ころのアリスの魂たましいと一いつ緒しよに、ずっと遠い場所に旅立ったんだ。そのあとも、剣に宿っていたユージオの記き憶おくが何度も俺を助けてくれたけど……皇こう帝ていベクタとの戦いで、それも燃もえ尽つきてしまった……」

　キリトの言葉はいたわりに満ちていたが、同時に残ざん酷こくでもあるものだった。ティーゼはゆっくりと肩かたを落とし、呟つぶやいた。

「じゃあ……もう、先せん輩ぱいの記き憶おくはこの世界のどこにも残ってないんですね……」

「いや、それは違ちがう」

　強い口調でそう言い切ると、キリトは右手を持ち上げ、自分の胸に押し当てた。

「思い出はここにある。ユージオと出会い、共に過ごした人みんなの中に、あいつの記き憶おくが残ってる。思い出のユージオが語りかけてくるなら……それは、それだけは本物のユージオなんだ」

　はっとしたように息を吞のんだティーゼが、同じように右手を胸に当てた。

　しかし数秒後、その手がぱたりと膝ひざに落ちる。

「…………あたしは……あたしは、たった一ヶ月と少ししかユージオ先せん輩ぱいのお傍そばにいられなかったんです。キリト先せん輩ぱいみたいに一いつ緒しよに旅もできなかったし、一いつ緒しよに公こう理り教きよう会かいと戦うこともできなかった。しかも……ユージオ先せん輩ぱいが教会に連れて行かれる原因を作ったのはこのあたしなんです。あたしのせいで先せん輩ぱいは学院からいなくなって、そのまま遠くに行ってしまった……。そんなあたしには、ユージオ先せん輩ぱいの声は聞こえないんです……！」

　両手を顔に押し当てて泣き始めたティーゼの足あし許もとで、霜シモ咲サキが心配そうな声を上げながら首を足に擦こすりつける。月ツキ駆ガケとナツも、その様子を並んで見守っている。

「……ティーゼさん」

　泣き続けるティーゼに、アスナが密ひそやかな声で語りかけた。

「わたしも、リアルワールドで大切な人を亡なくしたの。わたしより年下だけど、ずっとずっと強くて、いつも明るく笑ってて、妹みたいに思ってた。一いつ緒しよに過ごした時間はとても短かったけれど……でも異界戦争の時、彼女はわたしを助けてくれた。いまだって、思い出の中にたくさんの彼女がいる。大切なのは時間の長さじゃないよ……それに、ユージオさんはティーゼさんたちを助けるために行動したんだから、それを悔くいたことなんていちどもなかったはずだよ」

　口を閉じたアスナが左手を伸ばし、ティーゼの背中を優やさしく撫なでると、泣き声が少しずつ小さくなっていく。

　それでも顔から両手を離はなそうとしないティーゼの正面で、再びキリトが口を開いた。

「ティーゼ。仮に正せい騎き士しに昇しよう格かくしないとしても、剣は交こう換かんするんだろ？」

　唐とう突とつな質問だったが、しばらくしてからティーゼはようやく手を離はなし、ぐしゃぐしゃに濡ぬれた顔を頷うなずかせた。

「……はい。別べつ荘そうでは、あたしがまだ制式剣を使ってたせいで、ロニエにばかり戦わせちゃいましたから……」

「なら、普ふ段だん使づかいの剣は武ぶ具ぐ庫こで選ぶとして……これも預かってほしいんだ」

　そう言ってキリトは、近くの花か壇だんに立たて掛かけてあった布包みを持ち上げた。

　真っ白い布の中から出てきたのは、氷のように青く透すき通とおる鍔つばに薔ば薇らの浮うき彫ぼりが施ほどこされた、途と轍てつもなく美しい一本の長ちよう剣けんだった。それを見た途と端たん、ティーゼがいっぱいに両目を見開く。

「あ……青あお薔ば薇らの剣……!?」

　キリトがテーブルの真ん中に置いたのは、間ま違ちがいなく青薔薇の剣──かつてのユージオの愛剣であり、彼の死後はキリトが所有し続けていた最高級の神器だった。

「で、でも、それは、キリト先せん輩ぱいの……」

　ティーゼが小刻みにかぶりを振る。受け取れないという気持ちはロニエにも解わかる。

　最高司祭との戦いから、異界戦争の終しゆう盤ばんまで長いあいだ心を閉ざしていたキリトは、喋しやべることも歩くこともできなかったが、夜空の剣と青薔薇の剣だけは決して手放そうとしなかったのだ。しかしキリトは微ほほ笑えみながら、強い意志の滲にじむ声で言った。

「これはティーゼに持っていてほしい。いまはまだ装備権限が足りなくて、振り回すのは難しいだろうけど、手入れならできるから……。大切に磨みがいていれば、いつかきっとティーゼにもユージオの声が聞こえる。その声だけは絶対に偽にせ物ものじゃない。術式で引き出すんじゃなく、思い出の中から届く声はね……。さあ」

　キリトに促うながされ、ティーゼはおずおずと両手を伸ばすと、白しら革かわの鞘さやに収められた長ちよう剣けんを握にぎった。

　現在のティーゼの武具装備権限は、ロニエと同じ40。いっぽう青薔薇の剣の優先度は45だったはずだ。数字が五も違ちがえば、鍛か冶じ師しや細工師の天職に就ついていない限り、普ふ通つうは持ち上げるのも難しい。

　ユージオやキリトは、修しゆう剣けん学がく院いんに入学した頃ころから、神器であるこの剣を自在に扱あつかえたのだ。それはつまり、武具装備権限が上位騎き士し級の45に達していたということだ。そう考えれば、二人がセントラル・カセドラルでデュソルバートやファナティオたちと互ご角かく以上に渡わたり合あったという話も頷うなずけるが、しかし常々キリトが言っているとおり、強さは数字だけで表せるものではない。

　ティーゼは、立ち上がると両足を広げ、長く息を吐はいた。同じ時間をかけて吸い込み、ぐっと溜ためて──青あお薔ば薇らの剣を少しずつ、慎しん重ちように持ち上げる。

　神器は、ティーゼの腕うでを拒こばむことなく胸に納まった。両手でしっかりと剣を抱だき、握にぎりにそっと頰ほおを寄せてから、ティーゼはわずかに涙なみだの残る顔に微ほほ笑えみを浮かべて言った。

「……キリト先せん輩ぱい、青薔薇の剣、大切にお預かりします。毎日丁てい寧ねいに手入れをして、真しん剣けんに修しゆ業ぎようもして……そしていつか、この剣が振れるくらいの強い上位騎き士しになります！」

「……うん」

　キリトとアスナが同時に頷うなずき、ロニエはいつしか自分の両目にも滲にじみかけていた涙なみだを瞬まばたきで振り払った。

　ユージオへの想おもいと、レンリからの求きゆう婚こん。それにティーゼが答えを出すには、まだまだ長い時間がかかるだろう。でも少しずつ……一歩ずつ前に進んでいけばいい。いままで二人がそうしてきたように。

　庭園をそよ風が通り過ぎ、午後二時の鐘かねが軽かろやかに鳴なり響ひびいた。

「おっと……そろそろ時間だな」

　突とつ然ぜんキリトがそう呟つぶやくと、皿さらに残っていたリンゴパイを一口で頰ほお張ばった。木の実が大好きなネズミのナツのように膨ふくらませた頰ほおをもぎゅもぎゅするキリトに、アスナが訊たずねる。

「時間って、なんの？」

「みんな、正門を見てみろよ」

　言われるまま通路を移動して──神器を抱いだくティーゼはさすがに足取りが物理的に重そうだったが──、南の回かい廊ろうからカセドラルの前庭を見下ろす。

　ちょうど、いつもは閉じられている門がいっぱいに開かれ、そこから大型の四頭立て馬車が入ってくるところだった。

「わあ、でっかい馬車……」

　ティーゼが呟つぶやき、ロニエも首を傾かしげる。

「誰だれが乗ってるのかな……」

「おいおい、何日か前の会議で報告があったじゃないか」

　クリームのついた顔ににやにや笑いを浮かべ、キリトが言った。

「今月入にゆう塔とうする見習い神聖術師たちだよ」

「えっ…………！」

　ティーゼと顔を見合わせ、再び馬車を見る。

　そういえば確かにそんな議題があった。黒くろ皇こう帝てい騒さわぎですっかり失念してしまっていたが、ということはつまり、あの馬車には……。

「……フレニーカ！」

　声を揃そろえて叫さけぶと、ロニエとティーゼはキリトとアスナの顔を交こう互ごに見た。

「あ、あの、先せん輩ぱい、あたしたち……」

「ああ、出で迎むかえに行くんだろ？　青あお薔ば薇らの剣はあとで部屋まで届けておくよ」

「す……すみません、よろしくお願いします！」

　本当は一いつ瞬しゆんも手放したくはないだろうが、神器を抱かかえたままでは走ることもできない。キリトに剣を預けたティーゼと一いつ緒しよに、最速で頭を下げる。

「アスナさま、パイとお茶ごちそうさまでした！　それでは失礼いたします！」

「行ってらっしゃい」

　にこにこと手を振るアスナの前を通り過ぎ、下り階段に向かおうとした二人の背後で──。

「そんじゃ俺も、セルカを迎むかえに行ってくるよ」

　という声が聞こえた。急制動して振り向くと、青薔薇の剣を右手に握にぎったままのキリトが、回かい廊ろうから空へぴょんと飛び出すところだった。

「あっ、ちょっとキリトくん！　わたしも連れていきなさいよ！」

　アスナが叫さけび、後を追って跳ちよう躍やくする。代表剣士と副代表剣士が一いつ瞬しゆんで姿を消してしまい、ロニエはティーゼと再び顔を見合わせると、くすっと笑った。

「ほら月ツキ駆ガケ、霜シモ咲サキ、ナツも行くよ！」

　再び振り向むいて呼びかけると、幼よう竜りゆうたちは「くるるっ！」と答え、ネズミは月駆の背中に跳とび乗った。

　二人と三匹びきは、早春の花々が咲さき乱みだれる望ぼう楼ろうの中を、元気よく走り始めた。





（終わり）









　　　あとがき




　ソードアート・オンライン20『ムーン・クレイドル』をお読み下さり有あり難がとうございます！

　19巻とサブタイトルが同じですが、これはミスや手抜きではなく１巻２巻（アインクラッド）や３巻４巻（フェアリィ・ダンス）と同様のまたがりタイトルであります。この二冊でムーン・クレイドルのお話はひとまず完結……ではあるのですが、まだ事件が完全に解決したとは言えませんね……。事件の真の黒幕は誰だれなのかとか、赤い宝石は何なのかとか色々と謎なぞが残ってしまっているんですが、キリトたちと黒くろ皇こう帝てい団だんとの戦いはここから百年以上も続いて、最終的には宇う宙ちゆう怪かい獣じゆうアビッサル・ホラー（18巻のラストに出てきたヒト）との決戦に至る予定なので、そこまで書こうと思ったら果たしてあと何冊必要なのか……（怖）。でも、この二冊で少なくともティーゼとロニエの気持ちにだけは答えを出そうと思っていたんですが、それもやや中ちゆう途と半はん端ぱになってしまいました。ティーゼはいずれ青あお薔ば薇らの剣を通してユージオの声を聞くことができると思うんですが、ロニエは……どうするんでしょうね……。子孫のローランネイがいる以上、いつか子供を産むはずなのですが、いまの彼女からはキリトへの気持ちに区切りをつけて他の誰だれかと結けつ婚こんする未来はまるで想像できません。ただ、もうすぐ正騎士に叙じよ任にんされる予定のロニエは、これからももっともっと強くなって、誰だれかに与あたえられるものではなく、自分だけの答えをいつかきっと見つけるのだろうと思います。

　アンダーワールドのお話はこの20巻で一区切りとなり、21巻からは舞ぶ台たいを現実世界に戻もどして、統治者ではなく高校生のキリトとアスナの新たな物語が始まる予定です。私もまだ、どんな話になるのかぼんやり想像を巡めぐらせている段階ですが、そう遠くないうちにお届けしたいと思っていますので、新しん章しようも応おう援えんよろしくお願いします。お待たせしまくりのプログレッシブも頑がん張ばります！

　この巻の刊行から約二週間後の九月二十七日には、劇場版のＢＤ＆ＤＶＤも発売となります。上映時であれほどハイクオリティだった映像に、更さらに多数のリテイクが入っているという噂うわさです……！　私も『コーディアル・コード』というタイトルで、後日談となるお話を書き下ろしています。劇場特典だった『ホープフル・チャント』をお読みでなくても（読んでいればいっそう）楽しめると思いますので、ぜひぜひお手にとって下さいませ！

　その特典とこの巻が同時進行でご迷めい惑わくおかけしてしまったａｂｅｃさん、ますます進化していく美び麗れい＆大だい迫はく力りよくなイラストをありがとうございました。社長業と編集業兼けん務むでいつ寝ねているのか謎なぞな三み木きさんと、サブ担当の土つち屋やさん、安あ達だちさんにもたいへんお世話になりました。読者の皆みな様さまも、いよいよ未知のゾーンに入っていくＳＡＯをよろしくお願いします！





二〇一七年七月某ぼう日じつ　　　川かわ原はら 礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド22』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

いやー今年の夏はどうかしてる暑さですね…。作中では２月なんですが、キャラに「やばあっちー」と言わせそうになりますね。暑さのあまり完全に引きこもりでどこにも行ってないので５レベルアップですヤッター！　北に行きたい…。
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